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リガ I ンカ•タッタ王子の物語 









一一一巧じその名も商いアョ I ディヤ I という都城があります。むかし、その都城にアマラダッタ 
という王•かいました。この離々しく就商い王の妃スラタ•プラバ—は、まこと祭火の跑きを増す 
供物のように、王にいつも深い愛怖を捧げていました。この王妃に ムリ ザーンカダッタというで 
モがをれましたが、王子は教えきれぬほどに多くの楠を具えていました。 

このち子に十人の侍民がいました。プラチヤンダ.シヤクティ、ストゥ—ラ•バ ーフ 、ヴィク 
ラマ•ケーシヤリン、ドリダ.ムシュテイ、 メ —ガ•バラ、ビ—マ•パラ—クラマ、ヴイマラ • 
プッディ、ゲィヤ—グラ•セ I ナ、 グナー カラ、そして十番目はヴィチトラ •カタと いい、みな 
真家の生れで、若く、勇新がみり、巧閒で、ま人のことじ巧、むしていました。ムリボ I ンカダッ 
夕は乂の家でこれらの人々と一緒じ楽しく暮していましたが、王子じ相応わしい妃がまだありま 
せんでした。 

あるとき、侍臣の一人ビーマ.パラ—クラマが王ずに密かに言いました。 

「王すさま、昨夜の出来革を聰いてください。わたくしは王宮の巧台に巧ていましたが、を中 
に突然に眼か覚めまして、ヴアジラのように鋭い化をもった獅子がとびかかつてくるのを見まし 
た。わたくしが剣を手にして化上りますと、獅子は逃げ曲しましたので、わたくしは一生懸命に 


追いかけました。獅子は河を巧りますと、わたくしに向つて長い舌を旧しましたので、わたくし 
は剣でその長いをを胡りおとしました。その舌は楠のょうに長うございましたので、舌を橋がわ 
りにして、わたくしが河を渡りますと、獅子はその途娜に異形の巨人になりました。 

「お前は誰だ 。 J 

と、わたくしが奇わまずと、その巨人が言いました。 

「わしはヴューターラだ。ホ绍じ离敢な奴だ。わしはお前の勇気に感むしたぞ。」 

という言葉を聴きまして、わたくしはこの巧に 

r 本当じそうなら、わたしのま入ムリガーンカダッタ王子のおがになられるのは、どなたなん 
だ。」 

と尋ねました。すると、わたくしの言葉を祗きまして、そのときヴエ—ターラが申しました。 

『ゥブジャイニ！にカルマ•セ—ナという S なぶ•かいる。この王に、美しさの点ではアプサ 
ラスー巧」にも酷る王ホ•かある。この王ホはシャシャ—ンカヴァティーといい、プラジャー。ハティ 
(錦货)が創造しわ美の容器かと思われるほどだ。この王女がムリボーンヵダプタ王子の姐となる 
であろう。そして、お前のま人はこの美しい姫をがとしてを世巧の王をとなるであろう。」 

と言いまして、かのヴューターラは姿を消しました。それで、わたくしも家じ帰りましたのでず 
が、これが昨巧の出來をであります。」 

ムリガ—ンカダッタ王子はビ—マ*パラ—クラマからこの話を聴きまずと、自分の侍臣をみ >ぶ 




w 召集しまして、この話を聰かせました。そして、彼等に言いました。 

「わたくしが黃の中で見たことを脈いてもらいたい。われわれ一同がある大きな森の中に這入 
っていったようにあう。そこで喉がはげしくおいた•か、漸くのことで水のあるところに辿りつき、 
かを欽もうとした。すると、武装した五人の男が巧然じ現われでて、われわれが水を飲もうとす 
るのを妨げた。物蛮い喉のかわきにましんでいたわれわれが丑人のちを殺して、さて水をおもう 
とすると、五人の馬も水も消えてなくなった。こうして、われわれ■か西りはてていると、與微に 
前額部に月輪を强かされたシヴァ巧が牡牛に乘ウて現われられた。われわれはシヴァ神に祈りを 
捧げた。神はひれ伏しているわれわれにホの眼から涙のしずくを地上に墜された。すると、それ 
は叙ちにおになった。その海から素隨らしい真珠の頸飾りを得て、それを頸につけた。そして、 
血の觸る獨體で海水を飲んだ。その瞬間に、わたしは眼が猫めたのだ。すると、をが終ったので 
ある。」 

と、このようにムリガ ー ンカダッタが不思麻な夢を話しました。他の侍臣たちが菌こんでい ると、 
ヴィマラ.プッディが王子に言いました。、 

「王子さま、シヴァ神があなたさまじこのように風なを垂れられたのですから、あなたは幸福 
です。あなたは夢の中で頸飾りを得て、大游を飲みほされたのでずから、かならずやシャシャ I 
ンカヴァティー姫をおとされ、を世界を統治されるでありまし よう ゥしかし、化のことは少しば 
かり不運を意味するでありましよう OJ 
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そこで、ムリガ—ンカダッタは侍臣たらに再びすいました。 

「夢の中でえたわたしの果輔といい、ビ—マ•バラ ー クラマおヴエ ータ I ラから聴'’たことと 
いい、その通りに実現するであろうが、ヵルマセ ー ナ王が軍巧と要蟹で守っている 王 ホ シャシャ 
—ンヵヴァティ I を、わたしは智巧の力でなんとしても得なければならない。智賺の力はあらゆ 
る化専じ於いて最上の道具である。まあ、聰いてもらいたい。このなについて物語を話そう。 

〔バドラ•バ I フ王と巧 相の物語) 

マボダ園に、.バドラ•パーフという王があった。この王にマントラグプタという度人の中でも 
巧巧な大臣がいた。あるとき、王は自分からこの大臣じ言った。 

「ヴ r ラ 1 ナシ—の王ダル7 •ゴ—パ呈专ナンポ.り—ラ1は一二累美ホといわれてい 
る。わたしはこの王ホじホ婚したけれども、かの王はわたしに対する敵愚から承諾しない。かの 
王は猛をバドラ•ダンタを巧有していて、巧負かすことは困難だ。と言って、わたしはかの 王 ホ 
なしではをきてゆくに耐えない。わたしじは、愚早手段はない。 どうし たらよいか、言って まし 
ぃ。」 f 
と、王から言われた大臣は、王に語った。 

「陛下、何がじあなたは武勇だけが成功をもたらし、智麽が成巧をもたらさないと抑せられる 
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のですか。 くよくよ することは御無巧に願います。陛下のために、わたくしは自分の智慧で巧を 
してごらんにいれましよう〇」 

と言って、大臣は苦行者に蛮装し、六、と人の従ををつれて、ヴァ1フーナシーに社いた。その地 
で大臣は、彼の弟子に変裝した従老たちは、 

「この方は神通力をもっていられる。」 

と、彼の功楠にあずかろうとしで集ってきた人々に宜伝させた。 

あるを、目的を成就する手段を見出そうと役者をつれて歩きまわっていたとき、族の醬人の妻 
■か一气四人の武装した入に速れられ て、 あから何処かに人目を避けて足早に巧てゆくのを見まし 
た。 

「たしかじあのホは出奔するのだ。何化に巧く か、 見てやろう。」 

と考えて，従者と一緒にそのかのあとをつけた。そして、その女が這入った家を迸くから見とど 
けて、そのをは彼は自分の宿に帰った。 

その型朝、財座を持って出奔した妻を探してうろつき姻っている族の葡人のところへ、策略を 
巧いて雌者たちを遇りました。をの番人は妻を探しだせないので、了度證を飲んだところだった 
ので、徙者たちは同巧したふりを裝うて、智窓をしぼって禪潭剤をがませた。 

「われわれの先生のところへ巧こう。巧をは聖人で、御接がでないことはないんだ。」 

と言って、この巧を大臣のところへ連れてきた。をの番人は大臣を見て、巧行を修めた巧城に揮 
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く尊師と思い、を許に平伏して自分の妻のことを导ねた。大臣は瞬想するふりをして、夜中に見 
知らぬ人々に彼の妻が連れてゆかれた家の肖極を教えた。族の番人は大臣を拝んで化まり、都城 
のを吏たちとその塌処を取囲んだ。そして、妻を連れまった悪人どもを殺し、妻をとりかえすと 
ともに自みのが産と妻の装飾品も取りかえしました。 

そして、その次の朝、魚の番人は大臣のところに来て、恭 々しく 拝礼を して 化の言葉を 述べ、 
この似而非聖人を食事に巧待した。大居が他人の家に這入ることを望まず、また夜分じを事する 
ことを望んだので、をの番人はを閒に激舎でを車を接待した。かの大臣は明文の力で蛇を竹の中 
に這入らせて、内密にそれを持ちこみ、が者たちと一緒に接待を受けた。そこで、をの番入が座 
をはずしたとき、他の者たちが睡っている隙をねらい、蛇を睡っているバドラ-ダン タ 象の耳の 
中に巧茵から這入らせた。彼等はその巧をそこで過し、その强朝自かの国マボダに帰ったが、象 
はそのために巧んだ。 

ダルマ•ゴーパ王の誇り ともいぅぺ きをを殺して、かの R 巧な大段が喊おする と、 バドラ.パ 
1フ王はな曹した。そこで、王ホアナンザ•リ—ラーにホ婚の使節をヴァ I ラ I ナシーに派遣し 
た。象のいなくなって弱くなったダルマ•ゴ—パ王は王女をバドラ•バーフ王にぶえた。時機を 
知る王者は風になびく常に似た帰服をををずるものだ。 

こぅして、大臣マントラグプタの智思にょって、バドラ••ハーフ王は美姫 T ナンガ•リーラ— 


















u を得た。されば、わたしもまた智巧によって妻を得たいものだ OJ 

と、ムリガ—ンカダッタが言いましたので、侍臣のヴイチ トラ •カタが王子じ言いました。 

「夢の中で約束されたシヴァ神の恩なじより、あなたは一切のことを巧就されましよう。神の 
恩親は化ず遂げられるもので、成就しないことがありましようか。このなについて、それを巧ら 
かにする一つの® g をお話しましよう〇お聰 きく ださい。 

〔プシュカラ I クシャ王とヴィナヤヴァティ r の物語〕 

タクシャシラ I の都じ、バドラ—クシャという王がありました。彼は息子のちれることを願つ 
て、剣に百と八本の白蓮を救せて、毎日ラクシュミーホ神を祀つていました。あるとき、でが沈 
設をまもつたままホ神に祈っていましたとき、むの中で白蓮をおえてみますと、たまたま一本不 
足でありました。王は自分のむ赌の i を切りとり、ホ巧に捧げましたので、ホ W は満をされ、 
全世巧を支配ずる息子をみえるという恩滿を授けられました。そして、ホ巧は壬の傷を癒して、 
姿を消しました。すると、農后に息子が生れましたので、王は 
「、む喊の蓮華(プシュカラ)からこの子はをれた。」 

とて、み届を具えた息子じプシュカラークシヤというををつけました。な月を経て、王子が靑年 
になりますと、バドラ—クシヤ王はこの触を具えた王子を王ににつけて、自分はおがに隐あしま 


マ 

した0 

プシユカラ—クシャはと冒えば、彼は王なに則きまずと、每日シヴァ神を化拝していましたが、 
ある日、化拝のおつた後にシヴァ神じ妻を想詞しました。 

「俾よ、がはがの望むがままに目的をすべて連がずるであろう。」 

という声が天から聞こえてきました。こうして、お望が生じて満足しました王が、あるとき狩が 
を娛しむために骄獸の楼む森林に行きました。王は其化でつるみ合った二疋の蛇を 食べよう とし 
ている豁齡を見つけて殺しましたが、なじか、むが更く梢々としませんでした。防扔は殺された述 
端に姿を変えてヴイデイヤー ダラと なり、窗んで、プシユ カラ—クシ ャに言いました。 

「あなたはわたくしを按けて下さいました。わたくしの申上げることを聰いて下さい。 

ランク •マー リンという隙れたゲイデイ ヤー ダラ王がいました。 夕— ラーヴアリ—というヴイ 
デイヤーダラ旗の姐が彼を見まして、棄男子を夫じ望んでいましたこの娘は彼に惚れて、若々し 
い彼をホに遇びました。ターラ—ヴァリーの父は両人が親の訴絕もなしに結婚したことをあり、 
両人が巧くの間別れて着すようにと呪記しました。 

こうして、 ターラー ヴァリ ー と ランク. マーリンの夫婦は募りたかぶる 欲 悄に秘りたてられて、 
自かの領±のあちらこちらで遊び贼れていました。あるとき、 タ ー ラ— ヴァリ ー の父親の骑証の 
ために、 両人は森の中で離れてしまい、互い じを を見失いました。そこで、 夕—ラー ヴァリーは 
W 夫を探してホきまわり、遂に西海の巧岸じある森林じあきましたが、その森には巧通力を時つ一 




人の堅仙がをんでいました。其処には巧の満開したジャンプの大樹があり、巧に集まる頸蜂のげ 
い隐り芦で彼女を慰めるかのょうでありました。彼ホは致蜂の姿となつて、その樹の巧の中に這 
入つて休息し、蜜をがみました。その途端に、迸命のしからしめるところ、ホが其独じやつて来 
るのを逸くから見まして、彼女は皆びのために溢れる涙で巧を湿らせました。彼ホは塑蜂の姿を 
直ちに措てて、彼女を探して其化まで来ましたホのランク•マーリンのところに巧き、両人は目 
出度く巧会しました。あたかも巧ホが巧輪と結合するさまさな•からでありました。 

こうして、ターラーヴァリ I はホと一緒に自分の家に帰つてゆきましたが、彼女の涙で湿らさ 
れたジャンプ禪の花から実が生じました。そして、その実の中に、程なく、ホが生じましたが、 
天上の人間の涙は決して無駄になることはないからです。 

あるとき、ヴィジタ I スという黑仙が木の根と実を操して其処じ来ましたとき、その実が敢し 
て、ジャンブおから落ちました。樹から落ちて実が劑れますと、その中から神々しいろ女が現わ 
れでで、捉通りに望化の両をに拝礼をしました。天眼をもつ蜜仙はこのろホを見まして事の次窺 
を知り、腺いて自分の隐樓姻に連れ帰り、ヴィナヤヴァティ—というををつけました。聖化の隠 
が化で歳巧を送りましたヴイナヤヴアテイ I が大人じなりましたとき、たまたま巧中を旅行して 
いましたわたくしが彼女を見ました。そこで、自分のをなに自恼れていましたわたくしは、恋に 
育目となり、彼ホに巧づき、嫌がる彼ホを無理に速れ去ろうとしました。その瞬間に、彼ホの叫 
び声を聞きましたヴイジタース仙が来まして、あつてわたくしじ呪記しました。 


「鼻の蹇に自惚れた愚か者ょ、がは挪い爱路？なれ。汝がプ、ご カラ—クシャ王に殺 
されるとき、呪詰から解がされるであろう。かの王こそ、ヴイナヤヴァテイ—の夫となるであろ 
う。」 

と、聖仙かち明詰されましたわたくしは、地上に齡蛇となつて生れました。そして、今、わたく 
しにかけられた 扰 記は終りました。マすから、あなたは西海掉夏るスラビ T ルタと いう、 
かの 森林 じ巧きなさい。そして、美の女神のおりをさ4うという天上の女性を妻とな意がょ 

ぃ。」 ， 

と、ヴイデイヤーダラはプシユカラ—クシャに貫いまして、天に巧つてゆきました。 

プシユカラ1クシャ王は自器都城じ幡り、里国芙臣たちに S た後、馬に乘つて夜間にひ 
とりで出かけました。そして、遂に西おの世じ巧きましたが、 

「か何なる手段を雨いて、大海を渡ろうか。」 

と、其洒で考えました。其がじ雅も居ないドゥルガ—ホ：^の禍堂を見つけましたので、 彼は その 
^じ這入り、水沿を して 身を巧めた後、ホ袖を祀りました。誰かが其処に逊 していつたヴイーナ 
1を手にして、是赛の作った敗で恭々しくホ神を E しました。 素ヴイ 1 ナ1を 弾じて讚 
晚しましたの畜ばれた斋は、冀の鬼盛たちに命じて、睡つている王を裹間に海の寶ま 
で連れてゆかせました。 

こうして、をの翌朝、瓶挥で眼を党ましたプシユカラ I クシャ王は、自かがドゥルボ—ホ神コ 
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祠堂の中にいないで、森の中にいるのに気づきました。王は m いて化上り、あたりをホき廻って 
いますと、里仙の願棲処がをえました。樹木は果実の重さにたわんで、王を戳迎してお帮镇をす 
るかのようでしたし、小扁たちの峨る声は王じ「ようこそ、いらつしやいました」と言つている 
ようでありました。王は其脚に這入って、弟子たちじ囲まれた聖化を見ました。王は聖仙に近づ 
いて、蟹仙の足誇にひれ化しますと、智角媒い空仙は王を口重に迎えて吾いました。 

「プシユカラ—クシャよ、そなたが採しているヴイナヤヴァテイーは親などをとるために今 T 
度出かけている。巧く待たれよ。前生じをいて妻であったあの姐と、王よ、今日結婚するがよ 

ぃ。」 

と、聖化から言われましたプシユカラークシャ王はそのときホえました。 

「よかった、この里化こそヴイジタ—ス仙だし、この撫こそかのヴイデイヤ[ダラの言った森 
だ。とすれば、ドゥルボー女神が海を渡らせて、わたしを此化に連れてきてくれたに巧違ない。 
ヴイナヤヴァテイ I がわたしの前生の妻だと醒化は言ったが、す思蘇なことだ。」 

と思い、王は苗こびながらも聖化に巧ねました。 

「尊者よ、どうしてヴイナヤヴァテイーがわたくしの前生の妻であったのでしようか。お話し 
ください。」 

と尋ねますと、堅化か言いました。 

「不お筋にあうならば、わたしの黯を聰きなさい。 


巧 


k. 

む々し.タームラリプティ—に、ダルマセ—ナという商人がいました。この商人こヴィデュ 
ル•レーヵーという美しい妻がありました。この商人がたまたま強盗に巧われて地器で場を巧け 
ましたので、化に身を投じて謂のうと思い、妻と一緒に家から出ました。そのとき、はからずも、 
この夫婦は空を飛ぶ美しいもか百痛を見ました。そこで、夫婦は白鳥にむを奪われたまま义に這 
入って死じましたので、两人は番の大白捕となって再び生れました。 

あるとき、雨期に彼等が 巧挪 子の樹ま菱是いまずと、を中にあ哪雨が起り、風が掛を倒 
し、彼等をはなればなれじしました。その 翌朝、 み 孤 雨が静まりまずと、雄鳥は池や諸方巧を齊 
びまわつて雌鳥を弦しましたが、見つけることができませんでした。恋しさに、むを悩ませていま 
した 雄 烏は、 雨期 じ白烏の 棠 まる T ナサ 觀 S とを、途中で出会 0 た雌の白鳥から踞き、、むを 
はずませて其化へ巧きました。雄顧は其姐で妻の雌捕を見つけ、雨期をそこで過したのち、妻と 
戯れ過ぶために、ある山の頂に巧きましたが、巧姐で雌商は谢師にお殺されました。それを見て、 
雄鳥は 恐怖と悲しみに巧ちひしがれて其姑から逃げました。 

靴師は射殺した雌の白扇を携えて帰る途中で、武裝したを努の人々がぞゥて來るのを遠くから 
見まして、 

r 奴等は これを 巧い とるだろう oj 

羞い、急 is で草を刈り取り、鳥を草マ地吉进いかく」ま」た。蒙人4か通り過ぎま 
すと、鋭師は息を取りに化房りました。ところが、猫肺が刈り取った草の中に巧者を蘇おさせる 




況奪草があり、この费黃の汁液で蘇生しました雌の白麻は常をはね飛ばして、滿師の眠の前で空中 
に飛び立ちました。 

おかわって、雄の白扁はある池の择に耶んでゆき、その池に戯れている白鳥の辭の中に妻の雌 
鳥の姿を見たように思い、夢中になって群の中に飛び下りました。そのとき、ひとりの漁夫が網 
をおげて、百鳥をすべて捕えてから、会ホをはじめました。そのとき、随息が夫を探して其姐に 
那んできましたが、ホが網に捕えられているのを見て悲しみながら四巧を見まわしました。する 
と、その化で水浴している人が宝玉の頸飾を岸にぬいだホ服の上じ留いているのを見つけました。 
瞄鳥は飛んでいって、その人が気づかない問に頸師をヒり、瀬ホに見せびらかせな■から空中をゆ 
っくり飛びました。瀬夫は嘴じ頸飾をくわえた白息を見ますと、扁を補えた網を巧りずてて、手 
に棒を持って雌鳥のあとを追いかけました。雌の白みはその頸節をぷくの岩の頂に留きましたの 
で漁ホはそれを手にいれようとして思に巧じ登りはじめました。それを見まず と、 雌の白鳥は急 
いで引遊し、捕えられている夫の巧くにある樹の上で巧こんでいる猿の眼をつつきました。眼を 
つつかれた猿•か怖れた拍子に樹上から網の上に落ちました。そのため網が破れて、白鳥はみな逃 
げました。こうして、夫姉の白みは巧び会うことができましたので、お置いに自分の冒険を語り 
あい、富びあってあいのままに適び賊れました。漁夫は頸飾を手に入れて、網で捕えた白鳥を持 
ち帰ろうと引返しますと、頸節を盗られた男がそれを探しているのに出舍いました。瀬夫が巧れ 
ているのを見まして、その男は漁ホが頸飾を盗ったと風い、それを巧いかえして、漁夫の右手を 
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M 刀で切り落しました。雌雄の白总は一本の速華を巧合傘にさして、日中に化から飛びたち、空中 
嗎 を飛び まわりました。 

I そして、間もなく、シヴァ神の化拝に巧念している蛮仙が詹を構えた、ある河择に着き まし 
I た。そ昔き、空を飛んでいる腿禪の賣は、脚肺のがった；奚で薑かれ、地上に落ちま 
I した。すると、白鳥たち•か牟にさしていました8は聖化が札拝しているシヴァ神のち脉の頂じ 
麵 落ちました。そこで、撒肺はそれを見まして、她麻を自分のものとし、雌庶を聖化に贈りました 
I 《で、聖化はそれをシヴァ神じ供畫した。 

I さて、プシユカラ—クシャ王よ、あなたはこの禪の白烏スシヴァ神の震の頂じ S た麵 
I の威力により、今日王家じ生れたのです。そして、かの旭の白篇がヴィナヤヴァティーで、彼か 
_ の肉でシヴァ神は蜗則に祀られた功楠じより、ヴィディヤ—ダラ旗の家にをれたのでず。相って、 

■ ヴィナヤヴァティ—はあなたの前生の妾なのです。」 

I と、ヴィジタ—ス化はプシユカラ-クシャ王に語りました後、王を水浴に巧かせて、寡は富の 
> 勤行をつとめました。 

I さて、プシユ カラー クシ ヤ 王が森の中を流れる川の岸に行きます と、 巧を摘んでいるヴィナヤ 
I ヴァティ I の姿が見えました。彼ホのをは、あたかも今まで巧のおみを見たことのない太陽の光 
I 撼かがおむを起して森におたかのようじ、あたりを雜かしていました。でが奇異の念にうたれて 
- リ 「あのゲは-体誰なのだろうか。」 






のと考えていますと、ヴイナヤヴァテイーがをに鹏を下ろして、侍女と巧緒薛をしていました。 

「ねえ、むかし、わたしを巧おうとしたゲイデイヤーダラが巧詰から紹がされて、今日来まし 
たのよ。そして、わたしの夫の来ることを告げてくれましたのよ。」 

この言葉を聰きまして、恃ホが堅化の娘におえました。 

「そうなんです。今朝、わたくしが聴いていますところで、ヴイジタ I ス仙がご自分の弟子の 
ムンジャ•ケ—シャに 

『急いで一了つて、夕—ラ—ヴァリ I とランク*マ—リンを巧れてこい。まこと、今日、化等の 
娘ヴイナヤヴァテイーとプシュカラークシ ャ 王の結婚まが行われよ ゥ OJ 
と、このようにホされました。ムンジャ•ケーシャは 
『承知いたしました 。 J ‘ 

と 答えて、出かけました。でず から、 わたくしたちも堅祉の庵室へ急いで崎りましよう。」 

このように恃女から言われましたヴイナヤヴァテイ I は其姐を化去りました。プシユ カラー ク 
シャ王は觉ちれずに巧くから二人の詰を晒きました。では燃えさかる恋の宿を鎮めるかのように 
水中に飛びこんで水浴をしました 後、 ヴイジタ I ス祉の履樓処じ則返しました。其晒にはタ ーラ 
1 ヴ ァリ I と ランク•マーリン 王が到おしていまして、二人の前にひれ巧すプシュ カラークシヤ 
でに敬意を表しました。そして、苦行をたちがその周囲に集まりました。こうして、第二の聖乂 
の谨化ともいうべき大阳ヴイジタースの黃れによって光り輝く祭巧の上で、ランク•マーリンは 
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プシュカラークシャ王にヴイナヤヴァテイー姫をぶえ、また天上を賊る巧々しい车を贈りまし 
た。 

「四おに囲まれたる大地を、この化とともに統治せよ。」 

と、 大邮ヴイ ジタ I スは王に祝福の言葉を真えました。 

かくて、 聖化の許しを得て、 プシュカラークシ ャ王は巧嫁をともない、天上を醒る神々しい車 
に乗り、大瓶を渡り、自みの都城に帰りました •か、 王の臣下の者たちの眼には王の姿はまことち 
輪の昇る姿さながらでありました。 

プシュカラータシャ王は世界を征服し、車の威力により谢王の位を得ました。そして、ヴイナ 
ヤヴァ テイー とともに長く幸おを享をしました。 

「このように、たとい化事がどのように困難でありましようとも、神々が恩恵を垂れられまず 
かぎり、この世に於いてが就しないものはありません。でずから、夢の中にシヴァ巧が現われら 
れて恩寵を約巧されたのでありまずゆえ、王子さま、あなたのごお望は間もなくが就いたしまし 
よう。」 

ムリ ボ I ンカ ダプタ 王子はこの不思筋な聯語を聰きましたとき、シャシャ I ンカヴァテイ！姫 
を寻たいと切望しまして、侍區たちを連れてゥッジャイニーへ巧くか、むをしました。 




二 

このようにして、ムリボーンカダッタはヴユ I 夕—ラから聰きましたカルマ.セ—ナ王の壬女 
シャシャ ー ンカヴァティ—を得たいと熱望し、ま行をにお装して秘かに都城から抜け出しゥ ッジ 
ヤイニ—におこうと、恃段たちと相談しました。主乎は自分から恃臣のビ—マ.パラ—クラマに 
棒や暖骨などを集めるよう命令しました。ところが、王子が自分の館にこのような物を集めてい 
ることを、ムリザーンカダッタの父王の大民首席が密慎によつて知りました。またそのとき、た 
またまムリガ—ンカダッタが王宮の巧をを散ホしていまして、疏を峭んだ唾をはきました。と 
ころが、運悪く、 T 度そのとき厲おの下を通りかかり、王子じはをの見えなかった父王の大臣の 
頭上に、唾が落ちました。その晒はムリガーンカダブタが化いたことを知り、沐浴をして身を潘 
めましたが、大臣はこの梅辱に対してムリボーンカダッタにおを砲きました。 

たまたま、その翌日、ムリガ—ンカダッタの父 T マラダッタ王が病気じ摧りました。こうして、 
好機を摘んだ大屋は、秘密を王じ告げても王があってわが身じ危険をちえることのないように王 
じ懇願した棲に、急病じ苦んでいる王に秘かじ言いました。 

「陛下、ビ—マ•パラークラマの家でムリガーンカダツタが陛下じがし呪法を始めました。そ 
のために、陛下は病気に罹られたのでず。わたくしは班がによつてこのことを知りましたのです 


が、このことは明々白々の巧実であります。ですから、階下の御息子とはいえ、お身体から病気 
を追払うように、王ずを国外に追がなされませ。」 

と大国から聰きまして、王は迷いながらもビ—マ•パラ1クラマの家に鼻の将軍を狐逍して 
調べさせました。将軍は毛おや骸をなどを見つけておちに持ち帰り 、王に見せまし'こ。 

呈位を望んス畢は余に对し階謀をたくらんでいる。恃臣たちと5じ、王子をこの都城 
より遲摘なく追がせよ。」 

と、王は被ってが軍に命令しました。病気じ禪った王まで、自分の大臣たちの說計を見破りうる 
人ろいましようか。そこで、巧軍はムリがーンヵダブタのところに行き、王の命令をおえ、侍臣 
た^と一緒に王モを城外に追放しました。王モは巧がに目的を迸がしたことを菌こび、ボネーシ 
ャ神を祀った後、むの中で両親に別れの拱がをしまして出発しました。 

アョ ー デイヤ I から遙かじ離れたとき、王子はプラチャンダ•シャクテイをはじめとする十、 
の随行をに言いました。 

「シャクテイ.ラクシタというキラ I 夕族のが大な王がいる。この王は憩学芸じ通じ、斑わを 
堅く守っている人だが、わたしの幼な友速でおる。がて、この王 e 父が擊で捕度と なった とき、 
彼は父麦板放のために、人資となって此姐にとどめ棍かれた。かの麦父が雲したとき、親 
旗の者たち•か彼に反旗を跡したが、わたしが頼んだ？、わた」の父か軍隊を抓塘して彼を父ち 
化伝来のエ位じ即けたのだ。とじかく、われわれはこの里のところへ巧き、それからシャシャ I ン 




泌カヴァティーを迎えるためにウッジヤイニ—へ行こぅ。」 

と、ムリボ I ンカ ダッタ がすいまずと、恃臣たちが同意しましたので、一行は其她を出発し、夕 
方じちる大きな巧がじ巧きました。其処じは樹木も水もありませんでしたが、漸くのことで池を 
見つけました。その岸には枯れた樹が一本化っていました。ムリボ—ンカダッタは蠢で夕累 
祭祀を行い、水を飲み、恃臣たちと一緒に、枯れた樹の下に疲れたみ体を横たえて睡りました。 
月ホこ照らされたを中に、彼が目を党ましますと、枯れた御が次寒に葉をおらし、巧を咲かせ、 
果実をみのらずのが見えました。果実ががして落ちはじめましたので、彼は直ちに恃屋たちを起 
して、この奇廣を見せました。彼等は巧きましたが、巧族でしたので一糖に美味の果実を食べま 
した。彼等が瓷べおわりまずと、彼等のをている前で、枯れた樹ボは與燃に若い婆羅門になりま 
した。赃いたムリボ I ンカダッタ•か巧ねますと、この若者が語りました。 

「アゴ I ディヤーに、ダマディといぅ勝れた婆羅門がいました。わたくしはその息ずでシュル 
夕.ディといいます。磯筵のとき、西が巧にましたので、父はわたくしを連れて諸方を放潰し、 
此処に来ました。化地である人から五菌の果棄を巧いましたが、父は軌のために弱りはてていま 
したが、ミ鼠をわたくしに吳れまして、二跑を自みのためにのこしておきました。こうして、父 
が水沿をしに池に行きました間に、わたくしは父が自かのためにのこしておいたま実も食へてし 
まい、狸谋を裝うていました。父は水浴をがえて帰つてきまして、わたくしが賴游を装うて丸太 
n ように蒋ころがつているのを見まして、呪記しました。 


「お前は枯れた谢となって、この池の择に化っておれ。月が瞬る晚には、お前に巧が咲き、実 
かなるであろう。いつか、お前が果英でを人たら を 満足させた とき、 お前は呪記から解鼓されよ 
う。」 

と、父から呪記されましたわたくしは愈ちに枯れた樹となりました。今、あなたがたが果実を普 
ベられましたので、わたくしは最い明頭から稱き放たれました。」 

と、自分のみの上を物語りました後、ムリガ—ンカダッタじ巧ねましたので、彼も自分の身の上 
を話しました。こうして、策略に通照した裝羅巧シュルタ•デイは身巧がありませんでしたので 、 t 
ムリボーンカダッタに懇願して彼じ随行することじなりました。 

ムリがーンカダッタはその巧を其処で過し、翌朝シュルタ•デイと一緒に恃臣たちを强えて出 
発しました。そして、途中、策巧らしい風をを眺めながら、漸くにして丰ラ I 夕旗の主地に到猜 
しました。そして、シュルタ•デイを友人のキラ—夕玉シャクテイ•ラクシタの許にが适して、 

自々の来たことを知らせました。キラータ王はムリガ—ンカ•タッタの来たことを知ると、旧迎え 
て、恃臣たちも一緒じ、自分の郡に案巧しました。ムリボ—ンカダッタは自分の来た訳をキラ— 

夕王に話し、軟待されて教日を其化で週しました。そして、時機が來ればシャクテイ•ラクシタ 
が自分の化事を接けるように相談をまとめて、ムリガ—ンカ•タッタはシャシャーンカヴァテイ— 
にわ惹かれて、十一人の随巧者を連れて、踪起のよい日じ出凳しました。 

巧 そのを中、人里離れた森じ到清しますと、谢の下に灰を身体にをり頭をを束ねた苦行者がいま 






班した。がををつれてムリガーンカダッタはこのをけをにぶづき、 

「柯故にこのょうな隐樓処のない森に、ひとりでいられるのでずか。」 

と哥ねました。すると、を巧者が言いました。 

「わたくしは棒大な単匠のシユッダ•キールティというでの弟子で、が々の呪文に通魄してお 
ります。わたくしは、あるとき、吉祥の相をもつクシャトリヤの少年を得まして、一を懸命にこ 
のか年に盛鬼が湿くょうに巧力しました。このホ年に盛鬼が憑きまずと、わたくしの質問に脑じ 
て、効力著しい盛費や惡液のある±地を教えてくれました。 

『このヴィンディヤ化の森林の化部じ、一本の孤化したシンシャパ I 掛かあり、その下に蛇王 
の大宮殿があります。其化のかは日中には巧い睹巧に棘われて隐れていますが、雌雄のも鳥が黄 
阻も水鳥たもと遍び敞れているので判ります。其化に。ハ I ラーヴァタというちの竜旗の長が住ん 
でいまして、神と廳魔の戦の顆にヴァイドゥ I ルヤ•カーンティという、この世にならぶものの 
ないち剣を得て所持しています。この剣を得た人はシッダ族の王となり、誰からも征服されるこ 
とはありません。この剣は勇者の拐助をえて、はじめて手に入れることができまず。」 

と、麗鬼の憑いたか年か教えてくれましたので、わたくしはこのか年を解放しました。そこで、 
わたくしはこのち剣を手に入れたいと思い、他のものじ目もくれザ諸方をホきまわりましたが、 
手助けしてくれる人を見つけることができませんので、失望のはて巧のうと思い、此処にやつて 
来ましたのです。」 


ムリガ—ンカダッタはま巧をからこの言葉を聰 きまして、 

「わたしと従者たちか君を操巧し よう。」 

と、 ま巧者に 言いました。苦行者はこの申出をまこび、徙者をつれたムリボ—ン カ ダ ッタと I 絕 
に、あじ塗った巧義の力で、璃王の館に赴きました。竜王の館の位置を示す徴候を認めますと、 

を行者は 四方じ耻文を結びつけた後、夜になりますとムリガーンカダッタたらを待たせておいて、 
魔法をかけた胡麻の実を橄き散らして水を巧め、竜蛇を調伏する助でを喝えて资式をはじめ まし 
た。そして、明义の威力に より、 湧き起る盈なビの隨瞬を征服し ました。 

すると、シンシャパ I 栖から神々しい女性が巧てきました。このホ性の身に巧びた馬石の装飾 
おの振れあう昔はあたかも魅盛の呪でを唱えているかのようじ视き、苦行者におづくやいなや破 
のなかし眼で彼の也を貫きました。このホ性はおかな乳房もあらわに、®美さをも振り措ててま 
巧者じ抱きつきましたので、自制むを失い明文を唱えるのも忘れた苦行者の手からをホの道具が 
落ちました。その途端に、が機を歯んだ竜王。ハ ー ラ ー ヴァタ が自分の宮殿から、あたかもこの世 
の終りに化のばる黒涅のように現われました。すると、巧々しい女性のをはかき消え、苦行者は 
眼を爛々と輝かし概漠く啦吼する怖ろしい竜を見て、、む峨を玻裂させて化んでしまいました。 

苦行者•か 化にますと、竜は怖ろしいををやめて、 ま 行者に味方をしたムリボーンカダッタたち 
を邸記しました。 

巧 「わがたちはこの男と一緒じなってが駄なことをしたゆえに、その巧として、踏くの間よな r - 




前ばなれになれ。」 

と言って、竜が巧を消しますと、その途端にムリガ—ンカダッタたちはみな眼が閣じさまたげら 
れ、芦を聴きわける力をホってしまいました。そして、巧詔の力にょり、お互いに探しあいなが 
らも、はなればなれになって、あららこちらに行ってしまいました。人間の眼をくらますをの閣 
か過ぎて朝じなりますと、ムリポ—ンカダッタはがをたちとはぐれて、森の中を歩きまわってい 
ました。 

こぅして、一二一一力巧が過ぎましたとき、ム g ガーンカダッタを探していたを羅門シュルタ•デ 
ィじ巧然に会いました。王子は狭を巧かべて足許にひれがずシュルタ■ディを暖かく迎え、侍国 
たらのことを导わますと、シュルタ•ディは王子を慰めて、このょぅに言いました。 

「わたくしはあの方たちに会いませんでしたが、あの方たちの巧くところは判っていまず。わ 
たくしたちはゥッジャイニ I の都に行くことになつているのですから。」 

などと冒って、シュルタ•ディはムリガ—ンカダッタを谢励しましたので、王子は彼を連れてゥ 
ッジャイニ I に向つてゆつ くりと 旅巧を続けました。 

数口旅行をしていますと、途中ではからずも自分の恃臣のヴイマラ•ブプデイに旧会い、王テ 
は喜こびました。王子を見て淚を目に溢らせてをもとに陳まづくヴイマラ•ブツデイを王子は抱 
きしめ、坐らせて、他の侍臣たちの消息について巧ねました。そこで、臣下のをたちの敬愛する 
王子に、ヴイマラ•ブッデイが宮いました。 


「學奮'養明記で皆 Q 中 S が何化へ行つたのか、わたく」は帯じ畫ん。で屯、畢さ 
まが皆と擊 S いなるとい5二とを、わたくしは存じており享が 、その 訳を お f ください。 

毒の呪西にょつて、わたくしが巧くへ飛ばされてが浪し、森の東部で疵れはてていましたとき、 
ある親切な人がわたくしを大仙ブラフマ•ダンディンの慮が化に連れていつてくれました。其驻 
で聖仙から巧いました8や水で元気を圃巧しましたわたくしは、森の中をホきまわつている中 
に、隱鶴処から迸く離れたと二ろで、大きな洞窟を5けました。好思を起して澗窟に這入り 
ますと、そ軍に畫£屬がをま」たので、わたく」はそ《孽 R を—の;^をのぞきこ 
みまとするとその中にはひとりの畜がいまして、塑蜂のとまつているまを姻わしてい 
まし L その蜡じは牡牛と驢馬がいまして、を蜂はその節杳かれてとまつていました。牡牛の 
香とまつている S 结 Q 泡を吸い、驚の方にとまつているのは叟泡を吸っていましを、 
童つている敷物の色じ应じて白と嚴の型蜂になりましたが、やがて壁蜂はみな蜘蛛じなりまし 
たそれから、白と黒の二種類の蜘蛛はそれぞれじ自分の排泄物で二をの網を强のない花と毒の 
ある费志張口ました。そして、蜘贼どもが禍の上を擊気儘じ歩きまわつていますと、白と 
親との号の口をもつた蛇が'驾いてきて、咖贼どもを欄みました。すると、車を廻わしている 
畜々晒まれた蜘睐どもを種々 S の中に巧げこみますと、蜘贼はちび生き返つてきまして、な 
前の通りに網をつくつて歩きまわりました。すると、臺な巧に嚴つた搁の吉いました蜘蛛ど 
もろ、發 S 」 さじ灰てられて、大置おげ5びはじ《ま」た。別の網の上 S ま」た化の蜘 
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踩どもも、そのとき晦きはじめました。その声で瞬憩を妨げられました逛羅巧は、誓網に吹き 
つけてぉを焼 i てしまいました。脚蛛は？舰かれて塞 S 湖 S 枝の中に這を、そのホ端の 
輝く化の中じ姿を消しました。とかくするうちじ、ホ惶も車んも關馬も何赃かじ巧つてしま 
'まごこ0 

それ 皇て阀 きましたわたくしは、 其姻を歩き まわつ ていました。歩きまわ々ていまず間に 
わたくしは美しい Hi 孽池を見ました が、地には蓮華が巧き 乱れ、 辭り飛ぶ蜂の捡り芦は卜 L く 
しに 

『化化じ来で、御おになつてください。』 

とがびかけているょうでありました。その化の岸に腰を下ろして眺めていますと、愛中笑き 
な森が見えました。そして、森の中には、ひとりの御肺がいました。この挪師草棄腐のある 
一頭の巧獅子を手に入れて育てましたが、 

「どうしても馴れない 。 J 

とあって、そ S から追化いました。この獅ホは巧くの森で化獅子の抑えるのを聴き、その畜 
向きまずと、旋風が起つて獅子罕案腕は-寧とられました。すると、腹の脂れた？やつて 
来まして、刷モの腳をもと通りにしてゃりましたので、獅子は牡獅モを熙しに森に出'^けまし已 
森の中で獅子は化獅子のために喜を恵ねたのち、聖にがいて妻であつた叱獅モと結ばれて 
自碧森に帰りました。妻を連れて帰。た獅子を見まして、滿師は獅子に媒をまかせて、重口 


このことを見ましたわたくしは照被化に帰ってきまして、この二つの非常じ不思蘇なことをブ 
ラフマ.ダンディンじ物語りました。すると、過ま-現お.お来に通晚ずる聖化は、わたくしに 
このように申しました。 

『あなたは幸福者である。この凡てのことは恵み深いシヴァ神があなたじ示されたのです。あ 
なたが見たというホ性はマ I ャ ー で、彼女の廻わしていた車は輪 ii をあらわし、避蜂はを物を示 
ず。¥と驢馬とはそれぞれじ正おとす正のを微で、蛮蜂の吸うている刺と血は菩莱と悪策を意 
味する。普蜂はそのとまっているものじお W されて、白と黒の二感類の蜘蛛となり、排泄物で象 
徴されている自己の努力により、子孫などの二種類の網をつくり、それぞれに幸福と不幸を示ず 
蠢のない巧と巧奇な花の上に張りめぐらされる。各自がそれぞれの網にしがみついていても、時 
磯が来れば白と親の二つの口をもつ陀の姿をした巧じ巧み殺される。すると、女性の姿をしたマ 
1ャーが、留の形にあちわされた種々の胎じおげこまれ、そこもら巧び巧てくるのだ。そして、 
再び前世の業じ跑じて白と黒の二種類の蜘蛛となり、息ずなどこの世のお純をあらわす佩の上に 
落も、幸福と不幸に結びつけられる。すると、 S 3 がふさわしい润にからませられた黑蜘蛛は、不 
幸の窗じあてられて、ちんで坂商神に加茜をもとめる。それを見て、白咖蛛も、己にふさわしい 
網じとまっていな•からも、目己の塊遇に嫌厭をがじ、同じようにあ商神を呼びはじめる。すると、 
巧苦行をの姿で示現された神は、目を说まされて、知巧の乂猶ですベての網を焼きはらう。そこち 






























彼等は口輪の象徴ずる珊蝴の中に這入り、そのホ端じある嚴商の住処じ住みつく。そこで、輪廻 
をあらわす車とともに、正おと不正をあ徴するれ牛と随馬を連れて、マーヤ J はをを碟したので 
ある。このようじ、吿類は、酷白のが何を問わず、それぞれの策によって輪廻の中を経めぐるの 
であり、シヴア巧を祀り祈ることじよ0て輪诞から§される。シヴア柿はあなたの迷妄をさま 
すために、このようじ教示されたのだ。 

あなたが池の水中に見たことは、こういうことなのだ。啦かれるがよい。巧が水中に窗気槛の 
ように出現させられたことは、ムリポーンカダッタの未来の運命を示すものである。巧獅子は王 
子を意昧し、十人の恃臣は十本の腕じ喩えられた。咖ホのおんだ森は王すの祖国を蔵巧し、測肺 
ょ王累父王なのだ。別の森とは了ヴァンティの止地で、そこに被む化侧子はシャシャ1ンカヴ 
T ティー 姫の喩である。王子から腕を巧った旋邮は靑の明記で、そのため里子は侍臣たちとはな 
れで なれ こなつ たのだ。すると、腰の腥れた男の姿となってヴィナーヤカが現われられ、醜に喩 
えられた恃困たちと巧び会うことができるようじなる。こうして、ウツジャイニーに赴き、非常 
な西難に堪えたのも、叱獅子シャシャ—ンカヴァティーを他のみ処から得て、幡图するのだ。敵 
•かしむけた障關を排隙して、妻を連れて踊つてきた獅子ムリボーン々ダッタを 見て、 獵師に喩え 
られた父王は、森でま示された自かの領止をすべて委ねて、普巧がに陽遇することになるのだ。 
このように、シゲ ア 神は未来のことを過まにあつたこと として、 あなたに示された。魄 つて、 あ 
なたの御ま人が持臣たちと再会し、妻を えて、 王はじ即かれることは必おじや。」 


と、 ItK な巧仙からみえられましたわたくしは、巧気が出まして、その隱祕処を出発しまして、 
ゆつくり旅を続けまして、王子さま、今日お目にかかることができました。ですから、旧発の巧 
に常じヴィナ—ヤカを化拝されますので、王子さまは巧の恩がをえられまして、プラチヤンダ. 
シャクティたち侍臣の者どもと再会され、目的を连がされましよう OJ 

と、恃臣のヴィマラ•ブッディからす思あな蚊南を瞄きまして、 ムリ ボ—ン々ダッタ王子は非常 
にをこびました。そして、ヴィマラ.ブッディと相がをし、他の恃臣たちと再会するとい うこと 
と自分の目的の遠化のためじ、アヴァンティ困の都城じ巧って出をしました。 

- 1 - 

こうして、ムリガ—ンカ•タッタ王子がシュルタ•ディとヴィマラ•プッディの二入を連れて、 
シャシャーンカヴァティー姫をもとめてウッジャイニ—に向って進んで行きますと、間もなくナ 
ルバダー河じつきました。見ると、掘れさわぐ川液は软迎の手を揽るかのようじ、白い水泡は微 
架んでほころばした曲齒のようじ、王ず•か幸逸じも恃臣と再をしたことをよろこんで微突み踊っ 
ているかのようでありました。王子が水をあびに巧じ下りて巧きますと、たまたまシャバ-!^王の 
マ—ヤーバトゥも、水をあびにやってきました。 

お シャバラ王が水あびをしていますと、111冗の河巧が巧がにとびだしてきて、王をひきずりこみ 








がました。それを見た王の従またちは怖れて逃げてしまいました。 

ム リガ I ンヵダッタ王子は、すぐさまでを抜いてか中に飛びこみ、河おを殺しで、シャバ ラ 王 
を救い出しました。 

シャバラ王は巧まの巧擊を免れて、水から出てきまずと、王子のを許に平伏して、言いました。 
「運命の神に奇しくもここに連れてこられ、わたくしの生命をお救いくださったあなたは、ど 
なたでございましようか。あなたは、柯という有烟なわ家がのお生れでごぎいまずか。あなたが 
たのごときあ棚な方々の訪問を受ける幸運の±地は、いずこでございますか。何卒、お請しくだ 
さぃ。」 

と言いましたので、シュルタ•ディが】部始終をのこらず話しました。すると、シャバラ王は一 
圃恭 々しく お辞儀をして、 

「あなたの御希望を遂巧なさるおてつだいをいたしましよう。わたくしのぶであるマータンボ 
族の王ドウルボ.ピシャ I チャも、やってをりましよう。どうか、わたくしの館に御来臨を賜わ 
りとうがじます0」 

と、いろいろと下寧な言葉でムリガーンカダッタを巧き、自分の村に案内しました。そして、村 
に着くと、あらん限りの巧をつくして王子をもてなしましたし、がちものこらず王子に貢物をさ 
さげました。マータンガ壬も来まして、友人の生命をがってくれたムリガ—ンヵダッタ王子に、 
臣徙のしるしとして、大地に頭をつけて平化しました。王子はシャバラ王マーヤーパトウの好意 

T 

「 ゎ無にしないために、その村じか H の あいだ 滞を しました。 

一 こうして王子が巧在していたある日、シャバラ王は自分の恃衛であるチャンダ•ケ I トウと 博 
奕をはじめました。そのとき、蛮が巧きはじめ、庭に飼っている孔雀が踊ウだしましたので、マ 
—ヤー,ハトウはな上って、それを見ました。すると、巧突の好きな恃巧が 

「陛下、踊りのうまくない孔崔を御巧になって、どウなさるのですか。わたくしの家こ^ます 
孔雀は天下一品でございますよ。わのぞみなら、巧日、お見せいたしましよウ。- 
と言いました。その言おを聰くと、シャバラ王は侍化，^ 

「是非見せておくれ。」 

と 言っ て出ていきました 。ムリ' 力—ンヵダッタは 二 入のやりとりをのこらず聴いていましたド. 
仲間と】緒に化上って、水浴.食事な どをしました。 

そして、棍になって、暗い間があたり5をつつんでしまうと、畢は身体に馨を莖ス青 
黒いホ服を茜て、手に刀を持ち、仲間の獲ている部屋からひとりで抜け巧しました。そして、あ 
たりを歩きまわっていますと、巧うからやって来た】人の男が跑陶のために王子に気づかすじ側 
を通りすぎ、王子の眉じ屑をぶっつけました。王子はあって、その兒にとびかかり、觸いを挑み 
ました。すると、その男はあつかましい巧だったので、その場をとりつくらうのにうまい返事を 
しました。 - 

ぉ 「君は深く考えないで、柯を血迷うているのだ。よくをえたら、君は今を 巧の照っていない こ 


ん 
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とを留めるべきじやないか。とにかく、陋阳の中では、こういうくだらないいさかいが起るもん 
だよ。」 

と、うまく 言い逃れたのを聰 いて、 王子は猪しくな り、 

「そら本当だ。だ•か、一体、君は誰だ。」 

と聴きますと、 

「わたしは盗人さ。」 

と、その男が湛えました。そこで、ムリガーン々ダッタは 
「手を歷らせてくれ。わたしも君と同じ巧巧だよ。」 

と、噓を富いました。そこで、好奇むを起した王子はその男と仲間になり、一緒に歩いて、をの 
を、巧った古い堀のところへやっておました。すると、その男は化遏の中に遺入って巧きました 
ので、ぶモはその男と一緒に歩いて巧き、マ[ヤー,ハトゥ王の後宮につきました。燈火の下でそ 
の男を 頁‘ まずと、その勇は王の持街のチャンダ•ヶートゥで、盗人ではありませんでした。恃街 
よ王化の悄ホだりたのですか、王子がいつもと違った衣服を唐ていましたし、燈乂の光があまり 
とどかない隅じ立つていましたので、ついてきた男が王モだとは気づきませんでした。 

情夫の チャンダ•ケ ー トウが部屋に這入つて行きます と、 マンジュマテイーという 妃は化上つ 
て、彼の頸じ抱きついて、ソ I ファにすわらせて、 

「ねえ、あなたと！緒に来た人は誰ですの。」 


と W ホ 4した • 

「わたしのぶだちだよ。巧、むおしよ。」 

と、チヤンダ.ケ—トウ•かすいますと、マンジユマティーは b 部そうこ 

r 妾のように運の惡いホは、どうして黄むしておれるでしょう。王は死神の口にはいりかけて 
いたのに、ムリガ—ンヵダッタに救い化されるなんて〇」 

と言いました。チヤンダ•ケ—トウが 

「なあに、そう、む配するな。ねえ、おまえ、ぶとムリガーンヵ•タッタを、そのうち、殺すよ〇」 
と言いますと、マンジユマティーが運命の柿の命ずるままに 

「あんたは、どうして、そんなじえらそうなことを言うのさ。ナルバダー河で王が巧童につか 
まえられたとき、ムリボ ー ンヵダッタだけが王を助けようとしたのじやありませんか。そのと き、 
あんたはなぜ王を殺さなかったの。あんたはこわくなって、逃げ出したくせに。とにかく、おし 
やべりはよしなさい。誰かボあんたの言うことを巧くかも知れないんですよ。それに、あんたょ 
ムリガ—ンカダッタにひどい目にあわされるよ、あの人は巧出だつていうから 0 J 
と言いました。すると、 W 夫のチヤンダ•ケ—トウはなつて、 

「この阿触、さてはおまえはムリガ—ンカダッタじ惚れているんだな。 よし、 馬をじされ t ここ 
の俺のしかえしを、さあずけるんだ〇」 

巧と言って、立上ってでをふりあげました。 
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すると、王化の僧おしていた一人の侍女•かホってきて、手で R をにぎって、とめました。その 
間に、マンジ。マティーは別の部屋に逃れました。チャンダ•ヶ[トウが恃女の手からでをもぎ 
とると、待ホの指は切りおとされてしまいました。情がは、をの成行に驚いている ムリ ポ ー ンヵ 
ダッタをうながして、もと采た道を通って、一緒に自分のをに桶ってきましたが、かなりあわて 
ていました。 

暗閣で誰だかみつけられなかったのをさいわいに、ムリボーンヵダッタが、 

「さあ、君の家じついた。わたしはここで失敬しよう。」 

と言いますと、恃おが壬子に 

「まあ、今夜はとまって行けよ。君もひどく疲れたろう OJ 
と言って、ひきとめましたので、王子はチャンダ•ヶ—トウのすることを確かめたかったので、 
「では、そうさせて貸うよ。」 

と答えました。すると、チャンダ•ヶ—トウは巧巧の】人を巧んで、 

「この人を孔雀のいる部屋に案巧して、休ませなさい。巧床を巧廬ずるのだ。」 

と言いつけました。 

「承知いたしました。」 

と、召保は王子をその部屋じお内し、燈乂をつけて、獲床の巧恵をしました。そして、巧使は部 
屋から出て、外側に鍵をかけました。王子は销の中にはいっている孔崔を見ました。 
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r 夫み、これが 巧 術の s っていた孔巧だな。」 

と巧って、好奇むから簡尸をあけました。すると、孔崔は巧から出てきて、 ムリガ_ソヵダッタ 
をじっと見つめていましたが、足肝に倒れて、何度もましみもかきました。玉子は苦しみもがい 
ている化锥を見てますと、孔蒙頸に糸•かおびつけてある Q が判りま」た。そ《た《に孔雀•か 
ちしんでいる客と考えて、すばやくそ S 畜りま」た。馨《頸から糸がとれた途瑞こ、王 
モの眼の前で孔雀は王子の恃臣の一人ビ J マ•パラ I クラマになりまし‘こ。 

ムリが—ンヵダッタ王子は巧て、學に恭々しく養するビ_マ•パラ I クラマを抱きしめ 
て、 

「これは、どうしたことなのだ。話して おくれ〇」 

と言いますと、ピ—マ•パラ ー クラマは播し そうこ 

「學さま、どうか聴いてください。わたくしの冒険を霸からお話し申しあげまず。 

竜の明姐で王子さまのお側からはぐれ、森の中をさまようていますと、一本のシャルマ—リ園 
のところへ、やって参りました。その辟じボ卞1シャ巧の猴•か彫ってありましたので、わた—ミ 
その保を拝み、疲れていましたので、風の根元に腰をおろしました。 そして、 

『このが難は自誤自稱だ。わたくしはこの罪蝶い白かをここで捨てよう。」 

と考えて、神の汲の前で断をして、そこにいました。 

管かが過ぎたある日、年老いた旅行者がそ二へやって輩、樹 SS をおろ」ました。っ 




がたくしを見て、この親切な人は 

「お 若いの、そんなに悄気た顔をして、どうしてこんな人のいない 場処 にいるのかね。」 

と、執勘にたずねました。そこちわたくしが 一部始終を その 通り酷し ますと、 老人は わたくし 
を一兀気づけようとして、こんな話をしました。 

『あんたは勇気のある人-たとお見うけするが、どうしてホのように自かを殺そうとなさるのだ。 
いや、 女で も、 不幸の際には勇猛、むを起すものだ。まあ、こういう話を聴きなさい。 

〔カマラ I カブ王子とハンサーヴァリー姫の物語〕 

コー シャー！^の都じ、ヴィマラーカラという王がいましたが、その王子にカマラ I 々ラという人 
が、ました。この王子は、スカンダや々ンダル。ハや天上のか.麽随をだしぬくことを望んで、創造 
まが乍りだしたかのように、勇領で、ををすぐれ、また廣巧で物惜しみをしないという施のすぐ 
れた方でした。あるとき、四方じをいて屏人ががえるにふさわしいこの王子の前で、な前から知 
つていた一入の崎迪骑人が詩を咏みました。 

蓮の花咲き、もろもろの 
島•蜂のむれ、かしましく 


1 

W りなる？を 
見つけえざりし白為の 
靜は、いずこじ飛びゆきて、 

憩いの宮こび、見出ださんり 

マノ I ラタ•シッデイというこの商人が度々この辟を視あして咏みましたので、カマラーカラ 
王子がそのわけをたずねまずと、詩人が王子に語りました。 

「壬子 さま、わたくしは酷国を遍湿して、 メ I ガマ—リン王の統治されるヴイデ イシ ャ W とい 
う、聚棠の ホ 神の 遊 紙の園である都に参りました。その地で、わたくしは音楽の先生ダル ドゥラ 
の 許じ 逗留しておりますと、たまたまある日のこと、先ホがわたくしに 

「巧日、ハンサ—ヴァリ—と申される王女さまが、王さまの御前でおお習われた踊りをされる 
とのことだ 。 J 

と語してくれましたので、わたくしは王女の踊りが見た くな り、黄を謡じて、そのなの日じホ生 
と 一 緒に王宮に 行き、を 楽堂にをりました。そして、うちならされる音楽にあわせて、父王の前 
で踊る美しい姿の王ホハンサ—ヴァリ—を見ました。装飾品を巧のようじ摇•かせ、ずを若ずのよ 
うじなびかせて輔る王ホは、あたかも若さの孤じ願られて巧の樹木じからむあ草のようで ありま 
がした。そこで、わたくしはをえました0 
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『この雌鹿のような眼をもつ王ホにふさわしいホは、カマラ ー カラ王平をおいてホにない。こ 
のような姫が、もしカマラーカラ王子と結ばれないとすれば、巧の巧カーマが花の弓の弦を引い 
たとて、なんの役にたとうか。よし、なにか策を萬ずることじしよう 。 J 
と考えまして、姫の踊りを見た後に、王宮の門に巧き、 

『われと屑を並べる絵師があれば、その者に檢をがかされるがよい。」 

と書いて、張紙をしました。その張紙を誰も故る人•かいませんでしたので、王はそのことを知っ 
て、わたくしを呼び、王女の部屋で絵を描くことを命じました。そこで、わたくしは王女の部屋 
の壁に、カマラ！カラ王子さま、巧者をつれたあなたさまの肖なを栖いたのでございます。 

『 b たくしがは0きり言えば、王女はわたくしのたくらみを知ゥてしまうだろう。そこで、策 
略を巧いて、王ホにさとらせよう 。 J 

と考えて、親友の一人の.眉目巧麗なち年を故き伏せ、よく打合わせて、狂人を装わせました。こ 
の禅りの狂人が歌ったり踊ったりしながらうろついていまずと、ぶホたちがそれを遠くから見て、 
なぶりものにしようと自分たちの操にがびよせました。そして、冗談半かじ、この搏をハンサ— 
ヴァリ I 姫の邸屋に還入らせました。すると、この男はわたくしが窜いたあなたの肖撒国を見て、 
あなたを巧哉する歌をうたいました。 


蓮華と鄉貝の吉がしる' 


搏のか神も疵を姑ち 

ヴィシュヌのごとく、限りなき 
想のかずかず湛えたる 
カマラ—カラの御をを 
ここに見るこそ、うれしけれ0 

などと、踊りながら颗うのを聴いて、王ホはわたくしに 

「この男はなにを言っているのでずか。あなたが破いた方はどなたですか 。 j 
とたずねましたので、 

「あの狂人はきつとお前にこの方を見たことがあるに相違ありません。わたくしはこの王子が 
あまりにも巧を端麗でいられまずので、敬おのあまり、肖嫩画を描いたのです 。 J 
と申しました、あなたさまのおちまえと人楠のかずかずをも商しました。すると、王ホの、むの中 
に、愛情の若木が生えてきて、あなたさまへの恋慕の溢れる流れがをかれるょうじなりました。 

すると、そこへ王女の父のメ I ボマーリン王が来られて、その様子を御苗になり、怒って、辭 
つている祥狂人とわたくしとを輒屢から追い出しました。それな来、王女はあなたに恋いこがれ 
て、あたかも黒分の月のょうに、美しさをのこしながらも、日に日にやせはそりました。そしこ、 
とうとう、病気といつわク て、 父王の酢しをえ て、 ヴィシュヌ神の神殿にとじこもり、抑独の生 
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活を送って神をえ、悲しみをなくそぅとしました。おなた—ぅ畫り睡る二ともできず、月 
のホこ—堪えられなくなり、巧と畳の区別もわからなくなりました。 こ 、 T 
ぁる口、わたくしが王女の住む神殿に行きまずと、王女はわたくし—から見'て t 巧^ 一 r 
重こもてなして、寵や装飾品をくださいました。わたくしが外に旧て量すと寵—に卜。 
さきほどあなたにお開かせした詩が窜かれていました。电三ど、その蔚を聰"て<心さ、 

蓮の花咲き、もろもろの 
鳥•蜂のむれ、かしましく 
網り隐る蓮地を 
是つけえざり し 白扁の 
辞は、いずこに飛びゆきて、 

邸いの菩こび、見出ださん。 

ゎたくしはこの詩を読んス王襄むを知りました。そこで、ぁなたにぉ知らせ^る:^^一 
ここに養り、あなたの御前でその話を咏台のでございまてそして、妻うそ詩書つ 

詩^^^パ^を聴いて、 また衣服の裤にちきつけられた詩を 見て、 カマラ1カラ王子は 


王子のむの中に巧からも目からも JS 入りこんだぶたのことをあうて、よろこびました。 

カマラーカラ. 王子がハンサ—ヴァリ I 王ホををうて、壬ホを巧る手段を色々と考えていまずと、 
たまたま父のヴィマラ！カラ王が王子を呼んで言いました。 

「冒険むのない王者は、あたかも呪稱された蛇のようじ、滅ぶものだ。ひとたび減ばされたと 
きじは どうして 再び博頭することができようか。そなたは悅楽に耽溺して、いままで一をも征服 
の意欲を燃やしたことはなかつ た。 されば、怠惰なむを捨てて、 S せよ。わたしは国にとどま 
るが、そなたは進我して、敵の了ンガ玉を征服せよ。かの王は自分の围を出て、われわれじ玻竖 
をしかけているではないか。」 

と、义の言葉を禍きます と、 勇致なカマラーカラは當んで承菌しました •か、、 むは恋しい女に飛ん 
でいつていました。 

こうして、王子は父王からをねられた軍勢を率いて出をし、大地を挽がせ、邸のむ阻を留いあ 
がらせました。しばらく遮堅すると、了ンボ王の軍教にな過し、舆资して粉砕しました。あたか 
も了ガスティ和が大海を飲みつくしたように、ち子は離々しく敵軍を吞み滅ぼし、勝利の声髙ら 
かにアンボ王をを捕りじしました。王子は敵ちのが者たちを殺し、敵王を恃巧畏に委ねて、乂の 
許じ送り、 

「わたくしは、乂上、今日、化の敵どもを征服しに出発します。」 

がと、侍'街長の口から父に告げさせました。 
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こうして、カマラ I カラ王子は大軍を率いて化ので者を順次に征服しながら進軍し、ヴィディ 
シャーの都のぶくにつきました。そこじ宿営をして、王子はハンサ！ヴァリー王かの父メーボマ 
1リン王の許に使者を抓遇し、王女に求婚しました。メーボマー リン 王は巧をからカマラ I カラ 
王子が玻竖じ来たのでなく、王ホへ求婚するために来たことを知り、巧むして、親しく王子を訪 
れました。町重に迎える王子じ、王はおがした後、 

「使者でことたりることがらのために、あなたは柯故に態々とご自かで来られたのですか。わ 
たしはこの結婚を望んでいますが、その巧を聰いて頂きたい。娘のハンサーヴァリーは幼いとき 
からヴィシュス恥に帰彼しておりまずし、それじシリ I シャ跑のように細い身体ですので、そう 
いう娘の姿を見ては、 

『こういう娘にふさわしいホは、雅だろうか。」 

と、む配でした。喊にふさわしいホが見つからず、、 む 配のあまり、わたしは 不眠症 じかかり、激 
しい锅病じ罹〇ま」た。熱に苦しんだわたしは、熱を鎮めるためにヴィシュマ神を祀り祈願しま 
しこ。あるを、うとうととまどろみましたとき、ヴィシュス神•か夢の中でお巧げになりました。 

『息子よ、そなたがむ邸のあまり教を出したハンサーヴアリーの手でさすつてもらいなさい。 
そうすれば、狭は鎮まるのだ。姫の手はわたしに帰化したことによつてがめられている故、姫の 
手がさわるならば、如何なる人のか何に激しい锅といえ、萌まることは化唐じや。それに、姫の 
結婚のことについて、そなたは二度と再び'む配をするでない。カマラ！カラ王子が姫の夫となる 


ことにがめられているのだ•だが、赃は、はんの化かの閒、ま巧するであろう 。 J 

と、ヴィシュズ巧からお背げを頂き、朝じなって眼が巧めました。そこで、ハンサーヴァリーに 
さすってもらいまずと、激はなくなりました。ですから、あなたと姫の結婚は巧のおおめじなっ 
たことです。ですから、わたしは皆んでハンサ[ヴァリーをあなたに差上げます。」 

と言って、吉日ををめて、メ I ボマ—リン王は自々の宮殿に幡ってゆきました。 

王宮に帰りますと、王は一挪始换を話しました。王の言葉を聴いて、 C ンサーヴァリ—はカナ 
力•マンジャリ I という腰むの侍女を呼んで、秘かに言いました。 

「そなたは行って、あの王子がここに描かれてまのむを巧ってしまった方であるか、見きわめ 
てほしい。軍隊を率いてやって來た间じるの王子に、父が恐怖から妾を贈物じするのかも知れな 
ぃ。」 . 

と言って、姫は自分の恵おでカナカ•マンジャリ—を巧かせました。 

カナカ.マンジャリーはが禪をもら、鹿の毛巧を巧て、頭をを束ねてホ苦行者に変裝し、カマ 
ラーカラ王子の随営に行き、玉子の化若に策内されて通入りました。そして、変の W カーマがこ 
の世を征眼し越了しつくす剣を統べる神じも似た王子を見て、王子の容姿じむを巧われて、あた 
かもお想しているかのょうに、その瞬閒、茫然とたもどまってしまいました。彼ホは王子に恋い 
焦れて、 

「このょうな方と結婚できないのなら、この世に生れた甲巧がない。あとはどうなろうと、な 
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んとか手段を識じよう。」 。こ 
と考えました。そこで、々ナカ•マンジャリ1は學におづき、學じ宝珠を陋りました畢 

がま巧をま取ると、藏々しく 

「このま巧は、これを棉つていられるならば、敵の利創もにぶるという隙れたものでありまし 
て、 妾もしけしけその卿利益を巧けました。學さまの御細を慕つて、このま珠善志るので 
ございます。と申しますのは、畢さま、あなたがこの蠢をお持ちになるのが、要が搏つより 
ふさわしうございますから。」 

と言いました。王子がカナカ•マンジャリ1に辞しかけまずと、彼女は物色いの生活のみに等む 
するという巧いを化てていると詐つて、單の言柴をさえぎつて、そこから曲て巧きました。 

悼かのカナカ•マンジャリ I はか苦行者のホ眼をぬぎをてて、决望落阳したかのような顔をし 
て、、ンサ—ヴァ？妻のそばに近づきました。そして、妻かちたずねられますと、彼宮 
嘘を言いました。 

「妾は姫にむから敬おいたしておりまずので、本当は言つてはならないことでずが、王さまの 
秘密を申上げます。童がかま巧者の姿をして、あの王モの陣営じ参りまずと、ひとりの男が自分 
から出て来まして、「尊巧よ、魔物を M う^化第を知ちないか。』と申しました。妾はその男う 
恃衛だと見てとウて、了く知ウている。更にとつて、そんなことは、なんでもないことだ。」と 
香えました。すると、王女さま、妾はずぐさまカマラーカラ王子のそばに案巧されました。見ま 


しで情なくなりましたのでずが 、 W 物に取 巧 かれた王子は侍臣たちに巧さえつけられておりまし 
て、おをと魔除の宝珠が結びつけられてありました。をは阳の魔除の祈瞬をしまして、「明日‘善 
りまして、ちモさまのお卿みを取隙いて差上げまず。 j と司って、すぐに出てをりました。そこで、 
予期していませんでしたこのような悲梭な様子を眼のあたりに見て、妾は悲しくなり、あなたに 
お話しようと帰ってきたのです。これな上は、あなたの御判断です。」 

素直なむの持まのハンサ I ヴァリ I は、落留のように怖ろしい、侍ホのこのようなつくり話を 
聴きますと、一瞬茫がとしましたが、こう申しました。 

「運命の巧が、自みの創造されたものが勝れているのにもかかわらず、それに さえ 嫉妬される 
とは、なんということでしよう。巧に見られる巧なは、それをつくったものの失敗です。あの王 
モは垂が夫に選んだ方でず。でも、お目にかかかることはできないのです。ですから、妾は死ぬ 
か、何細か森に引销ったはうが、ましです。この場合、まはどうしたらよいのか、話して おくれ。」 
と、素直な王ホが冒いまずと、悪智想のたけたカナカ■マンジャリ I が密えました。 

「だれか恃ホの一人じ、あなたのホ裳をつけさせて、お踢入りさせましよう。そのときには' 
人々が齒いでいるのですから、二人で王宮を出て、柯化かに願れましよう。」 

と言うのを願いて、王女はこのげ智にたけた博女に 

「では、あんたがまのホ裳をつけて、あの玉子にお嫁入りするのがよい。他に、あんたのよう 
引 じ、 蛮につくしてくれる人が、雖かいるでしようか。- 







と言いました。このように王女から言われました邪悪なカナカ♦マンジャリ I は、 

「あなたに信巧されています妾でずから、なんとか菊を就じて、そのようにいたしましよう。 
でも、その時じなったら、妾•か申上げる通りじしてください。」 

と、王ホを慰めた後、退出しますと、自分がたくらんでいる秘®を一番親しい友人の T シヨ I 
力•カリーじ歷しました。そして、カナカ•‘マンジャリーはアシヨーカ•カリーヒー緒に、教日 
間、思い悩むハンサ ー ヴァリ I に恃づいて、よく打合せをしました。 

結婚まの日が来ますと、花婿のカマラーカラ王ずはをや馬やホ兵を率いて、夕巧じメーボマー 
リン王の宮殿につきました。宮延の人々がみなちびざわめいている間に、カナカ•マンジャリー 
は口実を設けて待ホたちを®ざけ、姫の巧附をすると巧りて姫を自分の部匿に連れこみ、ぶホの 
ホ裳を自夕•か茜て、王女を T シヨーカ•カリ—じ変装させました。そして、共謀者のアシヨ I 力. 
カリーには自分の蒂物を帯せ、夜じなる と、 ハンサ I ヴァリーに言いました。 

「お城の西巧を出て、ークロ I シ^ほど行きますと、澗巧のあるシャ]ルマリ樹の古木があり 
ます。そこへ巧って、その洞穴の中じ函れて、まの行くのを待っていてください。巧が終りまし 
たら、化ずあなたのところへ参ります。」 

と、性恶な恃女の言うのを顿きますと、巧ホの姿をした(ンサーヴアリーはま知をして、夜に粉 
れて、後宮かち出て行きました。城門のところには巧婿の従者たちがたむろしていましたか、王 
ホは気づかれずじ城門を出て、シヤールマリ楓の根祀につきました。見ますと、’洞穴がちりまし 


たが、中が真晒なので怖ろしくなり、中じな入らないで、その傍じある菩提がに冀 じのぼりまし 
た。誠実な、むの王ホは侍女の嚴だくみも党らずに、蓝の中にかくれて、性悪な恃女のあらわれる 
のを待っていました0 

話かわって' 王宮では、吉禅な時測になると、ハンサーヴァリ—のホ遲をつけたカナカ*マン 
ジャリーを、王は連れて祭巧の上に坐らせました。そして、カマラーカラを子は陽の"ンサ I ヴ 
ァリ[姫と結婚式を華げましたが、カナカ.マンジャリーが口許まで蔽う衣裳のニーランギーを 
簡ていましたし、をだったので、誰も気がつきませんでした。結婚まが終ると、王子は頃のハン 
サーヴァリーの手を とり、 巧のカナカ•マンジャリ—を連れて、同じ西門を通って、急いで自分 
の幕舍じが発しました。そして、近くにハンサーヴァリーがだまされて窗れている菩提樹の立つ 
ている、あのシャ—ルマリ樹の木の隙に来ました。そこへ来たとき、をの背に乗っていた階のハ 
ンサーヴァリーがおびえた様子で々マラーカラに抱きつきました。王子•かおいて訳をたずねまず 
と、度のハンサーヴァリーはがりの狭を流して、密文ました。 

「いま思い出したのですけど' 昨を寶の中で、このシャ I ルマリ樹から羅刹のようなかが出て 
きて、妾を姑えてをベようとしました。すると、ひとりのを羅門がまつて来て、妾を救うて くれ 
ました。その方は妾を慰めた後、「娘さん、この樹木を焼きなさい。 もし ホが飛び巧してきたら、 
その中に技りかえすのです。そうすれば、常むでず。 j と言いまして、藥を消されました。途端に、 
まは眼が覚めました。今、あの樹を見て、それを思い出し、怖ろしくなったのです。- 
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と言いましたので、カマラーカラはすぐに御木と女.とを焼くことを自みの部下に命じました。部 
下の者たちが樹木を焼きました•か、ハンサーヴァリーは出てこなかったので、瞬のハンサ！ヴァ 
リ—は王々 i 焼死したと思いました。巧のハンサ I ヴァリ—は巧、むしました。カマラーカラ王子 
は真のハンサーヴァリーを销たと思って、彼ホをつれて自分の幕备に幡りました。 

こぅして、その翌日、カマラーカラ王モが自かの都コ—シャラに窗いで师りますと、王子の功 
がに満あした夕王は王子を王化に則かせました。乂か森林に協越しますと、カマラーカラはハン 
サ I ヴァリ ー になりすましたカナカ.マンジャリーを化として、困止を統治しました。 

しかし、吟遊詩人のマノ I ラタ•シッディは、カナカ•マンジャリ—に見つけられると、身じ 
危除の振りかかるのを师れて、王宮じは巧づきませんでした。 

さて、ハンサーヴァリ I はその夜を菩提樹の上で過しましたが、一挪始終を聴き、また見て、 

目分がだまされたことを知りました。カマラ I カラが化去つたとき、考えました。 

「ああ、あの性悪な恃ホは妾をだまして、まの恋人を巧ってしまった。ああ、それじ、妾を焼 
き殺して、霞穏に菩そぅとしたのだ。愚人を情頼したならば、どんな人でも不をに陥らずにはい 
.よ、’。こうなれば、シヤ！ルマリ描の燃えのこりの火の中に身を投じて、不運な自分を捨てよう。 
そうすれば、要のために焼かれたシヤ—ルマリ樹に貨巧をかえずことになる。」 

と考えて、盐 E 提跑から下りて、生命を抱てようとしたときに、我じかえ0て考えました。 

「無駄に自分をすてる化要が、どこにあろう。おきていれば、あの性悪な悴女に、妾は巧みを 


かえすことができよゥ •父上が が 巧じ巧られたとき、ヴィシュヌ巧が夢の中で現われられ、まの 
手でさすれば热はがまることを教えられ、「ハンサーヴァリーはカマラーカラという似合いの夫 
を得るが、しばらくの間は不幸を忍ばねばならない OJ と仰せられたではないか。だから、何地か 
へ行って、しばらくが子を見よう。」 

と俠、むして、ハンサーヴァリ—は人の使んでいない滿にけきました。 

かなりの距離をホいて疲れ、をがよろめきはじめた頃に、をが巧けましたが、王女に同惜して 
行く道をわからせるためであるかのようでした。あたりの草木じひかる魔は、天が王ホを見て觸 
れみを垂れ、おもいやりの棋を流したかのようでありました。そして、楠ある人々の友である太 
隱が登って、王ホに希望を毒え、王女のむを和げましたが、王ホの淚をぬぐうかのように、ホ線 
をさしかけました。 

こうして、王ホはいくらか元気を网涅して、クシャ苗の葉であじ極我しましたけれども、人目 
を避けて、小狸をゆっくりと歩いてゆきました。王ホは漸くのことである森につきましたが、そ 
の森じ U 狀山の為が鹏っていて、 

「こららへ、いらつしやい。」 

と歌っているかのようでした。疲れはてた王ホが森の中に這入りますと、木々が紙みついた基軍 
の巧をおがせて、端々しく王ホをあおぐかのようでした。を人に恋い滞れながら、壬女があたり 
巧を見ますと、森は春のさかりで、コーキラ烏は花ざかりのマンゴ I の木じとまつて、楽しそうじ 



















が睦言をかわしていました。ハンサ I ヴァリーは、むが乱れていましたが、 

「マラ^の山から吹く風は、化做に染められてホく、わがみをこがすおのようだ。巧は梢から 
雨恶と降りそそぎ、禪かり捻る蜂は泰じ射かけられるカーマの欠雨のようだ。でも、しばらくこ 
こにいて、これらの花でラマ！(叩夕が,;2か|)の夫0^^|)を祀りながら、わが不幸のおるのを待つ 
ことにしよう。」 

と考えて、泉で水浴をし、果物を皆べて其化じとどまり、カマラーカラを恋い慕って、ヴィシユ 
ヌ巧を祀ることに巧むしていました。 

さて、話かわって、コーシャラでは、たまたまカマラ—カラ•か流行病の四日熱に罹りました。 
それを見て、ハンサーヴァリ—になりすました性恶なカナカ.マンジャリ I は不巧に なり、 考え 
ました。 

rv っとずまで、アショ—力•カリ—が秘巧をあばきはしないだろうかという一つの恐怖があ 
った•か、また則のむ配が巧いてきた。いつかハンサ—ヴァリ I の父が大黄の人々の前で『ハンサ 
1ヴァリーの手でさすれば熱は族まる。 j と、要のホにいったことがある。觀病に罹ったいま、夫 
はそのことを思い出ずであろう。妾には熱をがめる力はないから、嘘がばれ、わが身の破減とな 
ろう。だから、まは王のために熱病を鎮める呪法をしなければならないが、いつかある女苦行者 
から聰いた熱病の鬼を招詞し、その面前で策を葡じて T シヨ！々■カリーを段せば、人間の肉を 
供物にすることができて、鬼は満足してまの望みをかなえてくれるであろう。こうなれば、王の 


W 巧はホ走るし、それと时に T シ31力•カリーはいなくなり、む酷は二つとも消えてしまう。 
それな外に、うまい方法はない。」 

と考えて、カナカ.マンジャリ—は自分の考えた策の中で人間を殺すことを隙いて、反対しよう 
のないなだけをアシヨ—力•カリ—に語りました。アシヨ—力•カリ—が同意して、呪なに化要 
な道具を持ってきましたので、口実を乾けて他の恃ホたちを迸ざけて、カナカ-マンジャリ I は 
アンヨーカ.カリーだけをつれ、手に削を持って、巧じまぎれて後宮から逃れでて、城門を通っ 
て、一本のリンガの祀っであるシヴァ巧の荒れはてた神殿へ巧きました。そこで、創で山羊を殺 
し、血をリンガに兹りつけ、その生肉を供物とし、その内顺を頸輪のようじ懸け、その蓮華のむ 
臓を頭上じ愚き、その両眼で香をたき、その頭を供えて、シヴァ.リンボを祀りました。それか 
ら、據の前の祭壇にホ^£^などををゥ、お色のをおで八觸の蓮華をおきました。そして、その果 
をに、マンゴーをつぶして、一二本の足と一二つの口をもち、灰を捏った举をふりあげた熱病の鬼を 
描き、蓮華の葉の上に緻病のあの眷族を、おめられている通りにおいて、自分の知っている呪丈 
を唱えて、彼等を招請しました。 

それから、溯に申し上げましたように、人間の肉と血とを供物にしようと考えて、カナカ•マ 
ソジャリ— はア シヨ ー カ•カリ ー に 

「ねえ、正しく地面に平伏して巧さまを拝みなさいよ。そうすれば、化ずあんたじよいことが 
巧あるでしよう。」 




と言いました。 T シヨーカ•カリ！が 
「そぅしましょぅ01 

と、大地に平伏しますと、悪だくみをしていたカナカ•マンジャリ！は剣を振りおろしました。 
たまたま剣がそれて、肩さきに傷ををわせただけでしたので、 T シヨ—力•カリ—は巧きあわて 
て化上ると逃げだし、 
r 助けてください。」 

と、なん巧も叫びました。その叱声をぶくにいた巧官たちが問き、走つてきて、追いかけている 
カナカ•マンジャリーの巧をもました。な肯たちは剣をおいて追いかけている巧ろしい形相の力 
ナカ.マンジャリーを見て躍刹と思い、 R で斬りつけて澗死のなを負わせました。そして、了シ 
ヨーカ•カリーの口から巧の次第を聰きまずと、都城長肯をホ頭にして、王宮に二人のホを連行 
しました。カマラ I カラぶは嘗{目たちから朝告を聰き、巧いて、性悪な妻とその侍女を自分の前 
に連れてこさせました。二人が王の面前に引きすえられますと、カナカ•マンジャリ—は恐怖と 
重揚のために、その場で息•か絶えました。 

そこで、、むを傷めた王は負なした T シヨ—力•カリーに 
「これは一体どうしたことなのだ。怖がらずに、話しなさい。」 

と訊ねました。そこで、 T シヨ I 力•カリーはカナカ•マンジャリ[が大阻にも遂行した巧計を 
最初から余すことなく新しました。一部始終を知りましたカマラ—カラ王は、そのとき激しく苦 


しみ做み、このよゥにが命を明いました。 

「ああ、わたしはこの阁のハンサ I ヴ7リーにたぶらかされたのだ。それに、自分の手でハン 
サ—ヴァリ—を焼き殺してしまつたとは、なんという馬鹿だ。ともかく、この性悪なかは王妃と 
なったけれども、自分のお巧の辅いを受けて、このような巧巧を巧けたのだ。それじしても、モ 
どもを•たますようじ外見でわたしをだまし、ま石を巧いまつて、その代りにボ ラスを 瘦した運命 
の神は、わたしに対して何おにそのように残酷なのか。そのうえ、ハンサーヴァリ—の手でさす 
れば舰病は鎮まると、ヴイシュヌ神が彼ホの父に語っていたのに、それを確めることも、わたし 
は忘れていたのだ。」 

と、なげき悲しみましたが、カマラ—カラ王は 

「ハンサーヴァリーは夫を得るが、ほんの谨かの間だけ苦おずるであろう〇」 

と、ヴイシュヌ神が乂のメーボマ I リン里にをげたことを隔い化して考えました。 

「そのことを父王がわたしに語ってくれた。神の宣示したことになりはない。だから、ハンサ 
I ヴァリ I は柯処かへ、なんとかして行って生きていることであろう。進命の深迸な帰趣はもち 
ろんのこと•たが、かの、むの神秘な勘きは誰にも知られない。吟遊詩人のマノ —ラタ.シッデイだ 
けが、今の場合、顧みの綱だ。」 

と考えて、この離れた詩人を呼び寄せました。そして、 

助 「久しく現われなかゥたのは、どういう訳だ。悪者じだまされたをたちにとって、箭望の成就 















s は何処にあるのだ。」 

ヒ 言いました。二の言葉を酶いて、峰遊詩人は冒いました。 ， 

「 b , こ，、しのお甚 えは 、 T ショーカ.カリー は秘密をばらしはしないかという恐怖から殺され 
たと、，うことです。だが、ハンサーヴァリーのことで、そのように巧化なさることはありません 
臣ょまん の 罹 かの 間 だけ|^游なさると、ヴ イシ ュダ神は宜示されました。でずから、いつも怠る 
ことなく神を祀っていられる f 、 神は守度されています。富ならば、徳がま酷しでいるから 
です。今の場合、なぜそのようじぉ夸克じならないのでずか。でずから、量ま、わたくしは踞 
の消息を巧るために出かけましょう。」 

と、吟尴詩人が申します と、 王が言いました。 

「姫を探すためじ、わたしもそなたと一絹に行こう。そうしないと、わたしのむは一瞬も驳ま 
らないの•た。」 

と言って、かむをした王はその进日プラジュナ I ドヤという大おの手に王国を委ねました。大臣 
は思いとどまらせようとしましたが、王を祝得することができず、王はマノ I ラタ•シ"'デイと 
人知れず都城を脱け出ました。 

そして、恋の命令は 重く、 王はわが身がの巧難もかえりみず、茜方の聖地、仙人の協墙烟 、森 
などをホき遇りました。運命のしからしむるところ、マノ！ラタ•シッデイをつれた王はハンサ 
—ヴ ァリし かま行をして住んでいる森に漸くにしてつきました。そして、赤いアシ31力樹の下 

f 

じ 、 W く 下はの：：； W のよう じ、 巧せて靑ざめてはいました•か哪くばかりに美しいハンサ -1 ヴァリ 
I 姫の巧を見つけました。 

「あそこに、無冒で勘かずに頃想している女性は誰なのか。ホ神だろうか。あの蒋姿は人間と 
は思えぬ 。 j 

と、カマラ！カラ 王が言いますと、吟遊辞人は よく 確かめて見て、言いました。 

「王さま、あなたは本当に幸運な方でず。ハンサーヴァリーに会えました。あそこじいるのが 
姫でず。」 

その声を聰いて、ハンサ I ヴァリーは二人ををて、巧て自分の郁屋に来て肖做画を描いた峰遊 
話人であることを知り、悲しみも新たに泣き叫びました。 

「ああ、 父上、妾は死にました。ああ、あなた、カマラーカラさま。ああ、マノ —ラタ•シッ 
デイさま。ああ、柯という酷い運命でしょう。」 

と悲しみながら、気絶して地上に倒れてしまいました。カマラーカラ壬はその声を聴き、姫のを 
を見て、悲しみじうちひしがれて、地上に倒れました。 

マノーラタ•シッ デイが二人を介抱しましたので、二人は正新づき、互いじ確かめ合って安む 
しました。 二人は別錦の大おを满って、漸くじして会えたことを裡こびあい、お立いに自かの経 
てきたことを一部始絡語りあいました。 

の こうして、カマラ I カラ王はハンサーヴァリー姫をつれ、吟遊詩人をお伴に、自分の都城コ I 
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姑 


シャラに帰りました。そして、その额らせを聰いて宮んだ乂王メ I ガマーリンをコ I シャラじ招 
いて、病気を癒ずといぅハンサヴァリ I 姫の手を，里典の巧に従って、巧りました。そのと き、 
父巧にがいても母系に於いても淸浄なハンサーヴァリ I 姫と結ばれて、ヵマラーヵラ王は殊のほ 
か巧らかにホり雜きました。目的を果した主は、男猛むによゥて果輔をえた姫とともに幸福に、 
マノ ー ラタ•シッ ディとも測れることなく、岡止を統治しました。 

このよぅじ、ま境に隙しても男猛むを捨てないときは、そのホ望するところがすベて得られる 
のだ。だから、あんたは肖殺するのではない。をきておれば、ま君と再会できるといぅものだ。」 
そりを入の旅行者はこのよぅに物語をしまして、わたくしの自殺を思いとどまらせますと、気 
のむくままに化まつていきました。」 

と、ビ I マ.パラークラマは夜中にチャンダ•ケートゥのをでムリボ！ンヵダブタちモじ話しま 
したのち、さらに言葉を続けて、 

「さて、忠をされましたわたくしは、あなたに会うために、森を巧て、あなたが巧こぅとして 
おられましたウツジヤイニーの郁へ参りました。あなたにをうことはできず、ひとりのホの家に 
宿らせてもらおうとして這入り、實物の巧ををホじ满しました。獲がをおえられたわたくしは酿 
れていましたのでおくの間ねましたが、眼が就めましたので、好奇むを起して女のすることを黙 
つて見て、，ました。すると、女は一掘りの大麦を持ち出し、下時を取かして蝴文を唱えながら、 


巧の中に一面に膊をました。すると、大麦はすぐじ芽ばえ、補をおし、熟しました。女はそれを 
刈りとり、妙り、おにして、団子をつくりました。そして、その団子を娜製の皿じ盛り、水にひ 
たしたのち、家を もと 通りにして、急いで水浴じ曲かけました。 

そこで、わたくしはホが巧ホであると考え、素早く起上って、皿じ載せてある団モを別のおじ 
うつし、まざり合わないょうに注患して、その化から同おの団子を取巧して、皿の中じ入れてお 
きました。 

こうして、わたくしが再び稱床じ這入つています と、 かか喊ってきて、わたくしを起して、皿 
に載せてある団子をわたくしの逸ホじ差出しました。そして、わたくしが取換ったことを知らず 
に、巧文のかかった团モを®かち取出して、自夕も食べました。その团モを食べた途端に女は雌 
山羊となりましたので、わたくしはそれををいて行。て肉置に巧りとばしまして、幾をかえしま 
した。 

すると、巧藍のホ房がやって来まして、あって、わたくしじ申しました。 

「お前さんはわたしのちだちをだましたね。このお：返しをきっとお前さんにずるからね。」 

と、おどされまして、わたくしはひそかに都城を出て、スヤ グロ I ダ構の根元に漉れて睡りまし 
た。わたくしがこうしたが憩でいましたとき、邪悪な陳ホである肉屋のホ嚴がやって巧まして、 
わたくしの頸じ極を結びつけました。その性悪なホが立まった途端に、わたくしは眼が覚めまし 
たが、巧ると、わたくしは孔雀になっていました。それでも、記備は依がとして持っていました。 
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こうして、わたくしは梢がといく日か、あちらこちらをホきまわつていましたが、あるとき鳥 
屋にを 擒りじされました。息置はわたくしを 精ち踊ゥ て、ビッラ王の首席恃衡官の チャンダ •ヶ 
1トゥに賄胳として贈りました〇恃術{良はすぐにわたくしを自分の妻にみえましたので、わたく 
しはペットじされて、この部屋で飼われていました。いま、ここに逢命の巧じちかれて、あなた 
が来られ、頸に結びつけられていた紐を解いてくださゥたので、王子さま、わたくしは一兀の人間 
の姿にかえりました。 

ですから、わたくしたちは早くここを化まりましょう。あのお党の恃拖官は秘密のばれること 
を怖れて、を間行勘の忡間をいつも殺すのです。あなたはあの揖の巧の巧敢の目宾者ですから- 
ここへ遮れてこられたのです。 あの巧ホがつくつたこの紐をあなたの頸じ巻きつけ、 孔雀になつ 
て、この猫から外へ出てください。そこで、わたくしが手を伸ばして、あなたの頸から紐を解き 
ましょう。その組を自分の頸に巻きつけ、わたくしも孔雀になつて、急いで窓から出ます。あな 
たがわたくしの頸の陆を解いてくださつたならば、ふたりとも元のおになれます。戸は外測から 
錠がかけられていますから、このままでは出ることはできません。」 

と、智憩のあるビ—マ•パラ I クラマが君いましたので、ムリガーンカ•タッタは同意して、そこ 
から逃げ化しました。そして、二人の仲閒がいる自分の宿舍に帰り、みんなはお互いに自分の経 
験を話しをつて、愉快にそのをを過しました。 

朝じなると、がの支配者であるビッラ王マ I ヤ—バトウがやりて来まして、巧よく睡れたかど 


を 巧 こがせょうとして、 

-こ*. ぃ.：， P こ L"f V て巧奕をなさいませんか 。I 
と言いました。すると、ビッラ王か侍銜宵と】緒にやつて来たのを見まして、 ムリボーンヵダッ 
夕王子の仲間のシュルタ•ディが冒いました。 

「どうして、博奕なんか、なさるのですか。「侍お宵の孔馆を見る」と昨日仰言ったのを、お 
をれになりましたか。」 

と聴きますと、シャバラ王は思い出してが巧、むを起し、恃巧宵じ命をして孔锥をとりに哥らせま 
した。 ‘ 

「夜の秘密の目裝をの、あの盗人を藉小嚴の中じがりこんでおいたが、うっかりしてをれてし 
まい、どうして殺さなかったのか。急いで家に帰って、化革を 二つし なければならん。」 

と、不四思い出し、恃衡官は急いで自分の家に帰りました。そして、鳥ル屢じ這入って見ました 
が、盗人も孔雀も見えませんでした。巧衛宵チャンダ.ヶートゥはを望すると同時に肺ろ しくな 
り、王のところに帰ってきまして、 

r をの間に、盤人がわたくしの孔雀を盗んでしまいました。」 

と言いました。すると、シュルタ•ディが 

「君の孔雀を盤んだ大盗人は有ちな人なんだね。」 

と、笑いながら言いま」た。ム U ボ—ンヵダッタたちがをいじ顏をち合わして輿っ T いるのを見 
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まして、マ ー ヤ—バトゥは 

「一体、どぅしたのでずか。」 

と、躁返して熱、むじたずねました。そこで、ムリボ—ンカダッタは、巧中に恃牺ちと旧会ったこ 
と、恃巧官が王妃の悄夫で、王妃の宮殿におんで、剣を引抜いて争ぅたこと、恃衛官の家に行っ 
たこと、ビーマ•パラ I クラマを孔馆のをから解放したこと、そしてそこから逃げ出したことな 
ど、侍獨{良に関係のある一切の経験をのこらずシャバラ王じ話しました。 

シャバラ王マ I ヤ I バトゥは、ムリボーンカダッタの話を晒き、また持かの手が剣で負衡して 
いるのを見ましたし、組を頸にかけた途端にビーマ-パラークラマが巧び孔がになるのをるまし 
て、後宮をあらした罪で恃巧ちチャンダ•ケ I トゥを斬罪の巧に姻しました。しかし、妃のマン 
ジユマティーはムリボーンカダッタのとりなしでを命を赦しましたが、身辺から遗ざけて、遠方 
に放逐しました。 

ムリガ，-ンカダッタ王子はシャバラ王にが待されて、シャシャ I ンカヴァティーに恋いこがれ 
むがらも、か間のものたちがやって巧て巧をできるのを待って、いく日かをシャパラ王のがで遏 
しました。 

四 
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ヴィ▼ブ，プ*ブィたちと I 撤 じ、ムリザーン々ダダタがシャバラ王マ—ヤ—バトゥの館に邁 

留していますと、ある日シャバラ王の将軍が非常に逊巧して王に近づいてきて、ムリボ I ンカダ 
ッタの前で辅告をしました。 

「陛下の命令じより、ドゥルボー女神に礎牲として供える人間を操してわりましたところ、ひ 
とりの俾ホ夫を見つけましたが、その男のために味方の男±•か五百人も殺されました。甚だしい 
傷のために力の段きはてたところを漸く取りおさ文、連行致しました。」 

といぅ冒葉を聴きますと、シャバラ王が将軍に 

「その男を速かにここに連れてきて、われわれに見せよ〇」 

と言いました。その男が連行されましたので、そこにいた皆のがが見まずと、锡から流れ出た血 
にまみれ、戦塵でよごれ、よろめきながら這入ってくる有様は、お顧から流れ化る液が頗に描か 
れたホ鉛とまざってよごれたなをが錫につながれているかのよぅでありました。 

ムリガーンカ•タッタはその偉丈夫が自分の侍臣のグナ—カラであることを知って、ホり寄って、 
淚を流しながら頸じ抱きつきました。シャバラ里は仲間の者たちからグナ！カラと聰き、ま人の 
足に禪りついている彼をなぐさめ' 館じ連れ帰0て水浴をさせ、稱に觸带をし、歷者の指示に従 
って簡康回複によい飲舎物を甚えました。 

グナ—カラが元気を回巧しますと、ムリガ I ンカダッタはグナ—カラじ 
「グナ I カラよ、おまえはどんな园除を経験したのか、話せ。」 





















が 


ヒ訊ねました。そこで、グナーカラは皆の者たちが触いているところで語りました。 

「で子さま、わたくしの経験しました一部始がをみなさんにお話しましよう。 

竜の呪証じよって、わたくしはあなたがたから別れますと、正気を失ってなにも知らずじ顯の 
單深くさまよいホきました。漸く亞気をお房して、 

『ああ、これはまたなんと菁う気まぐれな通命の悪賊だろう。宮殿におられてさえ、いろ L ろ 
と苦游をなさるムリボ I ンカ-タッタは、この燃えるような裤砂の森の中で、どうしていられるだ 
ろうか。また、仲間の者たち は、 どうしているだろうか。」 

と' むの中で爱-返して考えながらさまようていまずと、たまたまドゥルボ I ホ巧の祀堂に来まし 
た。祀堂の中に這入りまずと、巧となく湿となくがをくの種々な生物が供えられていまして死 
の神の巧殿に概ていました。わたくしはホ柿を拝みましたが、手じ持った剣を喉に巧きさして自 
かを據牲にした巧の屍を見ました。それを見まずと、あなたと別れたことを悲しんでいましたわ 
たくしは、自分を犧牲にしてか巧を有湿しようと化、むしました。わたくしが走り寄って剣をひき 
抜きましたとき、わたくしの自殺をあいとどまらせようとずるかのように、ぷくから頭をありな 
•から、ひとりのホち巧者が巧づいてきまして、親切にも巧情をたずねて、わたくしに自殺を思い 
とどまらせて、このように审しました。 

『そんなことをするではない。巧者との再会でさえ、この世にはあることだし、ましてをきて 
、，る 人との再会はなおさらのことだ。 がよ、 こういうお話を聰きなさい。 


〔ヴィニ— 夕.マティ王の物語〕 

地上に、 アヒッチャトラ U という名の j な都城がある。そこに、むかし、ウダ ヤ .トゥンカ 
というを力な王がいた。この王の恃衛宵に々 マラ. マティという库大な人物がいたが、この人に 
ゲィニ—夕•マティという比類のない息子がいた。この人があるとき其白な宮殿の麗をに化って 
いたと き、々巧になって、恋の神の如恵樹から芽ばえたち巧でつくられた巧の方角の耳駡のよう 
に 化り滞く、 巧が登っ てく るのを見た。ヴィニー タ ■マティは、もたりが巧の光に次麗に照らさ 
れて ゆく のを見て、楽しくなって考えた。 

「ああ、巧の道という道は巧に照らされて、白く趙 き、 凍增ををったよう だ。 ひとりで道をホ 
きま わっては、いけないのだろうか。」 

と 考える と 直ぐじ、巧を持って出かけて歩きまわった。】クロ ー シャばかり行く と、 興然にをき 
声がきこえてきた。その巧をたよりに巧く と、 樹木の根元にもたれて、ひとりの美しいこ女が泣 
、<ていた。そこで、ヴィ ニー タ•マティが 

「良さし、あなたはどなたですか。どうして、巧のようじ麗わしい廣に涙を流して、巧なのつ 
いたちのようにするのですか。」 

のとたずねた。すると、そのこホは語0 た。 













抑 


「勇古のお方、黄は重ガンダ • T リンの娘で、ゲイジヤヤヴァテイ-と申しいず。^のバ 
よあるとき戦争から逃げ田して、ヴ r スキから『この S め、がは戦争じ負けて敵の奴隸と f 
れ。 J と’呪証されました。この呪配のためじ、やさしい义は敵の力1ラ.ジフヴ7夜を負 
いつも 花を運裏錬ヒなりました。そのことを悲しんで、要はガゥリ i 神をま行によつて靈 
しました。すると、嘉は姿—わされて、このよぅにお告げになりました。 

「潭する娘よ、よくお聰き。了ナサ湖に千瓣をほ，」ろばせ寞きく5こ、水晶の麵々 
ある。その醒に太陽の化線があたると、光輝を巧つて、あたかも^の頭飾りの畫が黄色、に 
揮くシ r シの頭さながらで窒。—とき、ヴァイシュラヴァナ•かそれををて做しくな 
それをずにいれるためじ水浴をしてヴイシュブ神を祀りはじめた。その'とき、^^^^い 
ナの——ちは i クラヴァ lii な if つ^，^ 

ていた。たまたま、そなたの敵の力1フ•'シフヴァの貴兄ヴイデュジュシフゥヵ愛全一緒 
こチヤクラヴ r 力島のををして遊んでいたが、§きをした學に、ク T ラ巧の手の—に 
いつた—巧の皿をはたき落してしまつた。クベ！ラ神はあつて S し、ヴイデュジュ•ジ？ 
アとその妻をマ1ナサ湖享むチヤクラヴア|力扁じしてしまわれた。力 i フ•ジフ こ 
のように姿を変えられた历•か変人と別れて悲しんでいるの—て、巧にがす—情から f 玻兄の 
愛人の姿となつて f 慰め、昼間は奴就となつたそなたの父ガンザ - T リンを伴うてそこに 
居る。さ5、娘よ、そなたはアヒツチヤトラふ都に住む恶銜をの息子で辟大な勇主であり勇 


化むじ富むヴィニ—夕•マチィを、 そこへ派？5 せよ。そして、 このおと剣をず取る•かよい。かの 

男±はこれらのものによってをちを征眼し、そなたの父を奴隸の巧逆より解がずるであろう。こ 
の勝れた剣の持まとなる男は、すべての触を征服して、 地上 じ於いて王者となるであろう。」 

と、このように仰せられて、ホ神はまじ馬と剣を授けられて、姿を消されました。そこで、妾は 
あなたにお頗みするためじ、今日、漸くのことでここじをったのです。 ホ 神の風寵を受けられた 
あなたが、夜になってお出かけになりましたのを見て、策略を用いて 泣 芦をおすに 入れ、 ここへ 
お誘いしたのです。ですから、まの望みを適えてや0でくださいませ。」 

と、ヴィジャヤヴァティーに頼まれたヴィニータ•マティは 
「よろしい。」 

と、 承知した0 

すると、竜王の娘はずぐに化去って、ホ巧を放って四方の暗県を媒う月輪にも似た駿足のさ馬 
と、勇出を採しもとめる幸福のホ巧のまなざしじも似て星空の美しさをもつ巧剣とを持ってきて、 
この二つをヴィニ—夕.マティに渡した。 

ヴィニ I 夕.マティは剣をたずさえ、ヴィジャヤヴァティーヒ j 緒に馬に乗って出発したが、 
踐馬の威力によって忽ちにマーナサ湖に到巧した。蓮の葉は風にそよぎ、チャクラヴァ I 力扁の 
訴えるような鳴声は、力—ラ•ジフヴァじ同怖して、ヴィーー—夕•マティたちに 
n 「ホるな、ホるな。」 




のと、' 胚づくのを思いとどまらせようとしているかのようであつた。 

ヴイジ ャヤヴァ テイーの父ボンダ•マーリンが を究 どもに拘楚されているのを見て、ヴイニー 
夕.マテイは彼を解放ずるためにこの致あな曲を剣で斬り まくり、 追化つ た。 それを見た力 I ラ. 
ジフ ヴァはチャクラ ヴァーカ蔚のをを 捨てて、 雨ホの爾虽のように晒えたけりな •から、 池の 其中 
から昇ってきた。戰闕が始まると、力 I ラ.ジフヴ7が巧中に舞い上つたので、ヴイニータ.マ 
テイも庶で樓を追い、 カー ラ.ジフヴァの頭がを糊ん •た。 ヴイニ I 夕.マテイがまさにカーラ- 
ジ フヴァ の頭を削で斬り落そうとしたとき、 をたは憐れな芦で つぶやくように萄恕を懇願した。 
叔された 力！ラ •ジフ ヴァは あらゆる災ちを灌う廠力のある自分の指嚴を恭々しくヴイニータ. 
マテイに贈り、青王ボンダ.マ I リンをが識の塊遇から辭がした。ボンダ.マーリンは非常に菩 
び、自分の娘ヴイジ ャヤ ヴァテイ I をヴイニータ.マテイに县えて、家に帰った。そして、ヴイ 
ニータ■マテイも' 剣とお環と親をたずさえ、こホをつれて、を巧けに自分の家じ帰った。父の 
カマラ.マテイは息子に訳をたずねて満足した が、 王もまたその話を聰いて唐んだ。こうして、 
ヴイニ—夕•マテイは竜王の娘ヴイジャヤヴァテイーと結婚した。 

ある日、父のカマラ.マテイが、四つのまと種々の械を具えたゲイニータ•マテイに、ひそ A 
に言った。 

「伴よ、われわれのウダヤ•トゥンガ王にウダヤヴアテイ I という王女があゥて、あらゆる学 
巧に通閒している。王は r 垫羅門であれ刹巧利であれ、雕争じ於いて姫を打負かした者じ、眠を 



& と、化をされた•あたかも 世の g 赏 する 姫の 美し さが ミし さのなで天上の美かたらをさ 
克面目なからしめたように、他の論客たちは姫と齡争して、のこらず姫に 巧ち貸 かされてしま0 
た。そなたはわれわれ刹帝利の中で嚴茵の輪客であるのに、柯故に沈黙をしているのだ。姫と論 
争しで、姫を打をかし、そなたの妻とずるのだ。」 

と、父から言われたヴイニータ.マテイは 

「父上、わたくしのごとき者が、どうしてかよわいた性と諭争ができましよう。でも、父上の 
御命をに従いましよう。」 

と言った。この若をがこのようじ言ったので、彼の父は王の許に巧き、 

r 陛下、明日、ヴイニ I 夕•マテイが王ホさまと諭争をいたしたいとをじます。」 

と、王にをげた。王がこの申出を承知したので、ヵマラ•マテイは家に幡って、息子のヴイニー 
夕•マテイにその皆を告げた。 

こうして、その翌日、白烏が運池に婿いおりたかのように、王が単者の第まる会堂に出御する 
と、ヴイニータ.マテイは太陽のようじあたりを光り輝かせながら、雖畢の化のまわりを 飛ぶ蜂 
のようじ商備賴単が注視ずる中を、座についた。間もな <、ちホゥ•タヤヴァテイ I が静かに 這乂 
ってきたが、さながら葉械のなをひきしぼった力-マ (11} のちのようであった。王曾美わしい 
音をたてる華麗な装師品をつけていたが、その地れ合うをは最初の 反 端をほのめかしているかの 
巧ようであった。王ホが翠违の座についたとき、赌々とお巧.か鬧れわたった中天じ照り涯くさまじ 
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似ていた。 そして、 王女は睹跑を輝かせながら最初の反髓をした が、あたかもま玉のように该お 
な言葉の鎖を美しい歯並の糸じつなぐかのようであった。 そこで、ヴィニータ.マティは王かの 
お諭の前提が巧確に不合理なことを諭 配し、 逐一反較 して、 美ホを沈职させてしまった。こうし 
て、 満堂の損學がヴィニ ータ •マティを W 巧ず ると、 王ホは歲諭には負けたけれども踐れた夫 
を得たことによって隙ったと考えた。 そして、 ウダヤ.トゥンボ玉は大いに芭 こび、 論をに酷っ 
た褒美と して 王ホをゲィニ ータ .マティに捜けちえた。さら じ、 ヴィニ ータ •マテイは王からま 
玉をちえられ、唐王の娘と王かを要と した。 

あるとき、ヴィー11夕.マティ•か賭博に耽り、他の博奕うちたちに散々にをけ、気をくさらせ 
ていたとき、ひとりの婆羅門がやって来て、彼に執拽じ含物をだうた。うるさくなった彼は下男 
にすうちして、 砂をいれた皿をホぎれじ包んで装羅門に渡した。この正度な裝羅門はそれを费取 
るや否や、その重さから黄金が這入っていると想饭して窝こび、片隅に巧って、それを開いた。 
砂が一杯つまっているのを見て、それを姻上に捨てて、 

「あの男は、わたしをだました。」 

と、落阻して自々の家に帰った。ヴイニ—夕•マテイはそのことにむもかけず、賭巧をやめて家 
じ帰り、愛妻たちと楽しく甚していた。 

時が経ち、ウダヤ•トゥンボ王は老齡となり、身体が不踊となり、王固統治の重寅に耐えられ 
止く丈った。王モのない王は姐婿のゲイニータ•マテイを即化させ、みずからは搶身のためにザ 


ンジス河にかい-;;*ヴ<二|夕》マチィは王化に卵くと、早ぷに、駿馬と利剣の威力にょゥ、十 

方を征服した。そして、災まを缀うお現の威力じょり、彼の王国はラグ玉の王国のょうじを柄も 
なく、餓營もなかった。 

あるとき、ラトナ•チャンドラマティという仏衔が王のところに来たが、このが直は論嘗中の 
獅子とも象ともいうべき人であゥた。有楠の人をお愛する王はこの比丘を阿藍にもてなしたが、 
この比丘は王に論蘇を挑み、化のょうな贈を提唱した。 

「大王ょ、もしあなたが負けたときは、仏陀の教を情奉されょ。わたくしが負けたときは、わ 
たくしは僧衣をぬぎ捨てて、装羅門たちのおを晒きましょう 。 J 

という言葉を醒いて、王はみ知した。そして、ヴィニータ.マティ宝はこの比丘とセ日間にわた 
って諭をしたが、八日目に至って、比丘は王を諭破した。こうして、王は比丘じ教えられて、音 
仰を持つに至り、ち估に恩恵をよえ福楠ゆたかなブッダのおを情奉した。そして、仏おに専む帰 
巧したまは、仏憎たら、婆羅門たちや、すべての人々のために、惜院や盾房などを造った。 

仏教の修行にょってむの平静をえた王は、ち怕に蒂化する菩陣巧のための修行を、比丘じ教え 
てほしいと懇請した。そこで、比丘は王に 

「王ょ*菩題たらんとするが大な悠巧は、罪のない入々が行うべきものであゥて、しからざる 
者の行うべきことではない。あなたには、われわれのょうな者•か認めうるほどの大罪はない。し 
かし、このょうな方法で微罪をさがして、それを消滅されるがょい。」 


ki 






と言って、王に夢を見るための呪文をおえた。王はその明文によ 0 て费を見て、その翌朝、化丘 
に吿げた。 

「尊肺よ、昨夜、费の中で、わたしは他の世界に行き、空度に苦んでを物をだいましたところ 
巧極を持った房たちが、「でよ、@てひとりの婆羅門が空陷におえかねて、そなたにを物をどうた 
とき、おがが岳えた参量の热破ををえ。十憶をを贈るならば、お前はその罪より免れるであろ 
う。.！と言いました。このように、刑棒をおつた人々に言われて、夜明けに眼が覚めました。」 

と、王は語って、化たの指示によって、十憾金を巧いとしてま樽し、巧び夢を見るために呪でを 
唱えた。王は巧び養を 見て、 朝になって起きる と、 

「昨を も、 他巧で腹を減らしているわたしに、刑睡を掉つた人々•か砂を舎べさせようとしまし 
た。わたしが「甫搶をしましたのに、どうして砂ををべねばならないのでずか。」とたずねまずと、 
あの人たちは！■お前の常措は無効 だ。 お前の窗惟した金の中に、装羅門のものが一つあったぞ。」 
と言うのです。その言葉を聰 くと、 眼が觉めました。」 

と、前巧の夢を話して、王は再び十憾ををと爸たちに贈った。 

こうして、そのをもまた輿の呪文を唱え、再び夢を見て、翌勘起きる と、 前をの夢を話した。 

「昨夜 も、 他界で刑椿を持つた人々がわたしにがををベさせようとしました。わたし力がをた 
ずねますと、あの人たちは「王よ、お前の裔捨は無効なのだ。その訳は、お前の围の森林で、ひ 
とりの婆羅門が山賊に巧われて殺された。わ前は民が霜護をなつた-一とによ。、わ前の韶捨は 


無効である。されば、もう一度、 今までの二倍の訟冷をせよ OJ と言いました。その言葉を職きま 
したを端に、わたしは眼が巧めました。」 

と、王はホをの比丘に夢を語って、二悟の額の寄推をしました。 

そこで、王は比丘に昔った。 

「先生、この世に於いて、わたしのようなを■かこのようじ連おしやすい浊を守ることは、 どう 
しても出来ないのでしようか。」 

と、王の言うのを赔いて、比丘はすった。 

「王よ、法をずるじあた0て、巧巧な人は鼠おを挫くということはありません。巧は、自己の 
法を逸脱することなく、それを固ずずる恵お堅固な人々をが護し、その希望を連がせしめるもの 
であります。あなたは世じ巧き菩薩が前をじ猪として生れた本生體 S を、王よ、お聴きになった 
ことはありませんか。お聴きでないなら、お話し申しましよう。お聰きく■たさい。 

〔猪本生物語〕 

むかし、ヴィンディャ山中にある洞{八に、仏陀のか身からをれた巧明.な猪が、友だちの猿と一 
緒に撰んでいました。この猪は一切のを類に恩恵をちえ、常に友だちと親しく巧際し、客人を暗 
く歓待し、自分にふさわしい仕ずに従巧していました。 
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あるとき、憲雨が管、晉にわ与て続きました。絶え間なく降 o つづく雨 0 ために、を 
覇の活動がとまるほど激しいホ風雨でありました。五昌のをに、雄が猜と一緒にねてい享と’ 
澗 巧の 戸口に化と巧をつれた獅子がやつてきました。獅子が化に 

「このように畏雨が硫 くと、 われわれはを物が得られず、飢餓のためじ必ず死んでしまうであ 

ろう。」 

と言いますと、化侧モ•かそれを聴いて、 

「このままでは、わたくしどもはみな死んでしまいまず。でずから、あなた•かたで、わたしを 
食べて生き器てく-たさい。ちなたはわたし置那さまですし、二の巧はわたしの生命なのです 
から。わたしのような祀は、ほかにいまずし、わたしををべて、あなたがたは幸福にくらしてく 

ださい。」 、 

と、このように置いに話し合つていましたとき、たまたま毁商なむの搏まの猪•か眼を強ましこ 
の言龍を聞きました。猪は大いにをこび、ホえました。 

r このような费風雨のをに、客人を迎畫とは、わたしにとって、なんという素睛らしい福楠 
であ 言か。なんの降害もない。ともかく、瞬時に減ずる目かの身体を据供して、この客人たち 
を満腹させてやろう。」 

と考えて、起き上って出て巧き、術は慈巧溢れる声で獅子に 

「ち、失望してはならない。わたしは、君と君の巧さんと子どもさんにをベてもらおうと思つ 


て、ここに来たんだ•だから、わたしを食べてもらいたい M 

と言いますと、まこんだ獅子が妻にすいました。 

「まず、巧先きに、この巧に食べさせよう。それから、わたし•か食べよう。そのあとで、お前 
が瓷.へなさい0」 

叱獅子が承知しましたので、まず巧獅ずが猪の肉ををべ、ついで牡獅子が資ぺはじめました。 
すると、俾大なむの持まの巧が、自分を食べている獅モ じ、 

「化か地中にしみこまないうち じ、 早く化をがみなさい。わたしの肉で満隆したら、君の愛ず 
る妻に残りを食べさせなさい。」 

と話しているうちに、獅子は猪の肉ををべてしまい、をだけがのこりました。 

雜は肉を食べられてしまいましたけれど、あ耐の極眼を亂察するかのように、を命は絶えませ 
んでした。ところが、化獅子はその間に飢巧してしまいました。獅モは巧をつれて、何処かへ行 
つてしまいました。 

をがおけました。このとき眼を党ましたち人の搜は洞穴から出てきて、猪がこのような有棟に 
なつているのを見て、驚きあわてて、たずねました。 

「誰がこんなにしたのだ。 君、 出来るなら、乾しておくれ。」 

と、猿が言うのを聴いて、勇気のある猪は一部贻がをおしました。そこで、滋は涙を流しながら、 
巧許に平伏して言いました。 








80 


「散性からみずから®^されたあなたは、さだめし巧の分身でございましよう。もし、おのぞ 
みがあるならば、おつしやつてください。わのぞみが適うように、いたします〇」 

と、镇が冒いまずと、猪が猜に言いました。 

「君、わたしののぞみは逸命の巧でさえが就しがたいことなのだ。わたしの見ているところで 
飢苑した、この不幸な化獅子が蘇生して、元通りのみ体じなったわたしををべて、護しでもら 

いたいのだ。」 

と、猪-か言い享と、正法の神が姿を現わされ、手で軸って、雑を神々しいをの聖扣に変えまし 
た。そして、 

「巧通力じより獅子などの姿をしたのは、まさに余である。他人じ恩恵をぶえようと巧念する 
がを、余は征服したいと念じたの•た。がはかくることなき菩性でもっ て、 他のために昌の生命 
を捧げた。がは正なの神である余を打負かして、今や聖化の位を得たのである。」 

と語りました。この冒蔑を晒きまずと、聖仙は自かの前に化つ正法の神を舟て、 

「醇き神よ、わたくしは堅祉の化を得たとしても、このぶだちの猿が獣性を艳てることができ 
よい今、かしも婚しくはありません。」 

と言いました。この言棠を祗きました正法の巧は猿を化人としました。まこと、碎大な人との巧 
遊は惇大な果報ををむものであります。正法の神は姿を消し、死んだ叱獅子も見えなくなりまし 
た0 


このよう じ、 まよ、 お！！ の 力に よって 足なを不断に 巧 力す る 人々は、巧々のが巧をえて、巧期 
の目的を成就するものでありまず。」 

と、比丘の言葉を願き、ヴィニータ•マティ壬は巧びホ施の勇者となり、夜になると聲の晒文を 
唱えた。 

王はその夜夢を見て、翌朝かの比丘に語った。 

「聲の中で、だれか神々しい嬰化がわたしに r がよ、そなたは罪陣を免.れた。今こそ、普^巧 
を巧え。」と言われたのを、化えています。その冒葉を聰くと、わたしは眼が强め、今こそ踞脱を 
えました。」 

と、王はホ生の比丘に、このように語り、比丘のおえに推って、吉日をえらんで稱大な誓願をし 
た。そして、漲願する人々に風滿を雨破とそそいで飽きること‘かなかった。しかし、王のがまは 
热居であることが知られた。繁柴は正をの根をもつものであるからである。 

さて、ある日、庇蔑をもとめて、ひとりの装羅門がヴィニ I 夕■マティ王の許に来り、 

「陛下、わたくしはパ—タリプトラの郁城じ任む邀雜巧であります。わたくしの家の祭乂の部 
置を婿刹が占領し、わたくしの伴を踞えてしまい、それを樂う方法はいずれも役に化ちませんで 
した。そこで、源願するをにはか河なるのぞみをも適えてくださるというあなたさまじ、お願い 
があって参りました。一切の陣ちを襯うという指環を、わたくしにお下げ渡しくださって、わた 
くしの幸福のために巧化たせて頂きとうがじます。」 
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と蠢ずると、王よ隻の力 1: ジ 7 ヴ 7 から巧た—を、ためらう二となく麵巧にさえた。 
指嚴を！ミ謹巧か立去ると、王の菩魔巧を巧ぉうとずる誓のあ声-叫^方バ ft 。 け； 
をのを、ある日、インドごカラシャという軍が化のから巧て、王のを人とな 王 t 
こ呈すの家愛すぐれていること嘉つて、口重にもてなし、季の望みをたずねた。刚撒な 

むの持まである王から望みをきかれた王子は、 ，，。 

’ r ともあれ、あなたは懇願する人々にとつて此の世に霞る謹との盛をの商 

このお命を懇願する者でも、ホ望して幡ることはないということでず。わたくしはカナ々 .r 

シャヒいう—わミ|棄|ら|も、 

戳ある方よ、あなたの刑剣と隨鼠とを、わたくしに下さい。その腐力にて 

聰^^^^^マ^ィ王は、ち图を守薄ずる謹ではあつたが、屬盧 
と巧剣と皇子に每えた。大臣たちは？喜て溜息をついていたが、剛 S 、 岩持ま'^ある'^ 
は靈ずる二とはなかつた。割と驚 S た畢は、それらの威力によ。、故国に帰て雪 

征如^か SS た^のヵナヵ•ヵラシャは、ヴィニ'夕•マティ王のこけ^に 
耐えかねて害じみをおじようとした。ヴ"二1夕.マテイ王はそのこヒ聰大臣 f ち I 
「あの善人は余の冀により、このようながおになつた。されば、この王国をあの舆に讓りわ 


83 


たして、 A は今こそあの巧への！？をか义ずことにしよう。 他人の利な に 役化たぬこの王困は 

余ことって、なんの彼じホとうか。余に子はない故に、あの男を息早とし、王位を維がせよう。」 
と語って、王はカナカ•カラシャを呼び、大臣たちが反対するにも拘わらず、自かの王国を惑つ 
た。 

ヴィニータ•マティ王は王国を蔑るヒ、廣ちに播随することなく、二人の妃をつれて都城を化 
た。その姿を見て、都の人々は 

「ああ、ああ、甘露の光輝をもち世間に巧粥をもたらず滿ちは、巧がとして下りてきた雲に 蔽 
われてをを消してしまった。臣下のをにとってが想舰にもひとしい王は、一切の 生韻の 一切の希 
望を佩あさせようとしていたのに、運命の神によって、何姻に連れ去られたのであろうか。」 
などと、蹲きながら、流ず淚で大地をしめらせて、玉の後を迫うて、都から出ていった。ヴィニ 
—夕•マティは漸くのことで 都城の 人々を家に帰らせ、みずからは 二人の 妃を連れて、 車にも棄 
らずに森林に向った。 

王は遂に、運命の神が彼の剛殻なむを試すために卸造したかと思われる、太腸に砂が熱せられ 
水も構木もない荒巧についた。喉のおきに蒂しみ、迸路をザいた波巧に力尽いて、王と二人の王 
妃とは硝野の中のある地点に腰を下ろしたが、そのを端じ睡魔のとりことなった。 

眼を覚ますと、広くて乘冊らし：>庭固皇は見た。二 S 閒は麦繫た极から生じたのであ 
った。満開の蓮華が欣きはこり、推たくて选明な水を湛えた班があり、靑々と茂った巧におおわ 




M れ、樹々は果実の置さにたわんでいた。木度じは広くて巧い稍らかな岩猫があり、まこと王の巧 
施の威力により天上より引きおろしたナンダナ圃さながらであった。 

r 夢であろうか、のであろうか。それとも、巧の恵みであろうか。」 

と、 玉はいぶかりながら、しばらくの 間、 腫聞をみつめていたが、そのとき二羽の白鳥のををし 
て空を飛ぶ二人のシッダの芦が天上からきこえてきた0 

「王よ、あなた自身の補の巧大な化輝を、なぜそのように巧いていられるのです か。 常時巧が 
巧き果実のみのるこの庭閣 に、 ビうか斌楽じおほみになゥてください。」 

と、シッダが言う言莱を聰いて、ヴィニータ.マティ王は二人の化と一緒に、苦行をしながら、 
その庭園にを崇に暮した。 

あるとき、王が岩糖の上でかんでいると、ひとりの男が頸をつって巧のうとしているのを、迸 
くから見た。王は急いでそこに行き、目殺を思いとどまらせ、その男にがをたずねた。すると、 
その男は事の斤棚をった。 

「おはなしいたしまず。どうか、聰いてください。わたくしはソ—マカ王の子採で、ナーボ • 
シュ—ラの子ソーマ•シュ I ラと申しまず。里占いに通晩した人々から、わたくしの本生は盗人 
であると教示され、义はわたくしが盗人になることを怖れて、み力してわたくしに法典を教えて 
くれました。このようにおちされましたけれども、わたくしは悪人と巧わり、盗人になりました。 
前せこ於ける策を、この世じがいてなえることのできる入が、誰かありまずでしようか。 


さで、わると夕、わたくしはがのじよっで化の巧人どもと-捕に讲えられ、化刑のために 
巧 巧に 里 行されました。その 瞬閒 に、 ぶの 大条が錫を 切って 巧れ •たし、 人々を殺しな•から、その 
場にやってきました。巧をたちは族を怖れて、わたくしを捨てて、何赃かじ 巧っ てしまいました 
ので、わたくしはその调乱にまぎれて逃げだしました。わたくしが化刑のために連行されたこと 
を聞、，て、わたくしの父は自货し、巧は父のあとを追うたことを、わたくしは人から 聰 きました。 
わたくしは悲しみにうちひしがれ、落おして自殺を望んでホきまわっていますうちに、漸く人の 
住んでいないこの大きな森にぞゥてきました。ここじ這入りました瞬間に、 與 がに、どなたか 天 
上の ホ性が をを見せられ、わたくしをなぐさめて、 

「息子よ、 そなたは壬仙ヴィニ I 夕•マティの隠越処に来て、そなたの罪は消えた。かのち仙 
より、そなたは智識をえよ。.！ 

と言いました。このように言つて、天上のホ性はをを消されました。わたくしは園巧をホきまわ 
りましたが、かの王化に会うことができませんので、落化して自殺しようとしていまして、あな 
たに見つけられたのです。」 

と言ったソ—マ•シューラを、王化は自分の小屋に案巧し、ち乘ったのち、を人としてもてなし 
た。を事をさせた彼、王仙は粗頭しておえをだうソーマ.シュ I ラに、数々の正をに関する物語 
の閒じ、彼をおがから救うためじ、語った。 

が 「息子よ、無知はまこと両界にがいて、巧慧のみれるおたちにとっては、茜悪となるものであ 




る。今、こういう言いつたえを聰くがょい。 

〔迎羅巧デーヴァ•ブ—ティと妻の物語】 

む>，、。、ノチ ャ i ,:: に、デ I ヴァ.プーティという、ヴエーダに通晚した装羅巧がいた。彼 
こ、 ボ ー ボダ ッタ ー という貞激な妻■かあつた。 

ある日、婆羅門が水浴に出かけた留守に、彼の赛は巧お卿に野莱をとりに巧ったところ、沈摺 
屋の驚が囊をく。ているミ見た。ボ1ガダッタ1は棒を持って鬻を追いかけ、驢馬々逃 
げる途中で巧に落ち-」むと、それを S して蹄をホってしまった。それを知って、驢馬 S 麦 
洗濯量ょ悠って、やって来て、麵巧の妻を榜でたたき足測にした。そのため、弛脈していた婆 
羅 巧の 妻は細産したが、ホ翼は驢馬を引强って目楚家に禪ミ。夫の婆擺門某浴から帰 
てきて、それ嘉り、妻—證した写、晒慨して都城長官のところに赴いて訴えた。、 
ところが、この愚かな長をは直ちに洗裸屋のバラ1スラを巧喚し、双方のキきを聰、て 
「捕愛蹄を复たのであるから、驚の蹄が癒えるまで、婆羅門は洗濯屋のために驢馬の運 
ぶべ r 高を運べ。一方、涨濟屋は愛羅門の妻に巧産させたのであるから、婆羅門の妻を姬娠させ 

よ。これが双方に対する刪栽である。」 。 3 
と、 判決を下した。これを駆いた邀羅巧は牠望して、妻とともに話を飲んで審を捨てたこの 


ことを知って、王は この思«のないががホ巧を—^しのがで如刑した•か、兵巧はその後まく 
勘伽の脂に生れたという。 

このように、無知の閣に留まれた人々は置の罪陣の邪道を巧き、勝れた嬰みという燈明に導 
かれることなく、化ず減ぶのである。」 

ヴィニータ•マティがこのように菌ると、ソーマ•シューラはさらに教えを憑詞したので、王 
化は彼を正しく溝くために、再び言葉を統けた。 

「愛招よ、彼羅^を正しく順次に教えるために、話をしよう。よく、聴くがよレ。 

〔布施によって觸脱をえたインドラ■ブラバ王子の話〕 

むかし、 クル■クシェー ト11^に、マラヤ•プラ，ハという王があつた。あるとき、観鞋•か起り 
王は臣下の者にお巧を顔ち真えようとしたが、大昆たちは貪微から王を刪止した。そのとき、王 
子のインドゥ•プラバが王に、 

「父上、 あなたは何がじ悪辣な大臣たちの晉うなりになっで、臣下の者たちを無‘視なさるので 
すか。あなたは臣下の者たちにとってか蕩であり、彼等はあなたの望みを適えてくれ覃では 
巧ありませんか。」 
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と、執脚に言葉を繰遊ずと、大臣のが时を巧けていた王はうるさくなクて 

「强 招よ、 わたしの藝が無居祗だというの か。 無孩嚴ながまもない のに、 どうしてわたしは 
臣下の者たちの如盧樹になれ ようか。 そなた こそ、 どうして彼等のか愈樹になってやらないの 
だ。」 

と言った。父のこの言葉を祖いて、裤大な勇出である王子は 
「苦行により自らが意樹となる か、 さもなくば死すべきだ。」 

と、哲をき、苦行湾赴いた。畢が苦行に逼入るやいなや、襲はやんだ。畢の激しい苦 
行に満悦」た V ンドラ神か皇子は墓を授けられ、軍は—に於いて—樹となミ。享 

よ四でこおげた枝と枝に嗯る扁の鳴芦によって遇方にいる人々をお了してがびよせるかのようで 
あった。王子は毎日霞を渡請する人々の望みを適えてやり、常人の黄遂しがたい風恵を殿け、 
臣下の者たちがあたか美園にいるかのように、もはや帝ホするものがないはどじした。 

暫くずると、ィンドラ神がちずのところに來て、 

「他人に鹿むという化の巧望は満された。天国に巧れ。」 

と 誘うた。 ずると、 贴 i とな 0 た王モが、 ィンドラ じ咎えた。 

「美わしい花と甘味な果叢でも0て、他の樹木が自，らの利益をかえりみず、他人に常に恵み甚 
えているのに、 S 意樹となったわたしだけ•か、自かの幸福のために、人々をを望させて、どうし 
て天閣に巧けましようか。」 


S9 


と 


ち巧ずの殊化^#>^巧を#いて、ィンドヴが巧ぴ甘った。 

「まこと、そなたの居下のをたちをも、ずべて天团に巧かせよう。」 

そこで、む意械ではあったが、王子が 

「もしわたしの苦行に満足されたのであるならば、段での者たちを天固に靖かれよ。それによ 
って、わたしに利益はない。わたしは他人じ風恵を施すことのみをが就するためじ、大昔行をお 
こなうであろう。」 

と言ったので、ィンドラは王子を仏陀のかみと巧畴し、満悦して王子の懇願を聴許し、臣下の者 
たちをつれて天国に思った。 

そして、ィンドゥ.プラバ王子も樹性を捨てて、もとのをじ過り、森林に往して、苦行によっ 
て菩匯のにを得た。 

このよう じ、 

「巧施に巧电する者たちは薛脱を得る。」 

•ホ施彼羅霞について、余は語ったのである。掉が波羅毁じついて、この話を聰け。 

〔持戒を教えられた願賊の詰。 




むかし、ヴィンディャ山に、へーマ•プラパという克己むのつょい邸满の玉がいたが、この王 
はブッダのか蔚のをれで、前生におさめた戒巧の偏に富み、前生のことを記憶して おり、 正法を 
蘭いていた。この王の博巧にチャ ー ル•マティという媽就がいたが、この離踞は濟怒に耽る愚か 
者であつた。 

あるとき、 彼の妻の雌驟紙が戚刺しのわなにかかつて死ぬと、彼は妻と別れたことを悲しみ、 
憐れな墙遇じ陥0た。そこで、 R 明なへ ー マ•プラバ王は策船で彼を悲しみから救うために、彼 
のためを思うて、樵つて、このょうに話をした。 

「おまえの妻は死んでいない。扁刺しのわなから逃げていつたのだ。というのは、わたしはあ 
の雌鳥が生きているのを、いま見たのだ。 さあ、 おまえに見せて やろう。さあ、 おいで。」 

と言つて、壬はチャ—ル-マティを連れて巧を巧び、とある沼に巧つた。そこで、水に映じた彼 
自身の巧を見せて、 

「さあ、見てごらん。あれがおまえの妻だ。ここに居るじやないか。」 

と言つた。その言葉を酷いて、この愚か者は水に映つた自身の姿を見て甚こび、水にとびこんで、 
自分の姿を抱きしめて換咖した。しかし、巧する妻から抱きかえされず、また声を聞くことがで 
きなかったので、 

「烫ずる妻は、どうしてわたしを抱きしめてくれないのだろうか。どうして、話しかけてこな 
いのだろうか。」 


とホえた。巧が巧っているとな化した想かな挪谢は化ホって、 T — マラカの実を持ってきて、妻 

の機嫌を とろうと して、妻と思いこんでいる自分の姿に、それをぶえた。 TI マラカの実が水中 
に沈んで淳き上って くると、 深す る 妻がそれをを取るのをこばん •たと 思い、失望落おしてへ！マ- 
プラバ王の許に行き、王に 

「王さま、わたくしの妻はわたくしに抱きつきもせず、言葉もかけてくれません。それに、わ 
たくしが贈つた T — マラカの実さえ、つきかえしました OJ 
と！ | K った。その言葉を聰いて、王はすうのを厭うかのようじ、ゆっくりと、 

「おまえに話すべきではないのだが、でもわたしはおまえが巧深いから、話そう。おまえの妻 
は化の雄鳥じ惚れているのだ。だから、どうしておまえに巧巧を示したりするもの か。さあ、 は 
っきりと見せて やろう。 あの沼へ行って みよう。」 

と言って、沼へ連れて巧き、自分のと愚かな贼紙の一一巧の水に映じたをかより添うているのを見 
せた。 

愚かな蝶銀は自かの妻が他の鹏鳥と逢由しているのだと思い、巧想をつかして引返し、自分の 
王に言った。 

「王さま、これは、わたしがあなたの御訓邢を聰かなかった前です。わたしは、 今、 どうした 
らよいか、あえてください。」 

w と、漸く覚った侍衛 i 民の擲秘に、お示の媒会を姻んだへーマ.プラバ互は語った。 
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r 豪僖巧するくらいなら、窗爱ハ 1 ラ—ハラを飲むほうがましなのだし、菌蛇を頸 i く 
ほう々ま」なちた。 I 萬と、女を信巧するな。忘は、獲荷屯嬰も役に是ない。ホというも 

のは風のょうにをりやずく、ものすごく埃があり、正ををおむ者をょごし檢すのだ。をって、 酷 
れた智遺をもつ堅固なむの持まは、ホじ執萌してはならないのだ。恶慾を捨てた聖者のに を 得る 
ために、戒行をこそ行うべきだ。」 

と、王から f られたチヤ 1 ル•マテイは重おち、お行臺つて、遂にプツダ な 

つた。 

このょぅに、巧巧に宮む人々は他の人々をぁ简ずるのでぁる。な上、余はそなたに持巧波驅？ 
を蘭いた。次に、飄 if 彼羅凿について、聰け。 


〔忍辱を巧 じたシュバナヤ化の話】 

ヶ I ダ—ラ山に、シュバナヤといぅ帯大なお仙がいたか、いつもマンダ-キニ — JI で水浴をし、 
平静で、を行じょって瘦せわとろえていた。 

ある夜、盗賊ど屯が語 C 地中に埋めてわいた黄金を操しにやって来たが、 柯皆も見つから 
なかった。そこで、ミょぅに人8ない化では、こ SSS ミに黄 f 盗む者はいないと考 


93 


^—1 - < < I 1— 

ち爲ど t はな 仙の小 巧に！！ K つて S つた。 

盗若わま-5、盗賊の俺 

と、党ど屯から聞違つ5《たてられたが、 

S たしは盗乏さ差、見た二と奏。」 gA ごごのて 
PH ; 輯 Ms ぃ1した•か、審——同じ 

「この男は強情なが だ。」 

と聖 化の 両手と両量次々に切りおとし、また両眼をえミてしまつた。 

し、 聖仙は憶ず ることなく同じ言葉を繰ぷしたので、どもょ 
「誰か他のものが盜んだのだ。」 { 

と考えて'もと来た道を則おしていつた。 

れ おをら^り^ 〇い バ^!^、-^い^ぅ^が 聖袖に会ぃに季 、手 思を 切ら 
もを—せて、 そこへ連 I た。 王か^^ -h 処^^知 

「王よ、盗賊どもを姐刑なさるのならば、わたくしは自ら審を絶ちます。剣がわたくしじこ 
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のような二とをした s でおつて、彼等になんの罪が t ましようか。 また、 彼禪が剣を動かした 
こせよ、 それは憤掘が彼等にそうさせたのです。それに、彼等がおつたのは黄金が粉失したうら 
であり、それはわたくしの前世の悪帶によるもので ず。 そして、それはわたくし鼻の無智じ基 
づくのです。ですから、わたくしのお智こそ、わたくしに災皆を卓えたのです。従つ て、 わたく 
しの無智こそ、鞍さるべきでず。しかも、盗賊どもがわたくしに対しでを行を勘いた廉で処刑さ 
れるべきであるならば、わたくしに恩恵を卓えたこと で、 保歯さるべ笔はないでしようか。も 
し皮等がこのような ことを、 わたくしにしなかつたら、解脱という果報をもたらず 難を、 わた 
くいはどうして行う二とができたマし よ 5 か。— から、彼等はわたく」に蠢曼な恩恵臺 

えてくれたのです。」 

などと、墓をつくして、忍犀に巧字る壁仙は是諭したのス王は盗賊どもを処刑すること 

を止め、秩放した0 、し3を， 
そして、聖仙の苦行の巧補により、蜜化の身体はが前の通りに五体荒金となりそれと同時に 

聖仙は解脱に達した。 


このょぅに、 苗 商を巧ずる人々は輪禮を脱ずるのである。 堂、 余はがに忍犀贩羅盤を説いた 
ので あるが、」 ii , 彼羅変につ いて、 赃 け。 
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〔精進に より 目的を逮成したを羅門マ I ラ I ダラの話】 

むかし、 マ I ラ ー ダラという裝擺門の息子がいた。あるとき、彼はシプダ服の玉子が空中を敢 
んでいるのををた。彼はシッダ族の王子と規争しよクと思い、草で作った翼を自分の 身体の両測 
こ結ブつけ、巧び上り飛び上って、巧中を飛行することを練習した。を日このようじ 無腻な努力 
を続けているのを、あるとき留中を飛行していた王子が見た。 

「成功しがたいことで あつても、 あのように娱力してお進している若者じは同情すべき である。 
恩恵を授けてやろう。」 

とをえて、満悦した里子は姿擺門の靑年を自をの神通力により、自分の眉にのせ、従をとした。 

このように、 W 々でさえ巧進じ満足されるのである。余はがに巧逸彼羅凿を説いた。禪馆彼羅 
密について、賴け。 

一;絵に姬をした商人のお〕 

むかし、カルナータ地おじ、ヴィジャヤ•マ I リンという廊人がいた。この富裕な晒人に、マ 
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ラヤ•マ—リンという息子があつた。 

あるとき、この靑年は父と I 緒に王宮に行き、インドゥ•ヶーサリン王の王ホを見た。王かイ 
ンドゥ•ヤシャ I は恋のを草のようじ泣力があり、 ち 年が王女を見た途端に、その、むの中じ這乂 
りこんでしまった。家に還つたのち、をも眠らず、靑白い顔をして、日中はクムんのなのように 
身体をすくめてふさぎこんでいた。王ホのことばかりを考えて、を物なども接らず、身巧の者か 
らたずねられても、啞のようにおっていた。 

王ホと離れているのを悲しみ、このように一隅じ則滿つているマラヤ.マ—リンのところへ、 
友人で王室画をのマンタラヵがやって来て、語った。 

「君、君はまるマ S ように壁に凭れてばかりいるが、ピう」た置。生命のない磨ようじ、 
君はをまもせず、聴こうともせず、見ようともしない。」 

と、 執脚に たずねられて、商人の息モマラヤ.マーリンはぶ乂じ呂かの望みを語った。 

「商人の息子であるちが迂ホに恋南するのはふさわしくない。白鳥は他の池に生える蓮華の美 
わしさを為うであろうか。ヴィシュヌ神の鹏である化にをえる蓮華を楽しんだ とて、 な ここと る 
か。」 it 

と冒つたけれど、画家は思いとどまらせることができなかつたので、マラヤ•マーリンの恣廣の 
気持を和らげ、時間を過させるために、王ホを固巧じ视いてぶえた。 

商人の息ず マラヤ•マーリンは、給じ描かれたぶホを見つめ、なぐさめ、きわり、また師って、 




かけた:; i い r す，;:::^:::。&とな化し、な第にそれじザ苦なスぷじは絵き話し 

U 日‘月が登つた頃、彼は絵を持ち出して、恋人と賜もうと思つで 
整兀い了、彼は I た—摘—く ミた。 そ—庭-;^^ャー^^^^ 

留山いいい rf ィヵ至から彼を見て、雑れんで、雲から强めさせょうと して、 天降つてきこ。 
か。て.^ つて 通'^。 に^^ 了.*の'片隅じあたか蓋き了いる妻な S を f 、 隙 じ 姿を 

れ—專'レ r 。 I 子 li — ん—てきて、检じ报か 

運命か。美しい窦—ともいうべきこの美—るためじ、 
い'考 王夕.^の^!; き U ::、 ？ た f にたず ねた。 そのと き、 里仙の神勇にょ 

間もなく 正気を取民した彼は、？流しながら、白殺襄むし t :ま。、哥、 

聖仙は落ちてぃく彼を両腕に抱きとめ、爹現ゎいて彼^なぐさ2、 
集^^^^81、王ホ M 自分の御駿にいる二とを知らない e か。画定描かれている妻は 
复レ松？方もま系抱きしめたのは誰なのだ。あるい.^、わき，ぶを i ? こ 





站のよ龍な 客。 恋巧しているおまえのむがつ くり 志た ものに s さを ちえた のは、誰なのだ。 
それ にもかかわらず、何襄まえは禪起 S 固むでもって S を知ろうとしない S 。 それによ 
って、このような悲しみの 留 器に二度とならないようにずるためだ。」 

と語った。二の言葉を些邮から陋いたとき、馨のをはがけで目辖めたマラャ . T リンは里 
山をホ々しく化拝して言つた。 

「肆肺よ、あなたの恩雑じより、わたくしはこの不幸を渡ることができました。如阿じすれば 

輪酒を瓶ることができるか、恩がを垂れて御襄ください。」 

このようこマラャ•マ！リンが源蘭ずると、菩睡である型化は彼に自らの智慧を教えて、姿を 
消しこ。そこで、マラヤ•マ I リンは森がじ行き、まけの力により、拒否すべきものと受容すバ 
きものに関する囊を、その理由とともじ知るをえ て、 阿羅^位を得た。 そして、 想震 OL 彼 
は帰つてきて、智息を教示して、ィンドゥ•ヶ—サリン王ならびに護の人々を辭脱させた 

このように、不美実のことであっても、禪覆力をもつ人々じは、囊ヒなるのである。堂、 
禪ち彼羅盤じついて前いたのである•か、智思般羅蜜について聰け。 

〔ヤマの秘書を龍赌した溢人のお) 
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むかし*■シン (9^ に、シン C •ヴィク，マという巧人がいたが、この巧はをれたときから巧 

方から巧ってきた他人のがまで靑てられてきた。年をとって、貞分の吐事に嫌気をさした彼は考 
えた。 

「他巧にをいては、如柯なる方策があるのだろう か。 そこでは、扣巧なるものに 胚 護を もとむ 
べきであろうか。わたしがシヴァ神かヴィシュス神じ胞護をもとめたとしても、これらの巧に 奉 
吐ずる神々や聖化たちや、その他の逆がいる踢合、わたしをこれらの巧はどのようじ巧 遇する •た 
ろうか。だから、わたしは人間の善行と非行を紀錄ずる唯一人のチトラグプタに仕えよう。彼は 
自分の力でわたしを護ってくれよう。ま記である彼は' ひとりでブラフマンとルドラの彼割を果 
しているからだ。彼は自分の手中にある一切を一瞬に巧きとめたり消したりするからだ。」 

とを えて、チトラ グプタのみに誠博を痒げはじめた。シンハ•ヴィクラマは チトラ グプタのみを 
祀り、それを當こばせるために、婆確門たちじを审をが脑した。 

このようこ、シン^ •ヴィクラマがしている と、 あるときチトラグプタが彼の水むをたし力め 
るために、彼の家に客人の姿をしてやって来た。すると、この 盤 人は彼を 恭々しく 迎え、 幾応 し、 
布施をしたのち、 

rr チトラグプタががに満あせよ』と吾ってください。」 

と言った。そこで、婆羅門の姿をしていたチトラグプタは 

「シゲァ£-ヴィシュヌなどの巧々を抱てて、そなたは何故にチトラグプタを祀るのみ。」 
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1 の 


とたずねた。この言葉を聴いて、絶人のシンハ.ヴィクラマが 

r あむたは、そんなことを嗯いて、どうするの •だ。 わたしはチトラグ言が外の神々は必要で 
ないんだ。」 

と言うと、餐羅門の姿をしたチトラグプタは再び言つた。 

「おまえかわたしに自かの妻をくれるなら、そのように言おう。」 

シンハ.ヴィクラマはこの言葉を顆 くと、 苗んで、 

「わたしが時にえらんだ神を宮こばすためなら、あなたにわたしの妻をさしあげます。」 

と語つた。チトラグプタは、その言葉を聰くと、姿を現わして、 

「わたしがチトラグプタだ。わたしは満足じや。そなたのために、わたしがビうしたらよいか、 
話すがょぃ。」 

と言つた。 

そこで、大いに當んだシン(•ヴィクラマ-か冒つた。 

「尊者よ、わたしが死なないように、してください。」 

と言うと、チトラグプタは 

「人間を死から護ることはできない。しかし、とにかく、おまえじ方廉を授けよう。わたしの 
言うことを、よく聴け。 

死の巧は シュヴとが原因で弯たシヴ7神に焼かれた-か、累神がいなくては困る 


ので、ザぴつくちれなそれ W ホ、シュヴュータが伟んでいるところでは、巧の巧はシヴァ神の 

命令じより制眠されていて、他の生類をさえ滅すことはない。シュヴュ—夕はいま東巧の猫の向 
う岸にある タラン 半ニ ー 河を渡つたま巧がにいる。そこには死の神は踏みこまぬ か、 そなたをそ 
こへ連れて巧って、住まわせよう。ピ •か、 タラン 半ニー河のこちら側に来てはならない。間違っ 
て帰ってきて、巧の神じ捕えられる場合には、そなたが化巧じ来たと きじ、 方策を講じてあげよ 
う。」 

と 言つて、満悦した チト ラグプタはシンハ•ヴイクラマを蓮れてシユヴユ—夕の隐彼処に行き、 
彼をそこにおいて、をを消した。 

さて、狸く して、 シュヴ ュ—夕 の職樓姻じ住むシンハ.ヴ イクラ マを連行しようとして、死の 
巧はタラン半二—河のこらら側の岸に巧づいた。そこに化り て、 シンハ•ヴィクラマを連けする 
手段•かおつからなかった ので、 死の神はの力で神々しい美女を つくり、 彼のところへ巧かせた。 
媚めかしいこの美ホはシンハ.ヴィクラマに 近づき、 自分の美しい歷力を猫れさせて、彼を魅惑 
し、 たくみに彼を とりこ じした。いく日かが経って、美女は親族の者たちじ会いたいという口実 
を設けて、川を漉ろうと して、 玻おつているタランギ ニー 河にはいつた。彼かについて 来て、 シ 
ンハ•ヴィクラマが岸に化っ て 見ていると、彼女は川の 巧 中で つまずいた。流れじ流されるかの 
ように■彼ホは叫び声をたてた。 

「死のうとしているわたしを眺めていられるのですか。あなた、わたしを誰ってくれないので 



すか。もなたの—は狐で、を前のように獅子の勇気(けお》) を排つていないの です をね」 L .ミ 
と、 美豪言うのを賊 くと、. ミ•ヴ "クラマは河に とびこんだ。 女げ i 流れに 流 r れる様 
子を装うて、彼害救おうと追いかける彼をこちら側の 岸に、 またたく閒に引き畫た！， 
シン、•ヴィクラマがこちら側の岸に引き呈られると、祀の神は彼の頸に鎖を々けて捕‘义 
た。まこと、がをにむを游われた人々には、惡がさし せまつている のである。 も、 g ; 害 
かくて、死の神によゥてャマの会壁に連巧され某注蔥なシンハ•ヴィクラマを見て彼ろ智 

て満か、と助ねら—、まず天—むこ—請せ 
よ。天国にをんでいる間に、天国に永住することができるように、福挪—むのたそれうら 
そなたの罪障をすべて稱滅させるために、苦巧をせよ。」 f r .'、 

と、 チトラグプタが言うと、悄気こんで顔をふせ、怖れおののレてシン''.クラ- 

すぐに同意した。 

その宜後に、法王ヤマが于トラグプタに 
「この盗人に、なにか福補の部分がいくばくか、あるか。それとも、ないか。」 

と 訊ねじ。そこで、チトラグプタが語つ た。 - r 、 
I ■この巧よ客人を si たします。白かの诏奉ずる神を？ばせるた《に、赛 S さ畫人 
に提共しました。されば、この男は天固に f 、 天上のを汹ずに植いし享。」 


と、 ♦トブ グプタが S うのを w いて、化壬はシンハ•ヴイクラマを庙た • 

「おい、おまえは天田の楽しみと地狱の寅苦のどちらを光に楽しみ S か。言え。」 

と、 法王が言うのを髓 くと、 シンハ•ヴィクラマは天ま楽しみを芭してもらうよう頗ん だ。 
法王の 命を じより 衷来 ると、 それに 乗り、 シンハ•ヴィクラマはチトラグプタの言葉をむの中 

で操おしながら天上に登った。 ミ f _ 
シン、 •ヴィクラマは天上じ登る と、 げ楽を'ぶざけ、天上の川での潔窥と祈頌の読誦の戒わ广 
専むし、 遂に 天上に於いて第音を週す 二と ができた。二のように」て彼は遂に激しレ苦行の 
力 こより天国に ホ 住ず る 二と ができるようにな。、シヴ7神を憲」て罪陣を消滅し謹を得た。 
こうして、地獄 Q 使者ど电は彼の顔を見る 二と ができなくな。、 T ラグプタは帳禪にある彼の 
ををが消し、ヤマも黙つていた。 

このように、シンハ•ヴィクラマは盗人ではわったが、正しい智窓の力により、賴脱を得たの 
である。堂、智愚波羅蜜を語っ た。 巧およ、このように、苗若はブッダの教えられた、船にも 
喩 うべき ホ波羅蜜に乗0 て、 この世の大海を渡るのである。」 

と、かの森の中で’菩鹽のがにをするヴィ T 夕•マティ王がソ—マ.シ r ラに f 諭して L 
ると' 太陽は法の？を曹、むに S を文て、黄—の裝瓷をまとうたかのようじ色ががくな 
り、 山の洞穴のみに這入ってしまづた。そこで、ヴィニ I 夕•マティ王とソーマ • シ ■'I ラとぃ 
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夕方のお祈りを正しく一けクて、そのををそこで過した。- ' 
そして、その翌日も、ヴィニ—夕*マティ^^ソ—マ • シユ|ラにブツダのおえを説きその秘 
義を巧かした。 そこで、 ソーマ•シユーラは、そのなの大極の根一冗に小屋を つくり、 ホ生じ情坐 
して、阪想に肆をした。 ‘ . 

遂に、 先生と弟子の両人は同じくヨ—ガの稱大なる巧威力をえて、最商のさとりを得 L 
さて、話かわって、インドウ•カラシャ王は、ヴィニータ.マティちが巧のカナカ•ガラシャ 
是アヒ ツチ ャトー八 e 雷を贈った二とをねたみ、攻めてきて、利剣と8の威力によっ て、 巧 
のカナカ•カラシャを背び量から追がした。アヒツチャトラ量から轟されたヵナカ.ヵラ 
シャは一二二人の侍酉をつれて放海し、たまたまヴィニ—夕.マティの腺棲処のある森湾やって 
来た。空腹と喉の渴きじ苦しんだヵナカ■ヵラシャが、その森で果実や木の根や水を裸してる 
と、 インドラ神はヴィニ ー タ•マティがそのように旅行者を献待することを妨げようと思いそ 
の森林を觸き化って、もとの通りの沙巧にしてしまった。 

ヴィニ ー タ.マティは自分の陽祕処が巧がに沙巧となったのに游想して、しばらくあたりをホ 
きまわった。そして、従者をつれたカナカ•ヵラシャが飢餓のために息も絶え•たえになって放浪 
してやって来たのを見た。客人じ親切をつくしてやまない菩魔は近づいていって、ヵナヵ•ヵラ 
シャの一巧を賓客として迎え、このように悲梭な現遇に陥った次銷を詳しく訊ね事情嘉って 
言った。 
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『この巧よか， SE となっ で、 かもてなしずるものもありません が、 巧脚にましんでいられるあな 

たがたの生命を救う方策をわ話しましよう。ここから半クシャはどの距離に巧かおり、鹿が 
そこに落ちこんで死んでおります。その巧ををべて、を命を護りなさい。さあ、巧きなさい。」 
「そういたします。」 

と、空隐に悩んでいたカナカ•カラシャが従ををつれて出かけまずと、普廣のヴィニータ■マテ 
ィは是さきにそこへ行った。その 一 八じつくと、神通力で鹿のをとなり、巧に身を投げて、客人 
のために自分のを命を捨てた。 

カナカ•カラシャ たちがゆっ くりと ホいて穴のところじ到おして見ると、穴の中に鹿が巧んで 
いた。 それを引きあげ、草 S で 火を おこし、 その肉を焼いて、のこ享查ベてしまった。 

話かわって、盐屢の妻の重0ホと妻とは、隠秘姑 S 質荒れはてたうぇに、夫の姿う見 

えないので、む前れてソーマ■シューラのところに 巧き、 そのことを當げた。ソーマ.シユーラ 
よ深い瞬溜から立上っ て、 商ちにホ生だた二とを震の力によってお〇、先爱二人の妻を悲 
しませる ことではあったが、その訳を話した。そして、彼は塞の二人の暫っれて、先生が賓 
窗のためじ自己を磅牲にした巧のところへ、急いで巧った。巧って見ると、そこには、鹿の姿と 
なった夫 S と骨とだけが？ていた S マ、ホを靈していた畫 S 臺ホとは嘆き悲しみ 
その辑と宵とを拾い、自分の隔極処から萌を掷 参し、 乂中じ身を巧じた。すると、そこに居た力 
ナカ•カラシャと従者も、一部始がを知って喪き、乂中に身を技じた。 
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このようになって、ソ—マ•シユ I ラは先生の亡くなった悲しみに堪えられず、自分の生命を 
拾てようと 決むして、ダルバ覃 S 厢 S 上に巧た。そ S 瞬間に、インドラがをを現わして彼じおづ 

ぎ、 

「そのようなことを、するな。わたしはそなたの化ををためしてみたの•た。おまえの化生は肯 
と灰だけが殘っているに過ぎないけれども、余は甘巧の雨をそそいで、妻や舆客も一絕にをきか 
えらせ た。」 、 

と 語った。インドラ神の言葉を聰いて、ソ — T シ r ラがインドラを拝み、离ん で立上り、 巧 
って見る と、 彼の化生で ある 菩睡の ヴイニータ.マテイは、 二人の 妻と ともに、またカナカ•力 
ラシ ャ たちも一おに、 坐き かえって、 立 上っていた。 

そこで、ソ I マ•シユーラは妻と I 縮に化巧に注ってきた化生に頭を下げ、祀を捧げ、言葉を 
述べて、化生を礼拝し、先生のをを眼で飲んだ。そして、カナカ.カラシャなどがヴイニ I 夕- 
マ テイに お々しく 誠信を捧げて いると、 ブラフ マンとヴイシ ユヌをはじめと して、 すべての巧々 
がそこにやって来た。 そして、 ゲイニー タ •マテイのお変じ満悦して、彼に最もふさわしい恩恵 
を授けて、をを消した。ソ I マ.シユーラたちも一部始終を物語ったが、そののちヴイニ ー タ. 
マテイは彼等と一緒に化の神々しいま行がに赴いた。 

このようこ、灰になっていても巧び会うことができるのであるから、この世に於いては、それ 
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ぞれぶいの至にけウたと しても、 お夕ているかダ ロ、 巧弓さ-^いことはない •されけ、がよ、 

わが身を艳てることは丧よ。そなたは勇をなのだ。さあ、巧くがよい。必ずムリボ1ンカタッ 
夕王子と会ぅことができる。」 

と、年あいたホ苦行者の口から、この巧ホな物語を聴いて、新らしい希望に燃えましたわたくし 
ま礼鲁つて、剣を手にして S しました。そして、遂にこの森に来ました ところ、 たまたまチ 
ャンデ，力 i 齊ために煤牲を採していましたこのシャバラ族の者たちに見つけら望した。 
戦つ で、 負場をし享と、彼等はわたくしを縛りあげ、シャバラ族の王 T ヤ1•ハトゥの側に連 
れて来られました。そして、王ず さま、 が人の恃臣を巧えられたあなたに、お会いできました。 
あなたのお鹰で、わたくしは自分の家に居るかのよぅにお、むいたしました。」 

と、恃臣のダナーカラが自分の身上を詰すのを聴いて、シャバラ王の宮殷じ邁留していましたム 
リガ1ンカダッタは、二の志い音びを羣しました。そして、 S で巧けた常手当ががつた 
のを見て、既にその日も醫れかか々ていましたのス季は他の恃臣たちと S に座を立ち、な 
日の務めを果しました。 

，ご N て、 他の恃臣たもと再会し、またシャシャ ー ンカヴァティ—を得るためにウッジヤイニー 
に 一刻も早く行きたかつたのです が、 グナ1カラのなの癒えるのを待つ て、 なお殺 日間、 そこに 
逗留していました。 
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五 

グナ 1 カラ s が癒え、跑顆が回復しまずと、ムリガ I ソカダツタは吉日を遇んで^ 

イラ王こ刖れの挨搂をして、シャシヤ—ンカヴァテ/を探しに、ウツジャ 1 T に ■一 

一!^」^」た。ミ— 1 T ;— の T 受畫ド。ルボ.ピ 
シャ^屯な：；.、が者をつれて、かな。逛くまで曇。、裏 S には讀する二とを約 

おしました。享はシユルタ•デイ、ヴイマラ•ブツデイ、グナ1カラおよびビ1マ.ハク 
ラマの四人を連れて、ヴインデイヤ山の森林中を他のぶ人たちを搬ムてホいていました々ある 

を、彼視と一谓に、一葉樹莱抵もとで獲ました。與燃に眼が寶て重り、あたり— 

けゎけ' SI ! ょく！—見っ！た。そ。—にかの 

ぞいて見ますと、その男が誓の一人ヴイチ トラ. カタであること辜り^^ い、 E モ n 雨语こ 
ゥタ b 肢 を—」、 ま人2リガ-ンカダツタでおる-」とを知るやいなや唐んて畢の両产 
な 安つきましこ。 王子も巧然にヴイチトラ•カタに出会い、巧きの眠をみはらせて彼を抱きしめ 
ましたし、 他^時臣たちもみな眠を货 まして、 署を窗び あいました。そこで、 みんなが順^に 

せたのち、ヴイチトー：カタじ—したので、彼は — if 

はじめました。 
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r んの—、 f パ-ラ-ヴ J の喷組によって、ホなたがたがらりぢりとなったとき、わた 

くしも一人 こなっ て 畏い閒うろついていました 。迸くまでさまよい歩いて疲れ果ててをがとして 
いましたが、その 型 日、 巧然に森のはずれにある兼 肺らしい大 宮殿に つきました。 

巧々しい二人の妃をつれたひとりの巧人がわたくしををて、稱たい水をあびさせてわたくし 
をいたわってくれました。そ S 人はわたくしを城内に弟内し、わたくしに講らしい食事を懲 
晒し、曼も食べ、その後で二人の瞄もを卓をしました。食量終ゥて元気を回復しましたわた 
くしよ、その資人に 

なたはどなたでず か。 覆うとしてい るわたくしを 、どうして このようにお救いくださる 
のですか。わたくし はま人を見失っ て、 死ぬるより外にをがないのです。」 

と言ミ、赛の i について、のこ享話しました。すると、この醜切で觉大なま人。わた 
くしに、このように串しました。 、 

『わた ミ毫 で、 あの二人の女はわたしの妻です。あなたは 今日 わたしの 賓客と してここ 
こ 来られたのです。能力に临じて客人を辜なすのは、 家長たる蓄薩 です。 ですから、 わた 
I ミあなたをおもてなししたのでず。でも、あなたは 何故に 審を艳てようとされるのですか。 
あなたがたの贿散は竜王の呪强によるので すから、 ほんの摧かの間です。 とにかく、 况。姐は力を 
失って、署ができます。輪廻じさいなまれることなく、この世に生れている人がいましようか。 
蔓のわたしで さえ、 輪迴のを 悩 じ S ったのです。それを、お話し ましょう。 聰いてくださし 
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〔シユリ ー •ダル シ ャナの物語】 

大化ヒいう花験 S を飾る襄と屯いミき、隙れたる全 S で師られた卜？ガルタ1と 
い%が ru 。 一ちパヴィトラ•ダラという葵羅巧がいましたが、この人は—の r 
は謹でしたが、親族 S 人*お去囊などマは恵まれていました。こ n 商がな謹 P は金持の 
の割にまんでいましたが、あるとき考えました。 0 
「これ i の金持の入々の間ス捷瓦しく生活していても、わたしは頭角をあらわすことはな V . 
あたかも、すぐれた詩の中じある無患がな一つ S 葉のごとき屯答。わたしが尊敬。に^^: 
間であつても、わたしは人から牵吐される二と电なく、また巧施ををける二ともな t 魄て何 
姐か辺鄙室地へ巧つて、ヤクシ- T @。)— 嚴しょう。畫はそのための明畫わたしに教 

と考夕て、謹門。ハヴごラ-ダラは森林に赴き、累られている通。に呪法^^^,,^^!、り^ 
ヤクシニ1を？することができました。サウダ1こ T というヤクシニ1と結--れ f 彼 t 厳 
し，，久''を切りぬけて春のかがに抱かれた格硕さながらでした。 - こ。 
あ—、 息子 S 生れないことを巧いている夫のパヴイトラ. ダラに、 ヤクシ;^まい 
「をた、そんなじみえこまないでください。わたしたちに、學はをれますた話 
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•V J 6 た畴いて <ださい • 

南方の巧巧に、あたかも巧雨のお生地かと思われるタマーラ樹の森林が連なっています。木は 
巧巧して雲のようじ陽をさえぎり、爲なお暗いほどです。 

そこに、プリトゥ—ダラという S なヤクシヤ•かなんでいました。まはこのヤクシャのひとり 
娘で、サウダーミニ—といいます。父は妾への愛巧から妄を速れてあちらこちらの大山に行きま 
したので、妾はいつも天上の楽閣で逝んでいました。 

あるとき、妾が友だちの カ ピシヤ•ブル ー と カィラ— サ化で遊んでいましたとき、 アツタハ ー 
サというヤクシヤの若者を見ました。友人たちの閒にいました アツタハ I ホ もまた妾を見ました 
が、その途淵 S たら《眼は在いに相手の美しい5想きつけられました。それを見て、まの'父 
は做合い S 結婚だと考え、直ぐアツ タ ハ—サ臺んで、二人 Q 結婚を取決《ました。青を決 
めたのち、父は妾を家に連れて帰り、アツタハ I サも大さびで友人たちと一緒に自分の家 じ 帰り 
ました0 

その次の日、要のちだちのカピシャ.プルーがぶさぎこんでまのところへ来ました。要が訳を 
たずねますと、彼女は口箱りながら、このように申しました。 

「ねえ、サウダーミニ—、本当は言ってはならないことだけれど，悪いしらせをお話しましよ 
う。今日、妾がここへ来る途中に見たのですが、あなたの婚約者のアツタハーサがヒマ I ラヤ山 
の商原にある于トラスタラという逝困で、あなたにがする思慕をまぎらせようと、ぶ人たちと遊 
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んでいました•か、友人たちが胁れにアツタハ 1 サをヤクシャ王と」、弟のデ" 1 プタ.ツカをク 
ベ-ラ神の息モナダ•ク1バラの化身した享とし、赛たちはその大臣となりました。あなた 
の変人が含ように友人たちからお电ちゃじされていましたとき、大空をむのままに飛びまわつ 
ていたナダ.ク IX ラがそれを葦した。財童 S {お罩慧ミ、7ツタハ—サを呼びつけ 
て、『おまえは従者の身かでありながら、君まのが度をとろうとする。不屆きな奴め，おまえは人 
旱一な e 。 商い選を望んだ酌に、下理さがれ。.一と、呪記しました。このように冒われた； 
夕、—ナは燦いてナダ•ク1バラに訴えました。呈モさま、わたくしは恋しい気持を粉ら—た 
めこ、愚かこもこのようなことをしてしまいました。支酣を窺親して、したのではありません。 

なことぞ、わたくしをおあわれみください。.一と、アツタハ1サの堀むの裏を聴いて、ナダ■ク 
1,、 ラよ 直頭の力によりその通りであることを知り、明記の期昭を趙めて、『おまえは人間になり 
おまえが恋い二がれているヤクシニ1に、おまえ S ディ！プタ•シカを息子として、生ませる 
であろう。お i は呪訊から襲されて、わ字を妻とと屯に、屯と S 赛をうるでおろう。お 
まえの弟はおまえ S 息子となつて、地志王確を望して呪記から解营れる。」と言いました。 
聲の巧呈モがこのように言いますと、了ツタハ—サは柯処かにをが見えなくなりました。そ 
れを見て、妾は悲しくなり、おなたのお側にミて巧たのでず。」 。旨 
と、カピシヤ.プル I が言うのを晒きまして、まは悲しみのためにをもむもないほどでした妾 
よ寡の—を蹲き悲しみ、轟写。へ巧ミ、その二とを宵げ、夫と再会を奉輩じして時を 


.でず。またわはこうし 


ダラは息子 
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!■して#04し-;*1 

あなたはあのアツタハーサの生れかわりで、をはあのときのヤクシニ 
て結ばれたのでず。ですから、またちじは間もなく息子が生れます。」 

このようじ、神崖な智愚のあるサゥダー,こ11が言いまず と、 婆羅門パヴ 
がをれる希望をえて、ぎこびました。 

時を経て、ャクシニーがな子をおみ、两人の家とむとを巧こびに酒きたたせました。そして 
パヴィトラ•ダラが息子の顔を見ましたとき、彼は忽ちじ神々しい资となり、ヤクシャの了ツタ 
ハーサとなりました。 

「わえ、 おまえ，わたしたちにかけられた呪記は終つ た。 わたしはアツタハーサじ なつた。さ 
あ、おいで。わたしたちは、もとのところへ踊ろう。」 

と言いますと、妻のヤクシニー■か 

「この子は、呪証のためにわたしたちの息乎になつた、あなたの菊さんですよ。わたしたちが 
いなくなつたら、この子がどうなる か、 ホえてください。」 

と言いました。その言葉を聰 くと、 アツタハーサはお想して、どのようにすべきかを察知して、 
「この巧にデ I ヴァ.ダルシャナという梁羅門がいる。彼はを乏 で、 子供かなかったが、五化 
を守りつづけていた。しかし、飢のためじ、彼と妻の胃の中では、二つの別の乂がさらに職んに 
燃えあがっていた。 



4 


ぁ—、が—供を s して苦行している彼に、彼-—している嬰なるアグニ—かが 
に現生れなぃが、拳—るでぁろぅ。そして、その威力にょ〇、蠢門ょ、お 

!前事： y 龍 np もの—:し1 

い、 Ki ? ヴァ•'タルシャナと JJT てぃ高にその f 围、て 

ッ;言豐きモ 

どもを見ました。 

hr い ir ; しの Mr 見て、夢と^ snn ま^^^^^ 
ました。—命の神から授けられ—もをけ r 。 こう 
藝ましたが、祭ホ|羅門の—果たし、 
この世のもろもろの宰褐をザ巧しました。 


こ N ご至 e 5 法し、ヴ广んミのザ巧資を受《ました r 

勇；バぁい；；剣ちにぃ練達しを^^;い； U おいい y ^ 

旅^^いナは悲 ri され 

た話行事を巧つて、巧規^菩^^^^;^^^;: 、また— もなか0たので、学問はあり 

もた。間を く、 総—】 S 1 め— し 

つくされて' ' 手 ut*:r か 唐ている f I げられた^ 
め P ’ て外；；るこ r 、 糧 J も の hi 

れるを物も拒んでいますと、お人のひとりのムヵラヵと Vi 打ろシ 
しか 「 r ぅ yr なにすねてい—。これは—の^ 

か。 一擊辜 i —」 看 V - ちを ど 

の—、 t 路がその家で、蘿がその么^いと^い^け?；かの藻—つけない 
3 晋違な— r — か。-」—ついて、プ—•ナン 
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ダナの素睛らしい物語を糖け。 


〔ブー.ナンダナ王の冒険) 

この世に、大地の節りともいう.へき力'乂ユミ！*八という主地がある。そこに、ブー•ナンダナ 

という 畫•叢に通魄し盖•か i た。 壬は S 圃吉がいて看を 巧 かせた愛する豪二 

t ? の乳房に爪痕をつけるのに似ていた。王は政梢の要郝じ通喃し、クリシュナ神に熱烈な信仰を 
捧げていたので、国民は常に巧巧を巧け ず、 また邪悪なことにむを動かされなかつた。 

プ ー ナン ダナ王がある巧の十音にヴィシュズ柿を聖典の巧に従つで礼拝した が、 その 夜、 
寶を見た。夢の中スひとりのダイトャの娘望じ近づいてきたので、エはこの娘と巧わつた。 
眼が覚富と、娘の姿は見えなかゥ たが、 自惡寫にはつきりとを欲を楽んだ損があるのを見 
て、嚇いた。 

「あれは夢ではない。たしかに、あの娘と巧わりをした。だが、天上のホ性じたぶらかされた 
のではなかろうか。」 

と 考えて、 その娘のことばかりを思うて、背び会うことのできないのを悲しみ、次銷じ王者とし 
ての 努めを ずべて 怠るようになつた。再び会う手段も見つけられず、里は遂に 

I ■あの女とを祇ををしめたのは、ヴイシユヌ神の恐楠じよるものであつた。だから、あの女と 


IT * でさ*よゥ、 M 化か人れた化に巧さ*ヴィシュブ神を祀ろゥ•あの女と 嘛れ ていて、ま 

ことじ巧预ない王围の銷をたもきろう。」 

と考えて、自分の決愚を家居たちに苦げ、王位を粥のスナンダナに謙った。 

王位を搶てたブー•ナンダナ王は、ヴィシュス神の足湛から生じたクラマ.サラスという涩場 
に赴いた。王はその地に住んで、他の欲堂を 絶ち、 盛あじチャータヵ商が新らしい雨を待ちのぞ 
むように、ダイトャの娘との巧会のみを願って、苦行をつづけた。 こうして、 その地でま巧をつ 
づけて、十一一年の歳月が過ぎた とき、 巧をの中の巧者ともいうべきひとりのま行者•か王の方にお 
づいてきた。このち巧をは姻色の爱をた W ねて、 弟子の群を連れて おり、 あたかもシヴァ神が盛 
場のある山の頂から天降ってきたかのようであった。ま巧者は王を見て、玉じ対して親愛の情を 
おこし、 おづいて施々しく尊怖を聰き、しばらく考えて王に語った。 

「王よ、あなたの恋せられるそのダイトヤの 娘は、。 ハーターラじせんでおりまず。御巧むなさ 
い。 わたくしがあなたを彼女の軒へ、おつれしましよう。わたくしはヤジユナというダークシナ 
1トャ化 丸の巧犠憎の息子で、プ ー ティ•ヴァスと申す楚羅門でありまずが、地師の師匠であり 
ます。 わたくしは％から知醜を学び、パ I ターラじ関する諭典からシヴァ袖を萄慰 する 呪でと祭 
まの次第とを習得しました〇そして、わたくしはシユリー•パルヴァタじ赴き、シヴァ巧の肴慰 
ずる黃けを行いました。すると、苦行に満あされたシヴァ神が親しく姿を萌わされ、わたくしに 
W 申されました。 
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r 行け。そな—ィ t ヤ曇と建を」了、.地 _ 真で Is ん f 旨巧 
その 『 r 運掌る雲を、そな—1 1 晒くがろ 

ずる入——る。カシュ1には、マヤが作つ If 大き 

コ、ス•、1^:。良ゥンャ-よ恋人のアニルッダを适入ら#て夕—ナヴ族の遊圃てア 、 
ま^、プラデ^ムナは息子を敕うためじこの入口をあけ、山の頂を片方の扉 U 

を守蔑さ—でおろ雙 W 、 湯そ至地はプラデ三 S と；1甚ムご^^^-^ 

ち P ばれている。行け、そなたは—と屯に、 ，】 slf - からハ'" ii 晝 

::^^^^シヴァ神は姿を消されましち神の恩舘の威^^じ;:^‘^^^;;:::^^:^^ 
ところなく会得し、いまカシュミ1ラ至地に来たのでありますパパ: t ，^ 單られ 
もと 一？シャ 1 リカ 山に巧—しよう。そうずれば、わたくしはあミヵ？焦れてしられ 
る f 奢：；.るて夕1ラへ、あなたを御第巧する二とができまし" う。」 y ;、 こ。— 
:、苦巧 S 謂つたのスブ—•ナンダナ王は承諾して、一緒にシャ1リカ—山胜 
に到—と、。まずヴィタスタ-河—をして' ヴィナ'棺 
をがつて、四方の悪恶を鎮める祭典などを行。たするとシヴ神の—授 ^パ 
苦だをよ、巧の遍りに華の実を撒じて入口の扉を開いた。王は苦行 f 乘子たちととも b 入 
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, 1 ..-,..? る道を置円丑がのみいだサいていつた •そし パ,。ザ^^：; よ、 一畦-:'；、障、 
ラを施れるボンガ1河を濟つて、— SS じ f 神こい森を景蹇 T :;。 ^霞^! T 、 
禮、ァ菜など S がを：.おり、大きな満開の黄金の運靠の香がたち二め？:;;そ^^^ 

ァ神殿が見えた。神殿は牡ホで、ま玉の階段で飾られ、黄金の鹽、畫力^ 
。と軍き、神股の本殿よ大きな水晶づくりスち裘凝縮した麦蛾なを積み重ね t 力のよ rg 
^た。ブ1.ナンダ^と弟—醫して神殿—いると、遮な欧—つ苦行者が彼 

广「!^1^シヴ7神がパ1夕1ラに住まわれるときの宮殿でぁる。一亮にがいて誤歌でたたえら 

料^-^^^。夕11ンボ1河でか沿をし、パ ili え—綿でシ 
ソァ i つて I 慰した Q ち、 S は辟びホいて、一水^素^ 

S ところ—。見ると、— i 」 て、地上—ていた。ミ—苦^"彼 f い 
r お前たちはこの実をを.へてはな b ぬ。若し食べると、お前たちが革けたものを寶ぅ 

li が」 S つた。その言葉を蘭いたにもかかわらず、ひとりの弟子が空隐じ管^か-の^^^^ 
た。すると、をべた瞬閒に、—は脚菜よ i かな^^つよて^^;'^ ’ナン 
た搜學たちは怖れおののき、その実ををべた、と、ぅ慾なくす 苦わ f 
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ダナ王と弟子たちを連れて、ーク n - シャ u ど進むと、宝玉づくりの巧のある高、黄金の城醒の 
そそりミて いるのを見た。その巧の両側じは、錦の腺体をもった二頭の牡羊が化っていて、^ 
を這みろうとする者を巧んで、巧で巧きかかりそうであった。それを見て、ま巧者がが坐に魔法 
をかけた棲で牡蓋頭に一?加えると、二 S 寧は雲 C うたれたか《ょうに何絮に姿を 
消してしまった。こうして、を行をと弟ずたちと王と•かその巧を這入ると、黄金とま石で造られ 
た神こい宮殿が見えた。その入口という否には、綱のずを手に持ち、歯で下唇を峭みしめた 
怖ろしい姿の門番-か化っていた。そこで、みんなの者は一本の描菜下に腰を下ろした•か、ち巧 
者は悪事を避けるために坐禅した。この坐禅の威力にょり、怖ろしいをの門番たちはすへてどの 
門からも逃げてゆき、見えなくなった。 

すると、その瞄巧に、それらの巧からダィトャ肢の娘たちの恃かである神々しい装飾品某裳 
をつけた美ホの群が出てきた。美女たもはひとりひとり近づいてきて、それぞれのま人のちでう 
の苦行者をふくめて一行の者を削々に招じ入れた。そのとき、巧おな苦行者は化の人々に 
「宮瞬の中に這入ったときには、お前たちはを4 S 人§葉を拒んではならぬぞ。」 

と語つて、？ e 葉女と一緒に誠な.哲殿に遍入り、ひとりのダイトヤ族®委を得て、望んで 

た歡楽を居した。そ」て、浩またち畫れぞれに搜美女に案内されて神こい御酿に這入 
り、ダイトヤ腺のこ女と愛慾の娛しみをたのしんだ。 

ブー •ナン ダナ王も、そのとき、ひとりの巧かじ攒々しく侍づかれて、外側がま玉で造られた 


S じ勇され勺をのがじはめこんだ巧-幸」、巧しいけ女たちのまミって’晶の踐じ 

ょおきた絵が描かれているかのようであった。宮殿は巧らかな緑玉の敷地に連てられ、天空を駆 
る戦幸と競うて天蓋に遠ずるばかりじおえていた。中では醉いしれた美奈遊びたわむれ、力1 
マの術の媚抵が猫れんばかりであ。た。が日の化のみに堪えうる巧離な巧でさえも、美女たちの 
身体の径雅さには比ぶべくもなかった。巧々しいを楽のひびき滞る宮殿に這入ると、是嘗て夢 
の中で見た美しい；ラ覆こ毫見た。こ器美」さは s 器ないパ—夕1ラに輝きわたり 
創造まが壺など S 光り輝く电 S を創遇した二とも無駄にするほどマおった。王は巧舌につくし 
がたいほどに美し：； . S こかを見て 5 S を流した％、毀毫見て汚れた両眼を消めるかの. 
ようであった。おた t 蜂 S がむらが。飛んで白い水蓮ミディ-王の曹游毫かのよう 
に、 s ； ホたちの舰声に满えられた乙女クムディニ1も、王を見て、この志い軟富にむを躍らせ 
た。そして、座から化上って、王の両手をとり、 

「あなたに色々と御を巧をさせました。-! 

と言いながら、號々しく王を 座に つかせた。 水浴を して 巧らく疲れをいやしたちにホ服や装飾品 
をつけさせると、了 K 襄 S か苦酒をがむために署庭に 策 巧した。そして、酒の満ち 溢れ 
た池の岸に王とならんで鹏をおろ」たが、掉じおえた樹木£り下げられた巧体から血と脂''^池 
に棉りおちていた。美少ホは加と脂の極りおちた泄の酒を遍にみたして、王に飲むように働めた 
が、王はこの胸の悪くなるようなか物を巧けようとしなかった。 
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「この妾ど屯の飲物をおがみにならなければ、あなたは幸せになれなレマしよう」 

と、下寧に劍める乙女に王は言った。 

「どのような二とが起ろうと屯、わたしは巧して二の飲みも《をがまぬ。」 

と言うと、爱は王の頭じ盃の酒をかけて、何処かへ行ってしまゥた。すると、是眼も見辜、 
巧も聴こえなくなった。恃ホたちは量とらえて、別の池の水中におげこんだ。そして、おげこ 
まれた 瞬間二、王は？居たクラマ•サラス强巧の苦行楚中に'™かグいる二とにぎがつ 
すると、あたかも彼じ微策みかけているかのような、雪を頂いた山が見えた。だまされて、失望 
し、孩き、なさけなくなつた王は、 

「ダィトャ 族の 娘の姪圈 と、クラマ.サラス 盈場の 山とは、 何という相違だろう。ああ何と 
、う 奇廣だろう。あれは幻なのか、それともむの迷いだろうか。ま巧者8しめの言葉を聴いて 
，、ごこも 拘わ享、あの娘の言麗に徙わなかった•かために、わたくしはこのよう嘗に遵ったこ 
とだけよ旌か だ。 それに、あのが物はがんでもよかったのだ。あの娘はわたくしをためし L に過 
ぎない。わたしの頭上に落らてきた液体ス天志香わしい巧がした。 とすれば、 いずれにせよ、 
運のない人 A にとっては、たとい非常な菌錦を堪えし のんでも、 運命の巧が見むいてくれな L た 
め こ、 なんの强いもえられないことは、巧々白々•た。」 

と考えた。このように、责考えこんでいると、アスラの娘に香水を振りかけられた王の身体力 
ら棵柿たる香をがったのじ惹かれて、蜂•かがんできて壬を刺した。王は 
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r ああ、わたしの 巧巧は a んでいた巧巧をもたらすことなく、 望み もしない 比未と なった。」 

と思い、むの乱れた王は自殺を俠むした。 

すると、そのと き、 たまたまひとりの若い仙人が通りかかり、このように狂気のようになった 
署見た。靈のむの深い彼は急いで王に'ぶ づき、 蜂を追化っ て、 一部始龄を 聴いて、王に語っ 
た。 

「王よ、この肉体の あるかぎり、 苦悩の絶える ことが、どうしてありましよう。 だから、賢者 
は迸うことなく人主の目的を巧に追求ずべきであります。•たから、あなたは今彼十二年間ここで 
ま行をしなさい。そうすれば、あなたは恋人と 再会し、 そしてその結果と して、' が遠につづく解 
脱を達成ずるでしよう。それに、あなたのみ体は既に芳香を巧びているではありませんか。この 
黑鹿の霊をおなたに塞吉まずから、二れをを取ってください。二のま皮には呪文がこめられ 
ていますから、あなたがこれを蒂ていれば、蜂になやまされることはありません。」 

と語っ て、 聖仙は王に鹿巧と呪文とを赔 って、 なまっ た。 王は 
「その 通り、 しよう。」 

と、 堅く 決む して、 其がにとどまつて苦行をつづけた。 

王が 十二 年間を其処で過ごし、 苦 巧によって シヴァ 神を辑慰 すると、•タイトヤ 族の娘クムディ 
二—が鼻から王のところに巧づいてきた。こうして、ブ1.ナンダナ里は変人と一緒じパ—夕 
1 ラに巧き、永く楽しみを単けるとともに、觸脱を得たのである。 
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このように、むに馨のない人は堅固に堪え忍ぶときは、たとい遼くに施れたとしても、を 
自分の国重得るものである。シユリーダルシヤナよ、おはすぐれた吉相をそなえており 、 f 
来の S が運命づけられているに电かかわ b ず、どうして悄気二んだまま食物をとらずに"て 

自分を願みないのか。」 •レノヤ」 

と、 夜半に仲間の厶カラカが g 博場で祗しかけますと、断をを続けて、；ゾリ1•夕 

ド彼に言、，ました。 

「君の言う通り だ。だか、 博奕のために、このようなみじめな S となった現在、岛家に生れ 
たわたしかしくて、どうして巧なかに出て巧く二とがマきよう。だから、屯し君が弓きと 
めないなち、ねえ 君、 わたしは宴すぐに怖化か他歯へ巧って、を卓をとる ことにしよう。」 
すると、ムカラカはこの言典を聰いて同患し、を物を持つてきてシユリー••タルシヤナにちえ 
ましたのス彼は唐んでそれををべました。シユリ—.ダルシヤナは當物を食べ享と友情う 
ら随巧してきたムカラカをつれて、他围に旧発しました。 * ,? 

シユ？.ダルシ*ナがを間に途妄いていますと、彼が坐れるとすぐに彼を婆羅門のテ—ヴ 
ア■ダルシヤナの家に委ねた两親の了ツタハ1サとサウダ i 、 T のミのヤクシヤろ-け 
ま空を飛んでいて彼を見つけました。彼が晒博 S 行によつて無一物になり、他固へ赴く遮中て 
あることを知つて、両湾漫巧からをを見せないで、天上から彼に言いました。 


『わわ•シ •？ •ダルシヤナよ、か抑の巧規、デ—ヴァ.ダルシヤナの妻が、自分の家の地 
中に、ま玉などを巧めている。行っ て、 それをがり 出し、 ためらうことなくマ—ラヴァに行くが 
よい。そこには、シユリ—セーナというが威赫々たる王がいる。この王も若いとき賭博のために 
悲棱な境遇にひどくちしんだために、赌博をする人々のため大きな素隋らしい救護所を建ててい 
る。睹博に負けた入々が其姐に住み、望むがままのを物を巧ているの•た。されば、潭旧よ、其诞 
に行け。そうすれば、お前に必ずよいことがあるだろう。」 

と、天から聞こえてくる声を聰いて、シユリ I •ダルシヤナはぶ人をつれて自分の家に 帰り、 地 
面の化の中じ埋められている裝飾品を見つけました。彼は天の神の恵みと思い、それを持って、 
曹ぴ勇んでマーラヴァへ巧つて出発しました。 

そして、そのをと翌日、友人と一橘にかなりの进稍をけき、夕方にバフサスヤという村に茜き 
ました。歩き疵れました彼は、村からあまり遠くないところにある、淸らかな水を湛えた池の岸 
に、ち人と一緒に陋をおろしました。其処で足を徙い、またかを飲んで班くかんでいますと、巧 
姿ならぶものもないほどに葉しい、ひとりのかホが水を汲みにやって来ました。彼女の四肢は青 
蓮の花に似た色を带び、ヵーマ®の)がシヴァ神じ焼かれたときじ、あとに一人のこされて、その 
煙のために觸らされたラティ ( J 則蚊さな•からでした。彼女は自分をじっと見つめているシユリ 
1 •ダルシヤナを愛情をこめたまなざしでをますと、二人のところに巧づいてきて、言いました。 

「肆い方々 さま、 あなたがたはどうして此処にいらっしやって、死地に飛びこむようなことを 
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なさるのですか。なにも御を知ないとはいいながら、贼 のように、 燃えさか夏の中じ落ちこま 
れたのでずか。」 

と、^ o かが語るのを聰いて、麻いたムカラカは 

「あなたよ誰ですか〇あなたのおつしやつた ことは、どういう ことです か。話して ください。」 
と、かホにたずねました。ずると、少ホが冒いました。 

「かいつまんで、お話しましよう。どうか、聰いてください。 

スゴ I シャという大きな1な拝領地がありまず。そこにヴユ—ダに通晚した大単者のパド 
マ.ガレパという婆羅門■か住んでいまず。この人に、シャシカラ！ という、 ち家の出の妻があり 
まして' 二人の間にムカラカという息子と、。ハド、、、シユタ—という娘の妄と、二人の子化があり 
まず。 惡ムカラカは幼いときでさえ赌博の悪行に測れまして、家を出て、柯処か他国へ巧って 
しまいました。そ S み S ために母が死にまず と、 父は二つ S 不幸を悲んで家長の選を捨て、 

黃だけをつれて息子を探しに諸方を歩 S り、たまたま搜村に？ました。すると、此のが に、 
ヴァス.プ I ティというち前だけ婆羅門の大盗喊の首領がいました。父と妾が化她に茜きますと、 
盗賊の慕は手下のまと一緒に妾の父を殺し、身体につけていた黄金を？てしまいました。妾 
も家に連巧され、スブーティという息子の嫁にする手普をととのえました。ところ矿幸 L にも 
妾の前世の福椒によっ て、 この學は陳巧をおおに柯姑かへ行っ て、 差帰0てきません。でず 
から、あの盗賊があなたがたを見ましたら、化ずあなたがたの為にならぬことをします。うまく 
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^5^られるよゥじ、なじか手巧をがじなければなり^せん*」 

と、か寃言い享と、ムカラカはこの雲が自惡なであることを知り、直ぐ彼累頸に抱き 
つき、巧きながら冒いました。 

「ああ：ハドミシユタ—よ、わたし•かお前の巧ムカラカだ。父上を鞍したのも、母吉殺した 
のも、みなわたしだ。昧よ、わたしはなんという運の惡いちだ。もう戲目だ。」 

と、ムカラカが言うのを聰いて、パドミシユターもまた彼が自分の巧であることを知りました•ろ 
同情が忽ちじあらゆる苦悩で简まれてしまうかのようでした。 

そこで、シユリー.ダルシヤナは两親のことを廣き悲んでいる兄昧を慰め、その場合にふさわ 

しい言葉を語りました。 、す重，もコ 
「いま、徒に喚き悲んでいる時ではない。急いで、わが身を蔑らねばならぬ。たとしが量捨 

てても、盗賊に対する対策をしなければならない。」 

と、このようにシ ユリ— ■ダルシヤナがちいます と、 巧がはむを抑えて悲しみ—てました ので、 
一一一人は互いにを々のすべきことを相駭しました。 

そこで、シ ユリ1 •タルシヤナはな前に断食をしましたために奪ていましたので、 病気を装 
、、池の择こ橫じなって獲ころがっていました。ムカラカはその 側で両足をかかえて泣いていま 
した。そして、パドミシユターは急いで盗賊の首領のところへ帰りました。 

「旅行者が畫したが、病気で池の择じなていまてもう一人、その巧使もおります。」 
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と：、ド、、、シユタ 1 が言い享と、 その冨 ff て、避威の首領は手下の者たちに量行かせ 
ました。彼等は 他の 岸 じけつて、前に 述べた通りの二人を 見て、 ムカラカに 
「旦那、あんた は何故そんなにひどく泣いてるんです力 L 」 

こ 穿3 . 一。をり&度をあくと、ムカラカは悲痛な顔をして、 

婆 i 巧^^。—ですが、ゎた」を！—種かけ、到 iHt 

婆^：: r — がら、今日ミとのことで此処—ました。 r ：： い 
? -自一 t 一こ。 r ぎも、目よ、化上ゥて、舒いでダルバ衰姆をけてもくれ 

rHS ぶ貧ぃれ」。龍 US 

^レ いまい/^‘•こよどぅしてよいか判らず、悲しくてたまらず、泣いているよ 

力;^ よかつたのです。でずから、兄が生きている閱に、誰か婆羅門を連れてきてくたさ 
:^い；たしたちの所持金のすべてを巧喜覆手で贈つて、善？^•め:^^'に;^ 

:一さ、。と申しますのは、巧は今晚中管ることはできませんし、わたし一^^;;。^^ 

し i — ミ、！ぁ p nu 卽レぃ 

することをわたしたちのためにとう々してく已？ W 深レあ"' 

::は二—1 。、 f た通り 


•「でずから、大巧が自身で巧って、あの婆羅門から贈物としてが宝を巧取ってください。普通 
なら、持まを殺して、有難く巧截するんですがね。」 

と 言いました。 すると、 ヴァス•プ—ティが言いました。 

「そりで、がというざまだ。持まを殺さないで、肋貨を頂くことは、われわれの捷にそむくも 
のだ。が巧をなっておいて殺さなかったら、必ずわれわれじ危茜を加えるぞ。」 

と、悪巧が言いますと、手下の者たちが容えました。 

「柯かげなことでもあるんでずかい。殺して巧うのと、累うとしている奴から賀うのと、巧 
姻が違うんですかね。皆になって、豪二人の裝强門が審ていたら、慶してしまおうじゃあ 
りませんか。さもないと、婆羅門殺しの汚ちを下らぬことで着まずぜ。」 

と、 手下の者が言うのを瞄いて、^10!^のヴァス■ブーティは同恵しました。そして、そのを贈 
物宴取るために、シユリーダルシャナのところへ巧きました。シユリ1ダルシャナは巧の 
裝飾品を一部みをかくして、貪れを買のザで 喘ぎながら、 禁りをヴァス - T ティに县えま 
した。そこで、目的を遠した盗賊の宵領は手下のをたちを連れて家に帰りました 

さて、盗贼どもが睡 りこんで しまう と、 パドミシ ユタ！ がを晒じまぎれてシユリ—’タルシ J 
ナとムカラカ Q と二ろ へやって來ました。そ 二で、 一一 K はすばやく巧談をして、盤賊たちが平素 
窒り 通らぬ道を通っ て、 再び T ラヴ 7 へ 向って蠢を抽発しました。その覆間に’かなり 


■ 





w の距離を行き、害な森林じ？ました。莱をいおり、中をホきまわ—‘鹿はあたかも森の眼 
1がぎらつくよミ、ひからびた養は S — を物語り、鹽 S け音は恐怖 S び再に 
似て、寞獅モなどの巧献の响视に怖れお S いているかのようでした。一一一人が森の f を通って 
、-ますと、彼等-かが日歩き統けた疲巧ををて同情したかのように、場はホをやわらげや々て沈 
んでいきました。そこで、疲れ果てて護となった彼等は谢の根もとに願をおろしました。 

日か暮れて間もなく、彼等はぷく《方に楚ように化る屯？見つけました。 

「このあたりに村があるのだろうか。行って、しらべてみよう。」 

と言って、シユリーダルシャナは光を頼りに巧—した。覆に巧いて見ると、それはま玉づ 
くりの 宮殿スその輝きが裝ような化をがっているのでした。見ると、その謹の中には、神 
々しい爱ャクシニ！(雛。)が大勢のャクシャじ恃づかれていましたが、ャクシャたちの是遙 
旬きで、波等りを主切でした。ャクシャたち•か轰じ種々の S 物を持ってくるのを是て、シユ 

川^^.をが」て！、1!!!分けき—いました。ャ 

クシニ-よ彼の置を悦び、彼白みを吿めてご一人•か満階ずるだけの会物と水とを、彼の望むまま 
こ号义させました。そして、ヤクシニふな令で食物と水とを屑にかついピヤクシヤをつれて、 
^ユリ-.ダルソヤナはパドミシユタ1と友人のムカラ々のいるところへ帰つてきました。ヤク 
シザをか、こて、彼はパドミシユタ1たちと一箱に種々の粟巧らしい食物を食べ、冷たい浦らか 


1 fit i した A 々9 力は•シユリ— •ダル シャナの 巧 巧と生命力に窗んでいることから、 
がが巧の 巧 化であると考え、自々の巧おを巧って、彼に言いました。 

「とにかく、君は誰か巧の礎化だ。わたしの巧。ハドミシユターはこの世に並ぶもののない美ホ 
だが、巧を君に委ねることを約束するよ。」 

と、ムカラカの言うのを聰いて、非常じ悦んだシユリー•ダルシャナ•かち人に言いました。 

「君の冒葉ほど猪しいものはない。お前から望んでいたことだ。目的を連した腕に、提に従っ 
て、ちの妹ををることにしよう。」 

と言って、彼と巧巧の吉人は瓦に悦びあって、その巧を森の中で過しました。 

その翌日、彼等兰人は其処から出発して、遂にマーラヴァのシユリ—セ—ナ王の都城に靑きま 
した。其赃じ麽くと、彼等は疲れていましたので、度ちに年老いた婆攝門婦人の家に這入り、化 
息しました。そして、彼等は自分たちのをををげ、身の上などを話しましたが、婆羅門のを婦人 
がむ酷そうにしているのをちて、たずねますと、を婦人が冒いました。 

r 妾は王さまじ仕えていました婆羅門サトヤ.ヴラタの棄で、ヤシャスヴァティ—と申し、血 
統正しい家にをれました。ホが死じました後、ずおのない妾のを活のためじ、情深い王さまは夫 
の極麻の四かの一をまに下賜されました。ところが、王さまは福補商く、すべての人々を満をさ 
せられるほどに黄容な方でありますのに、お暧に罹られ、陵をも癒すことができません。呪文や 
W お奪に通晚された乃々の手当も、王さまの病新じは効験かありません。でも、ある明肺の方が王 








さ羡前で r もし余の手腎をなしうるような勇宗あるならば、余はヴ r 夕 1 ラを替慰して 
その畫惜り、この病気を癒すであろう。」と、巧盟をされたのです。そこで、太敦を叩いてモ 
のことがな示されましたが、そ S ような望の方は現れま甘ん。遂に、量まは大臣たちに『超 
雲のためこ惹建てたちをな大救護所に這入ろうとする巧奕巧ちで、置のある者を採せ。大 
体、冀打ちは巧うみずで、妻モ篡基ててをもなく、恐怖むもなく、苦行者のように樹の根、 
もとなどに g るものだ。 J と、命令されました。このように王さまから命をされました大臣たち U 
救誰所の馨にその通りにおえましたので、 Is 馨はいま救護斯に漬入ろうとする室を 
蝶しているのでず。あなた•かたは博奕打ちです。シユリーダルシヤナよ、もしあなたがその化 
事をずる二とができる e でしたら、まがいま寒たをその藝即へ御案内いたしましよう。量 
まはあなたを軟待な—でしよう。そして、あなたは至に恩恵を授けられることになります。要 
にとっては、本当に、苦悩は妾のを命とりだからです。」 

老婦入がこのように語り享と、シユリ— •ダルシヤナは彼女に言いました。 

「よろしい、わたしはその化巧をずること•かできる。すぐ救薄所へ連れて巧ってください」 
この言葉を聴きますと、 S 人は。ハドミシユタ1とムカラカを連れ、シユリーダルシヤナを 
救謎所に案内し、そこの蓝留に 

' r この方は辟奕がちの婆羅門で、他围から来られたのでずが、勇±で、王さまのためじ耽師の 

方りわ^事を^;>从け^ることができまぃ。」 
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と— い i し. tr この lew を W くと、 シユリ—•ダルシヤナに講して老踊人の語つたこと 

を W 風すると、彼を U 重にもてなし、®ちに王のところじ索内しました。監督に紹介されてシユ 
リー •ダルシヤナが王を見ます と、 王は斬巧のょぅに瘦せて靑白い顏ををしていました。シュリ 
I セーナ王は面前に向候して平伏しているシュリー.ダルシヤナの態巧の平辞なのを見て、彼の 
容貌にも満足して、彼じ対ずる信賴のむををじて言いました。 

「そなたの努力で、余の病気は化ず癒えるであろぅ。余の身体がそれを語ってくれる。そなた 
を見た•たけで、余のましみは磨くなったからだ。されば、が肺のず助けをしてもらいたい。」 

と、王から言われましたとき、シユリ I •ダルシヤナは 
「陛下、おおい御巧です。」 

と言いました。 

そこで、王は呪肺を巧して、 

「この勇 - H ががの忡閒だ。汝が曾て語ったことをしてくれ。」 

と 言いました。王の冒巧を祗 くと、 呪肺がシユリ—•ダルシヤナに言いました。 

「お、ヴ K ! 夕—うを召詢するのを巧けてくれるなら、その連巧のために、今日、黒々の十四 
日のク方に、此の止地の墓地にいるわたしのところへ来てもらいたい。」 . 

と言って、骑術を巧ぅ苦行をは化去りました。シュリ1\タルシヤナも、王に换搂をして、救護 
巧じ帰りました。 
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其処でシユリ 1 ダルシヤナはパドミシユタ ー およびムカラカと一緒に営まをした後、夜にな 
ると 剣を持って、囊に行きました。蠢には Jn 鬼灌•か溢れて人がな' C 、 無気味で、射の鳴 
芦がき二えて、雇閣でしたが、宵が堆みおげられていると二ろど二ろは光っていました。勇気 
あるシユリ I •ダル シ ヤナはこの不吉なものどもの越姐をホきまわって、その其中に明師がいる 
のを見つけました。呪肺は身体全体に灰ををり、頭奖でつくった震をかけ、雲のホ服でつく 
った學をかぶり、黒いホを帝ていました。シユリ1.ダルシヤナはおづき、自碧来たことを 
知らせ、腰に陆を蹄めて、 

「どうすべき か、言え。」 

と哥ねました。 

品赃 から 西に半クシヤだけけけ。其処に、琉体を魄く乂の鉄のために葉の焼け心シンシ 
ヤパー 樹がある。その根 一 兀に馬体が ある。それを、 おわずに化処に運べ。」 

と、彼の来たのを悅こんだ呪肺が靑った。そこで、シユリ I •ダルシヤナは 

「よろしい。」 _ 
と 言っ て、 急いで 其 姐へ巧ってみ ると、 廣体を雅か化の者が運んでいこうとしているのを見た 
彼は ホりよって、 その與の眉から屍体を巧おうと したが、 その男は賭しませんので 
「踊せ、わたしが焼こうとしている ち 人を、 何処へ掉 って 巧 こラとする の だ。」 

ヒ 、シ ユリ—. •タルシヤナが 巧い ました。 すると、 その男もシユリ I •ダルシヤナに 
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rgs 離さない•これはわたしの史人なんだ•わ前はこの巧化の何なんだ。」 

と！！！ いました。このように、二人がおをいの巧から巧い合つています と、 ヴェーターラの憑いた 
屍体が怖ろしい叫び芦をあげました。その叫び声じわびえ て、 相手の男は、む願が破裂して死んで 
しまいました。 シュリ ー •ダル シ ヤナは捉体を担ぐやいなやホまりました。 すると、 相手の男は 
死んだのでしたか、ヴユータ I ラが湿いたためじ、立上って シュリ ー•'タルシヤナを引きとめよ 
うとし、 

「とまれ、わたしの友人を扇に担いで行ってはならん。」 

と 言いました。そこで、 シユリー ••タルシヤナはヴエ—ターラ•か憑いたと考えて、 

「この扉体‘かお前の友人•たという煎拠が巧かあるのか。これはわたしのぶ人だ。」 

と言いました。その言葉を酷くと、則の勇の屍体が 
「その歸体が他たちに決清をつけてくれるよ。」 

と言いました。そこで、シユリ—.ダルシヤナが冒いました。 

「この屍体がわれわれのどちらが自分の友人であるかを言うというのか。」 

すると、彼の肩に担がれていた、ヴユ I 夕 I ラの湿いた馬体•か言いました。 

「腹の減っている俺じ含物をくれる者が俺のち人だと胃うよ。その男はがきなところへ愧を連 
れて行け。」 

この言葉を聴く と、 ヴュ ータ— ラの憑いた第二の威化が 
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「俺には曹物はない。その巧が持クているなら、お前にくれるよ。」 

と言いました。シユリー.ダルシャナはこの冒葉を聰くと、 

「わたしが食物をやろう。」 j I j 
と言つて、曼 Q 肩に担いだ屍体のヴ r 夕 17 にを物をやるために、第二の魄体ををで切り街 
そうとしますと、ヴ r 夕 1 ラの憑いた第二の鼠体は、鼻の神通力で姿を消してしまいました。 
すると、眉に担いだ扉体にいるヴエータ I ラが 
「お前が巧東した資物を、いま、他にくれ。」 

と言いました。シ ユリ1 ダルシャナは他の巧を手に入れてヴ r 夕—ラにをべさずこと-かでき 
ないので、そこで白かの肉を創でそぎとつて每えました。このことに做んだヴユーターラがそ 
のとき彼に言いました。 

「 b たし dv - 前じ満足だ。えらい男だ、お前のみがはもと通りにしてあげよう。さあ、わたし 
を連れて行け。お前の化革は轟するだろう。あの地肺の苦—は願病者だから、身を械ぼずだ 
ろうよ。」 

と、 ヴェータ I ラが冒いまずと、シュリ ー ダルシヤナのを体はもと巧りになりましたので、彼は 
漂を運んで行つで、明肺に渡しました。明肺は菩んで受取ると、その屍体に想擱る華虽を麻 
り化をを-りつけて、授盛 S 入つた能を聞き、人間 n 脂肪を燃や」た燈乂をとんした、粉未 
じした 入帆のかでがいた害なマンダラ (11 の一の蓄に、ヴ r 夕1ラの憑いた屏体を仰向けに 


しな♦しで、脚休の W の上にのっ て、 人阳のホでつくっ たが巧と匙を持っ て、 その口に 

巧けたお楠を注ぎはじめた。すると、そのを端 じ、 ヴユータ I ラの憑いたその馬体の口から乂が 
噴き巧したので、明肺は怖れて飛び上0て逃げだしました。呪師が巧きあわてて柄的と匙とをが 
り ffl して行きましたので、ヴェータ I ラはその後を追いかけ、口を大きく開いて骑師を鶴吞みに 
してしまいました〇シユリ— ••タルシヤナはそれを見て、剣を抜いてヴユ—夕—ラじ巧いかかり 
ますと、ヴエ I 夕—ラが彼に苦いました。 

「シユリ！ダルシ ヤナよ、 わたしはそなたのこのような巧なさに満ちじゃ。わたしの口にあ 
る芥子の実を赏取るがよい。この実を王の頭じ結びつけ王の手じ思くならば、王が患っている黃 
咳はたちどころに癒るであろう。そして、そなたは間もなく全化巧の王者となるであろう。」 

と、ヴユ—タ ー ラの言葉を聰いて、シユリ I •ダルシヤナがヴユーターラに言いました。 

「呪師を連れないで、わたしはどうして帰ることができよう。王は化ずや『この男が自みだけ 
で利なを巧ようと して、 明肺を殺したのだ。 J と吾うであろう。」 

このようにシユリ—.ダルシヤナが言いますと、ヴエ—夕—ラが彼に言いました。 

「そなたが々の潔白を明かす施かな証蝴を君ってあげよう。この歸体の腹を剖いて、わたしが 
呑んで化んだ呪肺が腹の中にあるのを見せるがよい。」 

と言って、ヴユ—ターラは彼にが子の実をぶえると、が処かじ行ってしまいました。质体からヴ 
H — ターラが扭るやいなや、魔ホは地上に倒れました。 




そこで、 シ ユリ 1 ダルシヤナ葬子の実を取って、帰ゥてきて、その巧は仲間のいる救護所 
で 週し ました。 その翌日、王のところに巧っ て、 を間の出来 巧を 話し、畜たちを案内して屍体 
の階から明肺を出して 量ました。 こうして、シユリ1•ダルシヤナが巧子の実臺の頭と手に 
結びつけまずと、王の病気はがうょうに癒えました。 

かくて、 満悦したシユリ-セ—王は子 •かありませんで したので、 審の恩人 シユ？ ■ダル 
シヤナを？としました。そして、ずぐに、この勇ち灌頂して太モの描じ即けました。き」と 
瞧の垂 $肥巧な主地に時かれたときには大きな羹を もたらすので ありまず。かくて、 幸運む 
シユ？ ■ダルシヤナはラクシユミ l ( lgl ) のょう なパドミシユタ-と 結婚し、 豐と 一緒に、 
また彼女の兄ムカラカと一緒に幸福に専し、大地を支配しました。 

あるとき、ゥ。へ- ンドラ•ソヤクティとい奚商人が殺岸で畫づくりのザ t シヤ神の槪 
を獲て、それを持善してシユ？.ダルシヤナに献上しました。太子はその被が非常にまいこと 
を量、柴い言器から綺羅をつくして祀り、その靈の稚描のために千力村を寄進し、またそ 

の祭器行列を累ま」たが、そ S 日に §爱人 がご一 妾羹」ま」 た。 管や歌や蠢 

の演奏がポ t シヤを祀るた《に行われ享と、満悅されたボ t ; がボナたちに こ 

のように命令しました。 N 

「をの恩能により、シユ？ •ダル シ ヤナは地上に 於ける親王となるでおろうさて西畜 
案こ、ンサ.ドヴ/。ハ*という 畫なおが ある。 巧処 じ、 アナン ゴ—ダヤという王があり、こ 


■"^^^にァナソザ.；ジ，リ-といゥ#^わしい巧みる，この抽はみを巧く巧仰し、重祀って 

よ『尊をよ、一切の大地のまである方を妄の夫にお授けください。」と懇請している。されば余 
^この妻をシユリ-•ダルシャナと露 させよう。二の ようにす 良、 二の両人に 余を盾仰し 
り果部を授けることになろう。その故に、そなたたちはシユリ—■ダルシャナを其化に連れて行 
き、 萊略を用いて互いに舎 わせ、 そして彼を想い'^速れ去れ。時が経で ば、 二人は蓝しく結ばれ 
るであろう。だが、今は結けれないのピ。それはホ裘ことスそのように唐められているのだ。 
そして、このようにすれば、葉椒を得て李に献上した商人ゥベ1ンドラ•シャクティに も、 
、，くらか恩窓を授けることになろう。」 

このようにザ t シャから命令されたボナたちは、そ S のがじ、睡つているシユリ1ダル 
シヤナを神通力でハンサ.ドヴィーパじ連れていきました。そして、アナンボ.マンジャリ I の 
宮殿こ連れ こみ、 睡つている妻の巧床に這入らせました。シユリ—•ダルシャナはあちに巧。 
覚り、あたりを見廻しますと、童玉の燈榮かがやき、雲などには測り知れないほどに髙栖な 
まち’か趣められて輝きわたり、床にはラ I ジャヴァルタ斬が賊きつめられて黒く化る華麗な宮脾 
の中に、舰白の絹の稱に被われた獲床の中にいました。巧には、甘度の流れの美しさを狸かし放 
ち、またたく星の群に飾られた巧にかか0て白い虽につつまれた秋の月輪の権化のようじ、見る 
眼を映しませる了ナンボ•マンジャ？が睡つていました。シユリ1定シャナはアナンボ- 
巧マンジャリ'皇て、忽ちに悅こび、 f 、 む迷うて、晩間考畫した。 
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「わたしは何她でおて、何処で眼をおましたか。この美ホは誰なのか。これは嘘かに夢だ。•た 
が、夢で も、 このような樂こそ粟巧らしい。ともかく、このホを起して、事怖を知ろう。」 

と 考えて、 アナンガ•マン ジャリ I のおをやさしく手でゆずりました。シユリー•ダルシャナの 
手が軸れ ましたので、 姫は月の光を浴びたクムドヴァティーの花のようにず ぐ 限を 覚まし、 巧の 
まわりを 飛び まわる 蜂の ようじ 岐をきよろつかせました。シユリ1ダルシャナを 見て、 姫はそ 
の瞬間に 

「この神々しい巧をの方は誰だろう か。 化入りがたいこの部屋じ道入0てきたのであるから、 
きっとこの 方は 巧さま じ相道ない。」 

と考えました。そして、起き上って、当思しながらも巧蛋じ 

「あなたはどなたでずか。何故に、またどのようにして、化化にお這入りになった か、 お話し 
ください。」 

と尋ねました。そこで、 シユリー .ダルシャナが自かの身上を話した 後、 姫に卓ねまずと、姫も 
自分の止地、を前、家柄を彼に話しました。二人は互いにむを惹かれ、啜の中での出来事と思わ 
ないで、お互いに極めあう班拠と して、 装備品を巧しあいました。 

こうして、シユリー •ダル シ ャナ太子とアナンボ.マン ジャリー 姫の二人はボーンダルヴァホ 
の結齡を望みました が、 そのときボナたちは二人の気を失わせて睡らせてしまいました。シユリ 
I •ダルンャナが獲、クてしまうと、ガナたらは彼を彼の宮臘へ速れ师りました。そして、シユ 
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リ1グルシ*ホが巧かの||:*で阳を>*しホすと，巧入の巧^をつけているのじ巧づき、ひ 
とりでみえました0 

「ああ、これは一体どうしたことか。ハンサ.ドヴィーパの王ホは何烟にいるのだ。あの壮麗 
な宮殿は巧化にあるのだ。そして、いま目かは夏强にいる。あれは決して聲ではない。この 
通り、あの王ホの装み具をわたしはつけている。これは化ずや運命の神のいたずらに巧違ない。」 
など考えていますと、姐の。ハドミシユターが眼を巧まして、たずねました。柯事も疑わぬ陌•か彼 
を替めましたので、彼はそのをを過しました。 

その翌朝、シユリー.•タルシャナは T ナンガ•マンジャリーの名を刻んだ装身具をつけて、シ 
ユリ I セ—ナ王の前に伺條し、ずべてを話しました。王は彼を悅ばせようとして、ハンサ•ドヴ 
ィ1パを探すために太威を鳴らせてな示しましたけれども、誰もハンサ-ドヴィ1。ハへの道を知 
りまをしでした。こうして、シユリー•ダルシヤナはアナンボ.マンジャリーと別れていると恋 
慕の焰にさいなまれて、あらゆるげ楽をおざけ、彼かの裝身具を眺めては食事を离らず，彼ホの 
蓮華の顏を見られないままに睡ることもできなくなりました。 

さて’話かわって、ハンサ.ドヴィーパでは、王女 T ナンザ.マンジャリーは 朝に なって 音楽 
の調べで眼が健めました。夜中の出来まをあいおし、自みのみ体にシユリー■。タルシャナの装み 
具をつけているのを見て、恋い焦れてをえこんでしまいました。そのとき、與燃に、王ホの义了 
ナンゴー•タヤ王が部屋に這入ってきて、男の裝み具をつけている姫を見ました。姫を非常に愛し 
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U2 


てい皇は、あわてて11帝二んで、 ffi こ——かか i ね 
まし r ^。 よ、二 ils どう」—ね。どこて、 fi ずか」がっているのか 

ね。^話し。わたしを憎願して、さあ。、^^‘^^り、一—をばっ 
などと、愛惜のこもった冒葉を父からかけられて鹏蛋 

ぼつと父に轟けました。コド且 L こを粒のようなものと f 、 どうしてよいか判りません 
そこで、父王^^^^^^‘し^^るブラフマ • 1という、寞—をまもって 
でした。そ《轟|、—いました。 

ぃる 「 SP か pr ? J バ 

王よわ^ら W ホ歯」‘;ふ？いホです。」 

と、 S の智者を a れ^パ^、^'^^恭^む刖いておりまずし、途中の逍は— 
でわ—し r し、ァ;;よ一^い訊しませい。をたの常に巧ることのないが愚こそ、わたしの頼りで 
ず OJ 

と、 ぶおし* 中と’ 俩がに対して抵切な苦3は 


H - I 

『わたしがそれた化化させ丈しよ,*'*」 

とすつて、巧ちじ姿を消し、忽ちにしてマ—ラヴァのシユリーセーナ王の都城に着きました。 

その地に靖きます と、 苦行まは直ちにシコリ—.ダルシャナの建化した神殿じ這入り、ボネ— 
ンャ巧を拝んで、 

「星辰の環を頭に 飾り、 スメール化の巧じ似た、吉禅の姿なるがじ冊命したてまつる。一二巧の 
大商楼を支える柱じ似て、师りの楽しみに真ずぐじ延ばして、あたかも罢を化うかのごとき、披 
の異に礼す。陣描を除去する神よ、一切の巧就の亞巧じして、変のごとき大きな陪をもち、身体 
に蛇の飾りをつけたるがを强めたてまつる。」 

と、苦行おがポネ I シャをお與していまず と、 そのときガネーシャ巧の像を持をした商人の焉ゥ 
ベーンドラ.シャクテイの息子のマへーンドラ*シャクテイなる者が、長い間の激しい巧気のた 
めに自制、むがなくなり、諸方を巧潰して、たまたまその柿殿に這入つてきました。そして、苦行 
者を圃まえようとして巧進してきましたので、苦行者は手でその舆を打擲しました。商人の息子 
は呪力を具えた苦行をの手で巧たれましたので、狂気が癒え、もと通りに正気にかえりました。 
すると、息子は裸でいましたので語ずかしくなり、巧股をとび出ずと、手で陰部を溫うて自分の 
家に寿つていきました。そのとき、父親のゥぺーンドラ-シャクテイは人々からそのことを聞き 
知り、悦 こび出迎えて、自巧に連れ帰りました。そして、息モじ沐浴をさせ、ホ眼などを着せる 
と、息子を連れて苦巧をブラフマ•ソーマのところへ巧きました。息子の救まじ巧化の財貨を差 




144 


出しましたが’ 巧のような嬰をも 5 行者はそれをを取りませんでした。 

まか b つて、シユリ—セ-ナ玉はそのことを聴き、巧敬の念をおこし、シユリ—•タパ 
を ^ うて親しく苦行者のところへがかけ、平が してが蹲の昔黄を 述べ、懇請した。 I 
%な^を国においでくださつたお臨で、かの商务息子は正気を取戻し、風恵を巧きま 
した。わたくし—于ソユリ--ダ；ヤナ屯一兀気を取戻すよう、わた < しじ电恩恵を頂き L く 
存じます 0 J 

と、 王から懇頭され ますと、 萬行者は笑いながらちいました。 っ、 よ 
「王よ、こ S 盗人 Q た《じ、どうしてわたしが望みをかなえて—必累おろ？この人* 
量アナンボ.マンジヤ。1のむと裝身具とを盤んスハンサ•ドヴィ—パから此她に帰つでき 
た5よ‘よ、，^。.たが、あなたの言葉通りに、わたしはしよう。」 

と言^ C 、 ンユリ1ダルシヤナを腕にかかえて姿を消してしまいました。苦行者はハンサ•卜 
ヴィ1。、に曹くと、アナンゴ1ダヤ著宮殿に、王轰裝身具をつけたシユリ I •ダルシヤナを 
連れこ^まいた。悅こん望は辜苦行者の足た平げして尊敬した後、一緒に—^たシユ 
.ダレノヤナを歓迎しました。そして、王は日を遇んで無おの畫の規をつけ莫地のよ 
妻::マ^ヤ I 、シユ？.ダルシヤ—•1」た。その fh き^^ f ) 
威力こより、 娘婿を娘と一棉じ巧び T ラヴァじ帰らせました。シ ユリ1.夕^シヤナ^^^她* 
夕と-シユリ 1 T ナ王は悄んで彼を迎え、彼は二人の巧窠と一協に幸福に暮しま 
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Ji - ナ累タミ、至望位に卵き、を世巧を征脯しました J ユリ 
— ■ ダルシャナが强麦はに即きまずと、パドミシユタ1と了ナンガ■マンジャ？の二人の f 
こ、それぞれ事が生れました。そして、王はパドミシユタ—の生んだ王子にパドマ•セ1ナ 
ナンボ.マンジャ？のをんだ王子に T ナンボ•七1ナの f つけて、二人の畢をま育しま 
し 

暫く產って、ンユリ-•ダルシャナ王が二人の化と S に宮殿にいますと、外で装願巧の泣く 
声を聞きました。そこで、王は謹巧を呼び入れて、 f 悲しむ理由を君ました。すると、婆 

竊 『よ、 じの勘蜡もあらわに王にこのように百いました。 , 

「磨を志て搬えさかる芭蓄—己化は、洪を霉もが字る暗轟の雲によって、ホ輝のみ 
( jyotirlek 置と煙のが昏口旨堅虽ともども消された。」 

と言って、その瞬間に婆羅門はをを消しました。 

一■ゎの裝羅巧は何と言ったの だ。 それに、あの男は何化に行ゥたの•た。」 

と、王が巧いて言っている間に、淚を流して泣いていました二人の王妃•か蠢に巧んでしまいま 
した。雷にうたれたかのように巧がとして起った凹 巧を 見て、王は 

「ああ、ああ、これは柯としたことだ。」 5を目 
と 輿き悲」 み、地志倒れました。表側近 S たちは倒れた王を警かかえて、別《部屋に連 
れていきました。そして、ムカラカは二人の是を運んで、火葬の雲若ないました。贏を回 










現した王は長い間二人呈妃を思だ後、葬式を想に巧いました。愛憲雨 s れ fr 
年のき-、王室国を二分」て二人の息子じ号重した。二うして、邁思むのをじ心シリ"^。 • 
ダレシ^ナ是都城を出て、随行してきた奮たちをかえして、森に封いて苦行を行いまし f 
H ：! は樹の実や根を食べて其化に住んでいましたが、諸方襄—わつて、一棄^ 
g の i に巧ました。王•か樹 S に来ると、そ？き—に手に樹の実と根を屯つた二人神 

い姿「^^^'"\一^^?1^^^^^い。，わたくしどものこの根ヒ実を|けじなつてください。」 
と言うのを聴いて、王は 

「あなたがたはどなたですか、わたしじわごモつてください。」 

と言いました。すると、神々しい二人の婦人が王に 、こ 
r では、わたくしどもの家に、おいでくださいませ。わたくしどもの家に参りまして 

に訳をお話し申上げましょう。」 

と？ました。シュリ—•ダルシャナ王はこの言巢を聰いて 

と 、し! と一緒じ跑の辞の中に這入りまず と、 黄金づくりの杜麗な都城; f 見えま t 
:^王^そ^都城で天上の果実を食べて疲れをいやしましぺ すると、 二人^^人が語^;^ 
『で ft , わください。むかし、 プラテイシユタ I ナにカマラ•カル J と L う婆羅 


い j して、ご 人の わり、 ひとりをパブイヤ— 、化のひとりを T バラ—と申しました。年月を 

経て、ま齡となりました戈と二人の妻の lli 人は、互いに敬愛していましたので、遂に一緒に火じ 
這入りました。そのとき、彼等は化中からシヴァ巧に 

r がよ、ホ来永劫、货世じわたつて、わたくしども一二人はホと妻であらしめたまえ 。 J 
と 憑請しました。かくて、 カマラ •ガルバは劇しい苦行の力 じより ヤ クシ ャの賠にをれ、ヤ クシ 
ャのプ ラ デイ—プタ— クシ ャの息子で T ッタハ—サのをのデイ—プタ•シカという者じ生れあり 
ました。その妻のパテイ ヤーと アバ ラー も、ドウ—マ•ケ—トウというヤクシャ王の娘として生 
れ変り、ひとりをジョ—テイル•レ—力—、化のひとりをドウ—マ•レ—力—と申しました。 

時を搔て、二人の姉妹が年頃じなりますと、二人は^によってホを博るために森に巧き、苦 
行をしてシヴァ W を満足させました。神さまは満がされ、姿を現わされて、教えられました。 

r ホ巧永劫、いずれのおにをいても、夫と妻でありたいと願って、をなたたち•か前生に一緒に 
火に這入った男は、ヤクシャとなって T ッタハ—サの弟デイープタ•シカじ生れ変ったが、ま人 
の呪記により人閒巧に行き、シユリー，ダルシャナというちで再びまれている。されば、そなた 
たちも人間界へ巧け。 そして、 その男の妻となれ。呪姐のがると き、 そなたたちは再びヤクシャ 
となり、夫と妻となるであろう。」 

と、ザウリーの夫(，^|)の言葉じより、二人のヤクシャの娘はパドミシユタ！とアナンボ•マンジ 
W ャリ—となって、地上に生れました。二人の娘はシユリ— •ダルシャナの妻となりましたが、岳 
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くして たまたま婆羅門のををしたアッ タ ハーサが巧まして、游略を用いて二まの意味をもった言 
葉でる前を述べて前世を惟い出させました。そのため、二人は巧身を推て て、 •ヤクシニーとなり 
ました。あなた•かヤクシヤのデイープタ.シカで、わたしたち二人はあなたの妻であったことを、 
恩い巧してください。」 

と、二人の婦人から言われて、シユリ—■ダルシャナは自分の前生を備い田しました。そして、 
ちちに ヤ クシヤのデイ ー プタ•シカと なり、 再び二人の妻と正しく一緒になることができました。 

ヴイ于トラ■カタよ、わたしがそのヤクシャ で、 あの二人のかかわたしの理妻のジョーテイル. 
レーカーとドゥーマ.レーカーであることを、お知りください。わたしのごとく、巧の家柄に生 
れた者でさえ、このように幸と不幸がめぐりをいまず。まして、人間じとっては、それをどうし 
て避けることができましょう。あなたは閒も なく、 巧巧よ、御を人のムリガ I ンカ•タッタと再会 
しまずから、失望しないでください。それに、わたしはあなたをもてなすために化她にいるので 
ず。此処はわたしの昔の住化だからです。どうか此処にいてください。化ずあなたの望みをかな 
えてあげます。.それから、わたしは自々の住居のあるカイラ—サへ巧りまず。」 

と、かのヤクシャは自分の身上をわたくしに話して、巧くの間わたくしをもてなしてくれました。 
そして、今を、王子さまが此化に着かれたことを知ります と、 この親切な人は睡っているわたく 
し k ぶれて朱て、雌つていられる あなたがたの 真中 じ w いたのです。こうして、あなたがたはわ 
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たくし. つけられ、わたくしも4 た、 あむたがたを庙つけたのでず • W 上が、あなたがたとお 

則れした後の、王子さま、わたくしの身上節でございます。」 

と、時臣のヴイチトラ•カタから、まことその名にふさわしい話を聰 き、 ムリガ—ンカダッタ王 
子は非常じ宮こびました。その他の恃居たち も、 同じでありました。 

そのをは森の草の上で 週し、 萄の呪記によって贿散したままホ•たに会えない仲間を撰しながら、 
シャシャーンカヴァティ—赔を得たいと決むした王子は、仲間の者たちと一緒に、ゥッジャイニ 
I に向0て出発しました。 

六 

かくて、ムリガーンカダッタ王子はシュルタ•デイと四入の恃臣をつれて、ヴィンディヤ山中 
を旅行をつづけていまずと、とある森に到巧しました。其妈じは、枝もたわわに実のをった美し 
い樹木が巧ゥて、わ持よい木隆がありましたし、巧らかに猫んだ冷水を湛えた池がありました。 
王子は恃臣たちと一緒に池で水浴を し、 いろいろの果実ををべていますと•虽草の蔭の何姐から 
か話声のよぅな声が聞こえてきました。王子は行クてな軍の巧みを搔きわけて見る と、 大きな象 
がいて、星で水をかけてやったり果実ををべさせたりすであおいでやったりして、旅じ疲れはて 
た育 目の ちを介抱していました。 そして、 
















1 煎 


「少しはよくなりましたか。」 

と、親ぶな人間のするようじ、西しく、は0きりと聞きとれる芦で、繰返し冒葉をかけていまし 
た。王子はそれを見て液き、仲間の者たちにすいました。 

r 御廣よ、森に棲むをが人間さながらの巧為をしているマはないか。これは誰かがある理由で’ 
こうして播にいるのに巧連ない。それに、あの育夏男はプラチヤンダ.シヤクテイじそっく 
りでよないか。だが、あの巧は盲目 だ。 とにかく、様子を見ていよう。」 

と、仲間の者たちに語って、ムリガーンカダッタは人目じつかぬように基をの中にかくれて巧 
を瓷てていました。 

暫くずると、盲目の男は元気を回语しましたので、をがたずねました。 

「あなたはどむたですか。どうして此処へ育目のまま来られたのですか。」 

すると、商目の巧か大をじ語りました。 

「II デイヤ 1 の護に、7マラダッタという王がいまず。この是、ムリが1ソカダッタ 
という殿れた徳真えられた享があります。わたしはこの學の恃臣で、プラチヤンダ-シ、 
クテイといいまして、も緒正しい家柄のおれです。王子はある理由で父でから故国を追われ、十 
人の侍臣をつれて、シヤシヤ1ンヵヴァテイ1姫を得るために、ゥッジヤイニ1に向って出発し 
ましたが、われわれは竜の呪班のため森の中で離ればなれになゥてしまいました。わたしはその 
咕 W のためじお U となり、昭ぶをさまよいホき、あおやポの根ををべ水をがんで此化に来ま 
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し勺々こ♦卜るか.して巧ねことを 3んではいまずものの、巧命の神はそのが会を唐ん 

でくださらず、普僧に堪えてゆかねばなりません。しかし、今日は、あなたのお蔭で、ひもじい 
苦しみもおさまり、わまけじ見えぬ目さえかしは見えるような気がします。あなたは水当に巧さ 
まです。」 

と、育目の巧が言ったとき、ムリボ I ンヵダブタは彼がプラチャンダ•シャクテイであることを 
知りましたが、强しいやら悲しいやらで、悼臣たちに言いました。 

「あれこモプラチャンダ•シャクテイだ。ちれなをになりたものだ。だが、今、いそいで名乗 
りでるのはよくない。恐らく、あのみが育の目を癒してくれるであろう。もしわれわれを見れば、 
象は逃げてしまうであろう。だから、われわれは今すこし願れていて、様子を見ていよう。」 

と語って、王子は化をと一緒に巧を傾けていました〇すると、プラチャンダ.シャクテイが象に 
哥ねました。 

r 親切な方よ、あなたがどなたか、一部始がをお話しくださいませんか。どうして象になられ 
たのですか。象にしては规巧さがなく"饭しく話されまず。」 

と、プラチャンダ.シャクテイのすうのを陋いて、大をは溜息をつき、彼に言いました。 
「わたしの身上話を聰いてください。 
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〔象じされたビ I マ•パタ王の物語】 

ラ I ダ U の都に、 ゥグラ. バタという王が妃 マノーラマー と楽しく帯していました。あるとき、 
この王のところへ、外困からラーサ々という普入が来ました。そして、芝居を王に見せました。 
その中で、ヴイシュヌ巧が美ホにををかえてダイトヤたもから甘度を導う場面がありました。そ 
のとき、この美かの彼を满じましたのがラ I スヤヴァテイーというラ—サカの娘でした • か、 王は 
この美しいを姿の娘を見まずと、ヴイシュス神•かダ I ナヴァたちを思わしておいとった甘跑さな 
がらでしたので、王はを数の巧になってしまいました。芝居がおると、王は父親に多額の金をみ 
えて、ラ—スヤヴァテイーを自分の後宮につれてこさせました。こうして、王は瞒子ラースヤヴ 
ァテイーと結婚をし、彼ホの顔ばかりを眺めてくらしていました。 

あるとき、ちはヤジュフ•スヴァーミンという司祭ちの助けを得て、子を得るために 願望 祭を 
行いました。司が官は前もってマノーラマ[妃から賈収されていましたので、第ーホ人である 彼 
ホに明文で淸められた巧物の大部分を食べさせ、残りを第二夫人のラ I スヤヴアテイーに县えま 
した。こうして、二人の夫人とも姫娠しました。そして、時期かきまして、生妃マノーラマ I は 
福被の相を具えた巧の子を生みました。すると、そのと き、 
r この かれたザは ビー マ.バタという S なェとむろう。」 


_， U るりした巧がから M こ**し苗 

その留日、菊二夫人のラ I スャヴァティ t も男の子をおみました。父王はこのモにサマラ•バ 
夕というちをつけました。二人の王子はが々のおホをうけてが長し、若者となりました。しかし、 
長子のビーマ.バタが補々の徊性で菊にまさっていましたので、その争いがお互いの間に敵意を 
増さしめたのでした。 

あるとき' 二人は角力をとつて遊んでいました が、 躬のサマラ.バタはをけた悔しさにビ—マ. 
バタの頸を槐りつけました。ビーマ•バタはなつて、闽腕でサマラ.バタを抱え あげ、 地面に音 
を 立てるほど 激しく 叩きつ けました。 徽 しく 叩きつけられたサマラ•バタはをや口などから血を 
出しましたので、彼の侍臣が掘き げ て、 母親の酢へ つれていきました。そのをを見て、何が 起 
ったかを知りました惯親は、頸を愛巧の頸におしつけて、激しく泣きました。そのと き、 王が這 
入つてきまして、そのち様を見て、むが卽れました。 

「これは、どうしたのだ。」 

と、王が譯ねますと、ラ—スヤヴァティーが言いました。 

「ピーマ•バタが妾の息子をこのような肖に迪わせたのでず。いつも、この通りなのですが、 
壬さま、まはそのことをあなたにホ上げませんでした。でも、このような目じ道いますと、虽じ 
よよく 判るのですが、このような息ず•かおられるかぎり、あなたさまさえ、どうして平穏でいら 
れましよう。御巧むなさいませ。」 






154 


このように、滿愛している巧人から言われましたウグラ •。ハタ 王はなって、ビーマ•バタを宮 
廷外に追い化しました。そして、ビーマ•バタの所がを没収し、そのお産を菊のものとし百人 
の武± を 化命してサマラ.バタをず建させました。 

巧后マノ—ラマ I はビーマ•バタ王子を呼び、 

「お 父上は願ずに费中になられて、そなたを迫がされた。だから、そなたは童の父のいるパ— 
タリ プ トラへ 巧きなさい。共诞へ行けば、お祖父さんは男の子がないから、そなたに固を講って 
くれ ましよう。 そなたが此処におれば、サマラ.バタは有力な敵となウ て、 そなたを殺ずでしよ 
う。」 

と言いました。巧后の言葉を聰いて、ビーマ•バタは 

「巧上、わたしはクシャトリヤです。わたしは臨病ちのようじ恐怖のために自分の故国を捨て 
たくはありません。母上、御巧むください。单劣な昇が、どうしてわたしを殺すことができまし 
よう。」 

と言いましたが、母后に韶得されて、巧盾から黄金と虽玉の陸を巧いをけ、剣を手にして愛馬に 
段って扭発しました。享の曼の若い遥羅巧シャンヵダッタも、黄盆とま石を持ち、馬に乗っ 
て王子の後じ随って行きました。 

ビ—マ. バタぶ 子は 逛踊巧シャン ヵ ダッタを連れてかなり長い道程を 進み、 ち夜中に道のを中 
こトムみをむ单ぉこ^^をました。二人がその中を化まず巧り巧けていますと、馬に踏みつけられ 
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4苗お：^て、範けを S で咽えながら5出してきて、巧のな部に堅たてま 
した。二人の男±は即おに剣をほいて獅モを殺しましたが、鼠は巧んでしまいました。ビ—マ • 
バタ王子は落賠しましたが、シヤンカダッタに励まされ、一兀就を巧いわこして一緒に歩き出しま 
した。 

二人は葦で是煩を贺 け、 ゆっくりとホいて森を通り抜けました。をの間を農って世界の化で 
ある太陽が登りますと、道陳の池には運華が咲き、そのまわりには蜂が飛びまわつていましたろ 
蓮華の巧は大きく開いた顔を互いに見合わせて、ぶ子を見て、 

「獅子などがが山いるこの森を無审通り坡けられて、本当によかつた。」 

と、しやべりあつているかのようでした。 

漸くにして、シヤンカダッタをつれたビーマ•バタ王子は、ボンジス河の砂岸に着きました。 
そして、王子は、シヴァ柿の頭にある住居から滴り落ちた巧の甘なのように裤くサい水を飲み 
水浴をして、元気を回征しました。そして、途中で巧をった御肺から貴クてきた鹿の肉を、シヤ 
ンカダッタが晒つて、二人で食べました。 

ボンジス巧こ-は水が溢れ、あたかも手を差しあげて滞るのを思いとどまらせようとして L る3 
のようじ、波が化ちさわぎ、とても渡れそうもありませんでした。王子は河择をあるきまわつて 
みました。何とかして渡る手段■かないものかと考えましたが、その方法もありませんでしたので、 
ビ—マ•バタは剣と装飾品とを頭じくくりつけて、シヤンカ•タッタと S にボンジス河を泳いで 
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谣ろうと、河に飛びこみました。 

川の中はどで、シヤンカダッタは流れのために巧くに流されてしまいましたが、王ずも破に押 
し流されて、漸くのことで巧う岸にたどりつきました。岸に巧いても、シヤンカダッタのをが見 
えないので、採しながら择に沿うて歩いている閒に、日•か專れました。王子は悲しみとホ望のた 
めじ一度はボンジス河じみをおげて巧のうとな惜しました•か、シヤンカダッタの激励を思し出し 
ぶ人を探」-たそうと気をと。直」ました。そ」て、おたか电蓮華の巧が太觸を待ち望むょうに 
友人との曇を待ち照れて、その巧を焦燥の中に過しましたが、蠢じなるとビ—マ•バタはぶ 
人を撫しに出黄しました。 

シヤンカダッタを 探して諸方をひとりでホきまわつている中に、ビーマ.バタ王子は遂にラー 
夕の亂に黃きました。其姻では、人 A は華か塞活をしていて、緒*雲術の中むでおり、罪悪 
の张窟という巧ちを持っていませんでした。學は城内をホいて寺院や住宅を見て歩いていて、 
舊場に着—した。蠢に這入ってみ ると、 一辭の博奕うちがいました。彼等は嫩雄布を腰に 
巻いているだけでしたが、置は均斉がとれ X おがずぐれ、逞」くて、黯 S れた S と馨 
の もとを しのばせていましたし、彼等は身かを匿してはいます•か曾て権黃の地位じあつたこと 
をを藏けるために今の翰遇に身を壁していることをホおしていました。王子は 
「お肺化をつけたこの巧は、よい祗だ。」 

卜 U りていも S - た^とれ*としやべ0た巧、押がを始めました。そして、王子は博奕に滕つて、 


扇小 W 他山んこ。*して！ IV . :た W な ifV ベで卷き-^てしまいました。金を巧奕でとられ 
て、 押巧うちたらが自分の巧じ贿ろうとしますと、ビーマ♦バタ王子は戸口こ化ちよだかつて、 
が等をおしとどめて言いました。 

「何姐へ行こうというのだ。この金臺取れ。俺はこの金がいらないのだ。わたしはこの金を 
ぶ人にやるべきだ。君たちはわた しの 友人ではないのか。君たち のよう な 望まし、，友人よ站 
で得られようか。」 t づ 

と、彼が言いますと、連中は善じてを取ろうとしませんでした。すると、連中の一人のアクシャ" 
クシャパナカという男が言いました。 

「舅でとつた意おさない S が習 m だ。だか、二の人かわれわれの友人になつて、—の意 
おにわれわ.？ e にやろ5と？ている e に、それ臺取らない《ん、いかがなみのマ窒う。」 

その言葉を陋くと、連中が貢いました。 

「もしこの方が永久にわれわれとお巧を結んでくれるなら、そのようにしよう。それが当然 

だ。」 、 — 

と言いましたので、ビ—マ-バタは彼等が重であると思い、彼等と友怖を結び、博突で巧つた 
f おしてやりました。彼等から讚されて、王子は彼等の家族と一緒に、庭闺で彼等が持参し 
た食物や酒などを飲み食いして某しみました。そして、アクシャ.クシャ。ハナ々たちから哥ねら 
巧れるままじ’王子は繫やをや身上話をし、彼等にも賽ました。彼等もまた自かの来歷を話し 





M ましたので、王子は彼等がをのためじみみを廣して囊をしている勇幸あることを知り、彼等 
と種々の酷をしました。こうして、をしくその日を送り、東方がその顔を昇る月で飾つたとき、 

ビーマ•バタ王子はアクシャ.クシャパナカたちホ人と一緒に自分の家へ掃りました。 

王モが彼等と一緒に其姐に前をしていますうわに、雨をがやつてきました。雨雲は雷鳴を巧か 
せで、を人との巧会を宵げ都らせるかのようでした。そのとき、其の主化じあるゲィパ I シャー 
という激流が海かちの逝流で溢れ、大洪水を起して择から氾姬したが、商潮がひくと、再び海に 
流れこむかのように見えました。すると、そのとき、商潮が大きな魚を運んできましたが、余り 
置かつたた《川苦打吉られたまま動かなくなりま」た。人*は累 S げられたのを見ると 
手に手に種々の武器を排つて选り寄り、その大魚の腐を剖きました。すると隐の中から、ひとり 
の若い裝羅巧がをきたまま巧てきましたのも、其姻にいました人々はこの奇廣を見て歓声をあげ 
ました。その声を職いて、ビ — T バタが蠢へ行つてみると、友人のシャン々ダッタが露中 
からおたところでした。王子は走りよつて瞄きしめ、さめざめと淚を流しましたがその淚はシ 
ャンカダッタが魚の廣中にいて染みこんピ悪舆を视い流すかのようでありました。シャンカ•タッ 
夕も不幸から脱旧しえて、友人に夏し、が苗から献茵へ巧つたのでした。こうして、不恩歲に 
愚つたビ ー マ.バタが哥ねるまま じ、 シヤンカ-タッタは自分の話をかいつまんで話しました。 

「あのと き、 ガンジス巧の彼じ流されて、わたしはあなたからをえなくなりました。すると 
たし U が w じ大>なかじ巧まれてしとい生した。その防のにい^^じ道入りこんました 


的 


ながら’そ J 占い閒いました。今日、創’ 

逼ま•かどうした二と4魚を结に運んで きで、 苦 S おげたのでず。二《人たち S を殺して 
わたしを若廣から引き V - S してくれた写ず。そ」て、わたしは太陽を再び見る r がで一き 
ましたし、おなたじ再会する二とがマきま」た。四乃はわたしのために輝いていまず f け 
のことしか、わたしは知らないのです。」 . こ。 

と、シヤンカダッタが言い享と、其汹にいあわせた人々は麻いて、二のょうじ言し 。 

「ガンジス河で魚に巧まれ、その魚が滞を—疵り、海からヴィパ1ンヤ—習這をこむ、、 
どうして巧ななか c * たのか。管たまま魚の隐中から出て くる。 ああ、ま二と運命は奇廣を行レ 

その動きは測り知りがたい。」 . ’ ，っ g こ 
などと、7クシごクシヤパナカたちと枯しあい、ビ，マ•バタはシヤンカタ"夕を自分の家 t 

連れ幡りました。そして、繁膀か高じを体の—をれおつてきたかのょう寞人に、水浴を 
させ衣おを黄換えさせるなど、いろいろとが待しました¬ 
こうして：ヒ-マ-バタがシヤンカダッタとその孟に住んでいますと、 竜王ヴ r スキのも 
繁やつてきました。そ Q 見物に畢はち人たちを連れて、大势及之集つてい査呈の曇 
へ行きました。神 f は多く S 奠がかけられていて、おたか电蛇8の支えるパ1夕1フ界^ 
なでいました。享の一行は蠢じ祀られるヴァ-スキの做にお参りをした後、耐堂の南巧じ巧 
^享と、壺に大きな幾おりました。池には紅運が一面に睐き、蛇の頸じかけられた畫の 
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觸きの塊 s ようでしたし、絮周囲に咲いている靑蓮は蛇愛乂から生じた煙の塊さな•からでし 
た。化に張りだした樹木は、風に巧を映き散らされたのを？ぴ、頭を下げてぉ辞廣をしている 
かのようでした。 

とかくする間に、其化へラ1夕學ャンドラ I デごヤとクヴ7ラャヴ7テ"1妃の間にをれ 
たハンサ—ヴァリ！という美しい王豪水 f しじ来ました。王寅ビ—マ•バタを見たとき 
妻の端し曼ビ1マ•バタ sf 刺し f 、 彼を茫然とさ甘ました。-ち世の美の盗人であ 
る彼もまた、彼态脯し目蓋って彼女のむ敞の中に适みりこみ、ザ静な気持を失わせました— 

王ホよ惜頃しているが刷な侍女を秘かにビ1マ•バタのち人たちのところへ巧せ彼のあと住 
化とを賴かせました。水浴を終りますと、王女は恃定ちどつれて曼の宮殿に婦ってゆきまし 
た-か、度々振りか、ミてはビ1マ.バタを属つめていました。ビ 1 T バタもぶ人たちと一緒に 
薑じ帰。ま」たが、？るこ女がおげかけた梢に足をと6れたか？ミ、量よろめかせて 
いました。 

王ちンサ1ヴ7リ1は宮殿に度りますと、すぐに视 Q 恃女を愧をとしてビ，マ•ハタの待 
ち望んでいる伝言をつたえさせました。恃かはビ1マ•バタのところに来て秘ろじ 

「畢 さま、 霎ハンサ1ヴ7?さまがあなたさまに『おなたをなしく焦れる妾•か愛悄の彼 
じさらわれている S を御おになつたら、早く曲けてください畫。唐になつて知らぬ f してい 

• T ウし中 & SU 、 ひどウございホす M と、®されていられます。」 


^^户4<の日か*0§{>-6—.ホの^の3さ夕*ずと、ビーマ . パタは肖かのおなも救われた 

となこび、巧をの恃かじすいました。 

「わたしは流れの中にいます。岸の上に化ってはいません。愛ずるあなたに、どうしてそれ■か 
判らないのでずか。 でも、 今はお命袋を得ました 故、 悦んであなたのお言葉通りにしまし よう。 
今を、を半に後宮に参って、お目にかかりましよう。呪文でをを陋して還入って巧きますが、誰 
にも 見つかりません OJ 

と、侍ホに言います と、 恃か はまんで 诵 り、 ハンサ—ヴァリ— に その昔ををげましたので、王ホ 
はビ—マ.バタとの逢瀬を待ち焦れていました。 

ビ ーマ. バタは巧になる と 華やかじ裝飾晶をつけて、明文を唱えてわがみをかくし、王女がそ 
め人を巧ざけていた後宮に這入りこみました。黑视の巧をがみなぎり、五種の色の巧を撒き散ら 
して、 ヵーマ (I の) の避閣さながらに恋の愉悦をかきたてる部屋の中に、密する王ホはあ普じ咲く 
巧さなが b に巧々しい芳香を放っていました。ビーマ■バタは再び呪义を唱えて、王かの前じ姿 
を現わしました。 

王ホが彼の姿を見た途端じ、悅こびじ身体をふるわせましたので、裝身具が微かな音をたて、 
あたかも楽器の音にあわせて踊ったかのようでありました。そして、こホの請恥のむから顔をう 
つむけて、、むの禪をあからさまにあらわした岛かの、むに、どうすぺきかを哥ねているかのようで 
胤ありました。 




の 「姫よ、むの摧をあかされながら、なぜ今蓋じらっていらゥしやるのだ。ほんとうの気持をか 
くさずにいなから、なぜ身化をかくそうとなさるのだ。身体をがこびにふるわせて、あなたのホ 
服の結び目はゆるんでいるではありませんか。」 

などと、変情のこもった言葉で王女をいたわり、王ホの語じらいの気持をなくさせて、ビーマ. 
バタはが I ンダルヴァ式の結婚でハンサーヴァリ I を妻にしました。そして、蓮華の巧にたわむ 
れる蝶さながらに戯むれて彼は王女とその棘を過し、後髮をひかれながらも 
r をじなれば、また来まず。」 

と言って、自分の家に帰りました。 

その翌朝、 S か附の侍従‘か王ホの部屋に這入0てきまして，王女か逢曲した痕をのこしている 
のを見つけました。頭里のはしは乱れ、み体には化や歯の妈•かのこり、恋の神の前矢に射られて 
手場を負うたかのようでありました。情従は父王の許に巧き、その旨を强をしますと、王はひそ 
かじ玻警を配顆させて見張らせました。ビーマ•，ハタは友人たもと一日を窠しく過し、夜じなる 
と巧びま女の部屋に忍びこみました。彼が呪での威力で姿を見られずに王ホの部屋に遺入ったこ 
とを知り、夜幣たちはビーマ■バタが神通力をもつていると考え、王ホの宮殿かち出て巧って、 
王にそのことを朝をしました。王は彼等じ 

r がしく巧播された壬ホの部廣じ見つけられることなく這入るとは、人間ではあるまい。どの 

:、 ♦ wk 知りたいか* T 、 その人を 化化へ窠のせよ。そして、その人じ『あなたは何 



かじ、わたしの曲をくれと、ながとわたしにおつしやらないのですか。 何がに秘密じなさるので 
すか。あなたの'よぅな補性ある方は、わが姑にふさわしい求婚者ではありませんか。 J と、余の言 
葉をつたえよ。」 

と、命ををしました。を護の人たちは巧って、戸の外に化って、ビ I マ•バタに王の言葉をつた 
えました。ビ—マ*バタ王ずは王に知られたことを知り、戸の内側から図々しく 

「王じわたしの言葉ををげよ。明.胡、晚庁に出むいて、本当のことを申上げる、とな。今は巧 
夜中ではないか。」 

と猩えました。この言葉を穂いて、驚護の人たちが王にその旨を報をしますと、王は黙ってしま 
いました。 

さて、その習日になると、ビ—マ•バタは i 見ぶ人たちのところへ帰り、七人の勇出たちと威 
儀を正して堂々とチャンドラーディトヤ王の政庁に出むきました。王はビ I マ.バタがが風堂々 
として決然たる態度を し、 しかも巧姿端麗なのを見て、 W 童に巧迎えたのら，王子と自分と同じ 
玉座につかせました。すると、王子に属従してきた遐羅巧シャンカダッタが王に言いました。 

「陛ド、この方はラーダーの王ゥグラ*バタの王子で、ビーマ•バタと仰せられる方でありま 
す。王子は身に具えられたす巧思蘇な呪文の威力じより巧人も抵巧しえない勇気の掉までありま 
す。」 

といぅ言葉を聴いて、夜中の出巧巧をあい出し、娘にふさわしい人と知って、 
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と！！！は：龍 p 。 そして、王 i のた 4 f ぃ 

王から数多くの馬や象や村落を贈られ、ハンサ1ヴ f I 運 ff り^^んで 
一。^一•、まって、贸のチヤンドラ-ディトヤ王がを年となりしかもちのモカ 
い：:の riK 夕^ヒ，マ •. ハタ S り、森じ隔祕しました。ビ -T い^は王国^。 
贈られると、シヤンカダッタたちミの友人におけられて、毒を首属ょ;;;;!*に統お^!!巧 I 、 
さて、没 B かが過ぎて、ビ1マ . バタ王は密蜗から、父のゥグラ-バ畫 々 
その地で死んだこと、死の床で踊モの譽でぁ—サマラ•バタ—::ダ^^^^^し^ 
を聴きました。王连寫み、葬送の養をおこなった後サマラ■ィ詢 

し一— f 、5 f 、わ叟—看、—さわ」か余 

余ょ P 可夕围 i も、余こそラ1ダ1111。が^！心て政 
^に!^: M パの一^手 i を固けました。サマラ•バタはビ1:バタ S をとげのある 
このたが 、 f なく雷——とは管からぬ。封 
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、も円々 S 化では？ S 真彻もしよぅが、ひとたびが子の冀に3入れけ、がじ週ぎな、の 

と、晒え叫び、この旨を手紙にしたためて、返覆掌を TT バタの許に派遣し r した。 
罢はラ1夕に营、情類巧に索内されて、ビ1マ•バタじ手紙を渡しました。ヒ1マ夕 t 

^^の手祇を読むヒ、大策いをして抱王のお答の巧者に 3 -。す’司ョを 
「おい、侦いの者よ、思ゥて學の息子に余の墓ををえよ、「戰備をととのえてもけ旬 

語つて、？かえしたを、ビ—マ.—は迸 if 

と^‘'"^^^^輪のよぅなビ-マ■バタ责、小山さながらの族に乗口ます と、 大海のごと美軍 
よざわめきたわ、関 S 声をおげました。翼は拽軍に馳せ参じた藩？重の f る裏に満 
i れまし；大地。大举窗遮がする顧やをに闽みし だかれ、 巧 勘して、 そ S さに堪えかね£ 

裝をりため二天 s ホをくらくしながら進巧して、ラ 1 ダ I の巧くに到着しましず 、 
^^■;!^^^といぅと、ビ—：バタの大軍|したことを|大いにあつて 
みずから武装をととのえ、大軍を巧いてその化頭に立つてけ^^^、^^^^^^^^^、 
ごと美軍が衝與し、大おの勇志ちがお命を隅しましたでがの激 L 翼左乂 f 



做憤怒した巧の巧の歯ぎしりからおじたかのように、空を蔽うたのでした。長い睫ちにも似た銳い 
穂先の挽かとび、勇±を見つける天ホのまなざしさながらであった。戰場はあたかも旗巧を天蓋 
とし、軍數の閑の声を巧楽とし、輔モは象のホという舞せのように見えました。 

弓のを手ビーマ•バタは、シヤンカダダタ、了クシヤ.クシヤパナカ、チヤンダ•ブジヤンガ 
などの白兵戦じ長じた、猛みさながらの大勇±たちに援けられて、敵の軍巧を潰減させました。 

睐方の軍黃が敗ホずると、サマラ•バタは惯あの形相もすさまじく、戦車に乗って戦願を配けめ 
ぐり、 戦争の大海を攪拌しはじめました。すると、ビーマ•バタはをに乗つてサマラ•バタを巧 
い、矢でサマラ.バタの弓を巧り、また彼の戦幸をひく四頭の顧をが殺しました。サマラ•バタ 
は戰車を捨て、违り帯って、ビ I マ•バタの乘る大をのお願を備で巧きました。大象も槍で巧か 
れて地上に倒れました。こうして、ビ！マ•バタとサマラ•バタの二人は乗禪するものがなくな 
り、徒歩で戦わねばならなくなりました。憤激した二人の王は稲と剣とで一騎巧ちで戦いました。 
ビ I マ•バタは呪での力で自分のををかくしてサマラ.バタをおすことができましたが、彼は正 
々堂々と戦うために、そのようなことをして敵を殺すことはしませんでした。勝れた剣古であり 
ましたビ I マ•バタはサマラ‘バタと剣で脚い、この蹄子の息子を巧負かして、その頭を测ねま 
した。 

サマラ.バタが鞍され、その軍隊も兒全に滅ぼされて、戦争は終り、ビ[マ■バタは吟遊詩人 
や# WSW 典ずも中た、 友人たもを迪れてラーダ—の都城じ入城しました。敵を殺して長期間の 



巧 


•か*广つで した 巧は、化たかも！？ れていた®を悦こばせました•巿巧の献迎を 

をけてビ I マ.バタは乂玉の獅子座に坐し、彼の絕を敬為する、父の大居たちから殺しい贈物を受 
けました。そして、彼は祝みを催し、臣下のをすべてに恩がをぶえました。吉日を選んで、シャ 
ンカダッタじラータ王固を甚え、その王地生れの兵止に盾化させて、ラ—夕国ヘシャンカダッタ 
を赴かせました。そして、アクシャ.クシャパナカたちじは村落とがまとを苦え、彼等の輔禍を 
えて、ラ I 夕王の王ホハンサーヴァリーとともにラ I ダ—にとどまって乂祖伝おの王国を統おし 
ました。 

さて、あるとき、ゥッタンカ仙が王に会おうとしてやつて来ました。里化が門に到茜したとき、 
恃衛官•か王に宵げたにもかかわらず 、巧 欲と酒と権力とに自備れて茵目となつていました王は、 

聖仙の来たことを巧じとめませんでした。蛮祉はあつて、王に対し、 

「酒のため盲となった者よ、汝は王位より追がされて、乾族となれ。」 

と、呪証をかけました。王はその言葉を聰いて齡も歯め、型拙の足軒にひれ伏して、謙遜した言 
葉で聖化のむを和げました。そこで、想の解けた聖袖がぶに語りました。 

「里よ、そなたはをとなるであろう。それは今となつてはが河ともなしがたい。しかし、ムリ 
ザーンカダッタ王子の侍臣のプラチャンダ.シャクティなる者が、竜の呪訊のため腎人となって 
諸方を流被し、そなたの許にを人としてホたとき、その者をいたわって、自みの身上を請せけ、 
そなたは呪記から§されるであろう。そのと き、 そなたはガンダルヴァの身分を得るであろう。 




做^'う^パよ^^^^^^^^そのま畫まり、ビ—：バタは養から追放されて象にな。 
たのです。 

君、 このわたし•かをとなつ たビ！ T バタです。そして、あなたがプラチヤンダ r ゾヤクテイ 
で、もなたにかけられた明証ががつたのです。」 - X * レブと 
と、 このように語っ て、 ビ -T バタはをの f 抬て 、忽ちに天上の 威光をもつ、 力い 夕 rt ヴァ 
なり まし‘-一。プラチヤンダ•シヤクテイもその瞬間に眠が あき、 眼—里を革けザタ , 
こ想謝のまなざしを量ました。話かわって、毫 S みに他の侍居たらとかくれていまし；:^ 
いタッタは、二人の—いて、は。き。ヒ5ヤンダ•シ i イで—ヤーと 
ると、梓機をみよから。て大急ぎで飛びおして行っ て、 寡の侍ちのプラチヤンタ 

こ IP いた。プーミ：ミテイも f 見て、—りおし—雨に 
身本が滿れそぼったかのように感じ、王モの両是閒りつきました。 、。：I 
こう^て、ムリボ1ンカダッタ玉子はプラチヤンダ•シヤクーアイと再会をして一兀気 
どし、他の時度たちと一輔に、その森の中スその日を過しました。 r - ノヤ- 
こうして、 その？過したムリボ-ンカダッ畫モ は、 翌朝に なると、 プラチい t ^ 
サイちじ技 S ががたちと-.がに、化 S 巧たちを探しながら、シヤシヤ1ン 1姫 
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いミ，ジヤイ-一—じ向づて山巧しました。 f , r ノ T ノが非强こ 
概等の一行が—. いて 1 い享^ 化^ ir に 
ぃ B っ〇 りて r そし。けの 
をし る 間に^、ムん？/カダッタこぶづいて、眠に涙—.へて 王子の碧に腿り 
::力^旨 PPM 」 め、また i — ちとも—きをつて i こ 
ました。ヴイクラマ•ケ I シヤリンは 

np1 ! ヴィクラ 
r ノヤ J ノ i おの中こ腰をわろして、 自分の身上耗を しまし g 

みんなは必ザ其姻 

ぃ班 yipe 

IP フ n ' Thp ^ 

卜馬ょ、盛か基上つてわくれ。わたしの巧く道を蒙ないでほしい。此赃に畫な蛇がい 
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て、それに喃 まれて、 わたしはその谋に苦しんでいるの だ。そのため、 わたしはこの大きな池に 
身を 巧げ ようとして いるの だ。」 

と言うのです。このようじ言いました年老いた囊巧が夏そう じなり、 蠢することを思いと 
どま宣、わたくしは赛 S 物に関する S で馨の蕩をして言ました。 

すると、そ ss は著に、しかも望に、わたくし亡麗お息ね、仔細を貫享と、 

r あなたよわたし S 審を救うてくださミ。わたしが父から教わつたヴェ I 夕—ラ操縦の邸 
でを、どうか S つてください。二0嬰はおなたで5に不思歲な力を皂方に童わしいも 
ので あれ、 わたしのような臆病者に何の彼に化ちましよう。」 

と申しました。しかし、わたくしは答えたのですゥ 

『ムリガ IX ヵダッタ畢と離ればなれになつた現在、ヴュ1夕1ラ•か何 S をとう。」 

とホしますと、変羅門は笑つて、巧ぴわたくしじ言いました。 

「ヴェ1夕 I ラからあなたの欲するものは何でも得られること嘉らないのですか。トリ.ヴ 
イクラ マ七1ナもはむかしヴ r 夕17の恩稱によつて、ヴイデイ T ダラの璧となつたでは 

ありま せんか。だから、おなた电、わた」から嬰《伝授臺けて、ヴ r 夕1ラ某胃言う 
ことをきかせ、ムリボ I ンカダツタと曇を遂げなさい。湿をする人に到逵されない二とは何 
もと，， のです。款化のむたがけさせるときには、が何なることもお敗するで しよう。 だ A らわ 


りし WS め；よ，ちむ、るがよぃ.芭？れてでんでい4わ S を助けてくださゥた 
あなたは、わたしの身内も同がだし、わたしは巧 W からこう申上げるのだから。」 

と 言い ま」た Q で、わたく」邊羅巧から要と、そ n を唱克6ときに行う S ヒ sf 巧け、 
則れ喜げてゥッジャィニ-へ？ました。其 se 酣屍場マ、わたくしは窜じ巧体を盗み出 
し、巧体を術うなど化要な祭おを巧い、嬰を唱えてヴェ—夕—ラ善び、 E しく礼拝しまし己 
そして、ヴ r 夕 17 を満量せるために、わたくしは人間の肉をぶ畫した。ヴ r 夕1ラは 
それを素早くをベ、なおも人間の巧ををべたがり、 

『まだ廣一がにならぬ。もっと持ゥてきてくれ。」 

と、わたくしじねだりました。そして、棵つてくれませんでしたので、わたくしはヴェーターラ 
を瞄こば#るために S か S 肉をかしばか〇切〇とって鸟えますと、ちの明化の王电非常に當こび 
『君、わたしは君のこのをほな勇気に想むした。だから、君身がをもと巧りじしてあげよう。 
それに、君の望んでいる巧美を何でもかなえてあげよう。』 

と言いました。そこで、わたくしは直ぐさまヴエーターラに 

「巧よ、わたしをま人ムリボ1ンヵダッタさまのいられるところへ連れていつてくれ。そのは 
かじが何なる褒美もほしくはない。』 

と答えました。すると、ヴュータ—ラ 王は 

『わたしの背に乗れ。おまえをおぐま入の措へ連れてい0てやろう。」 
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と言いましたので、わたくしは一を懸命にそのおに乗りました。すると、死体にのりぅつりまし 
たヴ ユータ ーラは、巧を飛んでわたくしを運んでくれました。そして、化化まで連れてき て、 あ 
なたさまを路上に見つけますと、わたくしを天から下ろしてくれたのです。王子さま、わたくし 
はこのヴ ユータ I ラのお慶で、あなたさまのおお軒に来ることができました。赏の明記であなた 
とお則れしてが来のわたくしの大过除は、お上の通りでありまず。」 

と、ヴィクラマ•ケ—シャリンから聰きまして、ムリガ—ンカダッタ王子は、恋人と結婚するた 
めにゥッジャイニ—へ赴く途中で、パーラーヴァタ竜の明記によウて随ればなれじなったにもか 
かわらず、侍居たちのが人と再をずることができましたし、自分のを望のが就にとって方事まこ 
とに塚起がよいと、非常に富こびました 

セ 

こぅして、話ががりまずと、瞬こんだムリザーンカダッタ王子は道の巧中から化上り、ヴィク 
ラマ•ケ—サリン、グナーカラ、ヴイマラ•ブツデイ、ヴイチトラ•カタ、ビ—マ•パラ—クラ 
マ、プラチャンダ.シヤクテイと婆羅門シュルタ■デイを連れ、一巧八名は竜の呪記で離ればな 
れじなった他の巧居たらを傑しながら、シャシャーンカヴァテイ—姫に会うために、再びウツジ 

ザイ - 1じ价口て化かしました。 


tofu *、 巧 一^^^ミいないみ！？じ1|夕*し勺愤4い累のためじ水はすべて卞上り、 

がは巧がの太 g じ助せられていました。其地を涌りながら、王子が恃臣たちに話しかけました。 

「ごらんよ、このみ谋はなんと蜜いところだろう。これを越えて巧くのは容易ではない。道は 
ないし、人の子ひとり見えず、顆うに木度さえない。そして、苦悩の化の抱のごとくに度気楼が 
化ちのばり、ひからびた草は振り乱したおのごとく、いばらは獅子や巧などを怖れて逆化ったモ 
さながらだ、聞えるのはを激に苦しみ水をもとめて鳴く席の押のみだ。だから、われわれは急い 
で、この沙策を通り越さねばならぬ。」 

と言って、ムリガ—ンヵダッタ王子は飢と喉の泡きにましんでいる侍民たらと】緒じ、急いでげ 
演を通過しました。そして、沙澳を越えると、前方にがらかに消んだをい水を湛えた大きな湖水 
が見えました。あたかも巧が太揚の虽賴に濟けて澗りをちた流れのようじ見えました。その細水 
は広く、地平線のかなたまで孤がってわり、111おの幸運の女神が自分の水窺を見るために作った 
宝玉の鏡さな•からでした。その水は爽かで、ぎい化をしていましたし、蓮華の花が一面に睐いて 
いました。 

そして、この湖の西の焊じ、王子と愤屋たちは一本の巧々しい大樹を見ました。にくひろがっ 
た务くの枝は風に蜡がされて腕のようでしたし、その拙にかかる巧のなれは踊っているシヴァ神 
のごとく、天に摩する頂はナンダナ鬧の美しさを見たい好をむから商くそびえ化っているかのよ 
うでした。巧には天丄の香りのする実が枝もたわむはどになっており、神がは醒の壺を結びつけ 
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た邮意樹さながらでした。その若芽は葉のようじ摇れ勘き、巧にむらがる小鳥の嘲る声で 
「決してかしてわたしに触るではない。」 

と、 魔り医して言つているかのようでありました。 

ム J ザ1ンヵダッタ享がこの樹を見上げていますと、飢と蓄に苦しんでいた恃臣たち I そ 
の恼にまりより、曇ををべようとして、よじ登つたを端に、ホ人の青 f に囊一なつて t 
:'、よした。ムリボ1ンヵダッタはホ人の恃臣が見えなくなつたので营あわて彼等のちを 
夺つ呼びました。彼等が答えず、彼等の蒙何化にも見えないのス王モは 

「わじし■^、もう 駄目•た。」 、 

と、絶望と悲しみにうらひし-かれて叫び、気を失つて地上に倒れてしまいましたその— 

じ登らなかつたを羅巧シュルタ.デ"•たけが畢の測じいました。 

整 燕『シュぃ夕•ディはずぐさま王子を慰めて 

呈子—、あなたは智患を会得されているにも拘わらず、どうし5いむを起し^、 
さるのですか。不幸の隙にむを迷わさぬ章革、幸運—.得するので rb な^^^ 

こミた人々を、あなたは見出されたではありませんか。そのようにおの恃臣己ち他,の S 者 
^ちも、おなたは聲冉び見出されまし"うし、あなたがシヤシャ1ンカヴ T テ/姫にも f 

ことるりも、閒もなくでず。」 


: W い t 中とす 




■i した 


銜 
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7クしで、そんなことがありえよク•このことは、巧 命の神が われわれを滅ずために しく 

まれたこと•た。そうでないとしたら、どうしてヴュ t ターラがを間じわらわれたりビーマ•ハ 
ラ1クラ マの話した 二 妾、彼とヴ r 夕 1ラと S 会新からシャンャ1ン々ヴ T テ/姫のこと 
を知つたことや、そして彼女畜るために、われわれがアョ1デイヤ1から出て来たことなど、 

寶重うか。また、ヴインドヤ山衷森林 S 異 S ために離&なれになつた。、しかも 
その後われわれ S 人 S が出会い、そ」て今はまた離ればなれになる、君、靈がまたも挫折 
したではないか。彼等は谢木の中でブ—夕に吞まれてしまつた。彼等がいなければ、シャシャ— 
ンヵヴァテイ I はどうなるのだ。また、わたしの生命はどうなるのだ。愚図愚図ずるのは、もう 
臂靖 V 0」 

と言つ て、ムリ f ンヵダッタは壬つて、悲しみのために細かに養しようとしましたろシ 
ユ ルタ. デイは一生懸命に思いとどまらせようとしました。 

そのとき、巧中からをの見えない声がきこえてきました。 

忌子よ、はやまるではない。そなたじとつて、万号い結果となるでちろう。この樹には、 
ガネ—シ*神が住んで：：.られ る。 らない二ととは言え、今日そなた®侍臣たちはかの神塞离 
したの だ。 という S 、 そなた S 侍居たちは思苦しんで、 n も漱がず、手景洗わずに、不常 
のままで実をとろうとして、神さまの住処によじをつたからだ。そこで、囊じ触れた途端に 
果実となつてしまつたのだ。 r 彼等のむがほしがるものじなれ。 J と：ヵネ，シャ神が呪記された 








w からだ。それに、 そなたの他の四人の情臣 も、 この道を やつてきて、同じようじ此の跑によじ登 
1 つて 果実と なつて しまつた の だ。されば、 そなたは苦行に よつてボ t シヤ神を者慰せよ。 かの 
巧の 恩寵に より、 そなたの)切の ホ 望が成就す るであろう。」 

と、甘慶の雨のよう奠上からの芦を聰いて、ムリボ1ンカダツタは荒望が演き、自殺を思いと 
どまりました。そして、湖華靈をし、断渔をし、合孽して、ボネ1シヤ神を祀つた後、讚喪 
しました。 1、 - 
こうして、ムリガ-ンカダツタ は、 その御の根もとにクシヤ單の證をしいて，十一日の閒ガ 
ネ—シヤ神の骑慰じ専をして断食をしました。シユルタ •ディ も、 その間、 王子の 偶に恃つて、 
まし'-】。をして、十二日目の巧、 ガネ ーシヤ 神が夢の中で王子に 語りました。 

「愛巧よ、余はそなたに 満足 じ ゃ。そなた Q 恃固たわへの呪記は醉かれそな L は彼寄と巧会 
するで^ろう。そして、そなたは彼等と一がじゥツジヤイニ I において、遂にシヤシヤ1ンカヴ 
ァティ—姫畜て S 惡都城にお。、大地 Q 統治をけうで窒う。」 

このように ガ t シヤから S 中で胃られたムリボ-ンカダツタは朝になつて眼が党めまし 
.こ。そして、 夜中に見た夢をシユルタ•デイに話しました。シユルタ.デイは王子にお祝いの言 

葉を述べました。畢は水浴をしたを：カオ1シヤを祀ウ、その住化の锁畫薑してい享と 
ぶ記から稱放された十人の恃段 が、 その跑から彼の足許に落ちてきました。翻に述べた交のほ 

かじ、 ヴイ下グラ•セ—ナ、ストウ—ラ •バ— スメ — ガ •バラ、 そして ドリダ•ムシユテイ 


こうして、幸運じも、ムリガーソヵダッタ王子はすべての恃酉と一瞬じ再をすることろできま 
したが、互いにじ0とみつめ—激しく抱きあい、席冊が商ぶゥたために 口ごもりながら、 一人一 
人と 操返し挨 f 巧しました。恃居たち电また普巧をしたために新月のよう S せたま人を見て 
淚を饰し、シュルタ■ディから語を聰 き、 お互いに隐れたま人を掉ったことを祝福しました。 
かくて、曼の B の建がを確情したムリザ 1 ンヵダッタ は、测水で水浴などの潔扇をした誓 
たちと 一緒じ、窠 しく 断を 行を がえ た含專をしました。 

A 

こうして 、食？して元巧を恢槽しました厶リボ-ンヵダッタ は、 侍臣たらと澗裘岸に腿を 
おろしていましたが、そ言に雲」た四人の恃芭たちに、輔ればなれになった時からの一部蜡 
終を辱ねました。 すると、 $の中のヴィヤーグラ-セ I ナという男が王子に 語りました。 

玉モ さま、 わたくしビもの 身上話をお鹏 きく ださい。お話し宝げ ましよう。 

あの竜の。、 1? ヴァタ 1クシャの明記によっ て、 わたくしは謹を失ったま ま、 あなたから 
’雷 くへ 離れてしまいました。恵紙を回復した 後、 わたくしは長いこと稚巧の臺さまよい？ま 
打した が、 趣の間につつまれて方ちも道も判りませんでした。悲しみのために長く感じられた夜も 
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漸く 終りまして、世に尊き太陽が次菊じ四方を照しはじめましたとき、わたくしは考えました。 

「ああ、われわれのま人は河赃に行かれたのか。われわれと離ればなれになって独りになられ 
で、どうなさるだろうか。是、どのようにして巧会をしようか。どの道を通ゥて、何地で碟そ 
うか。むしろゥッジヤイニ—へだミ其処へ行けば、擎会重う。畢さまはシヤシ r ン 
ヵヴァティ I 姫に会うために其姐へ行 二う と決むしていられるつたから。」 1 
と考えまして、あたかも火の粉を赃りそそぐかのような太踢のホ線に巧熱された、不幸さながら 
の荒ををとぼとぼとゥッジヤイニーへ向つてホきました。 

哲くホいて行きまずと、赶わたずかぎり蓮某の？乱れた湖水じ f - ました。湖水に遊ぶ白 
鳥などの鳴声は、おたかもわたくしに話しかけてくるかのようでありました。湖面にたつ破は手 
まねくか Q ようでしたし、湘4んで5とした水面を見る と、 ずべての悲 L みを拭ってくれま 
して、 ま 二と腿れた人物 Q ようであ。ました。わたくしは其処で靈を」、蓮の根や塞を食べ、 
かを飲みました。そしで、わたくしが棚水の措で化んでいまずと、ドリダ•ムシュティとストゥ 
1ラ •，、！フとメー ザ•バラの 一一 一人がや0で来るのを見つけました。そして、わたくしたちは集 
まり享と 、あなたのことについて互いに S あいました が、 誰も畢さまの消息を知っていま 
せんでしたので、最鹿の事がをホえ、おなたと別れてお—氮にならず、四人とも自殺を決むし 

.ゴ ( 一こ々 

くいど e :，<- ルだ； XX 仙 S ホ S .. T - タパスとぃゥ沉 S ずが湖水で水浴をし 


じやってホ i した•この人は！^をつ かね、 ホ化の巧を まとい、 左手には水瓶を 持ち、 ち腕には 

アクシャの極のが珠を巻きつけていました。同じ服裝をしたおちの聖邮の息子を速れていました 
が、わたくしどもが湖水におみしよぅとしているのを見ますと、わたくしどもにぶづいてきまし 
た。すべての者に慈しみのむを持つ方は、理由なくともずべてのをの友人であるからでず。そし 
て、わたくしどもに 

「あなたがたは牆病者にふさわしい悪行をしてはなりません。なぜなら、隐病者は悲しみのた 
めに盲目となり、不幸の贿弈じをちこむのです。しかし、決断力のある人や巧断力のある人は判 
断による清浄な股を持って正遭をホみ、孔に魔ちこむことなく、化ず目的を遠化するのでず。あ 
なた•かたは喘样ある姿の持まですから、必ずや好巧を得られるでしょぅ。あなたがたは何を悲ん 
でいられるのですか。あなたがたを見ると、わたしのむは谋むのでず 。 J 

と言いましたので、わたしは型仙の息子じ自分のみ上を初めから話しました。すると、そのちは 
ホ来を達観された敝々の冒葉で、連れの人連たちと】緒に、わたくしどもを励まされ、自殺を思 
いとどまらされました。それから、水浴をなさつた後、わたしどもを其処から余り迸くない父御 
の南にお内して、客人としてもてなしてくれました。 

望仙の息子は庵の一隅じわたくしどものためじ座を設けた後、臨樓她に生えている樹の一本一 
永のところへ巧って、果実を乞いました。すると、鉢は自然にをちた果実で忽ちに一がになりま 
TO した。そして、わたくしどものところへ'近づいて、天上の香りのする果実をわたくしどもにくれ 
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ました。わたくしども かその実を食べます と、まるで 甘風をがんだような満をした気持になりま 
した。 

太陽•か湖水の果に 沈み、 その日が巧れ て、 空にはをがばらまかれたようじ一面に 光り、 巧が白く 
ホる 月 裘樹爱ホを蘭て東ぶの山の頂にある苦行がを照しはじめました とき、 わたくしどもは 
その 夏行事を終えて鼠楼処のひとところに集まゥた聖化たち に、 掉蝶を しに 出かけました。 わ 
たくしどもが 恭 々しく 挨碟をしまして座につきます と、 堅仙たちは親切な言葉で応対され、ずぐ 
『何処から来ちれたか 。 J 

と哥ねられました。そニマ、聖搜學•かわたくしどん SS じ葉まで基上話をしました 
すると、カンヴァという智思のある聖化が、わたくしどもに語りました。 

『このように勇気のあるホ.ホでも、どうして落阳などするのであろうか。不幸に際して剛撒の 
むを失わぬ こと、 成功しても搜むせぬ こと、 そして堅忍不極である こと、 これは実に瞬れたち夫 
の本かである。稱大な人は剛撇さじよって非常な困難を切りぬ け、 降寒 こと •からを完遊 しで、 
悍大というち声を得る。その画拠にスンダラセーナ王子の物語をお話ししよう。彼がマンダ[ラ 
ヴアテイ—姫のために、か何なる西苦に耐えたかを聰きなさい 。 J 

と言つて、カン ヴ7仰はすべて£扣 たちとわたくし ど电が巧を傾けていると二ろで、-一の断語 
をしました。 


〔スソダヲセーナ壬モとマンダーブヴァテ<1赌の物話一 

化方の顔を飾る-ーシャんとい主地があるが、その地じむかして7力 I という都城があった。 
そこでは、人々は常にあらゆるものに恵まれて幸滿であったが、宝玉燈だけにはか息はなかった。 
この都にマハ！七1主辑ぞいう责いたが、-】のようなををもつのも理衷ないことではな 
かった。彼の敵勢は軍神にも拟た彼の激しい勇値さの乂牌に憎巧してレた。彼の宰相岁ナ ■ ^ 

I リタと いう者がいたが、この宰相も勇気の鉱脈で、大地の显みをまえる第二のシ r シャ (& 
ちぇるとぃうと 一)さながらであった。王は敵を征照ずると、圃家統浩の大をを宰相に委ねて快楽に 

化った。 ' 

シャシ•プラバ1という王化に王子が生れた。季はスンダラ T ナといったが、子供のとき 
こ既に諸 4 S を曼ていて、子供では なく、 勇気と美某神が享から逆んだ夫でぉった。こ 
の王すこ、チャンダ•プラバ、ビ—マ•プジャ、ヴイヤーグラ•パラークラマ、異立のヴイクラ 
マ •シャクテイ およびドリダ•ブッデイという五人の黄気ある恃芭がいたが、彼等は年齢のなで 
も徳 をちえているな でも、 互いに遜をはなかづた。彼等はみな力と智想を具えた大勇± で、 を家 
の生れで主人にお誠をつくしたが、扁 S 声に电通晚していた。學は逞ましい青年となったが、 
ふさわしい妻がないままに、靈をしないで、父のあにおんでいた。 

一■不倏の勇気、昌の腕じより獲たた寫、そ」て雲のなでふさわしい妻のみるとき丈夫 
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はこの化にがいて尊敬される。さ屯なければ、二のご量は何 s にたとうぞ。」 

と、 勇±スンダラセ—ナは侍臣たち と 一緒に考えた。 . 

ぁるとき、王子は五人の誓蓋れ、軍—瀑いて、城外へ狩孤に巧かけた。王子が出てわ‘ 
の^い ' T 度他^^ら^てきた力 IT ご一—と V 巧—恥違惜が見た。王子の人間ばな 

れをした美しい蹇を見て、この面憎は 、愛の神 力—一口、よ' 

「あの方よロ ー ヒニ— (が 巧)のいない巧であろう か。 それともラテ I :の虹のを一のし f レ 

II る為。、層—、靈謹—なこと 

を讚唆した。そこで、彼女は迸くから甲巧い齊を房くひっぱって 
「おう— じ一 さ I ま一、ば一んざ一い。」 

と叫びながら、王子にお辞廣をした。そのとき、スンダラセ1ナ享は募の恃臣たちと話を r 
じ^^いて、それにむ畜われていたので、尼恼の声を聞かないで通り過ぎていった。ずると 

尼僧はあって、王子に蘭こえるように大声で 、…ここ卜> 
呈モ よ、 害拔搂するのを、何故に問こうとしないのだ。この地上ス是せよ學^ 
よ、 妾を敬わぬ者は一人としてない。おまえが若さなどを誇って、商博なのなら*も^ 
さ。おまえがハンサ.ドヴィ 1 パ王の王女で世界と裝飾となっているマンタ17ヴ于1を妻 
じ 迎えた とを じは、化 妾 化なじんた做巧 さの ためにィンドラ巧の畫をさえ蹈こうとしな 
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ミ、巧を M けなぃだろ ぅ。 だが、その時になって、天巧を 

思い知るがよい。」 

と言ゥ た。 スンダラセ I ナ立子はその言巧を巧に して、 巧を、むを 起し、 尼僧を 呼んで、平化して 
謝罪し将めた。そして、訳をたずねたかった が、 巧彻を家度たちの手にをわて、自分の侍臣のヴ 
イクラマ.シャクテイの家に連れて行かせ、やすませた。學はそれから出かけて狩御を し、 帰 
って 畫と 、日常の巧事を果した後、を突が应ををけた旧惜畜して夏た。 

「尊切よ、おつしやってください。今日、あなたがお話しになつたマンダーラヴァテイーと L 
う娘は、誰なのですか。わたしたちはその破のことを知りたいのです。」 

と、王子が言うのを聰いて、巧墙•か語った。 

「お話ししましよう、お聰きください。まは盛場むどを巡拝して、閣中はもちろん島々さえ歩 
きまわります。ホきまわつている途中、たまたまハンサ•ドヴイーパを訪れ、マンダーラ•デ— 
ヴァ壬の王ホを見ました。不概の巧をけう者どものをるにふさわしからね、まことに天 W の子が 
をるにふさわしい眠で、マンダ I ラヴァテイ！といい、天上の棠聞をま宰する吉祥の女神さなが 
らでした。化鹿のような巧ををして、彼女をひとめ見た•たけでなむを魔られ、創造まが甘廣でつ 
くりあげた第二の巧輪さながらでした。この地上の柯她にも、あの姫の培姿にかなうおはいませ 
ん。あなただけが、あ S 姫 S 音毫わし i 寄と、妾は思います。姫を見た二とのない人々 
じとつては、眼も、この化にをれたことも、無駄というものです 。 -J 








184 


と、 巧憎の口から聴いて、王子は語った。 

「巧上、その姫のそのようなをを、どうしたらわれわれは見ることができますか。」 

语惜は王子のこの言葉を聴くと、言った。 - 
呈は趣味で碧に姫の姿を描きました。それを荷物箱の中に持ってきていまず。御磨に寶 
たいのなら、見てください。」 

と、巧曾よ’語ゥて、荷物廣から姫の絵を取りだして、悅こんだ玉子に見せた。スンダラセーナは 
をこ描かれてはいるが素晴らしいををして、見る者に晚こびを尊えるかかを見て、恋の巧の絶え 
間ない酣おに房かれたか0ように、そ0とぎ*^中がぞくぞくし、おく〇閒は載かず、柯も聞かず 
何も言わず、何も見ずにいた。そして、むを巧われてしまって、度い間あたかも絵條のようであ 
った。 

王子の恃臣たちがそれを見て、巧慨に語った。 

呈巧よ、スンダラ七1ナ享を困布に描いてください。おなたが隻宴芭准て描くこ 

とができるのを、わたしどもはよく知っています。」 

と、侍臣たらの言うのを聰くと、尼個は度ちに王子を嵐ホに拙いた。その絵が王子に非常によく 
なているのを見て、その場にいあわせた人々はみな 

「巧をが描いた絵は龙人じ瓜二つだ。この絵を見れば、誰もこれがスンダラ セー ナ 王子だと插 

う。だから、マンダ—クヴァチィ—脱の巧ん化；一つじ相抑むい。」 
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をゥ勺スソダゥセ 1 ナ輩は二餐なをて非常某こ•ひ、勇じず憂を与えたそし 

」、畢は町重に尼楠を宿に迸宣た後、巧人の—'をもつて、郁麗に這入つた。 53 
れが韻だろう か、 それと 屯烫 情に よつて视い器られた月マみろうか。 また/」 

つの麗は力1マ e 神 S 冀ミつ器軍みろうか。二の囊のような一一一愛被は美の大海 

パ巧であろう-^。この腰はラティのがれの床であろうか。」 - 
ち' な床じねて、絵に描かれたマンダ1ラヴ7ティ1の身体のを部分を眺めて、 L 二のよう I 
して、 晉、を革などもせ ず、 恋の槽にさいなまれて、 R とともに瘦せで、 つた。，を，こ- 
その ことを 知つて、 華の両視のマ ハ 1 下ナちとシャシ •プラバ 1 化は親しく學の?^/ 
ちに 畢の病気の麗を萄 ねた。 誓たちは、ハンサ•ドヴィ1パの妻が疆であると王 

ち邑こ蒂つた。そこで、マハ，セ1ナ王がスンダラセ1ナにがかつた 

「王モ よ、 そなたは柯が罢のように熙く恋していることを置すの•た。 マンタ—ラヴァテ' 
よなるまど璧のこかだ。そなたにこそ童わしい娘な の だ。 それに、姫の父マンダ1ラ■デ1 
;;^は^の最も親しいち人だ。2のは、やめなさい。このようなことは、禪節を派遺しさえす 
气丈、まとまることだ。」 

a / このよう 呈子に語つて、マハ-セ—王は諮問して、マンダ—ラ - T ヴァ 王の妻^;^ 
ンダラセ I ナ享の妃に懇謂するために、スラタ•デ1ヴァという偶節をハン;^ .'" r 一 一。 
派遇した。ミとぎ、巧節？ C 、 畢？ぐれた fs •か瓜二つに似甘て ft をゆすぉ 







1 が 


巧卸は智いで旅行をつづけ、讀じあるシャシャ1ンカ.プラといぅ、マへ tt 7卜 
ャ^^都^】達し、其処から船に乗り、数日かの後に、(ンサ•ドヴ/パにあるマン: M 、 ‘ 

デ U ヴ^王の居殿に到請した。巧需蓋して—会—め、——入って雲 
贈^^'^、っ1た^"^ょは^っ^|ありまず。『|モスンダラセ1ナに、®—、 
一'。と串ずのょ、力1卜了ヤニ1といぅ足僧•か姫を围布に描き、それ皇地に持塞して 
至^いホであると i って、見せたからである。姫の塞がまことスンダラ七1ナに相应け'い 
ことから、われら請臺票妃に曼たいと望み、季の f 風ホに描きを寶ミせ^'い^' 
脚廣、た-たきたい。比類なき囊呈モは曼は相応わしい娘でなし"""ぎり f 邸、い 

い、 r が—似 f 唯一の—ある。」と、マハ1セ1ナ王はょ^ 

^い U 手^ f — 雪れたので— す。陛下、 な if ださ、 f を i 

• デ-ヴァ王は悦をマソダ 1 フヴァティ 1 姫と母ち 

を呼び童た。王は王妃と姫とと一緒に包みを隅、て检を見て 
「この地上に、余の娘に相脑わしい男はいない。」 

と. Mb ていたむ b かてた。そして、 
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「これ々なら*做の >しさも 一®と增そゥといクもの•このち子みつで觸は> 

の 妻しさを 輝かずのであり、姫あって、この畢も娜くの だ。 真のいない蓮祀も建化のなレ 
白鳥 も、 まこと考えられぬことだ。」 

と、轰語 ると、 王化も深く王のす葉に巧同した •か、 マンダ—ラヴァティ1:?與如として恋にむ 
を奪われてしまった。姫は眼をみひらいてじっと絵をみつめ、あたかも物の怪に憑かれたかのよ 
うに、重っていないにもかかわらず睹っているかの ように、そして絵姿さながらで あった。そこ 
で、 マンダ ーラ. デ I ヴァ 王は姫がこのような有様を見て、姫をスンダラセーナ王子に嫁々せる 
ことを承諾し、使節を择くもてなした。 

そして、 化の 日、 マン ダー ラ-デーヴァ王はクマーラダッタという裝羅巧を答がの陣節として 
マハーセーナ王の許に派遇ずることじした。 

r 急いで アラ ヵーの王マハーセーナの巧に 赴き、 「わ •かち W によっ て、 姫を 嫁がせよう。 ついて 
は、 あなたの關モが当方に来られる か、 それとも余の娘を送り畦け るか、 響って 頂きたい。」と、 

余の言葉を伝えよ。」 - 
と、二人の使節に語った。マハーセーナ王の使節スラタ•デ I ヴァとマンダ—ラ.テーゥ王の 
咎化の馈節クマ-ラダッタ Q 両人は、マンダ17 •デ1ヴ7王 S 上を聰くと一精に短しで秉 
船し、播あシャシャ-ン々-プラに到葡し’惹からは陸路で、富の神巧むの都アラヵ1に似て 
第えた都て7方-じ到茜」た。！一人は王城に赴ぎ、篱に這入っ て、 7ハ1 七！ ナ是謁見し 






班王から巧重な歓迎ををけた。両人はマンダ—ラ.デーヴァ王の述べた口上をマハーセーナ王に伝 
えると、王は非常に瞄こび、両人に巧くお巧を甚えた。王は姫の父の使郁に姫の誕生した星憶を 
たずね、占星家たもに王子の結婚のためのま日をが問した。彼等は 

「花猫じも、巧原にも、一二力月目の力—ルティカち(か以 I がけ i ) の白みの五日が吉日である。」 

と語った。そこで、アラカ I の王マハ—セーナは、その日に結婚式を萃巧すべき ことと、 王子を 
、ンサ•ド ヴィ！ パじ赴かせることを、マンダ ー ラ•デ ー ヴァ王に梧えることにした。そして、 
このことを手祇じ書き、マンダ ー ラ•デ ーヴァ 王のが節クマーラダッタ と、 チヤンドラ•スヴァ 
1 ミンという自かの別の巧節の手にをねた。こうして、二人の巧がは出発して、ハンサ■ドヴィ 
1パ王の面前に祠候して、手祇を渡して、すべてを話した。王は承雜して、マハ I セ I ナ王の牌 
輒チャンドラ. スヴァ ー ミンを 面く もてなして、そのま人の許に送りかえした。チャンドラ ■ス 
ヴァ ーミンはアラ カ ー におつて、 保駭 のととのうたことを 報を した。そこで、 アラ カ I でも、 ハ 
ンサ .ド ヴィ—パで も、 双方のずべての人々は吉日を待ち留んでいた。 

その間に、ハンサ•ドヴィー。ハでは、王すの恰おを見で恋いわずらいじ罹っていたマンダーラ 
ヴアテイ ー は、結婚の吉日が迸いことを知って、恋人に恋い無れて、その日まで持ちきれず、恋 
慕の炎に激しくさいなまれていた。そして、スンダラセ I ナにあこがれるむのあまり、身体に樞 
祗の袖を淀って さえ、 賴い化化の雨を降らせたかのようじ 感じ、 運華の葉の樓床も賴独の觀物の 
よ， r じ、りが-\.え，；燃光夕か4かか . T 化えもが友たがのようじ W われた。： W ももの巧わず、々 


ミ r , 巧 W の餐卜 -1 も？ていお，む饱したかち化ををねると、漸くのことにこのよ 

うじ語った。 

「妾の結婚まで、長い巧日があるんですもの。アラカ—王の王子さまなしでは、それまで待て 
‘ぶい。 止化は離れているし、巧 日 も長いし、それに理命はどのようにをるか判らないでしよう。 
その間に、誰にどんなことが起る か、 誰にも判らないじやないの。だから、妾は巧んでしまいた 
ぃ。」 ‘ 

と、マンダ I ラヴァテイ I はスンダラセ I ナと離れていることを與き悲しんで、忽ちじ見るも雌 
れ なを 様となった。そのことを恃ホの口から知って、父里は巧后と一緒に王女のそのような姿を 
見て、大臣たちじ相談をした。 

「了ラカ I 王マハ—セ ー ナはわれわれのちでちる。それに、マンダ—ラヴァテイーは化姻では 
ち日を待つておれない。されば、運命がどうであろうと、姫をかの地へ送ろう。恋ずる人の操に 
、，れ ば、结婚式までの巧日をじつと待つていることもできよう。」 

と、マンダーラ.デーヴァ王は考えて、ちかマンダーラヴァテイーを慰め、吉日を遇んで、母后 
が巧の通りに航海ををを巧って、がまと屋従の人々と一緒に舶に乗せ、ヴイニータ.マテイとい 
う自 かの大臣をつけて、ハンサ•ドヴイ I ,ハから池路アラカーじ向つて出発させた。 

こうして、敎日の間、マンダーラヴァテイー姫が船に乗って大海を渡っていると、與然じを賊 
脚の巧いかかってくるように庶要が演きおこり、雨を巧のようじ降らせ、風は物萊い音を立てて吹 
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: 巧 Hs ! 

が 龍：議難 ： ny 

とを、御跑あれ。そこで、妻は人蒙い森の中にひと力、す 
恐^ Hitsf て到非^か WSI ちは何^"。巧が 

ヴ非。バ； Mpnnf ぃ 

悪い妾は何^^，’」一-^^^^^^;-わ乂さま。ああ、お f ま。ああ、あなた、アラカ—王の 

Hnntnrf I 前に、！に享。見て<•1、 1! して 

激」く—ん•たが、流！—！び—珠の玉さ 
i た•二荒は化ホ寞おい阜—たてナ-と、。管つれてミ3虫 
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f 

征 * を！ R - た‘巧なそうじ思っ て， 曲をつれて王女這づいてをると、がから轴れた叱鹿のよう 
こ、 gui な眠であたりををまわしている妻 S ををた。そこで、聖 S 養情のこもった巧で、 
「そな.こよ誰なのじや。どうして、この森に来たのじや。巧 故、 なくのじや。」 

と、王女に專ねた。マンダ1ラヴ7ティ1は悄願い堅他を見て、次第じむやわらぎ、蕴じらクて 

覇を皆たまま曼 S 身上を謂じ語 n た。すると、認 T タンボ S 想した後呈芭語っ 

至かよ、跑望してはならぬ。しっかりするのだ。シリ！ソャの化のように樽つきやすい、そ 
なたの身体裹 S 苦階がさいなむ。す幸は、そなたがかよわいか、かよわくないかを試して、 
るのだ。それこ、そなたは閒电なく待ち望んでいる夫に会える。だから、此処から余り適くない 
惹睛拽姻に来るがよい。そして、余の娘と一緒に、曼の家にいるようにしている•か；;*っい J 」 旨 
と、姜を擺めて、8は水浴をした後、曼の娘と一緒にマンダ1ラヴァテ/を自分麗 
処に連れて帰 n た。彼瑟其処で SS 娘と S に聖化に墨甲舉しく恃づき、ホと舍うことを 
こいねがいながら、静かなを巧を迸っていた。 

話かわつて、アラカ I では、マンダ—ラヴァ ティ— との 結婚の 田を待ち望んで、スンタラセ I 
ナ^烏い問の恋慕のために搜せてしまったが、恃臣？ャンダ•プラバたちから慰められて、毎 
口を^り？て、時を過ごしていた。漸くにして結婚の吉日が巧づくと、 i は 
(ンサ•ドヴィ1。ハへ Q 旅行 S 備をとと6えた。二うして、盲を遇んで旅赁安全 f 





のて斤 f 行つた後、スンダラ七 1 ナは大軍を革いて盡を抱かせながら出発し心王フ^ 
1いさ^で則臣たちをつれてが第に旅行をつづけ、衞掉の裝師である都城シ^_フ:^^^;^^- 
到麗した。其の地に责くと、王子の到 f 晒いて恭々しく出迎え心マ^- り軍く 
敎—け、王子は—連れて都城に遺入ゥた。をに^王よ^ 

^い随行ずることを約柬したマへ1ンド？ディトャ麦歡待を巧けてその日は其処に更留 

てがずれば、¥るがと結ばれよう。新婚の If b い質がち— f し 

めることもできよう。抱かれながら、『いや、いや」となく巧も聴けよう。」 

などと、 王子はむを馳せ ながら、 その？逊 した。 •-ィド 臣と半よう 
その 翌朝、 王子は自碧軍隊をその都がにとどまら せて、 マへ1ントラ M 二售卜ち--。 

て海岸じ巧き、この王と誓たちと一滞に、含？かとを満がした大きなザ rf り，^ 

ち i こ—する二と写き なか n たか駭の坦巧の 者を、第二®船に乗せた二 量 
を禪 き、 撒を取にはため かせて、 嗎 西の畜じ進路をとつた— 

航おをつづけて、 吉’胃過ぎた とき、 巧がじ大鹏弧が起つ た。 

と、化ずるかのようじ、海がじあ^谢木は汲しく摇れうごいた。游 


193 


主に封—も大も、水巧が韦じ武おを豐して、あたかも時が経つ閒に ' f 。 

S 覆を通すさま痛ていた。悲滿蔚びがとと电に、畫を洪物として海に捧け t 
ん非常な苦著して 帆をはずした。乗船している人4はみな狼朋 しながら も、非常 SL おを^ 

^つないで船の周囲に釣りさげた が、 おり飛ばされて、管る望も同睛に飛ばされてしまりた 
，量の船は彼にもまれ S 上をおちら二わらに 狂奔し、 おたかも戦争の混乱の畫手綱 U ' ち^ 
」ちわと則姻わされるおさながらであった。かくて、この有様を見たスンダラセ If 決然と立 
上って、マへ—ンドラ I ディトヤ王に語った。 。 
r この破同が巧然にあなたがたじ舆いかかってきたのは、わたくしの前おの罪過のためでず 

わたくしよそ S 雲を見るに耐え童ん。わたく」はお水に童おげ享」 

と言って、，急いで上ホを腰のまわりにくくりつけ、畢はその場で水中に身を巧げた。それを見 
てい王子の恃臣たちはチャンダ.プラバ！頭に、マ？ンドラ-ディト，^王^一巧て2中;：; 

養した。彼等はみ兰時は—葦たが、正気にか畫と両手で f く般基きわけ f いい 
破 S 力のため S ればなれとな〇、すに散らば々てしまった。間もなく助は収まり衝:: 
静かで穏かこなり、憤鞭の热まった茜人と全く同じ衰となった。とかくする阳に5タラセ 
静:!•い:ブッ r と一緒になり、風のために避からか流されてきた船を見つけがんこ彼は 
自かの恃民のひとりだけと一掩にその船に乗ったが、害と班滅の間基れ載く第二の踢*^に乗 
つたかのようであつた。こうして、二人は一冗気もなく、方角も判らず、水でつくられたろのよう 
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な周—ながら、ただ神 i — たよ。に f つづけた。ずると、一一一^^閒'に'ち^ 
^^風のがくままに漂うていた瞄が湛寶茜いた。そこで、船が偏岸に乗り上げ^:^】っ'^1"^一。 
1^;.ブッデイ兰人はお岸に飛び上つたが、それと同時に審嘉菁粥ひ棄 f f 
蠢にヒどまミ事は链康を回學ると、ドリダ.ブッデイに冒ミを a こ。--一.、、あ 
たしは滞から脱出したし、パ ii 斋下)か草に巧つたが、それも脱心/い ., t 
のヴ イクラマ•シヤクテイやヴイ了グラ•パラ1クラマ、チヤンタ7や ヒ^マ丢言 
の、あの奏のない沖間と、特則の理由衾いのに親ちとなりたマへ1ンドラ1了卜 
をしでしまつて、今となつて審轰らえて、柯のとことがみろ？。」 

レ-吾つじ壬モこ、穿さのドリ ダ•ブッデイが言ク た。 、 
^軍^^'‘|出」てください。 われわれに畫のあ る二とを、 

す。わたくしたちが 海から脱出した ように、 あの人たちも海力ら脱出し户ホ違あり ' 
をがどのよミ奇.うか、 あ算りがたい道を誰が量しえましよう。」 > ,1/ 

どと、ドリ ダ•ブッデイがあれこれを栽して いると、 二人の苦行考か水おをずる;; 

やクて 来た。二人のま巧者は享が悄気ているのを見てお づき、 王子の身古 觸 

言つの世 こを ける苦楽を号义る前世の駕の力強い 働きを、 神々さえ変えることはできな'い^!! 
V が0が—入は— 巧ゥぺきです。なぜならば、—すること も身体 
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■の%!せる-】 とも、 苦を化うためのが洩ではない からです。 ですか ら、 落化ずることは止め、あな 
たよか巧とあなたの肉体を謀りなさい。肉体さえあれば、丈夫の目的で が就し ないものはな、で 
あいまし よう。それに、 あなたは福運を示ず人巧を具えていまず。あなたは 学 や将来の幸運を 
褐られましよう〇」 

と言つ て、 二人の聖化は畢を慰めて、自かの瞄彼姻に連れて帰ゥた。スンダラセ1ナ學はド 
リダ•ブッデイと一緒に赛にとどまつて、他の人々を待ち累ら数日を過した。 

話かわつ て、 王子の恃居のビ—マ.ブジャとヴイクラマ.シャクテイの二人は海を泳ぎ日の 
海岸に甫いた。二人は悲しみに茫がとしながらもむををいたたせて 
「われわれと同じように、王モも湛から瞄出したじが違ない。」 

とお待して、大森林に遺入り、王子を採した。 

他の二人の恃臣のチャン ダ •プ ラバと ヴ "T グラ•パラ I クラ マの二人と、マへ1ンドラ！ 
デイト ヤ王 も、 同じよう じ海を泳ぎ濟つて、苦悩にさいなまれながらスン ダラ セーナを探したが 
見つけることができず、悲んでいた が、 みんでいない船を手に入れ たので、 シャシャ1ンヵ■プ 
ラに 帰つ た。 こうして、この地に遣留していた軍嫁は一部始裤を穂き、二人の誓と一緒に、自 
かた W の都が アラ ヵ-じ警ながら橘つていつた。彼尊が季を連れないで悲しみながら到靑す 
ると’巿民は撰き悲しみ、号泣の声が都城をひと色にをりつぶしてしまウた。マハ1セ1ナ王と 
王妃とは王子の消息を聰くと、 轟命は居きてはいなかつた が、 生命の燈乂は消えんばかりであつ 
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た。そして、 王妃と一緒に自殺しようとずる王を、'大臣たちは希望を起させるような言葉で■あ 
れ これと慰めて、あいとどまら せた。こうして、 王は恃おたちと一緒に、城みにあるスヴアヤ 
ム•ブいヌ)の神殿で苦行をしながら、息子の消息について絶えずむを酌っていた。 

さて、話かわって、ハンサ.ドヴィー。ハでは、マンダ—ラ•デーヴア王も王女と婿が海上で難 
船一たという消息を聞いた。 そして、また、 ホ婿の二人の恃段がアラカ~に帰った 二と、 マハ1 
セーナ壬が王子のを巧に希望を抱いて苦行していることを聞いた。里も自殺をホえたが大臣から 
慰められ献まさ n て思いとどま ると、 田政を大臣たちに委ねて、王妃カンダルパ.七—-を連 
れて 、アラカ— の都诚に 赴き、 同じ悲しみを省マハ—セ1ナちを訪れた。 そして、 

「王モの消息がわかったとき、マ：； I セ！ナ王がか'むしてすることを 自かも一緒にな ってし 

よう。」 

と巧むした。マハ-七1ナ王に会見ずると、マ ( 1七1ナ王はマンダ1ラヴ7ティ1姫の身の上 
を聰いて激しく興き、わ互いの不幸を嚴めをった。こうして、(ンサ.ドヴ/。ハ王も、その地 
に留っでマハ-七-ナ主と一棉に、壊呂を鄭し、拿を節し、ダルバをの上に容てち行を鏡 
けた。 

このように、運命の神のために、あたかも弧じがき落され某の葉の ように、 みんなの者が 
あちらこちらに散りぢつじなつて.^たと き、 たまたまスンダラセ1ナが曼の住んでいた牆越処 
t 山て、マングー，ヴ アナ <1 の密 してい 在 V タンが 邮の曲化化の近 < じだつた。其 化で、 王 


，，は菜^んだ化をを.： r 努#にはで S 巧ミ熟」た K が试もたわち」牌」くをっているが 

木が巧っていた。王子は疲れていたので、その池で水浴を し、 旨い果実ををべた。 それから、 ド 
リダ•ブッデイと 一輔にホいて いると、 森の溪流のところに来た。その岸をホいて いると、 シヴ 
ァ 巧の神殿の傍で巧を揃んで いる S の娘たらを見た。娘たちの 中に、 世5の美かともいうべ 
きひと りの乙女がいた。その 乙女は、巧 化のょうに森全体皇らしさで揮 かし、 そのまなざしで 
四方に満開の靑蓮を晚き みだれさせ、 そのを痕で地上に蓮華のしげみを薛き散らして L た 

「あの裏は誰だろうか。千股 S 神 (- lys 視するにふさわ」い天女でおろうか。囊のごと 
き旨とちにからませている森のホ巧であろうか。化ずや創造主が、多くの天かを智造した後に 
あの晏 Q ま二とに葉しく素麻ら」い胺体蓋ったに—ない。おや、を妄は養で見た愛 

しいマンダ 1 ラヴァテイ 1 じ似ている。一体、あのががいまここにいるのだろうか。おの女はハ 
ンサ.ドヴイ I 。ハにいるのだし、このな林の中とは余りにもかけはなれているではないか。あの 
女が龍か、わたしには判らぬ。あの美ホは柯拙から巧たのだろう。また、どうしてここに来てい 
るのだろうか。」 

と、王子ょドリダ•ブッデイに語った。ドリダ•ブッデイはこの森の美女を見て、そのとき言っ 
た。 

呈モさま、あの妾は森の花でつくった節りをつけてはいますが、あの飾りはマンダ1ラヴ 
w ァテイ1姫がつけていた頸麻りや斑带や鈴のついた腰輔やその他の飾りに似ていますゅぇ、あの 
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居こ目邁あり置 L 。 それに、あのこ女の蹇や—さは森ではをれません。ですから、あの，巧 
;い女は、か室女で、 S の娘ではありません。さあ、あちらへ巧つて、暫く擎を見て 
、，ましょう。」 

と、ドリダ•ブッディが 語つ たので、 二人は樹蔭にかくれ ていた。 、卜 
ずると、 その間に f 赖みがつた襄邮の娘たち は、 美かかと S に川の中に這入つ^ 
ょうとした。 川の宅彼かたちが水をかけあつて肋れている と、 たまたま暖かでて—美藥 
こ峭 みついた。それを 見て、 聖仙の娘たち は？、 あわてふためき悲んで 5に。ご 
ださい、 助けてく ださい、 なの神々 さま。 この 方は マン f ラヴ ァテ。ィ_1 姫なんて 
す。川で水浴を している と、 巧がに隅がでて きて、 恩に晒みつ力れ巧にそうです」 

この言葉を聴くやいなや、スンダラセーナは 
rb の美少女•かどうして余の恋人でありえょうか。」 

と考えた^、—ホりょつて、剣で瞬を殺した。死神の口のょうな!^^^^らい::-い;;^ぶい 

ィ^を撒うと、岸に運び志、手篤く S した。巧口を逃れた姫は啓てくれた？慨 

るほ「.^^1^^0^"^^て^^'/奏生命|てくれた、この勇敢な乃は誰であ〇ろう^ 
す思族な二と二、二 S 方は給をで見た妾《恋人、お字—1王《學さまにそつミた 
パ だ^て。 いい、 いもけ 妾をょしましょう。このょうな人は他阻に流彼している 
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みして巧むは—ない • 心の巧の柳にいることは、今の巧にと。て、畫わしくないこと 
だ。だから、ずぐ此処を 立ちろう。この 勇敢な人に、幸福がありまずように。」 

と 考えて、 マンダ—ラヴァテイ！ は友だちに 

「さあ、この お方におかを申上げて、わたくしたちは幡りましよう。」 

と 言った。この言葉を聴く と、 前から疑想が忿頭をまらなかったスンダラセ1ナ は、 美雲のを 
を聞いただけで自信を もち、 堅仙のおたちの一人に恩ね た。 

「清浄莫よ、お話しいただきたい。あのがはどなたの娘御ですか。どうして、あなたがたの 
友人となっているのですか。是非、祠わせてください。」 

と岛ねると、その堅仙の娘は王ずにこのように語った。 

「 b の方はハンサ.ドヴイーパの王マンダーラ*デーヴァ王の息ホで、マンダーラヴァテイー 
と享れる方でず。スンダラセ1ナ王モに嫁ぐため、アラヵ1の都へつれてゆかれる途中船が 
鄭船し觸中に落ちたのです が、 彼のため择じ巧ち查られていました。マタンガ袖がそれを見つ 
けて、この願棲姻におつれしたのです。」 

と、聖化の娘が語る と、 亩びと気描けとでむの乱れているスンダラセ1ナ じ、 恃臣のドリ ダ. ブ 
ッデイがが照りしながら語った。 

「で瑞、今日こそマンダーラヴァテイーを得られて、お目化とうをじまず。あの方こそわれ 
われが望みあこがれていたがではありませんか。」 





册と言うと、聖搜娘たちが彼じ f 帝ねたので、彼は一部姑終を話して聴かせた。娘たちはそれ 
を姫にをげて宮こばせた。マンダーラヴァティーは ， 

「ああ、も.よ^。- 

と、叫び声をあげて、スンダラセ—ナの餐に警伏した。王モも脏を抱きしめて淚を流した。 
二人が泣いていると、枯木や雜苗さえも巧い巧きの涙を流した。 

すると、其処へ、聖邮の娘たちから話を晒いて、マタンガ仙が娘ャムナーをつれて、やって来 
た。マタンガ仙は足前にひれ巧したスンダラセ1ナをぶしくいたわって、マンダ1ラヴァテ i 
と一禪に、自分の隱越処じつれていった。その日は、聖祉は王ずをもてなして一兀気を回復させた 
後、盟日になると、巧おした王子に ♦ 

「弈 ょ、 余は今 白 ある前巧でシュヴュ1夕•ドヴィ—パへ巧かねばならぬ。さればそな心は 
マンダー ラヴ ァティー と一結にアラカ—に行け。アラカーでこの王女と結婚し、王女を大顿にせ 
ょ。王ホは余が巧ホとしたのであるかち、そなたに余は委ねるのじゃ。そして、末長く姫と陸じ 
く 国量統治せ ょ。 そ£、そなた S 臣たち电 、みな 無每で、間电なく帰ってく るであろう。」 
と、王子と許嫁のまかに別れを告げて、目かと同じ神通力を具えた娘ヤムナーを伴うて空を飛 

んで化去つた。 i 
そこで、スンダラ T ナはマンダ—ラヴアテ/と一緒にドリダ.ブツデイを連れてその睛 
3^ から出巧した。がザに山て みると、 ひとりの歡いが人の接する^^がおづいてきた。一朽 


は旅巧を巧巧 じしよ クと 化い、 その船の持までみる 巧い 就 人に 巧くからドリ ダ. ブッ ディの口を 
活して、船に乗せてくれるように瓶んだ。巧惡な巧人はマンダ—ラヴァテイ—を見て、潭がに育 
目となり、承諾して船をおにつけた。そこで、スンダラセーナは岸に化つて、まずマンダ—ラヴ 
ァティーを船に粟せ、自せも乗ろうとした途端に、他人の妻を横取りしようとする悪撰の商人は 
急じ船手に合図をして、船を择から離れさせた。船は巧き叫ぶ王女を乗せたまま、廳きのあまり 
茫巧と船を見逆るスンダラセーナの相界から、忽ちじ消えてしまつた。 

「ああ，盗人どもにだまされた。」 

と叫んで、王子は地上に倒れて、長い間巧いていた。ドリダ•ブッディが 

「さあ、起き上ってください。失望しないでください。そのように碟き悲しむのは、莫生にふ 
さわしくありません。さあ、巧きましよう。盗人を探しに、こちちの道を巧きましよう。賢巧な 
人々は如阿に甚だしい不運に際会しましても、挫けることはありません。」 

と、ドリダ.ブッディに激耐されて、スンダラセーナは瓶岸から起ち上り、出発した。 

「おお、昭よ、マンダーラヴ ァ テイーよ。」 

と、絶えず別觸の乂焰にさいなまれて、スンダラセーナはを萃もとらずに、涙を流しながら附添 
うドリダ•ブッディひとりをお伴に、道を歩き硫けた。そして、悲しみのためじ我を居れてホく 
うちに遺を失い、大きな荒おにまぎれこんでしまった。其化には兜巧な犀がうろつきまわり' 獅 
狐子が越んで、を険で怖ろしい場所であった が、 ゲリラ部賊のようじを族群も出没していた。が々 















のの不運に会うことも多く、しかも避難所もない荒野の奥滯くスンダラセーナとドリダ•ブッディ 
が崖んでゆくと、その地に住むプリンダ族の王ヴィンドヤ■ケートウの命令を受けて、ドウルボ 
I ホ巧に捧げる構牲の人間を採しに巧たプリンダ族のものが、武器を振り上げて货うてきた。王 
子は化国での施浪、別離の悲しみ、串賤なをからの梅曆、食每をおらず、しかも旅の癖游という 
五つの乂じ苦しめられていたにもかかわらず、さらに逆命の巧は王子の根気を消耗させることを 
望んでいるかのように、第ホの大火として班族の巧おを卸造した。王モはドリダ.ブッディと力 
をあわせて、彼等を捕えよ5として矢雨を降 b しながら巧我してきたを數の密族を剣で切り殺し 
た。そのことを知って、ヴィンドヤ•ケートウ王は再び軍巧をさしむけてきたが戦閱に巧みな 
王子はそのときも多勢の盛賊をたおした。しかし、王子も、お伴のドリダ•プッディも負おのた 
め気を夫ってしま0た。を族どもは彼等を縛って運んでゆき、止腐の中じ放りこんだ。其拙には 
普おが群•かり、蜘蛛のおが張りめぐらされており、疆の孔には蛇の お 皮がぶら下って いて、 蛇の 
智いまわることもがらかだった。埃は熙まで遠し、風のあけた孔が蜂の巣のようだったし、その 
中には多勢の人ががりこまれて怖れわののいていた。地厭の生れた場所のごときこの主聰の中で、 
王子と ドリ ダ•ブッディはビ—マ•ブジャとヴィクラマ，シャクティの二人の侍臣を見出した。 
二人とも海から脱出した後、王子を探」て、か S 養にがい二み’蛮賊に捕えられて連行された 
のであった。二人は王モを 見で、 泣きながら王子のあ許にひれ伏した が、 王モもビ I マ•ブジャ 
とヴィクブマ •シ ャクナイでかることをかり、於じくれむがら二人を抱きしめた。 
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その巧革四日がおる と、 王の惡 マ、 巧巧」するために彼等はド。ルガ1女神0神腦に連巧 
された。 其処は まこと 累神の怖ろしい口の ようで、 磁装抱は舌巧めずりずる舌の ごとく、 鈴 
の列は歯なみさながら、それじ人間の輔健が結びつけられていた。スンダラ七—ナは轟を見て 
礼拝をし、敬虔なむで深奧ので句をとなえた。 、 
「做れる ダイトヤを 制御せ る、 血のしたたれる三一をの戟 もて、 アスラのな擊を排隙せるホ 神よ、 
信依ずるをに不畏を言る轟よ、甘提を注ぐまなざしもて、悲しみの劫乂に隅かれたるわれを 
見て、われに恵みを垂れよ。ホ神よ、化拝し牽る。」 

と、 王子が唱えた とき、 ブリンダ王ヴィンドヤ•ケートウが女神を礼巧するためにやつて来た 
スン ダラ七 1 ナは署をて、素誰であるかを知り、蟲ずかしさじ廣を化せて、拌の人々に自分 
から話しかけた。 , 

「ああ、 あれは プリン ダ王ヴィンドヤ•ケ ートゥ だ。父上の許に来て服属を香い、この大荒嚴 
を支配している里だ。だが、此処では、われわれは何も君ってはなちぬ。を省ある人間は、この 
ように哀れむべき塊遇の際に身を巧かすよりも、學ろ巧を透ぶべきだ。」 

と、 王子が侍臣たち と 語っていると、そのときヴィンドヤ•ケ I トゥ王が家来たちに 

「おい、捕えられるときに余の大巧のお壬を殺したという單生を見せろ。其奴は素晴らしい御 

供物だからな〇」 

と 言った。そ e 言葉—くやい寞 、プリン 畫 S 來たち基いた化で巧れ負概 n ために肌の 






淵をのおったスンダラセ—ナを、プリンダ王の面前に連巧した。ブリンダ王は彼を見て、嘗て見た 
ことがある人のように思い、半周半疑で 
「言え、おまえは誰だ。何処から来た。」 

と尋ねた。スンダラセ—ナはプリンダ王に 

r 俺か誰で、柯地から来たか、おまえに何の関係があるんだ。やりはじめた通り、やれ。」 

と答えた。すると、そのドではっきりと誰であるかを知ったヴィンドヤ•ケ—トウは煤きあわて 
て、 

「これは、これは。」 

と言いながら、地上に平伏した。そして、 

「ああ、マハーセ I ナ大里さま、ホ日、悪をのわたくしは、あなたさまの卿風盛に対し奉り、 
何ということをしでかしたのでございましよう。スンダラセーナ王子さまが柯処からか此化へお 
いでになりましたのに、あなたさまの生命にひとしい御令息を、巧もあろうに連巧して、このよ 
うな目にあわし華るとは申訳もありませぬ。」 

などと、ヴィンドヤ.ケートウが王子を巧きしめて語ったので、その場にいた一同は族を流して 
悦んだ。 

ヴィンドヤ.ケートウはスンダラセ I ナと恃臣たちを蕭 々しく 自みのがに第巧をし、腐じ繊帯 

をしたり、化をみ先たりして化化をした。そして、 
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3ゥして、ちモさまは 化 化へ 来られたのですか•わたくしはそのことを是非伺いたいのです 

•か、お話しくださいませんか。」 

と尋ねた。そこで、スンダラセーナがそれまでのことを結すと、プリンダ壬は胳いてしまった。 
ちょうど、そのとき、プリンダ王の将軍が大をこびしながら急いで這入ってきて、王じをげた。 

「王さま、泥山のがまを持ち、東悄らしく美しい珠玉のような婦人をつれて、ある商入の一行 
か荒巧に遅入りました。わたくしはそのことを知り、軍數を讓いて巧き、財まと美人もろとも I 
巧の者どもを巧え、此処に連行して、みにおいてあります。」 

という言葉を聰いて、スンダラセーナ王子とヴインドヤ•ケ—トゥはむの中で、 

「その棄ホというのは、マンダ—ラヴァテイ！ではないだろうか。その商人というのは、マン 
ダーラヴァテイ—を連れ去った悪觉の商人ではないだろうか。」 

と考え、 

「その男と蛹人を此処へ連れてこい。」 

と言うと、将軍は商人と婦人とを速れてきた。二人を見て、ドリダ•ブッデイが語った。 

「あのホこそマン，ターラヴァテイ！姫です。それに、あの男は悪党の商入です。ああ、姫、姫 
はどうして署さに護えた巧をのようになられました。花なす装み具はなくなり、猜のような原の 
色もあせて、お可哀そうに。」 

と、ドリダ.ブッデイが叫ぶと、スンダラセ—ナはをいでホりよって愛人の頸じ觸りついた。こ 
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うして、？ f 二人は——雨'で^^ょう i ないていた。 

王:ずを ミて 'S を をれ ま ミの 

ぶ ryop けぃ〇バ — nu 。： し/ y 

ること—ませんでした。そこで、わた故? 

したのち、お怒りを解き、そして結婚したいと f - をので"^さい'^^人を処刑から颗うてやつた。 
と言うと、 ii 戈—七ナが商人を 
しかし、商糸審ょ。養」^^%^^.^^と^んマ、 S とん—を消した。 
薬すると、この哀れむ.へき吳は審の^^パ スンダラ七1ナと一緒に呂碧妃 
ヴィンド： T トゥ王ーマ 】^:;。 rt ノ t ! r フヴァテ/じ水浴を—、ホ服と化お品を婚 
の宮殿に巧つたそして】^:;^フ t .— こもみずから水浴をさせ—ら芭後、壮腿な王座に 

imipil 
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さて、その則班、スンダラセ I ナがヴィンドてケ—トゥちじ語つた。 を-青 
I ■ち】し S も憑ったし、望みも適えられた。だから、今日、此処を出発して、故国の ftj 】 
ちいと思ぅ。ついては、直ちに飛脚を义王の前に送り、わたしのこれまでの一部始 

^の^^-^^^^^、ふ^^^^*い王^われた通りにお示|えて、邪脚を派邁しち飛脚が^^^ 

:; hii 策したとき、—まマハ1七1ナ王—と一緒; f て 

^^こちホ民のすべてが集って、吸き悲んでいた。飛脚はマハ1てナ王を^^"^ 
^^いかにして、是夸韶った。見れば、プリンダ责飛がはおに:^^^ょ手に^? 

塞 「 P ' バめ—存じまず。御畫5ダラ1さ—か^ 

て、マノダ1ラヴ7テ/さまと御一緒に、わたくしどものま人ヴ"ンドヤ . T 臣卜1の,宮廷：; 
采られました。そして、わたくしを化に出管せて、王さまと同道して盛へ来 、 

パ、」大声をぉげて、プ丈ダ王。飛脚は手紙皇。鼻に差」•た」、そ。 f じ巧ド 

すべての人*——た。そ七、; 

補に香思歲な一部—が知ら—。悲しみを一掃したマハ ilf 飛脚を厚く r 
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祝賀の菩を懼して、暦淀の葦ちと s 呈宮に度った。こうして、その次のち待ちきれ 
な C ' た壬は帰途についている畢を迎えるためじ、ハンサ-ドヴィ I パ王マンタ i •テ 

と^^^^^^ンダラ1は；ダ-ラヴご了ィ1を連れ、||」|のヴィクい 
ごシマクーアイとビ 1 T •フジャを伴い、ドリダ.ブッデイと一滞に、プリンダ腺の村力ら自^ 
の豪こ间って出発した。風のょうに速い駿馬にまたがり、ヴ"ンド卡•ケ1トゥ王と、大 t !! 堤 
めつ い.!;; ょう 享リンダ族の軍隊を禪いて、スンダラセ1ナは道を進んだ。そして、数日行 
ると、盧魄者たちと親族の人々と一緒に曹まで出？ているパををた。化^;;;い^ 一^ 
び迎えた人々の見まもる中を、恃臣たちと一絕に近づき、器を下にひれ伏し L 
モを見て、宮悦と幸福に胸をふくらませ、彼立つ海が雲に昇る満ち^ I ぐ田^^^;ま：: 

こんだ。また、平伏しているドリダ.ブッデ4と fl 天藝馨を峭い、さら 

こヴィンドヤ•ケ—トゥを一巧 W 恵に歓迎した。 、ミ 
''スンダラ七-ナ S 王にひきあわされて黄《マンダ ilT ヴ7是挨 f し、沸のほ 
しかった。また、な前に帰ってきていたチャンダ•プラバとヴィ T グラ•パラ I クラマの人 
の恃景、是随りついて屏会を怖こんでいるの—て、畢はきかの帝望は遠せられ:一一と!!い义 
，こ。そし C 、 そのとを、マへ—ンドラ1ディトヤ生もスンダラ*,ナの瞄巧することを呢"て 
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喜こび*;んでシヤシヤ—ソ々•ブラからやつて巧た。 


さて、スンダラセ—ナ壬子は、ナダ.クーバラがランバーを連れて帰るように、愛人マソダ— 
ラヴ7ティ I を同伴して、駿馬じまたがり、す.へての人々と一緒に、一切の繫粥の住む止地であ 
り、数多くの福減ある人々が巧む自みのが挪 T ラヵーの都に帰ゥた。そして、窓辺に集って眼の 
青蓮を撤き散らす都城のかたちの見まもる中を、王子は愛人を伴うて班王の宮駭に這入った。唐 
こびの涙を眼に浮べた巧后の足許じひれ伏し、王ずは 親臘や 臣下の者たち一同が参集した 大蜜宣 
じ出席して、その日を逆った。そして、その翌日、占屋肺の指唐した黄道吉日に、スンダラセー 
ナ王子は長い閒待ち焦れていた婚約をマンダーラヴァティー姫との結婚式を學げた。そして、舅 
のマンダーラ.デーヴァ王は、男の子がなかったので、巧をえたことを茜こび、非巧に商がな童 
玉を数多く王子に贈り、また自みの死後に於ける王晒の継み構を甚えた。、乂圭マハーセーナは自 
かの浦望と柴光にふさわしい大巧 典を 學行し、 恩敞を 行い、围民に黄金と ホ 服の雨を隣らせた。 
そして、マンダーラ•デーヴァ王は、スンダラセ—ナ王子がマンダーラヴァティ！姫と結婚した 
ことによって幸福となったことを見て、また都城の女がのこらずを加して挪い踊った結婚式の巧 
宴に巧席した後、マハ I セーナ王から町适な見送りを受けて、自巧の領主へ帰っていった。シャ 
シャーンヵ•プラの王マへーンドラ—デイトヤも、大荒野の王ヴィンドヤ.ケ I トゥも、その領 
地に崎おした。 

こうして、资曰かが過ぎてマハ！セ I ナ 王は スンダラセ—ナ 王子が楠す ぐれ、 国民に愛好され 
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ていることを考えて、王子を里座につけて、み V からは森に赴いた。かくて、スンダラセ—ナ王 
は王国を得た後、自分の腕の力で敵游を征服し、辟臣たちを大居として、を止を統治した。」 

恃臣のヴィャ1グラ ■ セ！ナは側水の岸でムリガーンカダッタに物語をした後、さらに言おを 
綱けました。 

「王子さま、この粟晒らしい物語をカンヴァ邮がわれわれを慰めるために脇被姑で話してくだ 
さったのですが、その詰のがりに怒悲深い單化はわれわれに、このようにホされました。 

「されば、悼たちよ、脱出しがたい怖ろしいま難を堅固な、むをもって耐え忍ぶ者は、このよう 
に最も冀ホする目的を連巧するのであり、勇新を失ってむの砕ける者は失敗ずるのである。従っ 
て、失望落ほずることを止めよ。そなたたちのま人ムリボ—ンカダタタもすベての侍臣た'もと再 
会し、シャシャ I ンカヴァティーと結ばれて、永く統治をするであろう 。 J 

と、偉大な化からこのようじすわれましたわたくしどもは、一咒気を出し、その夜を其姻で過しま 
した。そして、翌朝隐秘她を出をし、旅に疲れ果てて漸くこの森に到淸しました。非常に喉がか 
わき、空陌に苦しんでいましたので、果黄をとろうとして、ボネ t シヤの樓诞であるこの樹じ登 
り、 到頭果実になつてしまいました。王子さま、あなたさまの苦巧のお薛で、わたくしどもは撒 
われました。お上が、璃の呪副で、あなたと離ればなれになりましたわたくしども四人の運命で 
ござい*す。今では峭化は St りましたし、-巧が巧をしたのですから、あなたの目的を成のため 


じウツジヤイ ニー へ巧りましよう。」 

と、侍臣のヴイヤーグラ•セ I ナから聰きまして、ムリガ—ンカダッタはシャシャーンカヴァテ 
イーと結ばれることを庵價して、その夜を其化で過しました。 
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こうして、その型朝になりますと、ムリガ—ンカダツタち子はこの美しい湖水の擇から化上り、 
ボネ—シャ神の住む衙木を札拝した後、再会した恃居たちと I 絕に 、また シュルタ.ディを連れ 
て、シャシャ—ンカヴァティ—と会うためにウツジャイ ニー に向つて出発しました。それから、 
一巧は再び、勝多の湖水がありタマ1フ樹が黒く生い巧って雨期に巧けるをのょうに階い森を横 
ぎり、また徘卿するなをのために蒂や巧•か踏みしだかれてアルジュナ樹のみか普しく目につく林 
を通り、また水消く巧の咲き乱れた熙おを渡って、遂にウツジャイニーの'ぶくに到着しました。 
そこでボンダヴァティー河に行き、水浴をして疲れをいやした沒、河を渡って王子は侍臣たちと 
一緒にマハ—カーラ觸開場を通り巧けて、ゥツジャイニ—にをきました。この都は太ホお来栄え、 
カルマセ—ナ王が統巧していました。都城の大通じは、城々の武器を携えた警備{民が、数多くの 
素赃ずぐれた勇気ある武±に身辺をを围されて、お備していましたし、都の周閱には山頂に做た 
城壁をめぐらして、み、馬、戦車がおじ溢れて、地理じ詳しくない者は到底城巧じ這入れそうも 



じあり 置んでした。このようじ柯処からも近づきがたい ゥッジャ IT ををて、ムリが 1 ンヵダ 
ッタ i お望して、自分の恃臣たちに語りました。 、.，っっ，、こっが 

p ； と!な二とだろう。二の都に祗くまで残夏薑薑ねたに f - 莫 

に這入る二とができない。愛人をうるた めに、 どんな手段があるだろ—」 

と、王子が語るのを聰いて、誓たちは 。- 

ヴィク;:マ.ヶ-シャリンはお—がしましたヴ Jii いおし— 

L 管よ.^ィ f 

のよう な 卸、寮の ような 眼、驢馬の巧をもつヴ r 夕—ラろやりて来 ま パろ 
^城巧^^天一一とはできず、帰ってしまいました。シヴ7袖の恩龍は，」のような？都 

入^^夕が都に這入る二とをな願」て恃臣たちに取繁れて悄気ていますと 

政略に通じた楚羅巧シユルタ•デイがムリボ1ンカダツ^^''^^巧弓、人のようこむを 
宝モさま、あなたは政略の原理を御管であるにも拘わ享柯も 知戸^人。のこの郎城つ 
迷わされるのでずか。自想葉—極めない苦、どうして腿利力あ^;^^ おを ； S 度の!^めこ 

一^の招を*に；.千随夏、二番品の巧一が S 提と卜 i の襄も度？め‘ 


^さ一ていまず。でずから、 われわれの ごときか人がで强いて3入ろう辜ることは.、^で 
お。入る ちのおの喊こ曳れ ず、 皆を巧らず所おでは あり置ん。また、この都はみがの軍踩を 

t い un 。 ^ から、 あなたがナルマ f 河の怖ろ しい 水の怪物から 救っ バ r れ 
プリンダ IT 了バ トウ、— 人で、その関—あなた—^を^つマア 
盛わ—ドウルガ•ピシャ1 チャ、 そして幼裝時から姑行を守り勇を商 " 夕手 一 
ィこフクシタと結び、これら猪棄を軍を糾合しましよう。 こうして、 この^^^^!^^^^ 
王で—の所期の目的を旌が しましよう。それに、キラ1夕王はあ f た t ら来:^じウ U 
つて、それ％つていることを、どうしておちれにミたのでずかま心マ1ヤ r 
よことの 衍東い巧つて、あなたが T タンガ王の褐吉来られるのを待つていますですろ。 

斜 P るカラバ•グリ'ヴァというマ1タン i 城—りまし 
^地^：:ち夕^ f ャラクシタを呼び ましよう。こうして、 彼等ヒー緒じな つて、 呂的 

一^.!聴いて、実現 ili — す—え、ムリ‘1 
カダッタよ恃臣たちと一絡に、そのな見に巧化しました。 ，、- 1 
そして'1その晉、空の休みなき腑巧者でわり有佩の人の驾ある太陽が登り一世巧を^^^ 
拙じめると 、 S を礼拝して、マ1タンボ王ドウルガ■ピシャ1チャのほ居のあ 






4 南測の斜面に 向って出発しました。十人の恃臣と麵巧シユルタ-ディ蓋れ、學は自惡意 
2 S ようにに大の荒嚴—断し、自碧計画のようじ深い森林^を通!; fl 、 の 

樹の冀にをは獲て、曼の意密ようじ商いヴ"ンドヤ山を寶口ま 山の巧ろ南、下 
りて.守くと、迸くにビッラ旗の村落が見えましたが、其她にはあずや鹿度が琼み重ねられて、 L ま 
した。そして、遂にマ1タンボ王の城楽カラバ•グ？ヴァの近くに巧ました。あたりに。はをた t 
ッラ腺の村落が牌がっていました。村落に适 A ると、シャバラ族の辭ホ•か到る処节ます彼等 
は孔^^^を r 身に前り、巧のを—て、鹿の肉 S ベています。-王一^ 

リ1 ヴァ城棄への道を禪していますと、その地じ既に巧巧して t ましち vs ，、 い 
ゥの鬟兵たち鼓前に会。た二と案畫子—つけました。彼尊は直ちにマ/卜王 
のところへ行き、單の劑清したことを音ましたので、王は軍 f をいて王子を旧 
た。そして•睾の頸に描きついて、健煤を妾ねた後、誓たらも一緒に馬に乗せ赛幕 
;こ策内!^ま^^。そして、シャバラ王は恃衛暂を狐ちて、マ-タンガ王室子の到着—ら 
^い^-】。すると、マ1タンボ王ドゥルミヒシャ1チャも急泌曼の居城から距けつけてきま 
し.こ。楚寫は着の頂のごとく、あ虜の色はタマ—ラ樹のごとく、あた畫第二のヴ;/い 
さ い^した。この了タンボ腺の首長はムリボ1ソカ•タッ — i くと、既 

こ岳くから酉を地面じ下げ、恭々しくお辞横をして 、_ 
「木り-巧子さまのごと*」要のお方が、わたくしの提に御来—貼わりまずとはま 
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一‘’-卜3..性みたまうド。ル巧1か神がわたくしに ss ミれ g でございまず。まこ 

た^では非 i を、ミ—^'ま;^^。 

:!一^す^^の^は其—増しました。 f ながれたあ、—じ入れら—そし 

■ TU 、 つ 學—曼琴^^た 

巧と一精に、 TT バトゥも恃坐して、ゆつくりと話していましたとき、ド。ル 

ゎたくしと5に、ぁなた 

の I 鹽をお I 」てお。ま」た。それなのに、 f ま、こ!お f た:;:^^ 

阿化にいられました。柯をなさつていられたのでずか。またとのような御巧 

知!"^^^1社^。、」ミ1ンを"夕が一麗—」！、ド"ルガ.ピシャ1チャは 

r 聲惡さいませ。そのようなことは、われわれじとつて雜作もなレこいァ t ’ J マ1ーミけ^ 
を巧線して、据へしよつぴいて来ましよう。そして、妻シャシャ—ンヵー1? 
巧かして参りましよう。」 
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と言いました。ムリガーンカ.タッタはが巧にがこびましたが、巧重に 

「よく考えて、適当に財って巧いたい。」 

と言いました。 

その翌朝、ムリガ—ンカダツタはグナーカラを友人のキラ I 夕王シャクティ•ラクシタの责へ 
派置しました。グナーカラはキラータぶのところへ行き、事情を話しましたので、日ならずして 
キラ—畫は大軍を宰いて來ました。百での歩兵、手万頭の馬、大重の巧った狂あ一万頭、 
そして八で A 千輛の戰車がキラ—夕王に従って来ましたので、祗や举盖で天を跑ぅほどでありま 
した。ムリボ t ンカダツタは瞄こんで、友人や持臣たちと一綺に出迎え、软迎して、キラ I 夕王 
を幕皆に請じ入れました。その間じ、マ1タンボ王およびマ 1 T , ハトウのち人.親旗の入々も、 
巧者を巧けて、みな银ってきま」 た。 陣當、彼 踊 《さかまくよぅに奪し、 河の往ぎこむよぅ 
に軍がが続々と到责し、海さながらに頤れあがっていきました。同時じ、ムリポ1ンカダッグの 
むの悅こびも大きく脹らみました。ドウルボピシャ！チャは茜王に真珠、龄番、ホ服、果実から 
とった酒などを贈り、またシャバラ王マーヤー•ハトウも彼等に水浴、ザ異、が含物および蒋床な 
どを贈りました。ムリボーンカダツタはこれらの蹈玉と一堂に会合して食事をともじしました々 
を等ぶたちは身かに応じて、それぞれの席じつきました。マータンボ王でさえ、赌れたところで 
はありましたが、王子の面前でを巧をしました。 

こウして、そのが- U 、 化来のキラータ巧などのみ上も化なずると、ムリガーンカダツタ はみ 牙 


りの王摩に着き、列盛の節王か皇子にふさわしい養蔓けました。そこで、畢は恃巧の 

兵±を逸ざけた後、マータンガ王などのち人に 

「今となって、何故に遂巡するの だ。 このを軍をずいて、柯故に急逆ゥッジャィニーへ巧かな 
いのか日」 

と 言いました。その言茜を聰 いて、 樂羅巧シュルタ•ディが王子に言いました。 

「王子さま、お聰きください。政略に巧晒した人々の簡見におでて、わたくし•か申しあげまし 
よう。勝利をえようとする人は、実行しえられることと実行しえられないことの区別を十かに察 
知すべきであります。手段を巧いても化就されないことは、実行しえられないこととして捨てる 
ぺきでありまず。手段を巧いて成就しうること、それは実行すべきことであります。この場合、 
手段は四種ありまず。すなわち、談判、贈卓、離牌と巧がの四つであります。この四者の化のも 
のまどよく、俄のものほど湿いのでありまず。がって、王子さま、この場を、まず談判をなさる 
べきです。ヵルマ七1ナ王は貪慾ではありませぬ故、贈ぶは役立ちません。また、かの王の臣下 
の者たちは王から不当な待遇ををけておらず、あってもいませんし、ち愁でもありませぬ故、君 
臣の間を離間することもできません。货巧もを峭でず。かの王は疆密置地に拠り、極めて強大 
な軍勢を擁していまして、未だ曾て化王から征服されたことかありません。それに、ち力な者で 
さえ、戰争じ幫勝利 S 議を得るとは限りません。まして、娘 S 求婚者がその親嚳殺すこと 
口よ、 不穏当でありまず。ですか.り、ともかく談判することじして、化ちを派遺しましよう。もし 
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それが失敗したならば、攻がを加えるのも致しかたないでしよう。」 

と、シュルタ.ディが語るのを聴いて、その場にいた人々はみな 
「その通りだ。」 

と邀成をし、彼の読みの陳いこと香がしました。そこで、ムリザ1ンカ•タッタは一座の諸王と 
目^をし、キラ I 夕王に随行してきたス•ヴィグラハという外で手腕を具えたちちな姿羅巧を力 
レ 7*1 ナ王の許に派适し、萬翰と口上をを走させることじしました。この使節はウブジャイニ 
1に赴き、恃銜官にお巧されて王宮に這入り、大臣を周四に従えて獅モ座に坐っているカルマセ 
1ナ王じ会見しました。使をはちに i 化して席に萧 き、 王から駄迎の冒葉を受け、挨蝶が終りま 
すと、ムリガーンカダッタ王子の畜踰を王に藍出しました。プラジュニャー •コ I シャという大 
臣がそれを受取り、封印を破って手脈を世し、大声で就み上げました。 

「拝啓、カラご グリ！ ヴ7城 S 馈にある森林 S 斜地よ。、奎にして聖なるアョ"■デ 
ィヤー都 城の ま アマラダッタ王の息子じして、鹿王の服馬を巧けて武威赫々たるムリガーンカダ 
ッタは、ゥッ ジャイ ニ I の大王じして家系の大海の巧なるカルマセーナ王に、公けに御拔蝶申上 
げ る。貴下じ島女あり、いずれ化に踢かされると存ずる。贵下の息かを、われに賜わりた k 姫 
よ 余にふさわしき妻と、神の定めたまえる ところ。かくて、 われらは醜旗と なつて、 當ての敵盧 
i 消滅すべし、 もし 御同意なき場合は、わが腕に訴えて、所期の目的を達成する巧意あり。」 

と、'^がが W み如けられホす と、 カルマわ一少ではおつて、も巧たもじいました。 
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r 化等はいつもみのはどをかまえず、われわれにががずる。見よ、このように、今日愚かにも 
われわれに蕾翰をよこしたのだ。自分のををホじきき、われわれを 鹿 しんで後じ書いている。そ 
して、自聰れおごって、最後のところに、腑の力を自巧している。 近答はが巧じ や。 娘のことは 
可こならん。さみ、使をよ、化まれ。わまえの主人のしたいようにするがよい。-! 

と、ヵルマセ I ナ王が言い享と、気魄のある姿驅巧ス•ヴィグラハは、その場にふさわしい言 
葉を言いました。 

「かの王子を見ずに、あなたは法喊を吹く、愚か者が。用意なされよ。王子が来られたならば、 
自分と相手の差がおわかりになろう。」 

と、 使者が冒い ますと、 一座は どよめきました。 王は 

「なおれ、おまえを鞍すわけにはいかぬ。われわれは、どうすればよいか。」 

と冒いました。)座の他の者は唐を欄んで、呂分の手を揉み博り、 

「どうして、今、追いかけて、あがを鞍してはいけないんだ。」 

と、互いに話しあいました。他の者は己をおさえて、 

「このちよ帰らせろ。こんなへらず口を叩くがに、どうしてなるのだ。われわれのすることを 
見るがいい。」 I 

と言いました。また、あるをは眉をしかめて、ちに矢をつがえて引くような協子をし、顔を真赤 
にして黙って立っていました。 




このょぅに満座の者が怒つているのを閒目に、が奢ス•ヴ t クラハは返出して、ムリガ I ン 
カダッタの稱舍に帰つてきました。カルマセーナの言麗を王子と友人たちに语命しまずと王子 

は軍勢に進軍を命令しました。 、 、 
こぅして、大海 Q ごとき大軍は、激しく吹きつのる風に彼《たちさわぐがごとく司令夏命 
をこよつ て行勘を起」ま」むが、進？る人电馬屯をも海 S 物さながらで」た。味累王たち 
〇むこよ端足を岳え、臆病者どもには恐怖と渦乳を惹き超させたのでした。そして、ムリボーン 
カダ^^^は大地を勇みたっ罵の泡と豪前額禪から異泌饭マ泥禪と化せしめ、太鼓の音で有悄 
を戰こしながら、勝利のためにウツジヤイニ1じ向0て、ゆつくりと軍を逸めました。 
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こぅし C 、 ムリボーンカダッタは友人たちを伴ない' 戳硝をととのえた軍黃を率いてヴ 
ドヤ山おを淫えて、ウッジヤィニ I の团視に殺到しました。そのことを知つて、カルマセ—ナ王 
も邀蟹するた 《 sf とと2、軍 f をい T ががと Sts 」 ま」た。肇が^^^助し S 
互いじおホの間に対時すると、やがて男±の悅こぶ戦關がおこりまし L 戦塌山人^子(のを巧ヴ 
^^ゎ^が細)の啦睡に怖れぉののく瞭病な了スラたゎか逃げまどぅヒラニャ.カシプの怯居さな4ら 
でした^なはがしく胞をなくがもびかい、がれて巧ひ管、あたかも帕じ胖がる蜗化のよ 


うじ 奥ま上勇ちました•《の巧にかけられた真裸の師〇はでで陆を切6 れて講 し、 この 戦 
争じ廟もたシュリ1女神の頸飾が切れて飛散する《もさ二そと思わせま」た。戦場は死の巧の口 
さながらで、鋭い檐はそのぞのごとく、入や馬や魚を吞みつくすのでした。菊矢で切りおとされ 

た重の首は管商く赛ち、おたか电天女に接管ようと」ているか《ようで」たし、勇± 
のちのな i 鹏体は将軍 S こい活路を祐二んマ去よたと脯っているかのようで」た。このよ 
うにして、 戰は五日問 続き、 勇生の戦死す る もの巧知れ ず、 流れる曲は河をなし、死晶惡々とし 
て山を なしました。 

五日目の夕方、ムリボ I ンカダッタ•か恃臣たちと密热を凝らしていますと、婆羅門シュルタ- 
ディが秘かにぶづいてきて、 

「あなたがたは戦争をしていられた間 じ、 わたくしはだ食僧の姿を して、 ウッジャイニーじ忍 
びこみましたが、城門には霞 S はいま甘んでした。城内でわたくしが見てきた二とをお話し 
申しましよう。カルマセ1ナ王が雲に旧巧し享と、シャシャ1ンカづテ/は母の詩しを 
えて、王宮を巧て、父の戦瞬を祈願するために、が内にあるボゥリーか神の柿殿に赴き、其がに 
参谭しておりました。妻は陪むの隻からあなたのことを酿き、妻のむはあなたに引きつけ 
られました。そして、同時に、巧の神の齡でシャシャ！ンカヴ7テ/はあなたに釘づけにされ 
てしまいました。そのときお後、妻はあなたと父王の無堪をおりつづけ、看とちなたかち離 
れていることとで、瘦せていられます。ですから、今夜秘かに忍んで行って、人蒙ないガゥリ 








1 女神の神殿から姫を人がれず連れ出しましょ;。そ^て、'^ 

P 龍^ 誦 

r 含王の身の g を 考えましょぅ。実に 戦 

な策—ます。戦^^^^^^^^^と夕、ッ^^^:たちと一^^^に乗つて、 禪かに 
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S 向；せでわるとき、ザの中でか神さま置苗げとて、柯是ろう。妾じはどんなにしても愛い 
法 t 一一^はない。だから、あの軍—や父上に戦場で不幸が起々たことを聰かない間 

パ : suy 推^ P —、 赛の上重いて作った紐を 

TIIUU / UI 力•タッタは情—と一緒じ、——人って、—に 
つ^^行—」2を人ヴミ•ブッデイがおくに—見て自 

々ろし^なさいませ。雅か知りませんが、葉しい娘が搬れて巧のうとしています。一 
ホ、あのなよ誰でしよう。」 

と？のを聴いて、享はその娘を見て言いました。 、。；と b 瞧〇た吊ン T 
r ああ、あの娘は誰だろうか。をの神力—マの化ラテイだろう。それ0と^幸^^ ちの 眼 
が撞ヒしたのだろうか。とにかく、樹慶じかくれて、巧く擎を見ようそうすれ t 娘 

y ;. 巧;;;一—くれていま」た。シミ I ン？テイ1は—巧り 

§を棒 I 羞 isf 1轟よ、養雲 S — ち今—い 
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て ムリ ボーンカダッタ里子さまが妾の夫にならず とも、 恩雑を巧きまして来世じは化で要の夫と 
してく •たさい ませ 〇」 

と 唱えて、 王ホはホ神を拝み、眼に淚を浮べて頸に紐を結びつけました。そのとき、持女たち 
おを链まし、王ホのをが見えないので狙紙し' 採しまわゥて急いで王ホの掉じ近づき、 

「ああ、ああ、 ち女さま、河をなされまず。早まりたことを、河故あなたは。」 

と冒つて、里かの頸から祀を辑きました。こうして、こかが證じらってうなだれていますと、ザ 
ゥリー女神の W 殿の中から声が開こえてきました。 

「娘よ、望みを失うではない。シャシャ I ンカヴァティ I よ、夢の中でそなたじをげた言葉は 
いつわりではない。そなたの前おの夫ムリザーンカ•タッタは、今そなたの榜に来ているではない 
か。さあ、行くがよい。そして、一緒にを止をを受せよ。」 

という言葉を與がに聰いて、王かはいくらか'むを巧猫させて、ゆっくりとあたりを届まわしまし 
た。すると、ムリボーンカ-タッタの恃臣のヴィクラマ.ケ I シャリンが王ホの隙にホみよって、 
指先で王子を指ざしながら昔いました。 

「鹏、ザウリーか神のおをげは本当であります。あなたの夫となられます王子さまは愛情の緋 
に則きずられて、あなたの前にいられまず。」 

この言葉を跑きまずと、王女は横目で巧する人が恃臣たらの真中に化つているのを見ました。 

む广 のお i 巧 ft 衍 こむ W まれて天か*^. > りてをたり W さながら じ、 化 人と比べるときのちしい 巧 


巧の巧が もさ こそと、王かの眼じ甘 巧を 巧ぎこみました•一脫 、王 かは柱のように脚かず、巧こ 

びのあまり身体のを爱は立扣、あたかも恋の矢雨じ射られてお历の翅で藤われているかのようで 
した。 ムリ ザ I ンカダッタは王女じ近づき、愛情のこもった蜜の滴った声で、王女の證じらいを 
のぞくにふさわしい言葉をすいました。 

『姫よ、生れ故郷も、王国も、そして身内のまさえも搶てさせて、あなたはわたしを美滅の鎖 
につなぎ、わたしを奴蔚にして、巧くから葱きつけられました。森林の中に住み、 大地に搏 て、 

果おを食べ、太陽の激しい署狭じ苦しめられ、そして苦巧のための醋悴も、 姫よ、 あなたの美し 
いをを見て、わたしの眼に甘巧の雨を降らしてくれる という、 このような果実を得たことで酬わ 
れました。あなたがわたしを巧して、わたしの望みを適えてくださるのなら ば、 わたしの国の都 
城のかたちじ限の 类 基をさしてやってください。戦争はもう やめましょう。 両軍に平和をもたら 
しましよ5 0 」 

このようにムリボ I ンカダッタが言いまず と、 そのときシャシャーンカヴァティーは顏をうつ 
むけたままで、ゆつ くりと 冒いました。 

r 妾こそ、あなたのお徳に瞄われた巧款 でず。 あなた、わたしたちの幸わせの ために、 あなた 
が善いとお考えになる ようじ、 なさつてくださいませ。」 

と、甘魔の言葉を賴いて、ムリガーンカ•タッタは一兀氮を取戻し、満あして、ザウリ I 女神を拝み、 

おがの言館を S た 後、 妻を自惡馬の後じの せ、 また雲の雙たちと梓臣たちの馬に置 
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て、一同剣を抜きはなつて巧にまぎれて城外へ出ました。巧離みは十 一 人のおを見ましたけれど 
も、憤あの形がものすごいルドラ神のよぅじ手強いと見て、とめることはできませんでした。そ 
して、ウッジ ャイ ニ I を出ると、シュル タ .デイのお百にがつて、 マー ヤ—バトゥの居城へシャ 
シャ—ンカヴァテイーを伴つて行きました。 

「あの人たちは誰だ。巧化へ行ったんだ。」 

と、城門を護の者たちが騒いでいる間に、ゥッジャイニーの城巧では、王女の連れまられたこと 
が次第じ判りました。そのことを報をずるために、王妃は辄城眞ちをカルマセーナ王の陣営に急 
遽派遣しました。都城長肯はカルマセ t ナ王の軒へ巧き、巧の顧ホを部をしました。王がそれを 
聰いて、王ホの撒出の不可能なことを考え、敵軍を巧がすることなく、を中沈撒をずっていまし 
た。一方、ムリガーンカダッタの陣営では、マーヤ I バトゥをはじめ鹿王たちは、シュルタ.デ 
イの意見にがい、不意のおおに觸えて巧裝したまま、そのをを過しました。 

翌朝じなつて、 K 明なカルマセーナ王は実隱のことが利りましたので、ムリザ t ンカダッタの 
陣営に使者を派遇しました。 

「ムリボ ー ンカダッタは余の娘を第瞄で連れまつた。それは、それでよい。余の娘にふさわし 
い夫は、 ム リガ—ンカダッタを措いて、他にないのであるから、されば、王子は卿尊と一緒にを 
の皆股に来て頂きたい。余は娘の結^を捷通りに執行したい。」 

このよゥ じ、 カルマセ—ナ でのがホはぶの 口丄を化えましたので、シュルタ•デイをはじめ諸 
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でたらはこの提案に巧成しました。そして、巧者に、 

「カルマセ—ナ王は都に帰漫されたい。さすれば、われわれは王子を第内して養上いたしまし 
上50 i 

と言いました。この言葉を聴いて、使者は帰って、王じその通り巧命しまずと、カルマセーナ王 
はそれをを諾し、軍隊を引きつれてウッジャイニ—へ师りました。それを見て、諸王たちはマー 
卞—バトウを化頭に、シュルタ.ディと一緒に、ムリポ—ンカダッタの酢へ行きました。 

話かわって、ムリガ—ンカ•タッタはシャシャ—ンカヴァティーを半うて、マ I ヤーべトウの都 
城カーソチャナ•プラへ到茜しました。其洒では、後宮の妃妾たちが王子の j 巧を手皆く迎えま 
した。王子は目的を連して愛人とともに休息しました。その型日、請王たちがシュルタ•ディと 
一精に集つてきました。キラ I 夕王の勇±シャクティ•ラクシタも軍勢ををいて到茜し、シャバ 
ラ王の臂力すぐれたマーヤ I バトウも、マ—タンガ王の猛勇ドウルガ•ピシャーチャも、をおく 
白蓮のょうなシャシャーンカヴァティーのょり添うムリボ I ンカダッタの姿を見て皆こび、慶祝 
の言葉を述べました。一同が王かじおがを終りまずと、彼等は正子にカルマセーナ王の口上を坛 
え、また至がウッジャイニーの自々の宮殿においたことを話しました。 

かくて、ムリザ I ンカダッタは移動する都城ともいうべき本陣を其赃に構えた後、諸王を一堂 
じ集めて協賺しました。王モは菌王たちや侍臣たちに 

「余は結婚式のためにウッジャイニ—に行くべきかあか、窓是を聰かしてちいたい 。I 
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と尋ねました。諸王や侍臣たちは 

「あの王は顆党である。あの王の王宮じ行って、巧化じよいことがありましよう—あそこで I 
柯もすることはありません。姫は此化に来ているのでずから。」 

と、風 n 同音じ言いました。ムリボ—ン カ， タッタは邀羅巧シュルタ•ディに B ました’ 

r 婆擺巧よ、そなたはまるで無関也であるかのように黙ったままでいるが、そなたは今の覽 
に费成なのか、それとも不巧がなのか、すえ。」 

すると、シュルタ.ディが申しました0 

「お爾 きく ださるならば、申しあげましよう。王子さまはカルマセーナ王の宮殿に行かるべき 
•たと•わたくしは思います。柯故なら ば、 かの王がこの口上を伝えてきましたのは悪意あって 
のことではありません。もしそうでないなら、妻が連れ去られた とき、 十分な勇をもってい 
たカルマ セ！ ナ王が、どうして戦争をやめて、引揚げるでしようか。王モさまは軍歎を引きつれ 
て行かれるのですから、王子さまがかの王の宮股じ行かれたとて、どうずることができましよう。 
王モさまが行4れるなら ば、 か S 王は必ずや悅二びましよう し、 姐に対する雲から、か呈は 
われわれ Q 寞な葉となりましよえかの责-ちよミ串す S 、 雲じ結婚まを宰げたい 

という正当な理曲からで す。 でずから、學さまがウツジヤイニ1へ巧かれることが適当となじ 
ます0」 

と、シュル タ •デイが W いまず と、 一同は彼の背巧じが 间 し、 


「如何にもそうだ、その巧りだ。」 

と言いました。 

そこで、ムリガー ンカダッタが彼等に言いました。 

「余も酱巧だ。だが、余は父ほの列席なく結®^を举げることをがまぬ。されば、父母を呼び 
に、 誰かを迎えに行かせよう。父巧の患巧を聰いて、適当な処菌をしよう。」 

と 語りて、王子は巧黙を し、 巧臣のビ！マ.パラークラマを两親の許へ派逍 した。 

話 かわつ て、 了ヨ1 デイヤ-の都では、 ム リガ1ンヵダッタの孚マラダッタは、時日が靈 
ずる中に、王子の追放されたのはヴイニ—夕.マテイがが说を进言したためであることを人の口 
から 知りました。 そこで、 王は おつて、 悪い大臣を家族もろと益刑しましたが、王夏追放を 
苦に病んス見るがもなく巧れはててしまいました。そして、城往出て、ナンデイ•グラ1マ 
というシヴァ W の闕堂で化尝たちと一統に苦巧をしていました。 

王が夏、‘間其のに参常していますと、ビ-マ•パラ 1 クラマが早馬を飛ばしてア31デイヤ I 
こ到唐しました。都城に到巧してみると、王子がす爱ために、裏は8に巧ちひしがれてい 
ましたが、彼 S 葡が漬によつて予め恆えられていまし "^0 で、 曹たらは彼を取囲んで王モ 
の哨島を專ねました。ビ1マ•パ？クラマは一部始がを聰かせた 後、 父里のいるナンデイ •グ 
ラ—マへ赴きました。其処では、苦行のためじ瘦せ度えた了マラダッタ王が王妃とと屯に王子の 
消島を梓ち黑れていました。ビ 1 T パラ1クラマは里に'ぶ づき、 麦あ許に平がします と、 王 
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は彼の頭を抱きしめて王子の消息を 巧ね ましたので、彼は換ながらに語しました。 

「陛下、で子ムリガーンカダッタさまは御自身の勇気でカルマセ—ナ王のかシャシャ—ンカヴ 
ァティーきまを得られました。でも、王子さまはを、む巧い方でございます故、御両親の列席なし 
に結^を華げることは巧しくないと存ぜられます。そのため、王モさまは大地じ頭をつけられ 
て、御两親さまにお出かけ賜わりますようにと、お迎え申しあげるためじわたくしを御派邁にな 
りました。王子さまは今シャバラ王マ I ヤ I ,ハトゥの宮殿で御両親さまのおいでをお待ちになっ 
ていられます 。 J . 
と言つた被、ムリボーンカダッタのそれまでの苦巧の一部始がを王じ話しました。アマラダッタ 
王はビ I マ•パラークラマの髓を聰いて、王子のためにで巧好都合に運ばれていることを罐信し、 
媛しさのあまり親しく巧発ずることをを示しました。こうして、王は王陌とともにをに乗り、藩 
侯-大臣を伴い、をおよび騎馬の軍势を率いて、王子に会いたい一むで出発しました。 B ならず 
して、途中陣閱もなく、シャバラ王の領止にある王子の本陣に到费しました。そのことを知ると、 
度い間両親にをいたいと念じていたムリポーンカダッタは、菌王とともに出迎えじ出ました。遠 
くからをじ乗って来るのを見ると、王子は馬から下りて、両親の足許にひれ伏しました。そして、 
なに抱をしめられた王子は、み体で乂王の腕を、補足で父のむを、そして涙で眼を滿たしました。 
聞后も王子をかなり長い間抱きしめて、しげしげと眺め、巧び別れるのを怖れているかのように、 
々いことがすことがでさませんでした。そして、ムリガ—ンカダッタじ味巧をした諸王は、王子 
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に紹介されて、盟までおる了マラダッタ王と王なに蠻がを表しました。王と王妃とは、また、二 
人の一人息子に対ずるち巧から、巧難を排して王子のために民してくれた枯居たちを欄いました。 

了マラダッタ王はマ I ャ ー バトゥの王宮に這入って、あ許にひれ伏ず嫁のシャシャーンカヴァ 
テイ I と会いました。マ—ヤーバトゥから贈物を巧けた王は、王化と媛をつれて王宮を 出て、白 
をの本随を設けました。そして、其処へずべての王を巧き、王モも同席して食事をし、歌や音楽 
-や踊りを楽しんで、その日を過しました。アマラダッタ王は、将来転輪聖王たるべきムリボ I ン 
カダッタが栄光をかちえたことによって、自夕の目的は递せられたと考えました。 

話かわって、英巧なカルマセーナ王は大臣と協激して、顿をを ムリ ボ ー ンカダッタの許に派遣 
しました。 

「いザれにせよ、おんみはゥッジャイニーに來られないであろう。されば、スシユーナという 
余の息子を派遇しよう。スシユーナはげシャシャ—ンカヴァテイーを巧じがって、 K んみこ委3 
るであろう。われらの敬深の情を更んじて巧けるのならば、無垢なる太子よ、晓を無視してシャ 
シャ—ンカヴァテイ—と結婚まを挙げることをしないで頂きたい。」 

という旨を、苦翰と®者の口上とで王子に伝えさせました。 

ムリボ I ンカダッタがこの口上を父王の本硬で聰いたとき、父王みずから使者に返事を しまし 
た0 

「カルマセーナ王を措いて、このような勝れた御属見を述べられる方が、他に誰かいるであろ 
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うか。かの王は実にわれらに好なを寄せてくださっている。どうかスシユーナ王子を御派遣こな 
って.> ただきたい。御息女の結は御満足のいくようにとり行うでありましよう〇」 

と言って、巧者を軟待して送り帰らせた後、アマラダッタ王は王子、シユルタ•デイー。 よび 璧 
に語りました。 - 

「われわれは今 T ml デイヤーに帰ろう。其処で結 S を挙げれば、】闻華やかであろうし、 
K シよーナ王の接待も寶を尽せるであろう。マ—ヤ I バトゥ王は化処でスシユ I ナををつていて 
頂きたい。 スシユ —ナが来れば、御 j 緒に後から T ヨ—デイヤ I じおこし願いたい。われわ，1よ 
結©11^の準髓のため 一 巧さきに帰おしよう。」 

と、王の言葉を聴いて、一同は巧岡しました。 

こうして、その翌日、王は王化とともに軍 f 引きつれ、ムリガ I ンカダ ッタは シャンャ—ン 
ヵヴァテイ—を伴い、諸重恃段たちを引きつれて田発し、 TT パト。を後に残してスシエ 
-ナを待た童した。大軍 S む有様は深く不気味な愛荒れ狂うがごとく、驚軍の動きは幾 
夏繁董く S て、見渡ずかぎ。《袖平線には無が s ¥ る兵ま洪裘ごとくに猫れ、 
湧墓る騒まは他のず-へての S を消してしまいました。父と息子は道を次第に進んで、キラ—夕 
王シヤクテイ-ラクシタの舊に到巧しました。一巧はキラ1夕票ら居くもてなされ、ま玉、 
蓋粟隋らしいホ服などを贈られました。其処に I 基留して、食事をしが息をとつた後、軍 
巧を半.>て化おし、愛白かのがア 3- デイヤ - US しました。巧爱？がつておちらこも 


らじ敢くホの巧は美しい若芽をふくらませた滿閒の蓮が風に描ぐさまに似ていましたし、黃'，間 
の不在からおをつれて帰ってきた王子のをを見んものと、ホたちがきょろきょろとさす瞬は踊る 
青蓮 に似ていました。そして、旗•か翩搁とひる■かえる郝城に入る玉子たちの姿は、風じ吹かれて 
泣 化つ 池の面に群かる白烏さな•からでした。シャシャ—ンカヴァティーの素巧らしく美しいをを 
見て、 巧 民は巧き、 

「カルマセ—ナ王の娘を見るならば、大.海も二度と娘のラクシュミ ー( ggk 奠)の美しさを自慢 
しないだろぅ し、 ヒ T ラャ山ももは やボウ？ 巧い f 巧；； 辟祭 ことををじかけないで 
あろぅ。」 

と話しあいました。 

次の日、皇師たちが畢の結囊のため黄道育襄巧しまずと、乂のアマラダッタ王は結 
雲の準備をととのえました。都城は廣方から集ってきた種々の患玉で満され、富の神クベ—ラ 
の都城も巧ばぬほどでした。 

そして、間もなく、マーャー•ハトウ王の巧者が宮び男んで到街し、寺街昏にお巧されてきて、 
里に吿げました。 

「王さま、スシて—ナ王子とマ]ヤ I バトウ王と•か到がされて、お二人とも T ョ I ディヤ I の 
国境じ待機していられます〇」 

と聴くとすぐ、了マラダッタ王は将軍じ命じて、軍陳ををいてスシュ I ナを迎えじ行かせ ましこ。 




測ムリガーンヵダッタも友情から将軍と1緒に T ョーディヤ—から王子を迎えに行きました。二人 
の王子は逸くから馬を下りてホみより、互いに頸を描き合って、拔がをかわした後、仲がく同じ 
車に乗って都城に這入りましたが、二人の王子のをは都のホたちの眼に巧罢でありました。 

スシム I ナ王は了マラダッタ王に跑見し、手障く歓待されましてから、妹のシャシャ I ンカヴ 
ァティーの御殿に行きました。王子が御殿に這入ると、王ホは座から立上って、巧王子に憾りつ 
きおを流しました。王子は席につくと、語ずかしそうにしている王かに冒いました。 

「父上がそなたに『娘よ、そなたはそなたに相応わしいことをしたのだ。ムリガ—ンヵダッタ 
がガゥリ I ホ神によってそなたの夫に定められていることを、今わたしは夢の中で知ったのだ。 
夫に従うことはかの愚商の费務だ」と話すよう仰せられた。」 

と言いますと、顔をうつむけたまま蔑じらっていましたこかは、自夕のむに 
「おまえの望みは謡せられたのよ。」 

と言いきかせたかのようじ、盖じらいのあ持もがらぎました。 

スシ王1ナは T マラダッタ王の面前でシャシャーンヵヴァティ I に、二千，ハーラの黄金、五頭 
の賴阮に巧んだま玉、その他黄金の裝師品など、王ホ自をのが産を渡しました。そして、 

「これはシャシャ—ンカヴァテイー自みのが産であります。外に、父上から贈られたものもあ 
りまず。それは結婚式の際じを埋の上で順がに渡します。」 

と甘いました。それから、一同はムリガ—ンカダツタや随従の人々もともどもに、王の前で飲を 


をし、愉しく一日を過しました。 

次の日、黄道吉日じなりますと、アマラダプタ王は摧しさのあまりそわそわしていました•か、 
ムリザ—ンカダッタはが常通りが湛などの巧审をすませました。シャシャーンカヴァテイーの美 
しさはそのまま巧族の飾りでした•か、宮かたちはせまに則って王ホの化粧をし、着附をしました。 
巧婿と巧嫁はスシ王—ナが宰賴した結場を巧て、里乂の燃えている祭壇じ登りました。祭壇 
の上で、ムリガ—ンカ•タッタ王子はシャシャ—ンカヴァテイ—姫の手を把りましたが、姫の手は 
携えた遥華の巧の色で映えていました。二人が聖乂の周りをまわったとき、シャシャ I ンカヴァ 
テイー田顔は、をっているかのように見えましたが、熱と煙のためにホくなっていましたし、眼 
には涙を一杯ためていました。邸ったホひと据りが乂中じおぜられると、あの神が巧力の甲斐の 
ちつたことををこんで笑うかのような音がしました〇显初のひと据りが巧げこまれたとき、スシ 
王 I ナは姫じ乂から贈られた五干頭のお、百巧のを、黄金二百•ハーラ、勝れたホ服やま石や真珠 
などの装飾品を蘭んピ九十頭の汲を贈り、そのあと投げこまれる度じ、贈去はその度ごとに二惜 
になりました。 

結婚式が校ると、祭りの太鼓が巧きわたる中を、ムリボーンカダッタは新妻と一陆じ自かの御 
殿じ這入りました。そして、父王は段下のものや市をたちに、上は藩横の集りから下は驢踞やサ 
I リカ ー に至るまで、それぞれじふさわしく、をや馬や宝玉や裝飾品、がを物などを頒ち苦えら 
細れました。王はそのとき余りじも惜し気なく頒地をぶえられたために、庭の樹木さえホ裳や裝辄 











蜘な•か結びつけられ、あたかも地上の如な樹 のょぅに見えました。 

アマラダッタ王はまた王夏覽となった K シ r ナを累で常め、頸に每誉〇夕—バン蓋 
ら せ、 が意を表して、封 虫、を、 鹿、を量の黄を、ホ版、ち人の妻を贈りました。また、シヤ 
バラ王マ1ヤ—パトゥにも、キラ1夕王シヤクテイ•ラクシタにも、マ—タンボ旗の首長ドゥル 
ボ•ピシヤーチヤにも、その妻妾 S に至るまで、またムリボーンカダツタ玉子の恃臣たちじも、 
蟹羅門シユルタ.デイにも、封地、牛、馬、黄金、蠢畜り、その党を欄いました。こぅして、 
キラ-夕王を始めと して、 スシ r ナ王子が橘園した後、 T マラダッタ王は王夏男気じ援けら 
れて、平和に王国を統治しました。ムリボ1ン々ダッタ王子も、長い冨の未にえたシヤシヤ— 
ンカヴァテイ I とともじ、ビーマ•パラークラマなどの侍控たちと畏く畢福に導しました。 
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八アョ—ディヤ-サラユ—河におむ現在の才—ドに比をされる。仏典に見えるコ|サラ(俺が巧)国の 

をがで、日巧族の：一®^^。 

" ヴァジラ——インドラ巧の巧お， r を刚巧」とがされる。 

九ヴ H — ターラ——本書「巧巧 j を巧よ。 

"ウプジャイーー 古巧のマ—ラヴプ王国(現巧のマールロー地まの in #。 西インドにめけるザ 芸と商 
紫の中、む地としてがえた。現在のウジ=イン。 

10シヴ T 沖-ヒンドゥ巧一一天冲の-。ヒマヴ7プト(ヒマ—ラヤ】山中に居を巧め、四面、+¥、兰お、 

黒巧、巧に半月をがき、ホ巧をまとい、妃ウマーとともに白牛に巧り、弓#巧化を武器とする破巧の巧。 

" 厢柏——シヴ ri : のな飾おの一つ。 

一ーマガダ国-現在のビハ—ル州南曲とベンガル州巧郁を中、むに、古くおえた王国。 

》ヴ T — ラ—ナシ-典在のペナ—レス。 

一四タクシャシラ -現在 パキスタンの 4®# ラ—ワルピンディの化西に 遗 ががある。ホ巧に巧いて、ど西 

インドの巧巧の要*であり、学をの中む地であウた。 

ダ ラクシュミー女神——ま法と巧のホ巧。 

一おヴィディヤ—ダラ-ヒマ—ラヤ山中に住み、シヴ T 巧に仕える、神巧力(ヴィディヤ I ) を持つタラ) 
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という沖括上の巧巧。 

完ジャンプ——補化(ふともも)のが。 

1 P ドゥルガ—女神——シヴ T 神の化ウマ—の削を。 

が ヴィーナー——ががおの一つ。わが 「度 琶」の思形か。 

ーホタ—ムラリプティ-ガンジス巧口に巧む海港。毋なのタムルク。 

がマ—ナサ脚——カイラーサ山上にある巧化で、白 A の生地とされ、お年雨巧に白 A が集まるとされる。 

111 シヴァ巧の巧巧——シヴ T 神はしばしば巧巧(リンガ)のあで化巧される。これをシヴ7 .リンガという。 
呈ザホ—シャ神——智おと阳破の巧で、シヴ T 神と化パ—ルヴァティ—(すなわち、ウマ—み巧)のモとさ 
れる。ガネ—シ*は阵搬をひき巧すが、またそれを除ちする。そのため、すべてがをおす防に巧念される。 
を巧、壺族、】本の餐ホをもっている。 

ザ キク—夕巧——ホ特や山中に在む巧巧で、まとして束部ヒマーラヤ山地に巧む。 

ちクシ*トリヤ——王侯贵巧、武±階かの#かの者•「が帝利」とを写される。 

リヴィンディヤ山——デカンな巧の化辺に进る山脈。 

かシッダ巧——シゲ r 冲の従者の】、八®のか®力を持つといわれる半巧。 

言マーヤ-巧なは「巧」。神格化され、ドゥルガ—わ神(シヴ T 神旧パールヴァティ—】と同一おされ、 

アヌリタ(不正}または T ダルマ(不法)のがとされ、ムリティユ(巧】の巧とされる。 

W 輪烟——古代インド人は•人旧の生かは現化の一生に限られているとは者えず•前世の巧巧によって今 
ホに乐報を巧け•今生の巧けによってお化に果報を巧けるとされた。このように、を翰が烟ウてみしない 
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ょぅに、をれかわり巧にかわりして生々流吃すること。 

量巧——輪烟の®おに於いて、を々流おに巧しての形が——すなわち、人岡に生れかわるか、を生に生れ 
かわるかなど、のホ件となる人閒の所行。 

富ヴィナ—ヤヵ——ザネ—シ * 巧の朋を。 

量アヴァンティ——古代のマ—ラヴ7化ホの王 W を。 

かシ * バラ——ヴィンドヤ山中に住む巧巧。 

黃マ—ダンガ巧——キラ—夕巧の一巧。 

巧ーコ—シャラ-マハ—ナディ—巧上流地がを中むにおえた国。 

罩ヴィディシャ-現在のビールサ。 

置晶な——巧巧から後の半月。これに巧し、巧月から拥月にまる期烟を白みといぅ。 

ち T ンボ——現をのベンガル州：^パ ー ガルプル地方の古ぶ。 

かアガスティヤ——太古の SIR のを。 T ガスティヤ化が巧を吞みほすの巧は_マハー•ハーラター 11T 九ホ 
—1 0九に巧える。 

四八ヴィシユヌ巧——ヒンドゥ巧の吉大巧の一。 

さークロ—シャ——巧雌の単化。巧 巧は 「叫び 夕」で、 叫ぴザがとどく巧離の な。 正班なか宇は不巧である。 
ちマラヤ——西南インドのマラバ—ル地ホの山脈のを。現をの西ガッツ山脈の一部で、巧巧の産出で著る 
である。 

なビッラ——ヴィンデイヤ山中に住む巧巧の一。シャバラと巧一巧されることが多い。 



240 


六かアヒッチ中トラ—現在の口—ヒルカンド(南郁にわゥた古けの都巿}。 

ちヴ r — スキ——云大を王の一。 

かシ。—シ * ——一二大巧王の1。 

》ヴ7イシ。ラヴァナ——宙の巧クベ—ラの朋あ。 

ちラグ王 I ホせの化大な王ネで、ごフーマ—ヤナ i の主人公ラ—マの祖先。 

ザ比な——出嵌しておとなったををいい、巧巧は「ホ巧をだう巧 J の巧。 

か有悄——この世に巧在するをのが。 

タブッダ I 「さとりをひらいた人」の意。「化」と写され、『ほとけ」とおまれる。 

"巧茜行——菩巧 ijodhisattv ® とは，仏巧の巧巧の目めであるさとりをボめて、ホ生になおををえ、宗 
巧的なま怯をが巧して，未来に仏のさとりを M こうとする#の意で、この蒂巧が修巧する宗巧め実巧を巧 
巧巧という。化巧では' 菩巧巧としてホな羅巧ボ賊かれるのでわり、本* A 七ちな下の物語は、ホ化，持 
巧、 がが’ 齡暫 一^が^ 智巧の六篇に分れて化かれている。がしくは、ーカタ！サ リット. サ I ザラ ー巧 
二三己長ををよ。 

セゼ本をの巧——ジ *1 タカのこと。プ，夕が自らのががの形式で、ブッダが巧い化ま世に巧いてを巧のか 
物、王など窗々の生を受け、ホ生のためにわが身を！ S 牲にして、を巧をなめ、このをしい巧が巧が旧とむ 
ゥて今生に於いてプッダとなったことを悦くブッダのが生か巧でわる。 

八 ーパ ータリ プ トラ——マガダ国の首が。巧をのパトナのほ巧に遺化がわる。 

なか* W ——天上の*团にをえていて、巧いごとを何でもかなえてくれるというが木。 
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なナンダナ困——インドラ巧の天上の楽西。 

共パンナャ—ラ——ガンジス柯中流地がにわった古巧の地ホお。 

八セ巧巧を——パ I ラミタ I のを巧。「さとりの彼巧に到进した化が」のがで、巧！！がさと〇をひらくために 
が巧する六巧の巧をいぅ。 

" クル-クシ11トラ—— 男 在のデリ—近がを中、むにホえた古代の王图。 

さケ—ダ—ラ山——ヒマ—ラヤ山脈の 一 郁、現なのケダール山。 

リマンダーキニ—巧——ガンジス河のまがの-。 

至カルナ—夕地ホ——現在のマドラス州の南が一巧の化方。 

英クムダ——白い水巧の-巧。 

ホ八阿あ澳—— T ルハットのサ写。巧巧は『世の单あに植いするを」のをであるが、仏教では「を巧のさと 
りを巧た#」のホ。 

なシンハラ冉 I 現在の七1ロン A 。 

ヴ チトラグプター■ヤマ扁度】の侍臣の一人で人阳の»巧.おけの妃巧をである。 

" ブラフマンとルドラ——ブラフマンはヒンドゥ巧 ill 大巧の.一であり、ルドラは元来み風雨の巧であり、 
後にシヴ7巧として度拥した。なでは、ブラフマンは人聞の巧巧の紀ほ者であり、ルドラは人問のおけの 
記保をとされるとがせられるが、その®^は不巧である。 

一岩シ。ヴ王—夕——古お仙のを。この巧化をめぐる本書の伝化の巧孤を、砍者は寡曲にしてからない。 

一吉ヨ I ガ——凉伽」とを巧され、呼吸を肺えるなどのち法で、むを一点に集中して巧けすること。 
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I 畳 アヒブ チャトラ——現れの 口— ヒルカンドにあった王巧。ぜ都がアヒッチャトラ—。 

一呈チ*ンディヵ—ホ巧——シヴ7巧妃バールヴ MT ィ—ホ神のの怖面を示す•トゥルガ—か沖の則を。 

二〇トゥリガルタ - 現をパキスタンのがのにあるラホ—ルの古あ。 

一ニカイラー ナ山 ——ヒマーラヤ山中にわりとされ，シヴ T 神の住居のあるところ。 

二ち五义——なおの巧に用いられる五つの巧巧な乂。 

||«ヴ*—ダ——バラモンあの里典で、インド最古の文が。巧しくは、辻を四郎 W ヴゴ—ダとウパニシャプ 
Fb 一一五—一一一八頁を巧よ。 

かブラヤ—ガ——ガンジス巧とヤムナー巧の合流おに化するアッラ—ハ•ハ—ドの古を。 

一 1 K カシュミ—ラ——現在のカシミ—ル。 な 
"クリシュナ 巧 I 元来は.ハ—ガヴ7夕派の神であるが-後にヴィシュヌ神のをの一とされる。巧色な 
かをとしてホ々され、インド义学に巧々のお悦がなえられている0 
こづダイトヤ——巧おか巧巧の一。アスラ巧と同一がされる。 

W パ—ターラ——地下巧のを。 

が ダ ーク シナートヤ地方——デカン®! SI 巧をさす。 

" シュリ！パルヴ T 夕——古な肪に巧をな山の名であるが、比を不辞。 

二八マヤ I 古な化にダイトヤがの难巧をとしでかられたアスラのあ。 

W バ I ナ-アスラの一人。 

か ダ—ナヴ T 族 I ダイトヤ巧の刑あ。 
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三一力 I マの巧——巧をの神。 

ッアスラ I 「神に非る者 J とががされ、惡«の巧巧とされる。 

一二五マーラヴ r ——現在の西インドのマールヮ—地ち。 

臭；サ-ドヴィ—パ-『白 A の夕の巧であるが、化度不が。 

三かラ I ジャヴ7ルタち——大理石の一巧か。 

冨クムドヴ7ティーの巧-クムダ{白い水巧】のこと。 

" ザ I ンダルヴ T 巧の結婚——おのがおなしに恋人同志が自由に巧ぅ結婚。 

皇スメー ル山——神巧上の山で、この化巧(ジ+ンブ.ドヴィ I •ハ)の中むをなすといわれる。 

S 六ヌヤグローダが——格樹のこと。 

タ プラティシユタ—ナ-ゴーダーヴ T リ—巧の上流に沿ぅ現在のバイタン。 

貢そのるに童わしい柏1ヴィチトラ-カタとは品自い(ヴィチトラ)留(カタ— )をする男」の意。 
量ラ—ダ——現なのベンガル留部の古あ。 

ーミラータの国——現在の西インドのグジャラート地ちのちを。 

一五(大おにをまれてまきたままめけられた巧 I 巧しくは、『カタ— 


サリット•サ—ガラ j け一六四頁を見 


ち 


『カーマ.ス—トラ _には、巧战としてを人の身体につける术あや巧 


一空みホには化やかの巧がのこり— 

型がが抑に狙述されている。 

ミガンダルヴ T I 巧巧にをを天走医師窒ぃ寡尘とされ畫神め存在。 
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I ちトリ-ヴィクラマセ—ナ王とヴ王—夕—ラ—巧典では、なに。ヴ，1夕 I ラ.■ハンチ*ヴィンシャテ 
ィカ —h (ヴターラニ+五話)ポ巧入されている。この物語はインド文学にををな场語で、か種の坛本 
ボあるが、巧カタ—.ナリット•サーガラ h の巧をが ホ も巧しい。 

I 八 I ニシャダ——；ハ—•ハ—ラタ h にあをなナラ王の国でわるが、をすが。 

" T ラカ-不巧。 

玄一一卖の 4 B ——トリ•ヴァリーといい、舆みの将微としての実ぶの一つに巧えられている。麻の上がに描 
にぶ々「一一一条の巧」をな巧し、义ザ作あに震々見られるとともに、化刻などにも現わされている。 

一男シ*シ午 I ンカ.プラ——な！ a 不が。 

一八《白巧——新月から満月にまる半*巧のこと。 

言ロシュ ヴ。—夕•ドヴィ I バ——「白い A 」 の巧搭不時。これを『白人のさとがし、キリスト巧巧 
の住居とを化す学おポある。 

言一ープリンダ巧——ヴィンドヤ山中に度むな巧の一。 

ゴ竞ナダ.ク—バラとラン.ハ -肚 宝の 神 クベ—ラの モ、本 ♦一ー ニ巧を るよ。ナラ.ク—バラ ともいぅ。 

ラン-ハーは天女の一人で，インドラ神のが曲に巧ける第一の巧女でわり' ナラ.ク—バラのまであったが， 
巧历ラーヴプナに^されたボ、ナラ-ク—バラにが出された。ーハリ.ヴァンシ*|にがし。 

一一 言ヒラニヤ.カシブ——ダイトヤ<アスラ)里のぷ0巧巧で，をにヴィシュヌ神がナラ ■ シン=^の形で異わ 
れて、ヒラニヤ•カシブを引巧いたといぅ。 

呈ーガウリーか巧——シヴ r 巧の化パ—ルヴ T ティーの則ぶ。 


呈五をこびのあまりみ体の毛*はなら——インドの古か文苦では、「み体の毛#がなつ」とか「頭巧が逆な 
つ」といぅ巧現は、非巧な喜こぴを巧現するときにのみ用いられる。 

書力—ンチャナ.プラ——「黄をのが」の意。化 g 不阵。 

吾吉 ザーリカ- つぐみ巧に麻する A 。 
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本書じは「カタ ー .サリット•サーザラ」第十二卷じ収められる「ムリが—ンカダッ々王子の 
物語」を遺んだ。比較文学的じは「大魚じをまれておきたまま助けられた 話」 のょう じ、 既に第 
二巻に述べられたモティ-7があり、また呪法に使雪れる輩 S が記述されているなど、わ 
れわれ〇與味を葱かず指おか.；^いが、六彼馨に関する仏をの雲に則つて物語が述べられ、 
またヒンドゥ教にがける輪婚の#あが比喩的に述べられるとともじ怪奇なヒンドゥ教祭まが記さ 
れていて、宗教史に関する貴厘な資料をわれわれに提供してくれるとともに、シャバラ族の部落 
の賺子が描写され、また舍事の際の雨次じ青及されているななど、インド社会の姿をありのまま 
じ、われわれじ提示するものとして、與味滯いものがある。 

時に本巻に於いてわれわれの注意を惹くのは、醜悪な姿をした惡魔ヴ 王 I 夕—ラの 登黨 であ 
る。こ S 麗 u 憑くという悪魔がインド人の鬼湿前の中に どうして 発生した か不關 であ。、また 
via という語そのものの語源もホだ明らかにされていない。仏典では呈进 W の形で見え、恐 
らくり 『金ホ阴お」 Muvagab 訖 80 き 日 as 凸旨に見えるのが最も早い かと 考えられ るが、鉴巧 
王経 j MahamSyQri とか r 文珠師利根杰お軌経 J Ma 晋苗ョ田 lakalpa のごとき密教揺かでは、他 
の諸々の悪魔と列挙されている。しかし，その特徴その他に関して、蜗別の就明は見られと-1。 






w ヒンドゥ教の聖巧では、「ハリ•ヴァンシャ」に始めて見え、その後二-一一一のサンスクリット义献じ 
そのち•か散見するにとどまり、「カター •サリット•サ I ガラ」第十二巻に於いて最も活跑する。 
すなわち、本曹に訳出した部分である。この記述によると、ヴ H — 夕1ラは怪異なをで表象され、 
「色が黒く、背が商く、路蛇のような頸をもち、をの顔をし、¥のような脚、泉のようなお、 
驢馬の耳を持つ」とおされている。常に死屍に彌いて、屍体を生命のあるもののように動かすの 
であり、その物嬰さは想您に余りあろう。本巧では省略したが、この「ムリ ボ—ン カ ダッタ 王子 
の物語」におんされる 「トリ* ヴィク ラマセ t ナ 里とヴ H 1 夕！ラの物語」•か、 インド文学史上 
にち名な『ヴ H I ターラ.パンチャヴィンシャティカ—」(ヴ H I タ ーラ廿 五物お)の一 伝 本で、 

他じ一二三の伝本もあるが、「カタ！サリット•サーガラ」の郎伝が最もすぐれている。この物語 
は、プラティシユタ—ナの王トリ.ヴィクラマセーナがが智に眞けた邸肺にたのまれて、馬体を 
とりに行くが、その馬体じ憑いたヴユータ1ラが廿四瓶の與巧ある物語を王じ聞かせ、遂に犹肺 
のげ計を王に知らせて殺きせるという物語である。本をの一一二五頁が下に、ヴ HI ターラに関し 
てヒンドゥおの怪奇な^が述ぺられているが、「ヴユ1夕1ラ . パンチャヴィンシヤティカー』 
に於いても同じような牺写が見られ、八世おの劇作家バヴア.ブ！テイの『マーラティー.マ— 
ダヴア」に見られる明肺のをとともじ、古代ホ期ないしは中世初期に货けるインド社会の怪奇な 
様巧を伝えるものであり、怖ろしさ、またはなまなましさのなで、シユイクスピアの『マクベス」 
じがける化ホの舞おなどじ化敵するもの、あるいは巧媒するものとも育いうるであろう。 


附録ィンド古典ズ学の大要 



長い歴史とあい領城をもつインドが、その文化の面で複細な様相を呈するであろうことは想鞭 
にかたくないが、特にインドの場合、ホい期間じ直るインド•アリヤン入の俄努に続いて、中世 
じイスラムお徒の進出があり、また巧巧にあいてイギリスのま配を巧けるなど、棘元の異なる S 
つの文化の相お漫潤があり、しかもそれらが巧ホを続けたなじ特をが認められるであろう。さら 
に、民族•言語の面から見ると、インド•アリヤン人とならんで先住民たるドラヴィダ族の文化 
の展開かあった。嫌に、タミル語のごとき、西 M 元の頃から南インドじ独自なで単作品ををみ 
出して今日じ至っている。しかし、インド义化のま巧は飽をもインド.アリヤン的であり、イス 
ラム教権のま邸下に於いても、事あるごとに頭を揀げてきた。がって、インドの文をを諭ずるじ 
あたっても、まずインド . T リヤン人の义をを過去四千年にちって採るべきであることは言うま 
でもない。すなわち、インド.アリヤン入の文学こそインド文学のま流であったのである。この 
で単のまおは通常言語の上から古化、中期、ぶ巧の一一一期に分たれる。古代のホ単はヴでーダ語を 
含めて所謂サンスクリット語を、中期の文学は中期インド■アリヤン語(パ—リ語を含めてプラ 
1クリット語と T パプランシャ語)を、そして巧巧の义単は八、か世杞の頃から赌まるヒンデイ— 
語とベンボル語を中むじ、を地方の方言を巧いた。このょうに、多くの言語を巧いる文単作おを 
眠られた紙数の中で諭ずることは里節であり、またぶ巧語は巧者の巧を外でもあるので、おでは 
納ホ代の文学じついて簡単に作品を瓶々することじし、中期の文学作品は化致あるときじ言及する 
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にとどめることにずる。 

1、ヴ 1— ダ文学 

インド•アリヤン人が、いつ、ピこから' パンジャ ーブ 地方に進化してきたか、それを教えて 
くれる资料はない。しかし、；^がインドの主地じを巧するじ至ったとき、彼等がみずからの司 
祭者を有しており、また極々な祭式とそれじ関聯するが黑な梧ををもっていたことは事実である。 
彼等はこれをインドの±地じをいて、彼尊に恃有なおお制と宗教的体験とでもって、さらじ発展 
させた。これらが集大成されて庞大なヴューダ义献となったのであるが、彼等.か日常神々を讚え 
た讚嫩の集録である『リダ.ヴューダ」が、その度初に成化した。ヴ H — ダとは元ホ「知親」の 
意味で、特じ宗お的な神聖な知献を廣ホし、そしてこの神巧な知誠を集慰した聖みの総祿となっ 
た0 

さて、ヴュ！ダ文献には、四巧の別がある。「リグ■ヴェーダ J 、 『サーマ•ヴェ I ダ」，「ヤジュ 
ル.ヴ HI ダ」おょび「了タルヴァ•ヴ H — ダ」•かこれであるが、なじ巧ヴェーダといぅのは四 
部の書を意味するのではなく、多感多株な 巧 巻を包をずる文献の協称である。をヴて[ダは、サ 
ンヒター{ぶ集)、ブラ—フマナ(斑 串)、ア I ラヌヤヵ(森林 ま) おょびゥパ-ーシャッド(奧黄書)の 
四つの稱成霞素から成っているのであるが、この中で ホ もま要な部分はサンヒタ—で、マントラ 
(满が、が洞、％府)のががである。化って、一般じ『リグ•ヴ王—ダ」とか 「 T タルヴァ•ヴ王 


253 


—ダ」とか言うときは、それぞれのサンヒタ I を措していう。「リグ•ヴエ I ダ」は巧歌の集録で 
あり、「サーマ■ヴエーダ J は挪飼と旋律の棠録であり、『ヤジュル■ヴエ I ダ J はを詞の集凝で 
あり、『アタルヴァ•ヴエ！ダ」は藻災と调伏に関する扰頌の集録である。これらのをヴエ—ダ 
本集じ附嵐して祭祀の前おをま体とする散での部分をブラーフマナと冒うが、その中じ含まれる 
巧話、伝說の類はインド嚴せの散文で学として興味深いものがある。化に、了1ラヌヤカは森林 
の中で伝授されるべき秘磯、秘浊をがせた部分で、の端明と同時に、それに関嘟してお学的 
思巧の進ホの跡を示している。ゥパニシャッドは宇宙の森羅巧をの二冗を辭く哲単的部かである。 
インド人の考えでは、これらの四部かは人間の茜巧とは見做されず、古化の盤巧が惑得した啓示 
とされ、シュルティ(天啓文学)として総巧されたのであるが、をじはヴューダの伝をを任務とす 
る婆羅門の間に所おの相違が起り、遂に単服がホじた。その結果、サンヒタ—にも異本が生じ、 
さらに祭まに関する見辭や規おの相遗かち多数のブラ—フマナが下の文献が成なした。かくして、 
ヴエー•夕文献の構成は実じ複雜とな0た。しかも、さらに、前述の「天啓文単」の補助文献とし 
て、幾種類かの聖伝で学(スムリティ)•か存在する。これらも細目の差異にょって残多の学派にみ 
れ、それぞれじ所依の文献が存巧したのであって、その全貌は今日到底窺うべくもない。を脈の 
消長盛衰じ従って散逸した文献 も かくなく、現在に伝わるものは巧て 帯を した 大 文学の 一部に過 
ぎないのである。 

ヴ H I ダけこうしてマントラを中、むにしてな祀に閒聯して段開したを教文献の総がであり、巧 
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実の，記載とか、おるいは霉•愉理を記述したものでもない。また、峯的価値も部みじょって 
黄なるのであって、到廣現巧人の文単猫巧の横准で論ずることはできない。しかし、『リグ•ヴ 
ェーダ」の筑雕、『了タルヴァ■ヴュ I ダ」の巧頌、またを種のブラーフマナ文献にあける神話. 
伝説•ホ潭の類など、嶺々の窓味で、われわれの鑑赏に堪え、また管に価する作品もかくない。 

これらのヴ r ダ文穀聖には極めて長い期問を要した-」とは言ぅまで电ないが、天啓畫 
のま度な屯 GS 苦大体に腊いて西 S 霜； OOS から聖00年頃に f 約一千年の 

間にわたると襲されている。その問に、バラモンおの中むはパンジヤ1ブ地方からガンジス河 
中流地巧に移り、バラモンお極の施化、バラモン階級至上の社会制度か歷開した。しかし、それ 
と同時じ、その度動としてウパニシヤツド擊か讀し、またクシヤトリヤ階級を中、むじ仏教、 
ジャイナ教、•ハ I ボヴアタおなどの新興宗教が興るにおった。. 


二、《マ¢1パ—ラタ W と『ラ—マ—ヤナー 

ィンド•アリ ャン 人が パン ジャ 1 ブ地方からガンジス柯流域に進出した奮は、各部旗の間じ 
巧当に激しい争葡の戦が操返された。「リグ•ヴユ I ダ」に見られる「十壬の戦」などその一例で 
ある•か、その思も大きなものが，ハラタ族の骨肉相をむ大戰争であった。『マハ！，ハーラタ」は実に 
この大戦争を記述した大叙窜詩である。 

ホ化インドのお巧として著あな•ハラダ王の後なに、ハスティナ！プラ(デリーの束化方)のカウラヴ7 
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ちえと、インドラ.プラスタ(毋をのデリ|)のバ1ンダヴ*'王ホとポあり、モれぞれに国をおめていた。 
しかし、パ—ンダヴ7王巧のを芦が巧くあボリ、国が巧おしをので、カウラヴ7王巧のドゥルョ—ダナは 
これを巧み、が父シ*クニとかり、巧階の巧きなパ—ンダヴァ王家のユディシュティラ王を巧い' 散々に 
巧かして、その王国，財ま、巧巧、ホをホわせた。ドゥルョ I ダナの父•トリタラーシュトラは•ユディシ 
ュティラのが父であった関巧から、自分のホ子たちの席巧を旧資し' パーンダヴ7王家のををが巧の境遇 
からをれさせた。しかし，十ニザ明は放浪の生活をし、+三年目も推ををがして 過し、 卡四年目になって 
怕領±を回巧してもよいといぅみ件でが巧され た。 

さて、パ—ンダヴ7王ボのユディシュティラ、アルジュナ、ビ I マ、ナクラ、ナハデ—ヴマの五ち子と、 
五王子のホ巧のまドラウバディ—は十二年の脚巧浪の生活をし、+11幸目にはマツヤ国王ヴィラータのが 
に巧使としてせえていた。たまたま、カウラヴ7王家がマツヤの巧±に巧入してきて' 掠奪を逆にした。 
重モはヴィラ1室を助けて、カウラヴ7王东の军を破口、晚利を収めた。この戦閒がお n て一二日で， 

五華たち基浪ま一累智が？」 & S で’養寡《を明か」’薑を愛」了’温去 i を 

要求した。しかし’墓寫の馨も巧られず、むなしく讯されたので、奪パ—ンダヴ*'王をとカウラ 
ヴ了王をとはを々同阻寬をあつめて' せ来お地とされたクル.クシュートラ(クル平原)に於いて、卡八日 
問にわたる大会戦が巧われ5忆至った。が S 襲、カウラヴ T 轰 S は藻し’パ—ンダヴ*'王がの 
勝利に稱り'ユディシュティラがインドラ.プラスタに巧いてち化に即いた。 

その後’インドラ.プラスタでは、アルジュナのすおが王 f 継いだ。この王をは，インドの伝季は、 
月な巧と巧ばれる。 




娜 現在に伝わる「マハ—バ—ラタ』は本文十八摘わよび附猜「ハリ•ヴァンシャ」を合せて十万 
頌(一巧は十六を節一一巧からホる)を超えるのである•か、その中核をなす前述の，ハラタ族の大戰争の 
物語はを体の約おかの一に過ぎず、その間にをくの物語、ま詩あるいは哲学詩が挿入されており、 
古巧ィンドの某お、神話、お耽、戚俗、法制、を会制度等じ関して里要な货料を含んでいる。こ 
れらの挿話の中じは「ナラ王物語」をはじめィンドで単巧に、さらには比較文単の上から重要な 
説話かがくない。わか「一簡仙人の物語」の祖型の一つである「リシュヤ•シ。リンボ(冷ち仙人) 
の物語 J も、このように描入された歸話の一つであり、またヒンドゥ教の聖典として今曰もなお 
一二楠のお徒じ無限の福音をもたらずという『，ハガヴァッド■半1夕 I 」は一兀来バーボヴァタ狐の 
経典であったと考えられるが、パ I ンダヴァ族の勇±了ルジユナじ，ハーボヴァタ派の教祖クリシ 
ユナが語る烈々の言葉として裤乂されている。 

ィンド•アリヤン人がボンジス河中流化城に勢力を占めた頃、コ—サラ固の首都ア ml ディヤ 
1には日種族の王家が君臨していた。「ラ—マーヤナ」はこの王家のラ I マ王での行がを讚えた 
ホ叙事詩で、セ篇、約二で四千頌から成っている。 

n— ナラ国のダシャラタ王の王子ラ—マは、ヴィデーハ困王ジャナカの脏シータ—と結婚し、父王の巧 
巧と人民の记望をがめてい化。ダシャラタ王がラ—マ王子を太子としようとしたとき、王の化妃カイケー 
イ—が巧みをとなえ、実子•ハラタのな太モとラ—マを+四年阳な林に放逐することを、ダシ*ラタ王にホ 
巧させた。ラ—マは化シ—夕 I を*れてホ林に巧き、バラタボ太子となった。ラ I マはダンダカのみで巧 
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の玲寂を乱す—を遇沿たので、ランカ-を雲のセイこをに薰を持つ雪ラ—ヴ r ナ菓いに怒 
口，シ—夕—をかどわかしてラン々—に速れ f 。 ラ—マはミ基り，シ—夕1讓の旅に出る。ラ— 
マはパンパ Is ほと OS 王 K グ？ヴ7を寄た二とから、シ—夕ふ囊に猿累涅助霎けるこ 
とになる。 W 明な巧ヌマットはスグリ—ヴ7麦かによロシ—夕—の巧？むかい、その霍を淘めた。 
費ラン*-忆度人し、ラ-ヴ7ナ sff ととらに、シ—夕 Is ってラ1マ0か援§いことを 

か喜る。玻軍某#してラ'バカ—に黃し、窒と窒 S 巧ラ—マとラ—ヴ7ナ〇養がはじま口、 
ラ—ヴ T ナ S にラ—マに殺さたシ—夕 I は雲に登された。しかし，シ—夕 I なは身の庚白を窺わ 
れたので-それを証巧するために火中に身墓じたを乂神アグーーがこれをお巧した。 

こぅレて、ラ1マ 

はン-夕 I 巧を伴りてアョ丄アィ T の都に飢旋し，图民か呼の巧に王ぬに即いた。そして’曇に，ラ 
I マをヴィシユヌ神の巧化たらしめるための物巧が述べられている。 

「ラ—マ—ヤナ」のテ1マは後世の文青大きな影 W を巧ぼし、サンスクリット語所伝でよ力 
1リダ！サ(四、毒柄)：ラグ•ヴ7ンシヤ」(ラグ王呈細)、プラ—クリット語所括ではプラ 
ヴアラセ—丈ぶ世おか S 「ラ—ヴアナ•ヴ T ハ J (ラ—ヴアナの殺怒)のごとき叙事詩、八世結の 
ハヴアブ—ティの戯曲「ウッタラ•ラーマ.チヤリタ」(綺ラ I マ王子巧が記)などはその流れを 
汲むものである。後代じなって、ラ1マがヴィシユマ神の穂化として曇されるよぅじなると、 
ラ—マへの給が帰依をおく「ラ I ム.チヤリット•マ I ナス J (ラーマの巧がの棚)がトゥルシ ー • 
ダ！ス ( 一五=二 I — H ハ宣}じよってをかれた。この作おはヒンデ/語で単の最商の薛乍とい 



柳われ、ヒンドゥスタンーおの民ホの里典とされている。 

- I 一、古典义学 

前五世瞄の頃に、が大な文法家パーニニ•か出て、当時の単慰ある者の哥語を固産した。パ I 二 
二の文法はその後々1ティヤ I ヤナ(前吉世お質およびパタンジャリ箭二世紀叟によって補僵 
されて完巧し、ここに古みサンスクリット語が成立した。せ典サンスクリット語はこの後インド 
のおお■文学•学術の商級標準語として巧いられ、今日じ至るまでその位思を巧ってきたのであ 
るが、この言語は『リグ•ヴュ I ダ」などのす語すなわちヴューダ酷に比べて、単禍化、食弱化、 
規制化の傾，问があったが、一面にをいて抓生語および複合語じ関ずるほ巧的な方法が発遠し、修 
牌とお巧をまとずる業で体のカーヴヤ文学ををみのすに至ウた。特に、四世抵の初めにグプタ朝 
が興ると、文学者は宮廷のが薄ををけて、詩文の巧を競ぅたのであるが、八世紀お後にラージプ 
1卜旗の諸王朝が興った後も、この趨勢は永く持続し、その宮捏は文学と芸術の中むであった。 
十一世紀になると、カシュミ ー ルが古典义苦の中ム地として、クシュ— メ—ン ドラ、 ソ ーマ•デ 
1 ヴァなど教务くので人前人が巧出した。また、十二世結じは、ベンボル地方の ラク シュマナ. 
セーナぶの宮廷が义蒂の中むとなり、ジャヤ•デ I ヴァなどの詩人が齿た。 

宮延が#文が——インド文が巧じ於いて、カーヴヤ文単の先瞄は、西暦二世紀の前半巧クシャ 


ン朝のカニシカ王の宮廷に化えたといわれる仏お詩人アシユヴァ•ゴーシャ(馬鳴)の作品である。 
ブッダの生涯を巧美した r ブッダ•チャリタ J (ブッダの所け)、プッダの異巧弟ナンダのエピソ 
1ドを謂った「サウンダラーナンダ J (ナンダとスンダリ—な)がその代表作で、祀練された文体の 
中に熱烈な信仰を昇華させている。 

グプタ朝のチャンドラグプタニ世の宮廷に化えたとされる力 I リダーサはインド古典文芸の詞 
をとされ、劇作家•詩人としてインド文学史に不朽の名をのこしている。『クマーラ•サンバヴ 
ァ J {軍巧クマーラの誕重と『ラグ•ヴァンシャ」の二爲のがを詩があるが、前者はヒンド。教の 
巧話をテ[マとし、後者は潘に述べたょぅにラーマおおをテ—マとしている。 

その後、ホ世紀の宋に於ける•ハ—ラヴィの「キラ—夕—ルジユニ—ヤ J (キラータと T ルジユナ 
の徵)、マーボ{年代不粋、 A 世おか)の『シシユパーラ•ヴァダ J (シシユパーラの殺恐)、また、 
バッティ(年代不祥、セ世おか)の「ラーヴァナ•ヴァダラーヴァナの殺戳)、シユリー•ハルシ 
ャ(年巧不詳)の「ナイシャダ•チャリタ J < ナイシャダ王の巧が)などが或われた。いずれも「マハ 
—バ—ラタ」や「ラーマ—ヤナ」に見られる巧筋•ほ破をテ—マとしているが、修辞をこらし、 
辞をのおえるあらゆる技巧を弄していて、インド人は力 I ヴヤのが昨と巧巧する。 

歴ま文単——インドでは、歴史文をもまた宮廷文萬に巧ずる。インド人の巧として現実と理想 
細ないしは空想とを判がと区別する批判力にたけ、それが深く、しかも長く、インド人の巧神活勘 
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をま酷してさたために、インド人は歴史 n 監に於いてん史実を神霞 語妾講 表現の中に 
包みこんでしまっている。二ぅして、インド S を文をは霞的要？史実とが混然5をなし 
妄芸乍品なのである。このょぅな昨乱の茜一じ寧ぐべきは、と世紀の，ハ I ナの『ハルンヤ•チ 
ヤリタ JC ハルシヤ王巧げ記)である。この巧品はハルシヤ王 (在化 ホ 0ホ—ホ四 A ) の宮廷に社え 

た詩人バ1 ナが 宮廷詩人として蛇菌者た重 sf 雲した屯？、創作と養とが巧みに巧 
ぜ搬りにされている。従って、史料としては限られた恵巧しか韶めちれないが、ハルシヤ王の宮 
廷に適留した養の r 大唐西械記」の記まどとならんス壽の宮廷生活、助偕習慣などを知 
る好货料である。 

チヤール丰ヤ朝のヴィクラマーディティヤホせ 香 化10セムハ 丄二呈に 吐え た カシュミー 
レのを、ビルハナの『ヴィクラブーンカ•デーヴア•チヤリタ」(ヴィクラマ I ンカ王 巧が記〕 も 

店護者た畫 S 廣を襲」た作品でおるが、阿觀覆《壽麗 S 満ち、 窮的湿は殆んど 
よ、0 

カシュミールの詩人カルハナの『ラージヤ•タランギニ 1J (王統あ)は、歴史文単として、イン 

ド文学史吉思も踞巧した昨風とされる。カルハナは、ひろく先人の恶作、霊の歴史、轰軸 
許がちるいは碑文などの最を渉栅して、 S なカシュミ，ル王統おを編述しようとし、二四 
<年にこ8を売成したのであるが、そで—は極めてを請であつたにも拘わらず、囊とを 
脱とを区則せず、また年代に巧しても批判力にかけており、史料の取搶虽扶におたつでも碟い考 


察を的えていない。 しかし、 『ラージヤ•タランギニ—」は文化史の餐料としては比肩するものも 
ない ほど じ価蹈がを いとされ、 崎に展後の二巧は十一.二世描にがけるインド文化に関し比類な 
く 巧巧當當な資料で ある。 

野悄詰、筋言詩——「リグ•ヴ王 I ダ』のが耿は既にある意巧では辟怖詩であったが、巧情詩 
としての最初の作品はプラ I クリット語でまかれた『サッタサイ 1 J ( とち詩頌)で、アンドラ王朝 
のハ I ラ王こ一世楚の作とされる。恋の亭 J びと悲しみを美しく歌っており、特に村落に於ける 
巧ホの感情を描尊して菓しい詩挽を表現している。サンスクリット語で善かれた巧情詩では、力 
I リダーサ( I )の『メーガ•ドゥータ j ( 興の巧)と「リトゥ.サンハーラ J (軍節のめぐり)が稱作と 
される。前者では追がされた男の空に巧する妻への思慕が葉しく叙べられ、谈者では爭節のぅつ 
りかわりが自がと恋情じ巧して视妙に旁でられている。「君がまなこは青蓮に……」と、「お潮 
を」に美しく椒われている詩は「シユリンザ I ラ.ティラカ」(恋情の裝飾)の中じ見られるが、こ 
の詩集も カー リダ—サの巧おとされる。 しかし、 真描さだかでない。 

了マル 革 巧す 辞、六化 おか) の『了 マル.シャタカ」 子 マル 百頌集)は閨巧を美しく悩ましく咏 
い、バルトリハリ(セ 世括)の 「シユリンガ—ラ•シヤタカ.！ (恋怖百蝴集)，『ニーティ.シャ タカ」 
(诞世百頌集)おょび『ヴァイラ I ギヤ•シャ タカ J (雜欲巧頌集)の 一二 植の詩集は、古代インド人が 
綱 人を の 一二目的としたカ ー マ (恋愛)、了 ルタ (実巧)おょび ダルマ (宗教的お務の遂行)に則って人を 





綱を咏じたものである。巧にシャタカといぅのは薛輿の雲であって、大体に巧頌からがる詩集で 
あるが、セ•八世紀の頃に流行した。上述のほかに普あなものとして、太陽神スールャを级美し 
たマユーラ(セ世お)の「ス I ルヤ.シャタカ J 、 チャンデイーホ巧を廣美したパーナ ( i ) の「チャ 
ンデイー•シャタカ」など•かあり、熱烈な简仰を咏ウているが、力 I リダ I サの流麗さ、アマル 
の稱幽さには到底巧ぶべくもない。サンスクリット語の巧巧詩迎の思後を飾ったのはジャヤ.デ 
1ヴァで、彼の『ギータ.ゴーヴインダ」は收なに化みしたクリシュナ^ホラ1ダーの恋汲遊 
戯をテ I マとした田園巧 W 詩である。 

厳言詩としては「チャーナキヤ.シャタカ JC チャ I ナキヤ節言酉頌)が著ちであり、教訓静とし 
てはカシュミールの薛人ダーモ I ダラグプタ(八世杞ホ)の『クッタニ！マタ j {ホ将の訓え}、ク 
シ H1 メーンドラの「サマヤ•マ I トリカ 1」( やりてばば)などのをが知られているが、この一一 
炸品は巧当にエロテイックである。 

献曲1戯曲は、ギリシ T で単におけると同様に、サンスクリプト文をじおいても重廣なに置 
を占めているが、その起原は巧施でない。今日におわる最古の作おは西暦二世おじ属するが、す 
でに演劇の理論の拘東ををけたことが齡められ、その背をじ相当に長い発達の歴史のあ0たこと 
を想做させる。研巧の初期の段階じおいては、彫刻•医単•巧叉•が堂などの場合と同様じ、イ 
ンド俩における半リシ T 劇のが ii を強淵する学者も出たが、十分な論视はなく、指摘された類似 


263 


おもみ巧的なものではなかった。インドじわいても、独化じ贩曲の発連する喪素が多く存在した 
ことは明瞭であつて、たとえば「マハ—•ハーラタ」と「ラ—マ I ヤナ」の暗誦峰げに身振りがと 
もない、またを話の分担が伴ったことが知られている。また、戯曲を 愚 味するナーテイヤといぅ 
語は「踊る」 を盧 味する語根ナットじ由来し、この語根は 同じ 意味のサンスクリット語根スリト 
の裕語形であることから(サンスクリブト語で、 r 辑踊」はヌリッタ、 r 身振り」はスリテイヤ)、 
インドが曲が 舞脯 、とくじ民間信仰を中むにした巧間娛楽ないしは宗教磯戎じ 関係の あること も 
巧ちされない。おそらく、古来ををした原始的な濟规形式が、西曙前教世杞 来、 化西インドで活 
躍したギリシア人の影響によって i 化されるにいたったとホえられる。 

インド古典劇の大きな特色をなすものに、言語の複雑さがある。一般に、身分の商い男性はサ 
ソスタリットを巧い、婦ホモや身分の衙い貢子は僧語(ブラークリット)を用いた。プラークリッ 
卜は巧巧者の身か.地位によって多がじかたれているが、重度なのはシャゥラセ—ニー、マーハ 
1 ラ I シユトリーおよびマ I ガデイ—のミ語で、いずれも地乃のをに由来し、それぞれに中イン 
ド、南インド化部および或インドの方言をけ表している。したが0て、インド古典劇の理解鑑赏 
には、これちじ通じている破要があったのである。インドの古典勘には、その他、登場人物、劇 
の構成などじついて撒重な制約があり、しかもインド人特をのぺダンチシズムで、桂端にか類さ 
れ度度•つけられているのが常である。 

戯曲の上演に際しては、常設の奶場はなく、がかの隙などに掛小屋で行なわれた。小屋は縦長 
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の長方形で、前半は减をおとし、後半の前面を舞を、その後に楽屋巧がおかれ、舞をヒ楽屋巧と 
の間は燕で 化 切られた。楽窗巧は 俳® のみ装-ホ趙じあてられ、また舞をじ 上演で きない事件の 
暗示(弾衆の声などを吿めて)に利巧された。舞台裝®は非常じ簡単で、背を -15 割 もなく、大道 
具•小道具も発連していなかった。したがって、舞台の巧陆気は、舞を上の麗約、とくに徘场の 
が装■ホ服•装身具の特色、 稗 もにょる示巧、とくに身振りにょって 了解 させたのであり、 觀客 
もそれら一おの規約を理锅していなければ黏 W することができなかった。 

さて、インドの古み脚の作品で今日に伝わる最古の作おはアシユヴァゴーシヤ (I) の仏教劇の 
断ちであるが、その全貌は巧らかでない。111•四世摘には、，ハ！サとシユードラカの作品がある。 
パ I サは「スヴァプナ•ヴァーサヴァダッター」(學にあらわれたヴァーサヴァダッタ ー) の作者 
で、一九 一〇 年に 南 インドでそのサンスクリット原典が を 見され た (この作品については、 「カタ 
I .サリット.サーガラ H 」 樞趙じ巧単な招かがある)。なお、このとき同時に、 十一一 一 篇の劑作品 
が発見され、•ハーサの作おなりや杏やについては諭蘇があるが、いずれも 桂 作で、作者が 凡 筆で 
なかつたことを示している。 

シユ ー ドラカは「ムリブチヤカテイカ ij (± の小車)の作者で、インド人の作家としては廣らし 
くシチユエイションの変化と登場人物の性祐の巧写じずぐれ、ユ t モアに宮んでいる。 

嚮じ、觀事詩人•巧情詩人として、インド古典文単の詞南として述べたカーリダーサじ「マー 
/ヴイカ I •アグニミトラ」(アグニミトラ王とマ—ラヴイカ I 姫)、「ヴイクラマ•ウルヴアシ I 
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ヤ J (武勇によって得られた天女ウルヴァシ I )、「アビジュニヤ—ナ•シャークンタラ」《あ出のぶ 
じより 巧会しえたシャクンタラ I )の一二燥作がある。時に、思後の作品はゲーテをして畴赏させ 
た昨品として有あである。なお、力 I リダ—サと前後して、ヴィシャーカ•タッタの政お劇「ムド 
ラ ー•ラー クシャサ」 (ラー クシヤサと恥 &) がある。インドの劇化品として慶らしく恋愛をテ ー 
マとせ V 、政略が中むのテ—マとなつている。 

セ農の前半のハルシャ王®じ『ラトナ1ヴァリ丄(パ|5)、『プリヤダルシカ1」(パ^およ 
び 『ナ ーボーナンダ J (菌王の宮び)の一二篇の作品がある。前二者はヴァツァ壬ウダヤナをま人公 
と，',、 われっ r * の 「カタ— •サリット♦サ I ガラ」 W に含まれる「ウダヤナ王巧が記」の一環に 
原する作品であるが、面接の関係はない。後者はわれわれの『カタ I .サリット•サーボラ」曰 
に見られる「ジ I ムータヴァーハナ(兼巧太子)の物語」を胁曲化したものである。 

八世.お H よ，、ヴァ•プ I ティが曲て、同じくミ簡の戯曲をのこしている。就中、ラーマ王子を 
ま、、一とし、 愛情と猜務のディレンマを扱った「ウッタラ.ラーマ•チャリタ」(続ラ—マ王子巧 
が記)は傑作と され、 「マーラティ I .マーダヴァ」(公子マーダヴァとマ—ラティ—姫)は「インド 
の ロメオと ジュリエブト」とおせられている。その後、いくつかの昨品がインド献曲史にをを暫 
めているが、九世陋のラージャシエーカラの「カルプ I ラマンジャリ I 」な^每が'在目されるじ過 
ぎない。なお、萊劇など通借劇じ超原する演測にも、と世おの「マッタ.ヴィラーサ」(醉いどれ 
の悪製など、佳趣の掏すべきものがある。 
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説話文学 一 ^^に述べたょうに、世界ホ大の叙巧詩(マハーパーラタ)もあれば、ゲ I テをして 
奧赏させた賊曲(シャクンタラ ー) もあり、踩玉の巧 W 詩もあれば、寸鉄入を刺すょうな斌言も多' 
いという、多彩をきわめるインド义単の中で、税話文学はとくにインドが神文化の華とまでいわ 
れるほどじ独自な発遠を遂げ、インド义単まのみにとどまらず、世巧の义学史にも大きなな置を 
占めていることが指摘されている。 

しかも、世界の古巧文学の中で、インドの説話义単ほどじ大きなが響を巧ぼしたものはほかじ 
ないのであって、わが中世じおける物語文を (r 今昔物酷」など)をはじめ巧南 T ジアの諸文学(ジ 
ャヴァホ学など)じおいて、そのモティーフなり、その樹想なりを、インドの說請文学に苗うもの 
は実じ多い。特にわが围じおいては、澳が仏典を通してのインド訪記文学の影密は、单に物語文 
堂のみでなく謡曲、‘その化さらには小烦や落語じまであんでいることがちれられてはならない。 

さらじ、インドの規話は中世お前じペルシャ、アラビ T 、 シリアなどを経てヨ ー ロッパに伝わ 
り、ヨーロッパの稍神义化の中に大きな足跡を残した。ラ•フォンテースの「簡話」、 グリムの い 
わゆる「ま話」などの中に、インド荫巧は大きな萊がを提供していることが知られている。 

さて、インドの説話文単の巧品としては、现じ述べた「マ C 1 バ—ラタ」などにがける挿話、 

次節に述べる松お徒あるいはジヤイナを徒などのをお説話などを意すべき作品が多いが、中でも 

「パンチヤ•タントラ」などの离話でをと、 r ブリハット•カター」の巧列に属する娛楽文単とは、 


単にインド义学史上にがける傑作であるばかりでなく、比較文単的にも重愛な盧热のある作品が 
多ぃ。 

窩話文学はまとして化世術のお訓のために編述されたもので、「パンチヤ•タントラ」を代表的 
作品とし、収載された寓話•比喩津は參彩を極める。現在、が種のお本•か知られ、「タントラ•了 
I キヤ I イカ」がそのおも古いものとされ、大体三、四世紀の成化であると考えられている。「パ 
ンチヤ.タントラ」 とは 「五糖のを訓の物語」の恵で、内をはこ)友人の離反、(二)友人の獲得、 
(頁戦争と平和、(四)所得の損失、(五)無 i な行為の五強じ分たれ、収載された蘭話のがは伝 
本にょって蕾異があり、流巧本ではホ十二である。『パンチヤ•タントラ」のお訳の歴史は弘く、 
「聖書 J につぐものとされ、現をインドのお言語に訳されたもの十五、アジ了の諸言語のもの十 
五、 ョ—ロブ パの諸言語じを訳されたもの二十二がおえられ、そしてアフリカの二言語にもを播 
しているという。 

なお、十化紀な後じベンボル地方で滿述されたと考えられる「ヒト I パデ I シヤ」は『パンチ 
ヤ•タントラ」の一伝本の巧稀本である。 

奶に、娛楽文学では、西磨一岳杞 頃に、 グナ I ディヤという者が俏語の一つパイシヤーチ！語 
で r ブリハット■カタ — J 某織哥集)という晰語集を巧いたか、その原本は今日ではた失して、後 
代のサンスクリット語改稿本が一二種知られている。その萬一は、ネパ—ルのブッダスヴァ I ミン 
W (年次不辞】の作品 r プリハブト•カター•シユローカサングラハ」(プリハブト•カタ詩形あ編) 
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で、荒本ではない•か、原形に近いのではないかとされる。黄二はクシェ ー メ ー ンドラ ( i ) の『プリ 
ハット•カタ ー •マンジャリ 1 J (プリハット.カターの花束)であり、裙111はソーマ.デーヴァ 
の「カタ I •サリット.サーボラ」である。巧者いずれも十】世結に厲し、カシュミール巧なの 
『プリハット•カタ—」に蝴って改楠揣述したものであるが、ソーマ.デ I ヴァは原本の巧容を、 
クシ H1 メ ー ンドラは原末の結構をお実に再現したものであろうと言われる。しかし、义菩作品 
として見るとき、ソ—マ.デーヴァは上品で美しいす葉を雨い、誇距がかなく、巧巧をてらわず、 
氏僧文単の時色片インド古典ぶ普の特色とを巧みに結合させていて、インド文学ま上にがける説 
お文学の履商の傑作というも過言ではない。 

この系列じ厲する物な輩としては、「ヴェータ I ラ-パンチャヴィンシャティカー」(ヴェータ 
I ラ鬼一一十五話)、「シュカ•サプタティ」(挪級屯十話)、「シン-ハーサナ•ドヴァ！トリンシカ I 」 
漏ず王座一一一十一誇)など與ホ深い作おがある。中でも、「シュカ•サプタティ」は妻かの窺通を 
とめるためじ蝶城が、あたかも「千 ー ホ物お」に於けるシャーラザ I ド姫のょうに、面白い物 
語をしてみ十九夜を過すという物語集で、『ヴュ I 夕 I ラ.パンチャヴィンシャティカ！』(本書 
r 酷題」を見ょ)とならんで、比較で単的に極めて显與である。 

なお、説話文学の一つの額型として、111應の賴訪集•かある。パ I ナ(腿)の『ヴァーサヴァダッタ 
1」と「カーダンバリ！ j (^ け$パの)、ダンディン(七世狂の「ダシャ•クマーラ•チャリタ』 
(十公子巧が娶の一二作品がこれに席する。これらはあ巧と U 険とをテーマとし、巧代に於ける小 
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説の類型に威するが、いずれもインド古典文学じ於ける 巧 通な散文作品で、華熙なすがと御爛た 
る語義で飾られている。棉じ、「ダシャ•クマ I ラ•チャリタ」はインド下面巧のを巧をも描いて 
おり、文化あの資料として興味深いものがある。 

純文学お外の作品——お上に胳述した柳でをの作品のほかに、サンスクリット語で書かれた文 
献は哲学、おお、文典、韻律、修辞、詩論、辞典など、また法律、経済、美術、音楽、天文堂、 
数単、匿を、さらには性涩など、学術あるいは英お活に閱聯ある作おが巧当に多い。インドでは 
これらもおおの文学作品とされるが、卑実文学的な絕巧に堪える作品も少くない。中でも S な 
のが、「マス法典 J 、 カウテイルヤの「アルタ•シャ I ストラ J (実利論)、ヴァ——ソヤーヤナの『力 
I マ•ス I トラ j (性愛経)などである。 

四' 宗效义学 

インド人ほど某お的な園民はないと言われる。従って、文学も超度の差こそあれ、宗教的な莽 
囲気じつつまれているのが巧である。ヴユーダは既にバラモンあの蛮典文学であり、その後に輿 
ったヒンドゥおにせよ、仏おにせよ、ジャイナおじせよ、いずれも独自な庞乂な文単作品を発達 
させ、をくのすぐれた作品をのこしている。 
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ヒンドウ教文学——「マハ—•ハ—ラタ J の附插 r ハリ•ヴァンシャ■一は叙事辭といぅよりはヒ 
ンドウ教の泉お文単であつて、ハ。とはヴイシュヌ巧の則あで 賣、 ヴイシュヌ神を讚仰する神 
話•伝齡で満されている。また、ヴイシュヌ神の巧化としてのクリシュナな前を詳細に記述し 
クリシュナ霞の最もよく湿つたげ品といつて過言ではない。 その後、 ヒンドウ管於いてはプ 
ラ—ナと称ずる一聯の文単作品が雲したが、プラ—ナとは棄吉围」の 意味で、 この意味よ 
りす J r マハ1•ハ1フタ.！の大部か、そして「ハリ•ヴァン’ソャ」の姑んどすべてがプラ—ナ 

であつとと冒いぅる。 既に ホく ヴ r ダ臺番に电、後若プ？ナ臺 S 拐される薑の 
’く つかが見られた G であるが、 ヒンド。おのプラ1ナ文学じ至つて'^来苗話•霞の覇は見 
まな厦開を遂げ、それぞれの宗派に推つて教をくのプラ1ナ文献が滿述された。7ハ1•プラ1 
ナすなわち大プ？ナと痴す妾就が十八麻あり、それらに附施するウパ.プラ1丈副プラ— 
ナ)の数をいれると、その数はおんど知りがたい。十八マハープラ1ナの中では、「パトマ」、 
r ヴイシ ュヌ J 、 「ハ—ボヴァタ/ rT ルカン Ti 、 r リン‘力 J 、 r マツ ご、 『ク-ルこなど 
のをが商い。 

松教ぶ学1仏教の黑典もまた庞大なをにのぼる。が用される冨じよつて吴別される•か、 
、，ずれも原始霞ににいて藍した—か6貧て、独国に B 」 たをマおる。事、パ i 
語を巧巧する七 - D ン岛の舅上座部所伝の型典は経•律•諭の所謂つ一愚」のはかに L くつ 
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かの蔵外の'経典が营て、仏養央ヒして最もょく班っている。一嘉の中で文学的を気の商い作 
品としては、仏教道徳を説いた「ダンマ•。ハダ JC 法な経)、仏陀の言行を記した「スツタ•ニパー 
夕 J (絕集『ブッダ S 言葉』}、お団 S 囊たる比丘•比丘足が折にふれてでむ境を吐露」た「テ1 
ラ. ボータ 1 J {長老揭)と『テーリー•ガ I 夕 1 J (長老巧渴)などがある。説話文学としてはブ 
ツダの前—語6「ジャ1タカ』(奎受がを、現在の所伝は雷セ話を集凝して、靈文学と 
してぅも、はお塞的に雲なな躲を挽っている。また、電結じブッダ•ゴ1サか疏述した 
「ダノマ.。ハダ.了ツタカター」(ダンマ.•ハダ因踪譚)をはじめ、この頃に揣述されたを種の経 
典の註訳？お多く sf 引用」ておス醫 G 比較研望に夕く .へからざる資料となってい 

る0 

义に、ヒ方恭の仏教はまとしてサンスクリプト 語を 田い、初期にあいては特にブソダの伝記あ 
るいは仏驚霞を取扱った作晶に崔作が"^い。ブッダ§記にまつわる霞請ヒ奎譚とから 
巧る『マハ I ヴァストゥ J 、 仏お齡話の集録である『ディヴヤ•アヴァダーナ」と「アヴァダ I 
ナ•.ノャタカ」などがそれスこれらじ収載される前話の多くは漠訣仏典の中にパラレルな所伝 
がいくつかあり、蘭話の展關を辿る好《料である。斐 巧の 仏典の中で、サンスクリット原典の 
おわるものもみくないが、その中でも「スヴァルナ•プラバ1サ」(金化お経)、「ガンダ•ヴ r 
ハ」{華颇餐などはで学作品としても興味碟い表がある。これらじがし、「サッダルマ•プンダ 
リーカ J (法華経}、 「スカーヴァティ1ヴユーハ」{阿！経)は宗教史的じは童愛な意おを持つ 
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経典であるが、文学的香気は乏しいといわねばならないであろぅ。ブッダを祟商な巧が存在とし 
てその伝記を記す r ラリタ.ヴィスタラ JC 大乗狂紙経'普赌奠もブッダお文をの展開として興味 
蝶いものがある。 T シュヴア•ゴー.ソヤ (1) の出現は參くの牠み者を曲出させたが、その中では 
クマーラ•ラ！夕、 T 1 ルヤ•シューラのをが商い〇 TI ルヤ•シューラの「ジヤータカ•マ I 
ラ丄某を譚の華寞は一二十五篇の水生巧を散文と韻文と巧えてカーヴヤ体の美しいサンスタり 
ット語で傑ったものである。 


ジャイナお 文を I ジャイナ教もまたをくの聖典をもっている。これらは初期にはち千のプラ 
1クリット語を巧いたが、後じはサンスクリット語を用いるょクじなり、いくつかの媒作をのこ 
している。中でも、最商の賴作といわれるのはへ I マチャンドラ < 十二世お)の「トリシャステ 
ィ•シャラ I カ ー プルシャ.チャリタ J (- l ハ十一一一棒人位) と、 その附篇『パリシシユタ.パルヴァ 
ン」(補遺)で、ジャイナ教徒の神話•伝おを多くをんでいる。その他、說薛文をじいくつかのを 
目すべき作品がある。 




